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   議事日程第１号       第３回定例会 

   平成２７年９月１日（火）  午前９時３０分開議 

 

   開  会 

日程第 １ 会議録署名議員指名 

 〃  ２ 会期決定 

 〃  ３ 諸般の報告 

      （１）定例監査結果等報告について 

 〃  ４ 行政報告 

（１）市政の概況について 

 〃  ５ 質疑 

 〃  ６ 議第５２号 表彰について 

 〃  ７ 議案説明 

 〃  ８ 委員会付託 

 〃  ９ 質疑・討論・採決 

 〃 １０ 報告第８号 平成２６年度寒河江市財政の健全化判断比率の報告について 

 〃 １１ 報告第９号 平成２６年度寒河江市公営企業の資金不足比率の報告について 

 〃 １２ 質疑 

 〃 １３ 認第 １号 平成２６年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 〃 １４ 認第 ２号 平成２６年度寒河江市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃 １５ 認第 ３号 平成２６年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃 １６ 認第 ４号 平成２６年度寒河江市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃 １７ 認第 ５号 平成２６年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃 １８ 認第 ６号 平成２６年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃 １９ 認第 ７号 平成２６年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃 ２０ 認第 ８号 平成２６年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定

について 

 〃 ２１ 認第 ９号 平成２６年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の

認定について 

 〃 ２２ 認第１０号 平成２６年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について 

 〃 ２３ 議第５３号 平成２６年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 ２４ 議第５４号 平成２７年度寒河江市一般会計補正予算（第３号） 

 〃 ２５ 議第５５号 平成２７年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

 〃 ２６ 議第５６号 平成２７年度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 〃 ２７ 議第５７号 寒河江市個人情報保護条例の一部改正について 

 〃 ２８ 議第５８号 寒河江市職員の再任用に関する条例の一部改正について 

 〃 ２９ 議第５９号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例の一部改正について 

 〃 ３０ 議第６０号 寒河江市手数料条例の一部改正について 
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日程第３１ 議第６１号 市道路線の認定について 

 〃 ３２ 請願第 ９号 原子力発電所再稼働の中止を求める請願 

 〃 ３３ 請願第１０号 安全保障関連二法案について真摯で慎重な審議を求める請願 

 〃 ３４ 議案説明 

 〃 ３５ 監査委員報告 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第１号に同じ 

 

 

   開    会    午前９時３０分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから、平成27年第３回寒河江市議会

定例会を開会いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  なお、政策企画課より写真撮影の申し出があ

り、議長においてこれを許可しております。 

  本日の会議は、議事日程第１号によって進め

てまいります。 

 

会議録署名議員指名 

 

○國井輝明議長 日程第１、会議録署名議員指名

を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第87条の規定に

より議長において、５番伊藤正彦議員、13番柏

倉信一議員を指名いたします。 

 

会 期 決 定 

 

○國井輝明議長 日程第２、会期決定を議題とい

たします。 

  本定例会の会期など議事日程につきましては、

議会運営委員会で協議を願っておりますので、

その結果について委員長の報告を求めます。工

藤議会運営委員長。 

   〔工藤吉雄議会運営委員長 登壇〕 

○工藤吉雄議会運営委員長 おはようございます。 

  議会運営委員会における協議の結果について

御報告申しあげます。 

  本日招集になりました平成27年第３回寒河江

市議会定例会の運営につきましては、去る８月

27日、委員６名全員出席並びに関係者出席のも

と議会運営委員会を開催し、協議いたしました。 

  会期につきましては、提案されます議案数や

一般質問通告数等を勘案し、本日から９月18日

までの18日間と決定いたしました。その間の会

議等につきまいてはお手元に配付してあります

日程表のとおり決定いたしました。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申しあげ、御報告といたします。 

○國井輝明議長 お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、議会運営委員長報告のと

おり決定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日から９月18日までの18日

間と決定いたしました。 
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第３回定例会日程                      平成２７年９月１日（火）開会 

月  日 時  間 会      議 場  所 

９月 １日(火) 午前９時３０分 本  会  議 

開会、会議録署名議員指

名、会期決定、諸般の報

告、行政報告、質疑、表彰

議案上程、同説明、委員会

付託、質疑・討論・採決、

報告、質疑、議案・請願上

程、同説明、監査委員報告 

議   場 

９月 ２日(水) 休   会 （ 議 案 調 査 ） 

９月 ３日(木) 午前９時３０分 本  会  議 一  般  質  問 議   場 

９月 ４日(金) 休   会 （ 議 案 調 査 ） 

９月 ５日(土) 休               会 

９月 ６日(日) 休               会 

９月 ７日(月) 午前９時３０分 本  会  議 一  般  質  問 議   場 

９月 ８日(火) 

午前９時３０分 本  会  議 

質疑、予算特別委員会設

置、決算特別委員会設置、

委員会付託 

議   場 

本 会 議 休 憩 中 予算特別委員会 付 託 案 件 審 査 議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 
決算特別委員会 

正副委員長の互選、付託案

件審査 
議   場 

決算特別委員会 

終  了  後 
本  会  議 

決算特別委員会正副委員長

の互選結果報告 
議   場 

９月 ９日(水) 午前９時３０分 

総務産業常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第２会議室 

厚生文教常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第４会議室 

９月１０日(木) 午前９時３０分 

総務産業常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第２会議室 

厚生文教常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第４会議室 

９月１１日(金) 午前９時３０分 

総務産業常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第２会議室 

厚生文教常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第４会議室 

９月１２日(土) 休               会 

９月１３日(日) 休               会 

９月１４日(月) 休   会 （ 事 務 処 理 ） 
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９月１５日(火) 休   会 （ 事 務 処 理 ） 

９月１６日(水) 休   会 （ 事 務 処 理 ） 

９月１７日(木) 休   会 （ 事 務 処 理 ） 

９月１８日(金) 

午前９時３０分 予算特別委員会 付 託 案 件 審 査 議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 
決算特別委員会 付 託 案 件 審 査 議   場 

決算特別委員会 

終  了  後 
本  会  議 

議案・請願上程、委員長報

告、質疑・討論・採決、閉

会 

議   場 

 

 

諸 般 の 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第３、諸般の報告でありま

す。 

  （１）定例監査結果等報告については、お手

元に配付しておりますプリントによって御了承

願います。 

 

行 政 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第４、行政報告であります。 

  （１）市政の概況について、市長から報告を

求めます。佐藤市長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 皆さん、おはようございます。 

  平成27年第３回定例会の開催に当たりまして、

６月定例会以降、今定例会までの主な市政の概

況について御報告を申しあげたいと存じます。 

  まず、うれしい話題から御報告申しあげます。

経済産業省が実施をし、海外販売支援を目的と

して全国47都道府県の雑貨や食品などの中から

500品目をふるさと名物として指定する「Ｔｈ

ｅ Ｗｏｎｄｅｒ ５００」に、本市から佐藤

繊維株式会社の「モヘア混ニット」、軽部草履

株式会社の「豊国草履」の２品目が選定をされ

たところでございます。 

  これは、クールジャパンによる地域活性化を

推進するプロジェクトの一環とした事業でござ

いまして、本市が誇る最先端技術と伝統技能が

認められたものと思っているところでございま

す。この指定を契機として、海外でのＰＲ活動

がより一層活発に行われるものと期待している

ところであります。今後とも、海外需要の獲得

の可能性のあるふるさと名物の発掘、育成支援

を通して、国県の関係機関と連携をして協力を

して寒河江の魅力あるものづくりの振興に努め

てまいりたいと考えております。 

  次に、ことしのさくらんぼの出荷状況などに

ついて御報告申しあげます。 

  ４月８日、９日の霜の被害や５月の高温と乾

燥により生育が大変心配されたわけでございま

すが、結実作業やかん水など、農家の皆さんを

初め関係者の御努力の結果、生産量が昨年に比

べやや少なかったものの、着色がよく食味良好

なさくらんぼに育ち、収穫の最盛期は佐藤錦が

前年より４日から５日早い６月18日ごろ、紅秀

峰が７月１日ごろと相なりました。 

  本格的な出荷時期を迎えた６月12日には、県

内のさくらんぼ主産地の首長が県知事とともに、

東京の大田市場でトップセールスを行い、さら

に紅秀峰につきましては、寒河江市独自で６月

29日から２日間大阪市内でトップセールスを実

施して、市場関係者や消費者に対しまして販売

促進と消費喚起を強力に行ってきたところでご

ざいます。 
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  また、ことし３年目になりました台湾での紅

秀峰の輸出試験事業につきましては、台北市内

の高級百貨店４店舗におきまして７月17日から

19日までの３日間試食即売会を行い、ほぼ完売

をしたところでございます。さらに、ことしか

ら新たにマレーシアへの輸出を開始いたしまし

たが、好調な売れ行きだったと報告を受けてお

ります。市といたしましては、今後も輸出拡大

への支援を行い、紅秀峰ブランドの海外発信に

つなげてまいりたいと考えているところでござ

います。 

  続いて、さくらんぼ祭りについて申しあげま

す。 

  これまでのさくらんぼ祭りを見直しをして、

ことしは６月13日と14日の２日間をさくらんぼ

の祭典としてイベントを集中し、有名ゲストの

招致や、テレビＣＭや新聞折り込み等によるＰ

Ｒを行いながら「ゆめタネ＠さがえ」会場と同

じ最上川ふるさと総合公園での同時開催とした

ところでございます。 

  中でも、13日に開催しました第３回「ツー

ル・ド・さくらんぼ」は寒河江青年会議所の皆

さんや１市４町住民の皆さんの温かいおもてな

しもあり、天候にも恵まれ大いに盛り上がった

ところでございます。 

  また、第30回の記念大会として実施をいたし

ました「全国さくらんぼの種吹きとばし大会」

は参加者数1,723人の世界記録を達成し、参加

者数最大の大会としてギネス記録に認定されま

したことは大変喜ばしいところであり、県内外

だけでなく世界に向かってＰＲできたものと思

っているところであります。 

  こうした取り組みも功を奏して、６月６日か

ら７月５日まで30日間開催をいたしました「ゆ

めタネ＠さがえ」については、昨年を上回る来

場者があり、期間中実施をしました「さくらん

ぼウォーク」「さくらんぼマラソン大会」「チェ

リンとあそぼう！2015」などとともに、県内外

よりおいでいただいた多くの家族連れや観光客

の皆さんから、寒河江の魅力に触れながら楽し

んでいただけたものと思っているところでござ

います。 

  次に、ふるさと納税について御報告申しあげ

ます。 

  ふるさと納税につきましては、国の制度改正

やクレジットカード決済などの環境の整備、さ

らには返礼品として本市を代表する特産品の充

実を図りながら、申し込み金額については８月

25日現在で２億円を突破し大幅に増加している

ところでございます。中でも、さくらんぼの返

礼品については47都道府県全ての地域から申し

込みがあり、今シーズンは約5,500セットを全

国各地へ発送したところでございます。新鮮な

さくらんぼを初めて食べてとてもおいしかった、

寒河江を初めて知りましたなど、お礼の声が全

国より届いているところでございます。寒河江

のさくらんぼというブランドイメージを全国に

発信できたものと考えており、来年度はさらに

数量を拡大するよう生産者等と協力しながら取

り組んでまいります。 

  今後とも、さくらんぼを初めとした寒河江が

誇る旬の味覚など返礼品のラインナップの充実

に努め、ふるさと納税を活用した寒河江の魅力

発信に努めてまいります。 

  次に、地方創生に向けた取り組みについて申

しあげます。 

  現在、総合戦略の策定に向け、さがえ未来創

成戦略に係る外部有識者会議を開催するととも

に、さまざまな機会を捉えて市民の方々より将

来人口の予測や戦略内容などについて御意見を

いただいているところでございます。 

  人口減少への対策といたしましては、とりわ

け移住支援を強化し、転入者をふやすことが重

要でありますことから、市ではことし７月下旬

に移住相談をワンストップで行う担当窓口を設

置したところでございます。また、就労支援を
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行うハローワークとの協定を締結し、移住希望

者の相談を直接担当する窓口同士の連携を本格

的に開始をしたところでございます。 

  また、好評であります子育て定住住宅建築事

業について新築からリフォームまで補助対象を

拡充し、さらには支援も手厚くするなど制度内

容を充実し、８月24日から実施をさせていただ

いております。今後とも、山形県と連携した移

住セミナーなどを開催するなど、ニーズに合っ

たきめ細かな支援に努めてまいります。 

  市といたしましては、戦略案がまとまった段

階でパブリックコメントを実施をし、本年10月

末までにさがえ未来創成戦略を作成したいと考

えているところでございます。 

  次に、次期振興計画等の策定に向けた取り組

みについて御報告申しあげます。 

  今年度「新第５次寒河江市振興計画」が最終

年度を迎えますことから、現在総合戦略の策定

作業と並行して次期振興計画の策定に着手をし

ております。また同時に寒河江市都市計画マス

タープランについても中間目標年を迎えますこ

とから、見直し作業を進めているところでござ

います。 

  これらの計画策定等に際し、多くの皆様に参

画いただくため、市内８地区での地域ワークシ

ョップを初め、「さがえウーマンズカフェ」「成

人式でのアンケート調査」「庁内若手職員によ

るワークショップ」などを実施しているところ

でございます。今後、皆様方からの御意見を踏

まえて策定作業を行い、振興審議会や都市計画

審議会において御審議いただきながら、平成37

年度を目標年度とする計画をつくり上げてまい

りたいと考えているところでございます。 

  最後に、国史跡指定慈恩寺について御報告申

しあげます。 

  昨年10月６日に指定された国史跡慈恩寺旧境

内の保存管理・活用面に万全を期したく、去る

６月30日に史跡慈恩寺旧境内保存活用計画策定

委員会を設置をし、平成28年度末をめどに保存

活用計画を策定すべく検討に入ったところでご

ざいます。 

  今後、保存すべき史跡を把握・整理し、現状

変更の取り扱い基準の設定など保存管理方法を

具体的に定める予定にしているところでありま

す。 

  また、このたびふるさと納税制度を活用し、

慈恩寺の防犯対策を支援する「僕らの宝 慈恩

寺を守ろう！」プロジェクトを展開いたしまし

たが、その結果全国から約900万円の寄附金が

寄せられました。今後はこの資金を活用し貴重

な文化財を守る取り組みを強力にバックアップ

してまいる考えでございます。 

  以上、６月定例会以降の主な市政の概況を申

しあげましたが、今後とも議員各位の御理解と

御協力を賜りながら、市政運営に努めてまいり

ますので、よろしくお願い申しあげる次第であ

ります。以上であります。 

 

質     疑 

 

○國井輝明議長 日程第５、行政報告についての

質疑でありますが、後日行われます一般質問の

通告内容等と重複しないよう、議員において配

慮されますようお願いいたします。 

  ただいまの行政報告の市政の概況について質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第６、議第52号表彰につい

てを議題といたします。 

 

議 案 説 明 
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○國井輝明議長 日程第７、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 議第52号表彰についてを御説明

申しあげます。 

  本市の交流、発展に寄与し、市政に功労のあ

る方々について表彰を行うため、本市表彰条例

に基づき議会の同意を得ようとするものでござ

います。 

  ７名の方々でございます。 

  まず、お一人目、那須 稔氏は昭和62年から

平成27年までの28年間の長きにわたり市議会議

員として地方自治の発展と市民福祉の向上に多

大な貢献をされました。この間、厚生常任委員

会委員長、総務常任委員会委員長を務められた

のを初め、平成23年６月から予算特別委員会委

員長に就任され、地方自治の進展、市政発展に

尽くされた功績はまことに大きなものがござい

ます。 

  次に、川越孝男氏は平成３年から平成27年ま

での24年間の長きにわたり、市議会議員として

地方自治の発展と市民福祉の向上に多大な貢献

をされました。この間、厚生常任委員会委員長

を務められたのを初め、平成11年５月から決算

特別委員会委員長に就任され、地方自治の進展、

市政発展に尽くされた功績はまことに大きなも

のがございます。 

  新宮征一氏は平成７年から平成27年までの20

年間の長きにわたり、市議会議員として地方自

治の発展と市民福祉の向上に多大な貢献をされ

ました。この間、建設常任委員会委員長、予算

特別委員会委員長を務められたのを初め、平成

15年５月から副議長、平成17年５月からは議長

に就任され、円滑な議会運営と地方自治の進展、

市政発展に尽くされた功績はまことに大きなも

のがございます。 

  髙橋勝文氏は平成７年から平成27年までの20

年間の長きにわたり、市議会議員として地方自

治の発展と市民福祉の向上に多大な貢献をされ

ました。この間、文教経済常任委員会委員長、

議会運営委員会委員長、市町村合併問題検討特

別委員会委員長、予算特別委員会委員長を務め

られたのを初め、平成21年５月から議長に就任

され、円滑な議会運営と地方自治の進展、市政

発展に尽くされた功績はまことに大きなものが

ございます。 

  鴨田俊氏は平成15年から平成27年までの12

年間の長きにわたり、市議会議員として地方自

治の発展と市民福祉の向上に多大な貢献をされ

ました。この間、建設文教常任委員会委員長を

務められたのを初め、平成23年５月から副議長、

平成25年５月からは議長に就任され、円滑な議

会運営と地方自治の進展、市政発展に尽くされ

た功績はまことに大きなものがございます。 

  大沼保義氏は昭和60年から寒河江市商工会監

事、平成11年から同理事、平成12年から同副会

長に就任され、さらに平成21年から平成27年ま

での６年間、同会長として組織の拡充強化、経

営改善普及事業などに尽力し、本市の産業経済

の振興発展に多大な貢献をされました。また、

市教育委員会教育委員長や、市振興審議会会長、

市都市計画審議会会長を努められるなど、地域

経済の振興にとどまらず行政運営の進展にも貢

献され市政発展に尽くされた功績はまことに大

きなものがございます。 

  伊藤一晴氏は昭和57年に歯科医院を開業され、

昭和60年に西村山地区歯科医師会理事に就任以

来、同副会長、同会長を務められ、本市のみな

らず西村山地域の歯科医療の発展に多大な貢献

をされました。また、長年にわたり市内小学校

の学校歯科医として活躍されるとともに、乳幼

児から高齢者まで幅広い年代の市民の口腔衛生

の推進に尽力され、地域歯科医療と学校保健の

進展に大きく寄与されました。さらに、平成元

年から寒河江市国民健康保険運営協議会委員を
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16年間務められ、本市の国民健康保険事業の発

展にも多大な貢献をされるなど市政発展に尽く

された功績はまことに大きなものがございます。 

  以上、７名の方々でございますが、各人の御

功績、経歴等の詳細につきましては別紙資料の

とおりでございます。なお、この件につきまし

ては去る８月18日開催の市表彰審査委員会にお

いて審査の結果、全会一致をもって表彰するこ

とが適当である旨御報告をいただいております

ので、今回御提案申しあげるものでございます。

御同意くださいますようよろしくお願い申しあ

げます。 

 

委 員 会 付 託 

 

○國井輝明議長 日程第８、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第52号につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会付託を省略したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第９、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  議第52号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより、議第52号表彰についてを採決いた

します。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第52号につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第52号についてはこれに同意する

ことに決しました。 

 

報     告 

 

○國井輝明議長 日程第10、報告第８号平成26年

度寒河江市財政の健全化判断比率の報告につい

て及び日程第11、報告第９号平成26年度寒河江

市公営企業の資金不足比率の報告についての２

案件を一括議題といたします。 

  市長から報告を求めます。佐藤市長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 まず、報告第８号平成26年度寒

河江市財政の健全化判断比率の報告について御

説明申しあげます。 

  財政健全化判断比率を各会計及び関係団体の

決算等に基づき算定した結果、実質赤字比率及

び連結実質赤字比率は発生せず、実質公債費比

率は12.1％、将来負担比率は77.5％となったも

のでございます。地方公共団体の財政の健全化

に関する法律第３条第１項の規定により、御報

告申しあげるものでございます。 

  次に、報告第９号平成26年度寒河江市公営企

業の資金不足比率の報告についてを御説明申し

あげます。 

  資金不足比率を５つの事業会計の決算等に基

づき算定した結果、いずれの事業会計も資金不

足比率は発生しないものでございます。地方公

共団体の財政の健全化に関する法律第22条第１

項の規定により御報告申しあげるものでござい

ます。 
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  以上でございます。 

 

質     疑 

 

○國井輝明議長 日程第12、これより質疑に入り

ます。 

  初めに、報告第８号平成26年度寒河江市財政

の健全化判断比率の報告について質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、報告第９号平成26年度寒河江市公営企

業の資金不足比率の報告について質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

   議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第13、認第１号平成26年度

寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について

から日程第33、請願第10号安全保障関連二法案

について真摯で慎重な審議を求める請願までの

21案件を一括議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○國井輝明議長 日程第34、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 まず、決算の認定について御説

明を申しあげます。 

  平成26年度寒河江市一般会計歳入歳出決算及

び８件の特別会計歳入歳出決算について、地方

自治法の定めるところにより、監査委員の意見

をつけて議会の認定に付するものでございます。 

  初めに、認第１号平成26年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定について御説明申しあげ

ます。 

  歳入決算額は162億5,528万2,246円、歳出決

算額は156億4,160万4,641円でございます。形

式収支は６億1,367万7,605円の黒字決算で、繰

越明許費に係る繰り越すべき一般財源が2,452

万5,822円でございますので、実質収支は５億

8,915万1,783円の黒字決算でございます。 

  剰余金の処分につきましては、基金条例等の

規定に基づき財政調整基金に２億9,500万円、

減債基金に500万円を積み立てし、残る２億

8,915万1,783円は翌年度に繰り越しをしたとこ

ろでございます。 

  次に、認第２号平成26年度寒河江市公共下水

道事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを

御説明申しあげます。 

  歳入歳出ともに決算額は14億625万9,181円で、

歳入歳出差し引き残額はございません。 

  次に、認第３号平成26年度寒河江市浄化槽整

備事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを

御説明申しあげます。 

  歳入歳出ともに決算額は２億3,927万3,124円

で、歳入歳出差し引き残額はございません。 

  次に、認第４号平成26年度寒河江市簡易水道

事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを御

説明申しあげます。 

  歳入歳出ともに決算額は589万902円で、歳入

歳出差し引き残額はございません。 

  次に、認第５号平成26年度寒河江市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定についてを御

説明申しあげます。 

  歳入決算額は45億3,607万8,933円、歳出決算

額は43億6,762万8,167円で、歳入歳出差し引き

残額１億6,845万766円は翌年度に繰り越しをい

たしました。 

  次に、認第６号平成26年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてを

御説明申しあげます。 

  歳入決算額は４億3,538万7,771円、歳出決算
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額は４億2,579万7,191円で、歳入歳出差し引き

残額959万580円は翌年度に繰り越しをいたしま

した。 

  次に、認第７号平成26年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定についてを御説明

申しあげます。 

  歳入決算額は37億7,051万7,954円、歳出決算

額は37億3,355万1,219円で、歳入歳出差し引き

残額3,696万6,735円は翌年度に繰り越しをいた

しました。 

  次に、認第８号平成26年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてを御説明申しあげます。 

  歳入決算額は2,513万5,514円、歳出決算額は

2,162万1,773円で、歳入歳出差し引き残額351

万3,741円は翌年度に繰り越しをいたしました。 

  次に、認第９号平成26年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認

定についてを御説明申しあげます。 

  歳入決算額は74万6,043円、歳出決算額は52

万2,649円で、歳入歳出差し引き残額22万3,394

円は翌年度に繰り越しをいたしました。 

  次に、平成26年度寒河江市立病院事業会計決

算について、地方公営企業法の定めるところに

より、議会の認定に付するものでございます。 

  認第10号平成26年度寒河江市立病院事業会計

決算の認定についてを御説明申しあげます。 

  初めに、収益的収入及び支出について申しあ

げます。 

  収入は17億2,543万9,110円、支出は17億

9,001万1,085円でございます。この結果、消費

税を除いた純損失は7,749万1,813円と相なりま

す。 

  次に、資本的収入及び支出について申しあげ

ます。 

  収入は8,459万6,000円、支出は１億3,618万

5,970円でございます。資本的収入額が資本的

支出額に対して不足する額は5,158万9,970円と

相なりますが、これについては損益勘定留保資

金等で補塡いたしました。 

  欠損金については、剰余金計算書及び欠損金

処理計算書に記載のとおり、当年度までの未処

理欠損金７億5,036万6,348円を翌年度に繰り越

しをしようとするものでございます。 

  次に、議第53号平成26年度寒河江市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定についてでござ

います。 

  地方公営企業法の定めるところにより、議会

の議決を求めるとともに議会の認定に付するも

のでございます。 

  利益の処分について御説明申しあげます。 

  平成26年度寒河江市水道事業会計において生

じました未処分利益剰余金18億4,790万3,905円

のうち、2,000万円を減債積立金、9,100万円を

建設改良積立金に積み立て、16億8,322万6,619

円を資本金へ組み入れしようとするものでござ

います。 

  決算について申しあげます。 

  初めに、収益的収入及び支出から申しあげま

す。 

  収入は11億3,288万3,950円、支出は９億

8,896万3,416円でございます。その結果、消費

税を除いた純利益は１億1,107万5,938円と相な

りました。 

  続きまして、資本的収入及び支出について申

しあげます。 

  収入は2,877万7,416円、支出は５億7,326万

4,088円でございます。この結果、資本的収入

額が資本的支出額に対して不足する額は５億

4,448万6,672円と相なりますが、これについて

は過年度分損益勘定留保資金等で補塡いたしま

した。 

  利益処分後の剰余金については、剰余金処分

計算書案に記載のとおり5,367万7,286円を翌年

度に繰り越しをしようとするものでございます。 

  次に、議第54号平成27年度寒河江市一般会計
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補正予算（第３号）について御説明申しあげま

す。 

  このたびの補正予算は、ふるさと納税制度活

用した寄附金の増加に伴い基金管理事業費等を

追加し、地方創生先行型事業に係るまち・ひ

と・しごと創生事業費を計上するものでござい

ます。 

  その結果、歳入歳出それぞれ５億6,999万

5,000円を追加し、予算総額を162億9,003万

5,000円とするものでございます。 

  次に、議第55号平成27年度寒河江市国民健康

保険特別会計補正予算（第３号）について御説

明申しあげます。 

  このたびの補正予算は、後期高齢者支援金及

び前期高齢者納付金、前年度決算等に伴う基金

積立金、療養給付費等負担金などの精算に伴う

償還金を追加するものでございます。 

  その結果、１億5,456万1,000円の追加となり、

予算総額は歳入歳出それぞれ49億5,454万6,000

円とするものでございます。 

  次に、議第56号平成27年度寒河江市介護保険

特別会計補正予算（第１号）について御説明申

しあげます。 

  このたびの補正予算は、前年度決算等に伴う

基金積立金及び介護給付費等の精算に伴う償還

金等を追加するものでございます。 

  その結果、3,743万2,000円の追加となり、予

算総額を歳入歳出それぞれ39億9,068万5,000円

とするものでございます。 

  次に、議第57号寒河江市個人情報保護条例の

一部改正についてを御説明申しあげます。 

  行政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律の施行に伴い、特

定個人情報の取り扱い等について所要の改正を

しようとするものでございます。 

  次に、議第58号寒河江市職員の再任用に関す

る条例の一部改正についてを御説明申しあげま

す。 

  被用者年金制度の一元化等を図るための厚生

年金保険法等の一部を改正する法律の施行によ

り、共済年金が厚生年金に統一されることに伴

い、所要の改正をしようとするものでございま

す。 

  次に、議第59号寒河江市特別職に属するもの

の給与等に関する条例の一部改正についてを御

説明申しあげます。 

  医師の非常勤職員報酬日額の改定に伴い、所

要の改正をしようとするものでございます。 

  次に、議第60号寒河江市手数料条例の一部改

正についてを御説明申しあげます。 

  行政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律の施行に伴い、マ

イナンバーの通知カード及び個人番号カードを

再交付する際に徴収する手数料について、所要

の改正をしようとするものでございます。 

  次に、議第61号市道路線の認定についてを御

説明申しあげます。 

  寒河江公園への円滑な道路交通の確保と市民

生活の向上に資するため１路線を認定しようと

するものでございます。 

  以上、19案件を御提案申しあげましたが、よ

ろしく御審議の上、御可決、御認定くださいま

すようお願い申しあげる次第であります。 

  以上でございます。 

 

監 査 委 員 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第35、監査委員報告であり

ます。 

  監査委員から審査結果の報告を求めます。大

沼監査委員。 

   〔大沼孝一郎監査委員 登壇〕 

○大沼孝一郎監査委員 監査委員を代表いたしま

して、私から平成26年度寒河江市一般会計及び

各特別会計並びに公営企業会計、合わせて11会

計の歳入歳出決算審査の結果について御報告申
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しあげます。 

  最初に、一般会計及び各特別会計歳入歳出決

算審査の結果について申しあげますので、お手

元に配付しております決算審査意見書１ページ

をお開き願いたいと思います。 

  第１、審査の概要でありますが、審査の対象

になりましたのは平成26年度寒河江市一般会計、

特別会計につきましては平成26年度寒河江市公

共下水道事業特別会計から平成26年度寒河江市

財産区特別会計までの８特別会計で、審査の期

間、審査の方法は記載のとおりでございます。 

  第２、審査の結果でありますが、審査に付さ

れました各会計の決算及び附属書類は関係法令

に従って作成されており、計数的に正確であり、

予算の執行についても適正であると認められま

した。 

  なお、審査結果の概要につきましては、時間

の関係もございますので、結びの中の決算額、

財政分析、市税等の収入状況などについて御説

明を申しあげますので、50ページをお開き願い

たいと思います。 

  初めに、上から３行目、決算額の概要から御

説明申しあげます。 

  平成26年度の一般会計及び各特別会計の純計

決算の総額は、歳入252億4,411万5,000円、歳

出244億1,169万3,000円で、歳入歳出差し引き

８億3,242万3,000円の黒字決算となっておりま

す。 

  この中から翌年度に繰り越すべき財源を差し

引いた実質収支額は８億789万7,000円となり、

さらに、前年度の実質収支額を差し引いた単年

度収支額は9,921万9,000円の黒字となっており

ます。 

  このうち、一般会計の決算総額は、歳入162

億5,528万2,000円、歳出156億4,160万5,000円

で、歳入歳出差し引き６億1,367万8,000円の黒

字決算となっております。 

  この中から翌年度に繰り越すべき財源2,452

万6,000円を差し引いた５億8,915万2,000円が

実質収支額となり、さらに前年度の実質収支額

を差し引いた単年度収支額は2,967万6,000円の

黒字となっております。 

  一方、特別会計の決算総額は、歳入104億

1,928万9,000円、歳出102億54万4,000円で、歳

入歳出差し引き２億1,874万5,000円の黒字決算

となっております。 

  次に、財政分析でありますが、財政力指数は

0.512で、前年度に比べ0.01大きくなっており

ます。経常収支比率は89.9％で、前年度に比べ

1.2ポイント高くなっております。 

  実質公債費比率は12.1％で、前年度に比べ

2.0ポイント低くなっております。市債残高一

般会計分は175億2,407万7,000円で、前年度に

比べ４億8,432万円減少しております。 

  次に、市税等の収入状況についてであります

が、市税は94.0％で、前年度に比べ0.5ポイン

ト高くなっております。また、市税以外の主な

収納率でありますが、下水道使用料は95.0％で

前年度に比べ0.2ポイント高くなっております。

国民健康保険税は72.3％、介護保険料は98.4％

で、前年度に比べ0.2ポイントそれぞれ低くな

っております。 

  公金の未収金収納対策につきましては、庁内

各課における情報交換や滞納整理マニュアルに

より対策が講じられておりますが、公金の収入

未済額解消は、公費負担の公平・公正の観点や

一般財源確保の上からも重要であり、さらなる

収納率の向上に工夫と努力が望まれます。 

  地域経済が依然として厳しい状況が続く中、

今後、少子高齢化の加速化、核家族化、人口減

少社会の到来など、行政を取り巻く環境が大き

く変化しようとしております。こうした状況の

中で、新第５次振興計画で掲げた新たな将来都

市像である「夢集い 人・緑輝く さくらんぼ

のまち 寒河江」を実現するため、多くの課題

に取り組み、市政の発展と市民福祉を向上され
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ますよう要望いたします。 

  次に、公営企業会計決算審査結果について申

しあげます。お手元の寒河江市公営企業会計決

算審査意見書の１ページをお開き願いたいと思

います。 

  第１、審査の概要でありますが、審査の対象

は平成26年度寒河江市立病院事業会計決算及び

平成26年度寒河江市水道事業会計決算でありま

す。審査の期間、審査の方法は記載のとおりで

ございます。 

  第２、審査の結果でありますが、審査に付さ

れました決算報告書及び財務諸表は、地方公営

企業関係法令及び各事業の会計規定等に準拠し

て作成され、経営成績及び財務状態を適正に表

示しており、決算計数も誤りなく適正であると

認められました。 

  なお、各事業の決算諸表の表示するところに

より、業務状況、予算の執行状況と経営成績及

び財務状態を分析した結果は意見書に記載のと

おりでありますが、主な内容について御説明申

しあげます。 

  先に病院事業会計について御説明申しあげま

すので、13ページ、結びをお開き願いたいと思

います。 

  初めに、中段ほどに記載しております病院の

利用状況から申しあげます。 

  入院患者の年間延べ人数は２万7,401人で、

前年度に比べ748人、2.8％増加し、１日平均で

は75.1人となっております。外来患者は年間延

べ４万8,173人で、前年度に比べ588人、1.2％

減少し、１日平均197.4人となっております。 

  医業収支状況について前年度と比較いたしま

すと、医業収益は2,767万円、2.3％の増加、一

方、医業費用も502万5,000円、0.3％増加とな

りました。医業収支比率は71.5％で、前年度に

比べ1.5ポイント高くなっております。 

  損益状況について見てみますと、経常収益は

一般会計からの繰り入れが５億9,200万円あり

17億2,298万2,000円となり、対して経常費用は

17億3,870万2,000円で、差し引き1,572万円の

経常損失となりましたが、特別損失が生じてお

りますので、当年度純損失は7,749万2,000円と

なっております。 

  当年度未処理欠損金は、前年度からの繰越欠

損金６億7,287万5,000円に当年度純損失を加え

た７億5,036万6,000円となっております。 

  経営分析につきましては17ページ及び18ペー

ジの別表３に表示しておりますが、病床利用率

は60.1％で、前年度に比べ1.7ポイント高くな

っており、２年続けて改善しております。ただ、

総務省が公表しております全国自治体病院の類

似規模病院における平均病床利用率は、平成25

年度の数字でありますが68.3％であり、医療資

源の効率的活用面から見ても利用率のアップが

望まれます。過去５年間の患者数の推移を見る

と最近やや改善傾向が見られますが、入院は

6.8％減、外来は17.1％減となっており、非常

に厳しい経営状況となっております。 

  こうした状況から、経営健全化は喫緊の課題

となっており、早急な対応が求められておりま

す。そのためには、収益面では現在保有してお

ります医療資源を最大限に活用し、的確な診療

報酬の請求、市民の医療ニーズに対する適時・

的確な対応、患者サービスの向上による患者数

の増加などにより、医業収益の確保を図ること、

費用面では引き続き徹底した経費の節減を図る

ことが必要であります。寒河江市立病院アクシ

ョンプランで示した基本的な方向性である市民

ニーズに応え得る持続可能な病院を目指すとの

考えを十分に踏まえ、市立病院としての役割を

果たしていく必要があります。このため、中長

期的な視点に立った市立病院のあり方や経営改

善計画についても十分に検討を行い、市民から

信頼され、地域医療の拠点となる病院経営を望

むものであります。 

  次に、水道事業会計について申しあげます。 
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  33ページの結びをお開き願いたいと思います。 

  年間の配水量は前年度に比べ15万3,968立方

メートル、2.6％の増加となりましたが、有収

水量は前年度に比べ７万1,342立方メートル、

1.4％の減少となっております。有収率は配水

管の老朽化などにより前年度に比べ3.4ポイン

ト低下し82.9％となっております。 

  水道事業の収支状況について前年度と比較い

たしますと、水道事業収益は10億5,739万6,000

円で3,005万3,000円、2.9％の増加、一方水道

事業費用も９億4,632万円で4,863万円、5.4％

の増加となりました。 

  損益状況について見ますと、経常収益は10億

5,739万6,000円、経常費用は９億3,358万8,000

円で差し引き１億2,380万8,000円の経常収益と

なっておりますが、特別損失が生じております

ので、当年度純利益は１億1,107万6,000円とな

っております。 

  また、供給単価と給水原価を比較しますと、

給水原価１立方メートル当たり178.4円に対し

まして、供給単価は１立方メートル当たり

198.4円で、供給単価が給水原価を１立方メー

トル当たり20円上回っております。 

  経営分析につきましては38ページから41ペー

ジまでの別表３に表示してありますが、支払能

力を示す流動比率及び営業活動能率を示す営業

収支比率とも良好な数値となっております。 

  平成13年度から平成26年度までの事業期間で

実施しております上水道第４次拡張事業は、最

終年次が終了し、事業進捗率は事業費ベースで

90.5％、老朽配水管更新事業は工事延長ベース

で99.3％となっております。 

  企業債未償還残高は16億952万4,000円となっ

ております。 

  今後は、給水人口の減少や利用者の節水意識

の高まりにより水需要量は減少していくものと

思われ、水道料金収入の大きな伸びは期待でき

ないと見込まれます。 

  また、ここ数年安定的に推移してまいりまし

た有収率が前年度に比べ3.4ポイントの大幅な

低下となりまして、82.9％となりました。この

原因は配水管の老朽化によるものと推定されま

すが、水道水の安定的な供給のため原因を究明

分析し、今後の施設整備を図ることが必要であ

ります。 

  今後、基幹施設の更新整備や耐震化による老

朽管の布設がえなどを計画的に進める必要があ

り、多額の費用が見込まれております。 

  寒河江市水道ビジョンで示されました水需要

の見通しや施設整備等の課題に的確に対応し、

より一層効率的な経営に努め、市民生活の基盤

であります安心・安全で良質な水道水の安定供

給に努力されるよう要望いたします。 

  以上でございます。 

 

   散    会    午前１０時２６分 

 

○國井輝明議長 本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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   議事日程第２号       第３回定例会 

   平成２７年９月３日（木）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 一般質問 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第２号によって進め

てまいります。 

 

一 般 質 問 

 

○國井輝明議長 日程第１、これより一般質問を

行います。 

  通告順に質問を許します。質問時間は、１議

員につき答弁時間を含め60分以内となっており

ますので、質問者は要領よくかつ有効に進行さ

れますようお願いします。 

  この際、執行部におきましても、答弁者は質

問者の意をよく捉えられ、簡潔にして適切に答

弁されるよう要望します。 

  なお、木村農業委員会会長は公務のため、途

中退席しますので、あらかじめ御了承願います。 

 

 一般質問通告書 

 平成２７年９月３日（木）                        （第３回定例会） 

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

今年のさくらんぼ

全般について 

 

 

 

 

 

 

ゆめタネ＠さがえ

（１）収穫量の推移について 

（２）本市の地区別の収穫量について 

（３）県内の観光さくらんぼ園への入場

者数について 

（４）今後のさくらんぼ農家への雇用対

策について 

（５）さくらんぼをＰＲするためのイベ

ントについて 

（１）予算について 

７番 

太 田 芳 彦 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

４ 

について 

 

 

防災無線について 

 

 

 

 

 

市野球場について 

（２）入場者数について 

（３）花火について 

（４）アンケート調査について 

（１）実際、どのような場面で運用され

ているのか 

（２）火災時に、火災現場の周知に使用

することについて 

（３）駅前や公民館のイベント等の使用

について 

（１）東北大会等、開催の条件について 

（２）入場制限について 

（３）レフト側にある道路・駐車場につ

いて 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

市 長 

教 育 長 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

人口減少と住環境

について 

 

 

 

 

 

 

生活困窮者自立支

援法の施行状況に

ついて 

（１）住宅団地の必要性について 

（２）島北への団地造成とみなみ保育所

移転について 

（３）保育所移転後の土地利用について 

（４）市道拡幅について（旧サンヨー缶

詰跡地） 

（５）中央工業団地へのモータープール

新設について 

（１）担当部署について 

（２）対象者の人数と把握方法について 

（３）この事業の予算について 

（４）情報共有の仕組みについて 

（５）関係機関との連携について 

（６）今後の取り組みについて 

10番 

沖 津 一 博 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

７ 

 

 

 

 

農業の振興につい

て 

 

 

 

（１）食と花の重要性について 

（２）寒河江市の農業の基本的な構想に

ついて 

（３）農産物の販路拡大と農工商連携に

ついて 

３番 

佐 藤 耕 治 

市   長 

８ 

 

 

 

悠久の里慈恩寺振

興への市としての

取り組みについて 

 

（１）平成25年から本年まで実施された

プレＤＣ・ＤＣ・アフターＤＣの拝

観者数（成果）についての把握状況

とその評価は 

５番 

伊 藤 正 彦 

市 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）その結果について、市として考え

る課題とその対策は 

（３）今後の観光客誘致のためには、Ｄ

Ｃの成果を効果的に生かし、ガイダ

ンス施設を含めた各種整備を重点的

に早急に実施する必要があると考え

るが、当局の考えは 

（４）ボランティアに頼ったキャンペー

ンとなっているが、人的貢献につい

て、慈恩寺観光振興会への支援を拡

充する必要があると考えるが、当局

の考えは 

（５）インフラ整備の必要性を感じてい

る。地域の要望を待たず道路等危険

箇所等は先行的な環境整備を実施す

べきと考えるが、当局の考えは 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

慈恩寺観光につい

て 

 

 

 

 

醍醐小学校跡地に

ついて 

 

 

 

（１）国史跡指定を受けてからの慈恩寺

観光客数について 

（２）慈恩寺駐車場使用について 

（３）ビューポイントについて 

（４）本堂の屋根補修について 

（５）慈恩寺観光滞留時間について 

（１）アンケート調査及び埋蔵文化財試

掘調査結果について 

（２）醍醐小学校跡地利活用の考え方に

ついて 

（３）小駐車場付きのミニパークについ

て 

（４）市道の環状化について 

12番 

工 藤 吉 雄 

市 長 

教 育 長 

 

 

 

 

市 長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

太田芳彦議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号１番から４番までにつ

いて、７番太田芳彦議員。 

○太田芳彦議員 おはようございます。 

  お盆過ぎの残暑もようやく峠を越えたようで

ありまして、秋を感じさせるきょうこのごろで

ございますが、皆様にはいかがお過ごしでしょ

うか。 

  ９月議会が終わらないうちに寒河江市の最大

イベントであります神輿の祭典が始まります。

皆様の中にも神輿にかかわる方も大勢いらっし

ゃると思いますが、寒河江市を、そして地域を



 - 35 -

盛り上げるためにも大いに頑張っていただきた

いと思います。 

  それでは、通告番号１番、ことしのさくらん

ぼ全般について伺いたいと思います。 

  ことしは春先の天候不順により実のつき方が

安定しないため、地域によって収量の差が生じ

たようであります。質問に入る前に、平成26年

度までの山形県全体のさくらんぼ栽培面積と収

穫量の推移を調べておりますので、紹介してお

きます。 

  平成20年が面積3,180ヘクタール、収穫量が

１万2,000トン、平成21年面積3,180ヘクタール、

収穫量１万2,000トン、平成22年が面積3,180ヘ

クタールで、収穫量が１万4,300トン、平成23

年が面積3,150ヘクタールに対し収穫量が１万

5,600トン、平成24年が面積3,150ヘクタールに

対し収穫量が１万3,200トン、平成25年度が面

積3,150ヘクタール、収穫量が１万3,500トン、

そして昨年が面積3,150ヘクタールに対して収

穫量が１万4,500トンと。面積のほうはピーク

時からすると30ヘクタールほど減っていますが、

ほとんど横ばいできています。収穫量におきま

しては、平成23年度１万5,600トンには届かな

いものの、１万4,000台をキープしており、ま

ずまずの成果と思われます。 

  本年度の作柄の概況では、平成27年度さくら

んぼ作柄調査結果が山形県さくらんぼ作柄調査

委員会より発表になりましたが、ことしは生育

が早い地域や生育が早い品種で４月９日の降霜

による雌しべの枯死が発生し、着果数が極端に

少ない園地も見られるなど、地域や園地による

着果量の差が大きい状況となっており、５月25

日の調査時点では収穫量は１万3,400トン程度

と予想され、作柄のよかった前年の92.4％、平

年との比較では99.3％となり、平年並みと見込

まれるとの収穫量の予想であったようです。 

  この予想を受けまして、最初の質問に入りま

すが、平成27年度の本市の収穫量に関してお伺

いをいたします。ここ５年間の寒河江市の収穫

量の推移もあわせて教えていただきたいと思い

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  太田議員からさくらんぼについて御質問いた

だきました。収穫量の推移ということでお答え

をしたいというふうに思いますが、この収穫量

についても、平成18年までは農林水産省の農林

統計というのがございまして、これは戸別調査

で集積された数値が市町村ごとに公表されてお

ったのであります。 

  ところが、19年からはその調査方法が変わっ

てサンプリング調査による推計というふうにな

りまして、そして市町村ごとには発表されない、

集計が行われないということになっているわけ

であります。そういう意味で、市町村ごとの収

穫量というのは今ないわけでありますが、我々

は何を基準にして考えていくかということにな

ると、ＪＡ扱いの出荷数量というのがあるわけ

でありますので、きょうはその数量をお答えを

したいというふうに思います。 

  ５年間の数量ということでありますので、平

成23年からのＪＡ扱いの出荷量728トン、平成

24年が444トン、平成25年が593トン、平成26年

度が570トン、そして27年度が506トンというふ

うになっております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。 

  今の数字はＪＡ取り扱いの出荷数量というこ

との説明であったようでありますけれども、こ

こ25年、26年、27年、ここ３年間ぐらいは500

トン台ということで安定しているようでありま

すけれども、若干本年度27年度が506トンと少

なかったようでありますけれども、何か全体的

な収穫量も落ちていると。その中で贈答、もぎ

取り園ということもありまして、このような数

値になったかと思いますけれども、ありがとう
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ございました。 

  そして、この今年は収穫量が減るよみたいな

予想ではあったんですが、これ栽培面積が同じ

で収穫量が落ちているのか、それとも栽培面積

も減っているということなのでしょうか、ちょ

っと伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この出荷量については、寒河江

市のみならず山形県全体としても出荷量が減っ

ているというふうになっているところでありま

すし、先ほどお答えしましたけれども、昨年度

に比べて89％の出荷量に寒河江はなっているわ

けでありますが、面積については平成22年が

367ヘクタールということで、それ以降横ばい

ということであります。減収の原因としては、

先ほど太田議員からも御指摘ありましたが、４

月８日、９日の霜による被害が大変大きかった

のではないかというふうに考えているところで

ございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。 

  今年の出荷量は前年対比なのかな、これ。

89％ほどだったということでありました。それ

で、面積的には367ヘクタールで横ばいだろう

ということでした。ことしの収穫量の落ち込み

は、やはり４月８日、９日の降霜による被害で

あろうということでした。ありがとうございま

す。 

  次に、寒河江市の地区別の収穫量といったこ

とは把握なされているのでしょうか。わかるの

であれば地区ごとに26年と本年の収穫量を教え

ていただきたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど来お答えしておりますけ

れども、ＪＡ取り扱いの出荷数量ということで

ありますが、平成26年度、これ地区別に申しあ

げたいと思います。寒河江地区が93トン、南部

地区が16トン、西根地区が116トン、三泉地区

が106トン、柴橋地区が91トン、高松地区が83

トン、白岩地区が36トン、醍醐地区が28トンで

ございます。26年度ですね。 

  27年については、寒河江地区が77トン、南部

地区が12トン、西根地区が105トン、三泉地区

が98トン、柴橋地区が72トン、高松地区が73ト

ン、白岩地区が40トン、醍醐地区が29トンとい

うふうになっております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。 

  やはり軒並みどの地区も26年度から見ると収

穫量が落ちているという結果のようであります

けれども、予想したよりはまあまあ歩どまりが

よかったのかみたいな気がしているわけですけ

れども、収穫量がことし減った農家の皆様には

来年以降頑張っていただきたいと、このように

思います。 

  次に、山形県の観光さくらんぼ園への入場者

数はどんな結果になったのかお伺いいたします。

これ全てというわけにいきませんので、東根市、

天童市、山形市、上山市、南陽市などの主要５

市で結構ですので、これも26年と27年の数字を

教えてもらえませんか。よろしくお願いします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 これ新聞にも報道になっている

わけでありますけれども、今シーズンの県内の

さくらんぼ観光果樹園の入り込み客数47万

5,700人ということでありましたが、県全体で

すね。昨シーズンよりは9.3％の減少というふ

うになっているところでございます。 

  26年度と27年度の主要市の入り込み数という

ことでありますが、26年から申しあげますと、

寒河江市が19万2,400人、それから東根市が18

万3,000人、天童市が５万7,700人、山形市が

8,100人、上山市が４万6,100人、南陽市が１万

9,800人ということになっております。昨年は

寒河江市、東根市、天童市という順番になって

いたようであります。 
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  ことしは寒河江市が17万1,700人、東根市が

18万8,500人、天童市が５万4,900人、山形市が

4,400人、上山市が２万5,300人、南陽市が１万

4,600人ということで、順番をつければ東根市、

寒河江市、天童市の順になっていたところであ

ります。 

  寒河江市の観光客数、今お答えしましたとお

り減っているわけでありますけれども、先ほど

来御指摘もありましたが、例年より生育が早か

った。前半は好調でありましたが、後半伸びな

かったというのも１つの原因だったというふう

に思いますし、また、以前の関越自動車道での

事故を受けた規制、さらには貸し切りバスの運

賃料金制度などによってバスのツアーが、ツア

ーバスが昨年に引き続いて落ち込んできたとい

うことなどが主な原因として考えられておりま

す。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。 

  私も親戚の家なんですけれども、三泉へ１カ

月ほど収穫の手伝いに行っておりまして、何か

お客様が少ないなというのは数字見たわけでは

ないですが、肌で感じられたところであります。

特に観光バスのやっぱり入場が非常に少ないな

と。何か見ていても感じられたようなところが

ありまして、心配していたんですけれども、今

まで、昨年まではやっぱり寒河江が一番客が多

かったよというふうな説明でありましたけれど

も、今年は東根市に１位の座を奪われたという

ような話で、何か私どもも数値を見たわけでは

ないんですが、そんな気がしておったんですけ

れども、その理由としては、やはり昨年度の高

速道路でのバスの事故、この辺が非常に寒河江

ばかりでなく、観光というものに影を落とした

ようであります。 

  やはり１人で済む運転手が２人ということに

なりますと、これはコストもかかるわけであり

まして、やはりその辺が非常に観光者数の入り

込み数に影響したんだと思いますけれども、ひ

とつやはり今の時代、観光果樹園というものが

１つの寒河江市の売りにもなってもおりますし、

いろいろな諸問題もあろうかと思いますけれど

も、ひとつまた１位に返り咲くように頑張って

いただきたいと思います。 

  次に、以前から問題になっていたんだと思い

ますけれども、特に今年度は雇用の面で各農家

が大変苦労したと談話が新聞等に掲載されてお

りました。今後本市の主力であるさくらんぼの

収穫量、品質を守るためにも対策が急務と思わ

れるが、市長の考えをお聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 さくらんぼ農家の皆さんにとっ

て一番の今課題というと、担っていただいてい

る方が高齢化をしている、そして後継者が不足

をしているということだろうというふうに思い

ます。実際農家の方だけでさくらんぼのもぎ取

りをしているわけではなくて、手伝っている方

も大勢いらっしゃるわけでありますが、手伝っ

ている方も高齢化していくということも、そう

いうことで労働力をいかに継続的に確保してい

くかということが、今最大と言ってもいいくら

いの課題の１つになっているんだろうというふ

うに思います。 

  もちろんこの課題に対しては、さまざまなこ

れまでも取り組みをしているわけであります。

例えば寒河江だけではなくて１市４町、それか

らＪＡが協力をして寒河江西村山農業雇用労働

力対策委員会というものをつくって、ホームペ

ージとか、市報、町報、あるいは新聞折り込み

などであぐりヘルパーというものを募集してそ

の対応をしてきたということもあるわけであり

ます。 

  寒河江市内の農家の皆さんへの紹介実績とし

ては平成23年が27人、平成24年が14人、平成25

年が23人、平成26年が15人、そして平成27年が

７人という実績を残しております。 
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  また、都市と農山村交流促進事業を活用して

毎年東京農業大学の学生20人の皆さんに１週間、

最盛期の１週間ですね、さくらんぼの収穫の体

験学習などもずっと平成22年からしていただい

ているということもございます。 

  それから、労働力をいかに確保するかという

対策の１つで機械化を拡充していくということ

も大変有効だというふうに思っております。平

成25年度からは高所作業車の購入に対して市と

して支援をしているわけであります。そういっ

た意味で作業の効率化を図っているということ

であります。 

  この労働力の確保については、県とＪＡグル

ープのほうで今年度新しい試みとして、職員に

よる園の農業を支援するボランティアというも

のを行ったところでございます。県職員につい

ては寒河江市、河北町、天童市、東根市の９園

地で合わせて30名が参加をしているということ

でありますし、ＪＡグループについては村山管

内で12日間、延べ150人がボランティアを行っ

たということでありますので、寒河江市として

もさっきから申しあげておりますとおり、大変

大きな課題でありますから、こうした県、ＪＡ

グループなどの活動も十分参考にさせていただ

きながら作業時の労働力確保について新たな取

り組みをさらに充実をしていくよう検討してい

きたいというふうに考えております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。 

  今ありましたけれども、雇用に関しても対策

委員会などを設けて、いろいろもろもろの施策

をやっていってくれているということでござい

ました。ボランティアなども相当入っているん

ですね。私もそこまでわかりませんで質問して

しまいましたが、やはりこれからの高齢化とい

うものを考えますと、そのとおりだと思うんで

す。今まで手伝いに来てくれた人が高齢化が進

んでいると、これがどこでも聞かれた問題点で

ありました。 

  そこで、市民課あたりにさくらんぼにかかわ

る雇用のための相談窓口などを設けて対応する

とかできないんでしょうかと。考えてみますと、

今の時代、団塊の世代と呼ばれる元気な男性、

女性が大勢いるわけでありますので、そういう

方々に協力を願って、雇用の確保に当たるなど

ということはできないのでしょうかお尋ねした

いと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 大きな課題でありますから、そ

の雇用についての相談窓口というものをやはり

設置をして、市民の皆さんにも周知をするとい

うことは大変大事なことだというふうに思いま

す。現在も各地区の雇用希望者が利用しやすい

ように、例えばＪＡの各支所で相談窓口を設置

をしているところでありますし、そのほか一般

の就業希望者が集まるハローワークにおいては、

アルバイト情報などを窓口で提供するなど対応

を行っていただいているところであります。 

  市役所においてもこれまで農林課のほうで随

時御相談に応じてきたということでありますが、

やっぱり総合的に対応する窓口の設置というの

は必要だというふうに考えますので、市として

も設置に向けて検討していきたいというふうに

考えております。 

  雇用については、募集する側と応募する側の

条件が一致しないと難しいということもありま

すので、そうした窓口の設置と同時に、やはり

いろんな団体、例えば趣味のサークルなどの団

体などにも協力を呼びかけていく必要がありま

すし、また県内のみならず県外、隣県などへも

呼びかけてさまざまな世代、地域に対して募集

をＰＲしていきたいというふうにも考えている

ところでございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。 

  前向きに検討したいという回答でございまし
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たので、今後ともよろしくお願いしたいと思い

ます。 

  次が、最後になりますけれども、さくらんぼ

をＰＲするために多くのイベントを手がけてい

ただきましたが、特に第30回全国さくらんぼ種

吹き飛ばし大会が参加者数世界最大の大会とし

て認定されたとの報告が、７月５日号の市報に

掲載されておりましたが、その辺の結果もあわ

せて開催された日程と成果をお伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 さくらんぼをＰＲするためのイ

ベントということで、ことしは例年のさくらん

ぼまつりというものを冒頭の市政の概況でも申

しあげましたが、６月13日と14日の２日間に集

約をしてさくらんぼの祭典として開催をさせて

いただきました。そういう意味で、ツール・

ド・さくらんぼ、さくらんぼウォーク、チェリ

ンと遊ぼう、ご当地グルメなど大変盛り上がっ

たところでありました。２日間で７万3,984人

の来場者を記録したところでございます。 

  中でも、先ほど御指摘ありました第30回の記

念の大会の全国さくらんぼの種吹き飛ばし大会

ということで、公式認定人を迎えまして実施を

した、世界記録を目指したわけであります。従

来の大会と若干違ったために戸惑った方もいら

っしゃるわけでありますけれども、多くの皆さ

んに参加をいただいて1,723名という世界最大

のさくらんぼの種吹き飛ばし大会として世界記

録に認定をさせていただきました。テレビ、新

聞などでも報道をされて、県内外にも寒河江の

さくらんぼをＰＲできたのかというふうに思っ

ているところであります。 

  今後につきましても、さくらんぼのＰＲをさ

らに、そういった取り組みを強化をして寒河江

のさくらんぼを大いに売り出していきたいとい

うふうに考えております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございました。大変

詳細にお答えいただきまして、ありがとうござ

いました。 

  何度もだめを押すようで申しわけないのです

が、寒河江は何をおいてもさくらんぼです。こ

れからも紆余曲折はあろうかと思いますが、寒

河江の宝を大事にしていきたいものであります。 

  次に、通告番号２番、ゆめタネ＠さがえの成

果について伺いたいと思います。 

  ことしも６月６日から７月５日までの１カ月

間にわたって数々のイベントが行われまして、

市民のみならず見物客は大いに喜んでくれたこ

とと思います。ことしは暑い中での開催であり

まして、関係各位には御苦労さまでしたと申し

あげたいと思います。 

  さて、一昨年も同様の質問をさせていただき

ました。といいますのも、現場でのアンケート

調査なり、自分も感じたところであっての質問

でありました。中でも、孫たちを連れてきて昼

食を食べさせようと思ったが、イベント会場に

は売店が出店しておらずがっかりしたとの意見

等があってのことでありますので、しつこいと

思わずにお答えいただければ幸いです。 

  それでは、質問に入ります。 

  初めに、予算について伺いたいのですが、昨

年から県からの補助金でありました緊急雇用創

出事業の特別基金事業ということで、人件費に

当たる部分がなくなっており、予算的には大変

苦労したんではないかなと思いますけれども、

ことしのゆめタネに幾らお金をかけたのかお聞

かせ願いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ６月６日から７月５日まで30日

間開催をいたしましたゆめタネ＠さがえについ

ての予算はどうかということでありますが、こ

としは一般会計のほうから負担金として3,000

万円をゆめタネ＠さがえ実行委員会に支出をし

ているところでございます。 

  簡単に内訳を申しあげますと、総務費が約70
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万円、広報宣伝費が約200万円、イベント、ア

トラクション等の行祭事費が約500万円、花壇

整備運営スタッフ等の会場設備、運営費が約

2,230万円というふうな内訳になっております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。 

  予算的に大枠で3,000万円の負担金を補助し

ているということで、前から見ると雇用創出事

業の特別基金、これの分だけ減っているわけで

ございますので、よく少ない中で大変健闘され

ていただいたということで、本当にすばらしい

結果だと思いますけれども、次に、あわせて入

場者数は何名だったのか、ついででありますの

で、ここ数年のデータもお聞きしたいと思いま

す。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 このゆめタネ＠さがえ、ことし

で３回目ということになりますので、１回目、

平成25年は入場者数31万2,308人、平成26年度

は26万8,815人、ことしは31万1,423人というこ

と、昨年度より４万2,608人ふえているという

結果になったところでございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 本年度が昨年度よりも４万2,608

名が増加したという、今報告でありましたけれ

ども、いや本当に何か年々減っていくのかなと

いう私の感じであったんですが、ことしはやは

り内容を見ましても、昨年あたりのアンケート

調査での反省点がすごく生きてきたのかなと思

って見ておったんですけれども、これほどふえ

るとは思っていませんでしたので、本当にすば

らしい成果でよかったと思います。 

  せっかくでありますので、お聞きしますが、

入場者の増加要因は何だったのかをお尋ねした

いと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 このゆめタネ＠さがえのイベン

トのターゲットをどこに置くかということで、

いろいろ議論をしているわけでありますけれど

も、１つはやっぱりさくらんぼの時期でありま

すから、さくらんぼの観光客の皆さんから来て

いただくというのは、従来からのイベントの継

続としてあるわけですけれども、それプラス家

族連れの人、特に子供さんなども含めて来場い

ただくということが我々のターゲットの１つと

いうことで考えまして、そういった意味でのい

ろんな仕掛けをさせていただいているというこ

とであります。 

  わんぱく広場に常設の遊具もふやしていった

り、あるいはチェリンの形をしたエアドームを

配置をしたりということで、お子さん連れの家

族の方の集客にそういうのが効果があったとい

うふうにも思います。 

  また、先ほど来申しあげておりますけれども、

種吹き飛ばし大会を初めとするさくらんぼの祭

典というものをゆめタネ＠さがえの期間中に同

じ会場でさせていただいているなどというのも

その増加要因なのかなというふうに思いますし、

また基本的にやっぱり花の植栽というのが重要

でありますから、そういう花壇を充実をする。

ことしは思い出花壇ということで、業者による

デザインコンペを行って、従来の植花からデザ

インを一新をさせていただきました。 

  それから、フラワープランター、ミニフラワ

ータワーというものを設置をしてボリューム感

を出してきたなどというのが、来場者の方から

喜んでいただいている理由なのかなというふう

に思っているところでございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。 

  ただいまお答えがありましたけれども、成功

の要因は１番には子供の広場に遊具もふえて、

子供さん主体の遊び場が１カ所に集中したこと

により、子供さん連れの親御さんが多かったこ

とや、ツール・ド・さくらんぼ等のイベントが

充実したことにより、相乗効果もあったとの分
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析でありました。 

  私的にはメーン会場でありました入り口付近

の売店、これなんかも昨年と違いまして飲み物、

食べ物が豊富に並んでおりましたので、この辺

も入場者増につながったのではと感じました。

この成果は市側ばかりでなく、市内の飲食店の

協力もあってのことと思いますので、関係各位

には暑い中を奮闘していただきましてありがと

うございました。 

  次に、花あかり月うたげのエンディングイベ

ントとして打ち上げられた500発の花火が、会

場内を彩る花火とキャンドルの光が訪れた人々

を優しく包み込んでいましたとのコメントが市

報に掲載されておりました。その日の入場者数

と反響はいかがなものでしたかお聞かせくださ

い。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 花あかり月うたげのイベントに

ついては、商工会青年部の皆さんから実施をし

ていただいて、ことしは６月13日の土曜日に開

催をしていただきました。13日１日での入場者

数３万8,501人ということになっているところ

であります。 

  先ほど御指摘のありましたこの日のメーンイ

ベントは花火ということでありますが、この時

期にしては少し早い花火でありますし、その前

に会場内をキャンドルがともすということであ

ります。このキャンドル、ペットボトルランタ

ンというのは、市内の幼稚園、保育所、学童保

育所の皆さんから協力をしていただいてキャン

ドルをともしていただく、そういう幻想的な中

で音楽に合わせて打ち上げられる花火というこ

とで、大変多くの皆さんから好評を得て、また

楽しみにしていただいているというふうに思っ

ているところではございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。 

  こちら花あかり月うたげのほうは６月13日土

曜日１日で３万8,000人の方が来られたという

ことで、本当にすばらしいイベントでなかった

かなと思うわけですけれども、ことしは非常に

天候に恵まれまして、花火見物の客も大変多か

ったのではと思いますが、確かに見に来られた

方は県内でも花火としては早いイベントであり

ますので、大変喜んでいただけたとは思うんで

すが、毎年もう少し長い時間上げられないのか、

要するに花火の数を増発できないかとの要望を

市民の方より頂戴します。市長におかれまして

は、またかと言われるかもしれませんが、日本

人の大好きな花火の増発の方向で検討できない

かお尋ねいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 大変好評を得ている花火であり

ます。先ほども申しましたけれども、一般的な

花火大会とは若干違った少し演出をした独特の

花火になっていて、時期も早いということで大

変評判でございますので、市民の皆さんからも、

そういった意味で何とか増発をという御要望も

あるわけであります。今後我々としてはできれ

ばチェリークア・パーク一体でしているこのイ

ベントの中でありますから、そういった各協力

企業の皆さんから、あるいは民間の事業者の皆

さんから御理解と御協力をいただいてそういう

市民の皆さんの御要望に応えていけるよう検討

していきたいというふうに考えております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。 

  今市長のほうから企業なども巻き込んでやれ

ないものか検討していくという話でしたので、

そうですね、そんな方向でひとつ考えてもらえ

れば増発も可能なのではないかと思いますので、

よろしくお願い申しあげたいと思います。 

  県内でもこの時期の花火は非常に珍しいとい

うことと、天候に恵まれまして大変盛況だった

とお聞きしましたので、質問したわけですけれ

ども、当然お金も伴うことでありますので、来
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年度に向けてぜひ先ほどのように検討願いたい

と思います。 

  次に、この質問の最後になりますけれども、

ゆめタネの会場でアンケート調査等を実施した

と思われますけれども、調査内容はどんなもの

だったのか、それを踏まえての反省点などあり

ましたら教えてください。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 アンケート調査を実施をいたし

ましたが、アンケートですから、御回答をいた

だいたということになりますが、315件の御回

答をいただいているんでありますけれども、そ

の中から特徴的なことを申しあげますと、御家

族で来場している方というのは、答えた方の６

割が家族で来ていただいているということであ

ります。また、自家用車で来られた方は約７割

というような状況、結果でなっております。 

  調査内容、主なものを申しあげますと、例え

ば何をきっかけにこのイベントを知ったのか、

何を目的に来場されたのか、あるいはガイドブ

ックの特典サービスを利用するか、それから、

さくらんぼ狩りをする予定があるのかなどとい

ったことについて調査をしているところであり

ます。 

  そして、このゆめタネ＠さがえ全体的な印象

についてはどうかということを聞いております

が、これちょっと手前みそになりますが、とて

もよい、よいが合わせて95％を占めているとい

うふうになっているところでございます。 

  そういった中で、何を目的に来場されたのか

ということについては、１つには花壇というこ

とが回答としてあります。また、先ほども申し

あげましたけれども、常設の大型遊具を含めた

アトラクションなどを目的に来場されたという

方が合わせて約８割というふうになっていると

ころでございます。 

  それから、反省点というような御質問であり

ましたけれども、この来場者の地域別の調査も

させていただいているわけでありますけれども、

事前のＰＲとして我々のほうで県内では庄内の

ほう、それから福島、新潟あたりにも事前ＰＲ

を行ってきたわけでありますけれども、来場者

の傾向を見ますと、庄内地方からの来場者は少

し伸びているという結果になっておりますが、

県外からの来場者というのはまだまだ少ない状

況なのではないかというふうに考えております

ので、より一層効果的なＰＲをする必要がある

のではないかというふうに考えております。こ

うした貴重な御意見、今後の取り組みに生かし

ていきたいというふうに考えております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございました。 

  やはりこういったイベントということになり

ますと、お客様が入って何ぼの世界と思います

ので、今後ともできるだけお客様の要望を取り

入れて来年以降の開催に当たっていただきたい

と思います。ありがとうございました。 

  次に、通告番号３番、防災無線について質問

をさせていただきます。 

  御承知のように、昨年度２億7,000万円をか

けて12月から運用開始になっております。運用

開始後は大きな災害もなく、私たちが耳にする

のは毎夕６時に流されるテスト放送といいます

か、音楽と各月の１日、15日に流れる消防のサ

イレンくらいしか私には記憶がないんですが、

全市的に防災無線を使って放送した経緯などあ

りましたらお聞かせ願います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 これまで全市的にした緊急臨時

放送としては、２月19日、20日に大雪によって

車庫の倒壊などが連続して起こったときがあり

ましたが、そのためにこういう雪の重みによる

建物倒壊防止を呼びかける放送をさせていただ

きました。 

  それから、３月31日に寒河江警察署のほうか

ら依頼がありました行方不明者の情報提供につ
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いて呼びかける放送を行っております。 

  また、５月13日早朝に発生をした地震の際、

全国瞬時警報システムが自動で作動したことに

よって一斉放送が流れたと。これまでのところ

全地域への緊急臨時一斉放送としては、この３

回、３件ということになっております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 防災無線を使って放送した経緯

というのは３件あって、雪に関しての情報と警

察関係、行方不明者の捜索、あとは地震につい

てということで３件あったということでござい

ます。はい、ありがとうございました。 

  次に、現在火災が発生すると防災無線でサイ

レンが流れるようになっておりますが、昔です

と市内は２回、市外は３回とサイレンの数でお

およその地域を断定しておりましたが、現在は

サイレンが３回と統一され、どこが火災なのか

市民には判断がつかない状況にあります。例え

ば何々地区が火災ですくらいの放送は防災無線

でできないのかお尋ねしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 火災が発生したときには消防本

部から火災信号を受けて自動的にハートフルセ

ンターと駅前駐車場の２カ所のスピーカーから

サイレン吹鳴によってお知らせをしているとこ

ろでございます。また、火災発生地区では地元

の消防団がサイレン吹鳴を行って火災発生をお

知らせするということになっているわけであり

ます。 

  火災発生場所を防災行政無線によって音声放

送で知らせることができないかというようなこ

とでございますけれども、現在の防災行政無線

のシステムには消防本部の信号を利用して自動

的に火災発生場所を音声で放送する機能は残念

ながらないところでありますので、市役所の指

令局より手動で火災発生の放送を行うこととい

うことになるわけでありますけれども、その場

合24時間対応ということになるといろいろさま

ざまな課題があるというふうに思っているとこ

ろであります。地域座談会などでもそうした声

がございましたので、そのほかにどのような放

送の方法があるのか、現在業者の方に照会など

をしながら研究をしているところでございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 今の答弁でわかりましたけれど

も、やはりラインが消防と防災無線は違うとい

うことと、職員が24時間体制でないわけであり

まして、その辺で放送した、放送できなかった

不公平が生じるのではということの答弁でした

けれども、そういうことがあるんですね。 

  私が考えるに、火災というものは消防署で放

送するのがごく自然なやり方と思うんですけれ

ども、この辺に関してはいかがかと伺いたいん

ですけれども、ちょっと時間の関係もあります

ので、ちょっと別な質問にまいります。 

  先ほど消防と防災無線はラインが違うよと。

我々市民から言わせてもらいますと、防災イコ

ール消防、消防イコール防災でないかと、そん

な構図しか浮かび上がらないんですけれども、

その辺はどうなっているのでしょうかお聞かせ

ください。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御指摘のとおり、火災の情報を

市民の皆さんに瞬時に的確に伝えていくという

ことは大変大事なことであります。現在の消防

本部、そして市の防災行政無線のシステムでは

連動がならないというような現状でありますの

で、我々としてはどういった方法でそういった

ことができるのかどうか、研究していっている

ところであります。消防本部とも十分連携をし

ながらぜひそういうニーズに、要望にお応えで

きるようにさらに検討を進めていきたいという

ふうに考えております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 大変時間の配分が下手で申しわ

けございません。はしょってさせていただきま
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す。 

  今ありましたように、市民感情から言わせて

いただくと、防災無線と消防が合致していない

と寒河江市の安全・安心というものは守られな

いのではないかといった心配が起こってくるわ

けでございますので、その辺はよろしく消防と

も検討をお願いしたいと思います。 

  次に、私の地域公民館でありますけれども、

夏祭りを開催していただいて、そこでの質問で

ありました。公民館でのこういう夏祭りのよう

なイベントをする際、防災無線を使っての振り

込み等に使えないのかお聞かせください。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 地域での放送については、それ

ぞれ各地のスピーカーを使って、例えば公民館

行事等、あるいはイベントなどの連絡には利用

できるというふうになっているところでござい

ます。そういった意味で、それぞれの地域で御

検討いただいて利用方法をうまく活用していた

だければなというふうに思っているところです。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 できるということの回答であっ

たように思います。できるというのは、私もマ

ニュアルみたいなのを見させていただいたら、

できることはできるんですね。ただ、今まで使

ったときがないから、非常に不安だということ

の町会長さんのお話でありましたので、その辺

の周知はあわせてお願いしたいと思います。あ

りがとうございました。 

  やはり２億7,000万円もかけて運営している

防災無線でありますので、市民にとって使い勝

手のよいものであっていただきたいと思うこと

から質問させていただきました。ただ、何にで

も使ったのでは緊急性の意味からも肝心かなめ

なことがおろそかになってはいけませんので、

その辺の線引きは注意しながら市民のために大

いに活用していただきたいと思います。 

  次に、通告番号４番、寒河江市野球場につい

てお尋ねをしたいと思います。 

  御承知のように、市報の８月５日号に掲載に

なっておりましたが、このたび４つのスポーツ

少年団野球チームが全国大会への切符を手に入

れたとのことで、スポ少関係者が大変喜んでい

るとのお話をお聞きしまして、私自身も市民と

して喜んでいる次第であります。 

  １つが寒河江中部小ＢＣツインズ、２つ目が

寒小スラッガーズ、これが和歌山での全国大会、

そして３つ目が寒小スラッガーズ、にしねドジ

ャーズ合同でＴボールのチームだそうですけれ

ども、こちらも全国大会、あと４つ目が寒河江

ボーイズのほうが少年野球選手権大会というこ

とで全国大会へ出場しているようであります。

４つが全国大会なんていうことは過去になかっ

たのではないでしょうか。すばらしい成果だと

思っております。 

  これこの文考えたのは７月でありまして、ぜ

ひ優勝を勝ち取っていただきたいなんて書いて

おりますけれども、何か聞くところによります

と優勝には至らなかったというふうに聞いてお

りますので、結果はおのおの何かで見ていただ

きたいと思います。 

  寒河江市は、今紹介したように大変野球熱の

高い市であります。そんな中でいつも尋ねられ

るのが市営球場をもう少し整備できないのか、

少なくとも東北大会くらい開催できないかとの

要望であります。そこで質問に入らせていただ

きますけれども、大会を実施するに当たり、球

場の広さとか、観覧席が必要とか、駐車場が何

台確保しなければならないとかの要件があれば

教えてください。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 東北大会規模の野球大会を開

催するのに球場の広さとか、観覧席の有無、あ

るいは駐車台数などの要件がないかということ

でございますけれども、お答えしたいと思いま

す。 
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  その前に御質問にありましたように、このた

び市内の小学生、中学生の４チームが全国大会

に出場したというような快挙、大変喜ばしいこ

とでありまして、本市にとっても大変名誉なこ

とだなというふうに思って今後の活躍を期待し

ているところでございます。 

  さて、東北大会規模の大会を開催するために

その施設の要件ということでございますが、県

中学校体育連盟及び県高等学校野球連盟により

ますと、いずれも球場の広さや観覧席、あるい

は駐車場、台数などの要件はないとのことでご

ざいます。 

  ただし、高等学校の東北大会や県大会におい

ては入場料収入で運営するということから、そ

れに対応する施設や設備が必要となるというこ

とでございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 はい、ありがとうございます。 

  大会を実施するのに要件はないということで

ありました。ありがとうございます。 

  次に、本市でも寒河江公園整備事業、市民憩

いの花咲山として整備するとのことで野球場の

レフト側のアクセス道路整備工事を本年度実施

の方向で進んでいると思われるんですが、この

道路の整備はどこまでなのかお伺いしたいと思

います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 市としては観光バスなどの大型

車の乗り入れ可能な道路と駐車場の整備という

ことが一番急がれますので、最優先として実施

をしております。平成26年度から事業に着手を

して平成28年度の工事完成を目指しているとこ

ろでございます。また、駐車場については、現

在普通車41台の駐車台数を確保していますが、

これを整備をして、整備後は普通車66台新たに

大型車４台を確保する、そういう計画にしてい

るところでございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございました。 

  ちょっともう少し質問事項あったんですけれ

ども、時間が押してきまして大変申しわけござ

いません。 

  最後になりますけれども、やはり今の球場を

見ますと、要件、大会する要件は満たしている

んでしょうけれども、実際に運営するとなると、

四方八方から入場者が入れるようになっている

わけでありまして、それではちょっとお金を集

めないと運営できないと思います。そうしたと

きに、何かね、今の県営球場みたいに入場料を

一括していただくような球場にできないのか。 

  そして、いいです、これはもう要望事項にし

ておきます。そういう若干観覧席もあるような、

そんな県営球場、霞城公園などもあります。天

童はもうありますよね。寒河江もぜひ子供たち

の非常に野球熱が高いところでありますので、

こんな時期に、何か財政面のときに箱物的なも

のを要望するのも心苦しいんではありますけれ

ども、子供たちの未来、夢に向けてこういうも

のも必要ではないかと、今後長岡山公園整備に

あわせて検討されることをお願い申しあげ、私

の質問を終わらせていただきます。ありがとう

ございました。 

 

沖津一博議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号５番、６番について、

10番沖津一博議員。 

○沖津一博議員 おはようございます。 

  本日は南新町健友会の皆様に傍聴に来ていた

だいております。御苦労さまでございます。 

  厳しかった暑い夏も過ぎ、さわやかな風の吹

く季節となりました。ことしは夏の大雨や洪水、

あるいは台風などの被害もなく、実りの秋を迎

えられましたことを大変喜んでいるところであ

ります。 

  寒河江市は、これから間もなく始まります市
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民の祭り、神輿の祭典寒河江まつりが終わると

おいしいお米つや姫やはえぬきなどの収穫を初

め、ラ・フランス、リンゴ、ブドウ、もって菊、

小姫芋など、おいしい食べ物がたくさんありま

す。市民の皆さんはもちろん、多くの観光客の

皆様に食べていただきたいというふうに思って

おるところであります。 

  さて、現在の日本は東京一極集中、格差社会

が広がり、地方では人口減少の波がとまりませ

ん。東京では年間に１億円の報酬をいただいて

いる会社の役員が倍増しているとのことであり

ます。私は人口減少少しでも歯どめになればと

思い質問をさせていただきます。 

  通告番号５番、人口減少と住環境について伺

います。 

  人口減少問題を少しでも解消するためには、

利便性がよく人気のある地区、すぐに売れる場

所、住宅団地をつくるのが一番だと思っており

ます。ここで私は島北に新しい団地を造成して

はどうかと思います。 

  島地区を見ると、昭和40年代小規模な団地化

が進み、農地も減り、さらには県立園芸試験場

や現在のグリバーさがえの畑地は最上川の洪水

により流され、現在専業農家はほとんどいない

状況にあります。 

  また、地権者の多くは住宅団地化を望んでお

り、さらには、南寒河江駅や高速インター、ス

マートインターも近く、市民浴場や温泉、ふる

さと総合公園などチェリーナさがえも近くにあ

ります。ここに団地をつくり、近い将来建てか

えを余儀なくされております老朽化したみなみ

保育所の移転をするのも大変いい場所ではない

かなというふうに思っております。 

  そして、保育所の跡地には寒河江市が開発を

許可してきた昭和40年代につくられてきた通り

抜けのできない道路の団地、現在は除雪の雪捨

て場もなく苦労しております。こういった方々

に通り抜けのできる道路や雪捨て場を提供する

など、総合的に住環境整備を進めていくことが

大事なのではないかなというふうに思っており

ます。 

  昭和40年代寒河江市は、20アール、30アール、

いわゆる２反歩、３反歩単位で開発をしてきた

ため、町並みが決して美しいとは言えません。

最近ようやくここにきてみずき団地やほなみ団

地などの造成が見られ、美しいまちができつつ

あります。 

  天童市や山形市では昭和40年代から区画整理

をした住宅団地の開発をしてまいりました。寒

河江市はこの点で大きくおくれをとってきたも

のと思います。これが現在でも人口の増減に影

響しているような気がしております。最近でも

山形市は嶋団地、天童市は芳賀団地など、大き

な団地造成に力を入れております。 

  佐藤市長にはみずき団地、ほなみ団地に続く

日本一のさくらんぼの里にふさわしい中型の美

しい団地を島北にぜひつくっていただきたいと

思っております。また、泉蓮寺から若葉町まで

新しい道路ができれば町並みも変わるでしょう

し、このことを申しあげ１問ずつお伺いします

ので、御答弁よろしくお願いしたいと思います。 

  寒河江市の人口は、2005年をピークに減少傾

向にあり、市では子育て世代転入者定住支援な

どさまざまな支援を充実させる考えのようであ

ります。大変よいことだなというふうに思って

おります。さらに、団地造成で少しでも人口減

少をおくらせる施策が必要と思います。市長は

住宅団地の必要性についてどのように考えてお

られるのか、まず伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 沖津議員からは寒河江市の将来

を思い、また南部市域の将来を思って御質問を

いただくわけでありますので、順次お答えをさ

せていただきたいというふうに思いますが、住

宅団地の必要性という御質問でありますけれど

も、御指摘のとおり、やはり人口減少対策とい
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うのは寒河江市にとりましても喫緊の課題だと

いうふうに思っております。さまざまな対策を

講じているわけであります。この件については

市政の概況などでも申しあげたところでござい

ます。 

  現在、さがえ未来創成戦略、そして来年度の

振興計画の策定に向けて鋭意この課題について

検討をしているところでございます。住宅団地

の造成という必要性について御質問がございま

したが、近いところでは天童なんかはずっとそ

ういうつち音が消えないまちづくりというもの

をずっとしてきたんですね。 

  ですから、今６万何千人かの人口であります

が、そういう時期はどんどん、どんどん人口が

ふえてきたという経過を私も存じあげているの

で、この住宅政策というのは、そういう意味で

人口対策というんですかね、定住対策には欠く

ことのできない重要な政策だというふうに思っ

ているところでございます。 

  今都市計画マスタープランを策定中でありま

すから、その中で全体的に住宅地として土地利

用をどこに配置をしていくかということを決め

ていこうということにしたいというふうに考え

ているところでございます。 

  今市民アンケート調査、あるいは地域のワー

クショップなどをさせていただいているわけで

ありますけれども、参加者の皆さんからはそう

いった道路とか、あるいは住宅も含めて土地利

用などについてさまざまな御意見を頂戴をして

おります。沖津議員から島北地域どうかという

お話もありますし、地域の方からもそういう御

意見もありますし、そのほかの地域からも複数

の地区について新たな住宅団地の造成について

の御要望、御意見があるわけであります。ぜひ

こうした市民の皆さんの御意見を十分踏まえな

がら、人口減少対策という意味からもどの程度

の規模の団地を造成していくのか、さらには、

どのようなところに適切に配置をしていくかな

どについて鋭意検討をしていくところでござい

ます。 

○國井輝明議長 沖津議員。 

○沖津一博議員 これからいろいろと御意見を聞

いてワークショップをしたり、各地区で検討し

ていくということでありますが、寒河江市でも

25年ぐらい前から区画整理をした団地が次々と

開発されてきました。美原町であったり、高田

とか、東新山、みずき団地、ほなみ団地はもち

ろんであります。これが寒河江市の市街地とい

いますか、寒河江地区に固まってきたんですね。

南部地区にはこの間寒河江市として開発したよ

うな団地というのはほとんどないと同じなんで

すね。 

  南部地区は、寒河江に次ぐ人口の多さであり

まして、昔、南部地区は寒河江の表玄関などと

言われて栄えて、産業通りには多くの自動車デ

ィーラー、あるいはスーパーやガソリンスタン

ドがたくさんあってにぎやかな地域でありまし

た。それがバイパスの完成や市街地の住宅団地

などで自動車ディーラーは横道やバイパスなど

に移転して、スーパーやスタンドは１軒もなく

なるような状況であります。 

  こういった寒河江市内中心にお金を使ってき

たんですね、寒河江市は。ぜひ南部地区を今後

発展させることで寒河江市の発展につなげてい

かなければならないというふうに思っておりま

すけれども、市長は最近の南部地区を見てどの

ような感想をお持ちなのか伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 私はこれまでも南部地域という

のは、先ほどお話しありましたけれども、寒河

江市の玄関口でありますし、そこに入ると寒河

江の市民の皆さんの気持ちが伝わってくるよう

な地域であったというふうにも思いますし、こ

れからもそういう地域としてやっぱり発展をし

ていっていただきたい、いかなきゃならんとい

うふうに思います。南部の発展なくして寒河江
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の発展はないというふうに考えております。 

○國井輝明議長 沖津議員。 

○沖津一博議員 大変ありがとうございます。 

  市長には南部の発展なくして寒河江の発展は

ないということで、私と同感でありますので、

今後よろしくお願いしたいなというふうに思っ

ております。 

  次に、これから住宅団地を開発するにはいろ

んな組合の組織でありますとか、開発公社であ

りますとか、労住協さんとか、いろいろなやり

方があるなというふうに思いますが、市長はど

のようなやり方が今の時代に合うといいますか、

どのような考えをお持ちか伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 住宅団地の開発手法ということ

については、議員御案内かと思いますが、区画

整理事業などが１つあるわけであります。それ

も市の施行、さらには組合施行、あるいは個人

で施行するなどという場合もありますし、その

ほかのやり方としては土地開発公社による開発、

あるいは民間開発などといういろいろ手法があ

るわけであります。市内の住宅団地開発におい

ても先ほど申しあげたいろんな手法が実際とし

てやられてきている、そういうふうに思います。

それぞれのやり方、手法についていろいろ特徴

もあって、一概にこの手法が今の状況でベター

だということをなかなか言えないのではないか

というふうに思います。市の政策、あるいは地

元の要望、それから民間事業者の開発の意欲、

方針などによって適地が選ばれ、手法も選択さ

れていくということになるわけでありますので、

そういった手法については、さらに我々として

地域を選定していく中であわせて検討していく

ということになろうかというふうに思います。 

○國井輝明議長 沖津議員。 

○沖津一博議員 そうですね、市でやるとか、組

合施行とか個人の施行とか、いろいろあります

けれども、やはり市の協力というものは欠かせ

ないというふうに思いますので、ぜひ市長には

さまざまな意味で御協力をいただかなければな

らないというふうに思っております。 

  私は、島北に団地を計画していただいて、そ

してみなみ保育所の移転、子育て支援の観点か

らも老朽化していずれ建てかえをしなければな

らないわけでありますから、ぜひこういった新

しいところに保育所の移転なども計画していた

だければというふうに思いますけれども、市長

の見解を伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 みなみ保育所については、御案

内のとおり昭和47年４月に開設をして、南部地

域の子供たちの拠点として地域に根差した保育

を実施してきたところでございます。その後、

平成19年度からは指定管理者として学校法人陵

乗学園にお願いをして、現在に至っているとい

うことであります。 

  現在のみなみ保育所については、建物につい

ては平成24年度に耐震補強工事を行ったわけで

ありますけれども、築後43年が経過していると

いうことであります。今後当然建物については

建てかえをしていかなければならないというふ

うに考えておりますので、その際には地域の皆

さんや保護者の皆さんなどの御意見もお聞きを

しながら、みなみ保育所のみならず寒河江市全

体の保育所の再編の計画なども念頭に置きなが

ら検討していくということになろうかというふ

うに思います。 

○國井輝明議長 沖津議員。 

○沖津一博議員 ありがとうございます。 

  私も保育所の入所式や卒所式などに伺います

と、随分遊ぶところなどはそじているなという

ふうに感じておりますので、ぜひ近い将来みな

み保育所の建てかえなどもしていただきたいな

というふうに思っております。 

  また、冒頭にも申しあげましたが、南部地区

は昭和40年代に造成されました通り抜けのでき
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ない道路というのは、ちょうどみなみ保育所に

もどんと１本ぶつかっているんですね。そして、

あそこの地域は雪捨て場もなく大変苦労してお

ります。みなみ保育所いつごろ建てかえになる

かそれはわかりませんけれども、もしそういっ

た場合には、そのみなみ保育所の敷地に通り抜

けのできなかった道路を１本通して、そして曙

町の皆様の雪捨て場、あるいは公園などを整備

していくということも大変重要なのではないか

なというふうに思います。 

  私は役所がやっぱり昭和40年代、小さな団地

をして、南部地区は通り抜けのできない道路、

不便な道路ですね。道路も今だと団地といえば

６メートル道路ですけれども、昔４メートルぐ

らいですかね、非常に狭い道路が目立ちます。

これをやっぱり直すことは今さら言っても不可

能なんですけれども、そういった機会があれば

ぜひ直していただきたいなというふうに思いま

すけれども、市長の見解を伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 仮にみなみ保育所を現在の場所

と違う場所に、別な場所に建てかえるというこ

とになれば、その移転後の現在の土地の利用に

ついては、議員おっしゃるような行きどまりの

道路の解消でありますとか、それから雪捨て場

などの利用ということを含めて公共性、あるい

は地元地域の皆さんの利便性などに十分配慮し

て、地域の皆さんが理解をしていただけるよう

な有効な利用方法などを総合的に検討していく

ということになろうというふうに思います。 

○國井輝明議長 沖津議員。 

○沖津一博議員 大変市長には前向きな答弁をい

ただきましてまことにありがとうございます。

今さら昔の道路を全部直すなんていうことは当

然無理なわけでありますので、ぜひそういう機

会があれば、少しでも住みやすいように直して

いただきたいなというふうに考えているところ

であります。 

  それから、以前から建設管理課にも言ってお

りましたが、サンヨー缶詰さんの跡地でありま

すけれども、あそこの市道を見ますと、みずき

団地のほうから急に道路が狭くなるんですね、

昔からの建物がありましたので。現在更地にな

っているわけであります。こういった機会に業

者に道幅をとってから開発してもらうような、

市としての指導といいますか、そういうものは

できないのかどうなのか、こういった機会を逃

せば永久にあの道路は狭いままでいくというこ

とになるわけでありますので、市長の考えあれ

ばお聞かせをいただきたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御質問は、市道石田１号線とい

うことでありますが、先ほど来お話しありまし

たけれども、担当課のほうでもお聞きをしたと

ころでありますが、昨年の９月22日に地元の栄

町の２町会からも道路拡幅の要望が出されてい

ます。 

  その要望内容としては、みずき団地などもで

きたためか近年交通量が大変ふえてきているの

で危険である。それから、西側で接続する県道

皿沼河北線との交差点付近の道路付近が狭く勾

配があるためすれ違いが難しいので、隅切り等

を設置をして円滑な交通確保が必要である。そ

して３つ目がサンヨー缶詰跡地域内に側溝がな

いので、道路両側の側溝を確保してほしいと、

こういう要望が出されてきております。 

  この跡地については、市に対して現在開発予

定者から事業を実施したいという御相談があり

ます。その相談がありましたので、その際地元

関係者などからの先ほど申しあげた要望なども

あって、市道を7.55メートルに拡幅したい旨を

事業者に伝え、ことしの７月下旬から開発行為

の具体的な協議を始めているところであります

ので、今後開発行為とあわせた形で市道拡幅の

事業に入れるものと考えているところでござい

ます。 
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○國井輝明議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は11時５分といたします。 

 休 憩 午前１０時５１分  

 再 開 午前１１時０５分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  沖津議員。 

○沖津一博議員 ただいまの答弁をいただきまし

て、栄町の皆様やあそこを通る方々が本当に安

心しているのではないかなというふうに思いま

すので、ぜひそのように進めていただければと

思います。 

  次に、人口減少の歯どめをかけるには雇用も

最も大切でありまして、工業団地の会社で働く

方も大変頑張っております。寒河江市の中央工

業団地第４次拡張も一日も早く企業誘致される

ことを期待しております。 

  ここで工業団地の方々といろいろお話をさせ

ていただきますと、モータープール、トラック

の待機場所をつくっていただきたいという方が

多くいらっしゃいます。工業団地に搬入や搬出

される大型のトラックは、夜中に走るために早

朝に着くのが多いということであります。夜中

の２時や３時に着き路上に駐車して仮眠をする

そうであります。疲れてきた運転手の方々が安

心して安全に過ごせるモータープールをつくる

ことにより、工業団地も元気になり企業誘致も

進めばというふうに思っているところでありま

す。市長の見解を伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 国土交通省の統計によりますと、

26年分ではトラックによる輸送のシェアという

のが貨物輸送量の全体の91.1％ということであ

ります。貨物のほとんどはトラックによる輸送

だというふうに全体なっているわけでありまし

て、寒河江中央工業団地においても多くのトラ

ックが行き来をして、夜間、早朝などに跨線橋

下の道路脇に駐車をして時間調整しているトラ

ックも見受けられるということであります。 

  １日に何台ぐらい路上で駐車をしているかと

いうのは正確な数字はお聞きをしておりません

が、先般、中央工業団地振興会の役員の皆様と

懇談会をさせていただきましたが、そういった

懇談会の中でも夜間や早朝に到着した場合は配

送先会社の敷地内で待機をしている場合もある、

あるいは路上駐車をしている場合もあるなどと

いうこともお聞きをしておりますし、そのほか、

スマートインターチェンジの駐車場であります

とか、チェリーランドの駐車場などで待機をし

ている、時間調整をしているというトラックも

あるというふうに伺っているところであります。 

  トラックの待機場所、モータープールについ

ては、ドライバーの安全面、それから路上駐車

の解消なども含めて必要なものだというふうに

我々も思っているところであります。 

  市内には先ほど申しあげましたけれども、具

体的に申しあげますと、ドライバーの休憩場所

として道の駅というのがあるわけであります。

そういった中で大型トラック等の駐車スペース、

あるいはまた自動販売機とか、トイレなども整

備をされており、工業団地にも近いということ

で、待機場所としても適した場所なのではない

かというふうにも思っているところであります。

チェリーランドだけではなくて、県内、県外の

多くの道の駅でもそうした大型トラックなどが

駐車スペースのある道の駅というのは有効利用

されているというふうに聞いているところでご

ざいます。 

  現在県内の工業団地において専用の待機場所

を設置しているというところはございませんが、

酒田市の国道７号線に公益財団法人貨物自動車

運送事業振興センターが運営管理するトラック

ステーションが設置をされている。また、山形

流通団地では山形県トラック協会の駐車場や流

通団地会館の駐車場が利用されているというこ

とであります。 
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  我々としては、今後さらに中央工業団地振興

会の皆さんやトラック貨物運送事業管理指導し

ている山形県トラック協会などからもさらにお

話をお聞きをしながら、その設置について検討

を進めていければというふうに考えているとこ

ろでございます。 

○國井輝明議長 沖津議員。 

○沖津一博議員 ありがとうございます。 

  やはりこれからいろいろと調べていただいて、

必要性があれば、山形県内にはまだないという

ことでありますけれども、寒河江市が山形県の

一番を切ってつくっていただければ工業団地の

発展にもつながるというふうに思いますので、

ぜひ前向きに検討をしていただきたいというふ

うに思います。 

  次に、通告番号６番、生活困窮者自立支援法

について伺います。 

  この法律は、地方にとって大変大きなチャレ

ンジで、貧困や格差問題について大きな課題で

あると受けとめ、きちっと働ける条件をつくっ

ていくことで打開しようとする法律であります。

４月に施行され、生活困窮者へのセーフティネ

ットを地域で新たに構築することを目的として

必須事業、自立相談支援事業、任意事業では学

習支援や家計相談、就労準備支援など事業は地

方の自治体の判断で実施するもので、補助率は

３分の２と２分の１となっております。 

  各自治体の熱意や体制整備によって大きな差

が生まれております。ここで寒河江市ではどの

ような取り組みをなされているのか伺いたいと

思います。 

  まず、この事業の担当部署についてどこの課

になるのか伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 お尋ねの生活困窮者自立支援制

度については、平成25年に制定された生活困窮

者自立支援法に基づきまして、日本の社会経済

の構造的な変化に対応して、これまでの制度の

狭間に置かれてきた生活保護に至る手前の生活

困窮者に対する早期の支援を強化しようという

もので、おっしゃるとおりいわば第２のセーフ

ティネットというふうになるものでございます。 

  全国の各市町村でことしの４月からこの制度

が本格的に運用したところでございまして、寒

河江市におきましても必須事業であります自立

相談支援事業と住宅確保給付金支給の２つの事

業を実施しているところであります。 

  寒河江市におきますこの制度の担当部署とい

うことでございますが、健康福祉課が部署、生

活福祉係ということになりますが、この係の中

に寒河江市生活自立支援センターというものを

設置をさせていただいて、そこに専任の自立相

談支援員を配置をして、新制度である生活困窮

者自立支援制度と生活保護制度を一体的に運用

をして、相談者に対しては可能な限りワンスト

ップで対応しているというところでございます。

市直営の生活自立支援センターというのは、県

内17カ所の福祉事務所では寒河江市が唯一だと

いうことになっているようでございます。 

○國井輝明議長 沖津議員。 

○沖津一博議員 寒河江市が唯一頑張って取り組

んでいただいているということで大変安心しま

したけれども、けさの新聞を見ますと、生活保

護世帯が過去最多を更新したということがきょ

うの朝載っておりました。それを見ますと、５

月に調査したところが過去最高であったんです

けれども、６月に調査したら3,823世帯という

ことで１カ月で3,800世帯もふえているという

ことで、非常に格差社会が進んでいるなという

ふうに考えているところであります。 

  この部署につきましては、いろいろ生活困窮

者と一口に言っても、多様化しているのではな

いかと思いますし、原因もさまざまあるのでは

ないかというふうに思います。寒河江市にも子

育て推進課や高齢者支援などさまざまな課があ

りますけれども、こういった課が健康福祉課に
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任せるのではなくて、横のつながりといいます

か、連携をした取り組みなどをしていただけれ

ばというふうに思いますけれども、その辺の考

え方について伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 対象者の把握、あるいは早期発

見のための仕組みづくりというのは大変大事な

ところだというふうに思います。そういった意

味で何とかこの情報を共有化していくというこ

とが必要だというふうに思いますし、寒河江市

役所の中でもこの自立支援の情報共有のために

８つの関係課で構成をしている寒河江市生活困

窮者自立支援庁内連絡会というものを組織をさ

せていただいております。 

  御指摘の健康福祉課はもちろんでありますけ

れども、子育て推進課、高齢者支援課も含めて

そういう連携をしながら、それぞれ保有する関

連情報の共有によってそういった生活困窮者の

早期発見、そして効果的な支援に今努めている

ところでございます。 

○國井輝明議長 沖津議員。 

○沖津一博議員 ありがとうございます。 

  対象者の把握のために、先ほども市長にもあ

りましたけれども、早期発見のための関係機関

など、ハローワークや福祉事務所などで構成す

る連絡会や協議会などは寒河江市はどのように

なっているのか伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほども申しあげましたが、連

絡会、あるいは協議会ということについては御

指摘のありましたハローワーク、それから市の

社会福祉協議会と市内の先ほど申しあげました

が、庁内の連絡会、あわせて寒河江市生活支援

自立支援センター支援調整会議というものを設

置をさせていただいております。原則として月

１回の開催ということにしているところであり

まして、相談者の自立に向けて支援プランを作

成した場合、その妥当性を検証したり、プラン

達成のための関係部署の役割分担、それから連

携を確認をしたりということで、関係者が一丸

となって相談者の自立を支援していこうという

ことで取り組んでいるところであります。これ

まで既に３回の会合を開催をさせていただいて

いるところでございます。 

○國井輝明議長 沖津議員。 

○沖津一博議員 寒河江市では大変一生懸命頑張

っているということでありまして、大変私も安

心しましたが、この制度は、各自治体の熱意や

体制によって大きく変わるということでありま

すので、私は寒河江市はどのようになっている

のかなというふうに聞いたところであります。 

  次に、この事業の今年度の事業計画と予算に

ついて伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 生活困窮者自立制度関係の今年

度の事業計画といたしましては、先ほど若干申

しあげましたが、専任の自立相談支援員による

相談の対応、それから住宅確保給付金の支給と

自立支援計画の策定、そして自立支援センター

支援調整会議の開催、さらには、生活困窮者自

立支援庁内連絡会議の開催などを随時予定して

いるところでございます。 

  予算もでしたかね。予算につきましては、当

初予算におきまして自立相談支援事業と住宅確

保給付金に合わせて457万5,000円を計上したと

ころでございます。自立相談支援事業について

は、自立相談支援員の報酬171万6,000円が主な

ものでございます。住宅確保給付金支給につき

ましては、扶助費177万6,000円が主なものにな

っているところでございます。 

○國井輝明議長 沖津議員。 

○沖津一博議員 ありがとうございます。 

  格差社会がますます広がっている中、多くの

方々が幸せに暮らせるように今後も頑張ってい

ただきたいと思いますが、今後の取り組みにつ

いて伺いたいと思います。 
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○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今後の取り組みについては、こ

としからスタートした事業でありますから、ま

だまだ市民への周知というのが必要かというふ

うに思いますので、この制度の市民の皆さんへ

のさらなる周知、普及というものに努めていか

なきゃならんというふうに思っております。市

報、市のホームページはもとよりあらゆる機会

などを通じて制度のさらなるＰＲに努めていき

たいというふうに思っているところでございま

す。 

  また、先ほども申しあげましたが、情報の共

有、あるいは組織の連携というのが早期発見、

効果的な支援につながってまいりますので、さ

らに市役所内外の関係機関、部署との連携強化

というものを進めていきたいというふうに考え

ているところでございます。 

  加えまして、任意事業であります就労準備支

援事業、一時生活支援事業、そして家計相談支

援事業について、現在まだ寒河江市では取り組

んでおりませんが、今後の相談者のニーズの動

向を見ながら、生活支援、自立支援センター支

援調整会議の中でも協議をして十分検討を進め

て対応を考えていきたいというふうに考えてい

るところでございます。 

○國井輝明議長 沖津議員。 

○沖津一博議員 どうもありがとうございます。 

  最後になりますが、私がこの部署や予算を聞

いたのは、生活困窮者と一口に言いましても、

一人一人の原因が異なり、個人の状況に応じた

支援が必要であるなというふうに考えたところ

であります。対象者の把握も難しく、生活困窮

者を総合的に取り組みのできる体制が必要と思

います。寒河江市民４万2,000人が幸せに暮ら

せるよう、より一層の努力をお願いいたしまし

て、私の質問を終わります。ありがとうござい

ました。 

 

佐藤耕治議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号７番について、３番佐

藤耕治議員。 

○佐藤耕治議員 私は４月、選挙におきまして初

めて市議会議員にさせていただきました。市民

の皆様には感謝を申しあげます。また、市長並

びに先輩議員各位の御指導をよろしくお願い申

しあげます。 

  さて、一般質問をさせていただきますが、市

長の率直な御意見や御答弁をよろしくお願いい

たします。 

  通告しております７番、農業の振興について

お伺いいたします。 

  （１）食と花の重要性についてお伺いします。 

  市民が子供からお年寄りまで健康で豊かな生

活を送られるようにするためには、食生活が大

事であることは申しあげるまでもありません。

したがって、農業は人間の生命を育てる産業と

言えます。体の健康となる動植物の食べ物をバ

ランスよくいただき、心の栄養と言われる花を

愛して感謝の心を持って生活したいものです。 

  寒河江市は、日本一の米、さくらんぼを初め

多くの果物と野菜や花、畜産など県内でトップ

クラスの一級品の農産物が生産されております。

寒河江市は、恵まれた自然環境の存在があり、

霊峰月山の万年雪から流れる寒河江川、台風の

大きな被害も少なく、災害発生は聞いたことが

ありません。気候は温暖で、よく動植物が育ち、

これは何物にもまさる大自然のありがたい恵み

であります。 

  この地を生活の永住地として定められた先人

に対して深く感謝するほかありません。そして、

農家の身近な地元に研究機関の県立園芸試験場

を市内に誘致された先人に対し感謝の心を忘れ

てはならないと思うのです。また、農業の優秀

な先輩の指導者が市内各地にあって地域農業を

リードしていただき、先進的な活動を推し進め
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ていただいたのであります。 

  さて、農産物は鮮度が命であるとよく言われ

ております。農産物には人間が生きていく大切

な栄養素が含まれていますが、特にビタミンや

生命力という大事な栄養素は鮮度によって大き

く違ってくると言われます。野菜などの朝どり

がおいしいと言われ、果物でも収穫から時間や

日数によって歯ざわりが違うように栄養価も違

うのです。このことが農業が生命産業と言われ

るところであります。 

  また、人間は感情の動物と言われています。

そして、人間には心があり、喜びや心の痛みを

背負って生活しています。したがって、心の痛

みには癒しが必要です。気持ちを落ち着かせ安

定した生活を送るには野に咲く花々が人間の心

を潤し、豊かな心を取り戻してくるので大切に

されてきました。公園の樹木は四季折々の花が

咲き、本市が発祥の地として有名であります国

道112号線のフラワーロードの花々は咲き誇り、

ことしは特別に見事であります。通行するドラ

イバーの心を和ませて、寒河江のイメージを大

きく高めており、誇らしくさえ感じています。 

  まちづくりのスタートは農業の振興から、元

気な人間を育てるために、食は体の栄養、花は

心の栄養と考えて市民の健康寿命を延ばす方策

を推進したいと考えますが、市長の御意見をお

伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市内でも篤農家でありま

す佐藤議員から農業振興ということで御質問を

していただきましたが、ただいまありましたよ

うに、食は体の栄養、花は心の栄養というお考

え、私も共感をするところでございます。寒河

江の農業を見てみますと、御指摘のように大変

恵まれた自然環境の中で、先人の先見の明があ

るようなすばらしい知恵と工夫によって、米を

中心としながらも果樹、野菜、花卉、畜産など

複合的な農業を展開されてきたわけであります。 

  そして園芸試験場という、そういった施設な

ども大変有効に働いてきて、そうした努力の結

果が今日の寒河江市の農業を形づくって、農家

の皆さんの収入の安定と向上に大いに寄与して

きたというふうに理解をしております。 

  農は国の基と、こう言われるわけであります

けれども、まちづくりのスタートは農業振興か

らという議員の御意見もありますが、本市にと

りましてこの農業が重要な基幹産業であるとい

うことは、これまでも、そしてこれからも変わ

らないだろうというふうに思っております。そ

して、寒河江市が将来に向かってさらに発展を

していくためには、今新しい振興計画を策定し

ている段階でありますけれども、まずは農業、

そして商工業、観光業、サービス業など多くの

業種がバランスよく発展をしていくということ

がまちづくりには大変重要ではないかというふ

うに思っているところでございます。 

  また、花によるまちづくりについても御意見

を頂戴をいたしましたが、今御指摘のとおり、

国道112号線沿いの赤いサルビアがドライバー

の目を和ませているわけでありますけれども、

こうしたフラワーロード事業、あるいは花いっ

ぱいまちづくり事業などの緑化推進、行政も取

り組んでまいりましたが、これはやはり市民の

皆さんの取り組みがあったればこそというふう

に思っているところであります。これまでも全

国花のまちづくりコンクール農林大臣賞、これ

平成12年でありますけれども、さらに平成13年

では緑化推進功労者内閣総理大臣賞、同じく13

年には花と緑の国際コンペ銀賞などということ

で、国内外からも大変な評価を得ているという

ところであります。 

  こうした多くの功績、功績というか、実績を

残しながら、これもひとえに多くの市民の皆さ

んとのパートナーシップのたまものでございま

す。人間は御指摘のとおり、体と心が両方健康

でなければならないというふうにも思います。



 - 55 -

特に今の時代は、心の健康の大切さというもの

が叫ばれているところであります。引き続き多

くの市民の皆さんと寒河江市を訪れる皆さんか

ら心の潤いと安らぎを感じてもらえるような、

そうしたまちづくりを引き続き目指してまいり

たいというふうに考えているところでございま

す。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 ありがとうございました。 

  大変市長も共感していただきまして、これか

らますますまちづくりのために、私も頑張って

市政のほうに取り組んでまいりたいと思います。 

  通告（２）寒河江市の農業の基本的な構想に

ついてお伺いいたします。 

  戦後の農地改革によって農家の生産意欲が一

気に高まり、生産技術が向上したことによって

食料不足の不安が解消され、国民生活が安定し

てきました。昭和35年に食料管理法が廃止され、

新たな農業基本法が制定されたのです。それは

国民の食生活の向上による農産物の消費目標と

した選択的な拡大という方策でありました。 

  そして、農業の規模拡大と農業の機能的近代

化を進めるものでもありました。また、国民の

生活改善と食べ物の西洋化という肉や卵、果物

といった食生活改善によって国民の体育向上に

合わせた農産物生産を求めたものでありました。 

  そして、農業経営の規模拡大を図って経営の

合理化と農業の近代化を進めるために、農協を

初め指導機関挙げて推進し、各地に農業法人が

できたのです。 

  一方、米の生産過剰が予測する中で、水田を

大型圃場に整備して効率的な稲作経営ができ、

水田の圃場整備を白岩、高松、醍醐、三泉地区

で実施されました。農産物品種の改良や肥料の

研究、そして農薬の進歩など相まって、農家の

増産技術によって米の生産が過剰となり、米価

は下がり始めました。そこで政府は、米の需給

バランスを図るために、米の生産調整の水田転

作を農家に割り当てたことは御案内のとおりで

あります。水田の大型圃場整備は、稲作の効率

的な経営改善が図られ、転作の条件整備ができ

たので、補助金につられて集団転作を進めるこ

とになりました。 

  こうした農業情勢が変化する中で、若い農業

後継者は農業の将来に希望を失い、他産業への

転職が我先にと進み、農家の減少はこのときか

ら始まりました。そこで、本市では他市に先駆

けて、日本一さくらんぼの里産地づくりを果樹

生産組合と行政が一体的となって推進し、さく

らんぼを新しい成長産業に位置づけて目標とし

てきました。 

  そして、水田の畑地化と果樹農業への転換を

図るためにさくらんぼの育苗圃場を設置して、

老木園の改植、さくらんぼの若返りと産地化に

向けて精力的に取り組んできました。また、さ

くらんぼの収穫と収穫期間を長期間に延ばして

収益率を高めるためにさくらんぼの早出し、ハ

ウス栽培が他産地に先駆けて実施しました。 

  名実ともに日本一、さくらんぼ産地を国内外

にアピールする拠点として、市では道の駅チェ

リーランドさがえを新設して全国へのＰＲ発信

基地としたのです。その先進的な取り組みは、

抜群の効果がありました。さくらんぼといえば

寒河江と関東、関西に寒河江の名前が全国に発

信されたのです。 

  しかし、農家の他産業への転職はとめること

はできず、さくらんぼ生産農家は農業者の減少

と高齢化によって労働者が減少し、厳しい現状

に直面しております。本市の農業を展望すると

き、先輩たちが他地区に先駆けて築かれた輝か

しい歴史があります。この農業に恵まれた大自

然環境は寒河江の宝物であります。この大自然

の恩恵を最大限に生かして、これを将来に継承

することは今生きている者の務めでなくて何で

しょうか。 

  農業指導研究機関や指導者は整っております。
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行政のかじ取りこそが課題解決の鍵を握ってい

ると考えるのです。当面する課題は労働力の確

保だと思っております。諸外国の農業労働力や

雇用の現状を見るとき、欧州やアメリカの農業

は低開発国のアフリカや東南アジア、インド、

メキシコなどの労働者によって果樹産業などの

集約的農業が行われている現状を聞くとき、日

本の農業も広域的に外国人の雇用を含めた考え

に立ってこの問題を考える必要に迫られている

と考えるのですが、市長の御所見をお伺いいた

します。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 佐藤議員からは戦後の本市農業

の経過などについて御教授をいただきまして、

また課題についても御提示をいただいたところ

でございます。行政のかじ取りこそが課題解決

の鍵を握っていると、厳しい御指摘をいただき

ましてありがとうございました。 

  私のほうも本市の農業の最も重要な課題の１

つは、やっぱり農業者の高齢化と担い手の減少

ということだというふうに思います。これはひ

とり寒河江市のみならず、日本の農業全体の課

題にもなっているわけでありまして、この状態

を放置をしていけば耕作放棄地の増大、さらに

は農業者組織の弱体化につながっていくわけで

あります。ひいては日本の農業の衰退の加速化

というものが危惧されているわけでございます。

これを何とかしなきゃいかんというふうに思っ

ているわけでありますので、寒河江市の農業の

基本的な構想についてどうかということで御質

問がございましたが、私がそうした寒河江市の

農業が抱えている課題をしっかりと受けとめて

いく、そしてさらに、寒河江市の農業を発展さ

せていく道筋をつくっていかなきゃならんとい

うふうに思いますし、そういう意味で今後とも

担い手農家の皆さんをさらに支援を強化しなが

ら、新しい後継者、新規就農者の確保、育成と

いうことを努力をしていかなきゃならんという

ふうに思います。 

  さらに、長期的な戦略としては寒河江市の農

業を牽引していくような力のある農業生産法人

の設立などについて、関係機関とも連携をしな

がら検討していくということもやっぱり極めて

大事なことになっていくのではないかというふ

うに思っているところでございます。 

  佐藤議員からは当面の労働力確保対策として

の外国人労働力の導入についての御質問があり

ました。将来的にはそういうことになっていく

のではないかというふうにも思います。現に欧

米を中心に外国人労働者の導入が行われている

のは先ほど御指摘がございました。 

  また、現在日本においては外国人の研修制度、

あるいは技能実習制度などに基づいて外国人の

受け入れを行っているわけであります。寒河江

市におきましても、農業ではございませんが、

工業分野において佐藤繊維さん、それから東北

グンゼさんなどにおいてもそういう実績があり

ます。全国的に見ますと、農業分野に関しても

茨城県、北海道、長野県などで受け入れを行っ

ているというふうに聞いております。そういう

ことであります。日本の農業の将来を鑑みます

と、これまでの農業規模を維持していく、ある

いは拡大していく、守っていくためには外国人

労働者の導入というのも選択の１つであるとい

うふうにも思っているところでございます。 

  既に導入している事例などを拝見しますと、

いろんな課題も見えてきているというのも状況

があろうかというふうに思います。例えば外国

人研修生が多数居住する地域が外国人街になっ

て生活、あるいは文化の習慣の違いからいろい

ろ問題が起きてきている事例や不法滞在者が増

加して犯罪の増加につながっている事例なども

あるというふうにも聞いておりますし、研修生

などの受け入れについては、賃金、労働時間、

社会保障等の労働条件の遵守が求められますの

で、きちんとした受け入れ体制を整備する必要
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があるというふうにも思っているところでござ

います。 

  そういった状況もありますので、我々として

はいろいろな外国人労働者の労働力の導入につ

いては幅広く意見を聞きながらさまざまな角度

から調査研究をしていく、そして受け入れ体制

も含めて課題を整理していくということがまず

必要なのではないかというふうに思っています。

その上で、導入の可能性について検討していく

べきものというふうに考えているところでござ

います。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 大変丁寧な答弁ありがとうござ

います。 

  本当に農業が厳しい状況でもありますが、さ

まざまな有識者の皆さんとこれからますます話

を深めて、課題を持ってこれから取り組んで私

もいきたいと思いますので、何とぞよろしく御

指導をお願い申しあげます。 

  通告しております（３）農産物の販路拡大と

農工商連携についてお伺いいたします。 

  戦後の荒廃した国の再建が進み、経済が復興

して食料難から解放されて、国民の生活もゆと

りができてきたころから、国民はおいしい果物

を求めるようになってきました。戦後の物資不

足のときには果実の缶詰工場が市内に４社も開

業して、さくらんぼや桃、西洋ナシの缶詰工場

がにぎわい、農家の婦女子が競い合って働きに

出て現金収入を得て生活の足しにしたと聞いて

おります。 

  しかし、加工した果実の缶詰よりも本当に生

のおいしい果実を求める時期を予測して、農協

が中心となって生食果実生産組合を結成したの

が昭和40年の前半です。戦後の昭和20年後半ご

ろには缶詰工場が直結した専属のさくらんぼや

桃生産組合が各地域ごとに組織されていました

が、昭和40年代にはほとんど解散したのです。

果実中心の缶詰工場も加工食品工場へと社名を

変えていったのです。 

  果樹の品目別の生産者が自主的に組織した生

産組合は、民主的に役員を選任して会の運営に

努め、優秀な品質の果樹生産に向けて先進的な

視察や有望品種への更新、高品質の生産に向け

た品評会を開催し、生産技術の向上に向けて活

動を積極的に行い、市場への有利販売に懸命に

努力してきました。 

  農協に事務局を置き、指導機関の支援を受け

ながら活動を展開してきたのです。これが現在

の果樹生産組合につながっているのです。しか

し、農業者の減少する中で、果実の生産量も減

少してきたが、品質的には立派な農産物が市場

に出荷されています。生産者の減少と組織力は

弱くなって残念なことであります。 

  厳しい農業の情勢でありますが、農業委員会

の御指導によって専業農家への農地流動化を進

めていただき、強い専業農家の育成に向けて農

林行政が主体的に推進されましたことに深く敬

意を表したいと思います。 

  農産物の販売価格の現状は、米価を初めとし

て農産物の価格低迷が深刻であります。生産意

欲の減退に向くことが心配されます。農業者自

身の販売力には限界があります。昔から品目や

品種にとらわれない新たな発想の転換が求めら

れています。そして、新しい品種の導入や独自

の付加価値をつけた販売戦略を考えることが肝

要と考えます。 

  そうした意味で当市が独自のさくらんぼ紅秀

峰の産地化への取り組み、独自の販売戦略に対

して大いに期待するところであります。一般の

大衆向けの果実生産とあなた任せの市場販売で

は果樹専業農家の経営は成り立つことは不可能

であります。 

  農業も商工業者との連携は欠かせない時代で

あります。寒河江市には優秀な事業者を初め企

画、営業、加工といった専門職の方々がたくさ

んいると思います。それらの方々との連携によ
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り本市の農業発展には欠かせない大事なことで

あると感じています。行政においても農工商連

携の橋をかけてくださることを期待したいと思

います。市長の御所見をお願い申しあげます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど、今佐藤議員からも御指

摘ありましたけれども、寒河江のさくらんぼ、

とりわけ紅秀峰などについては、やはり園芸試

験場がこの寒河江の地にある、そこで開発した

品種ということもあって、大変寒河江で生まれ

た紅秀峰だということで、我々も一生懸命販路

拡大などをさせていただいて、国内はもとより

台湾、マレーシアなどにも輸出をさせていただ

いております。 

  また、米については、山形県日本一推進運動

食味コンクールで、寒河江の農家の方が３年連

続で最高賞を受賞しているということでありま

す。そういう意味で大変高品位な農産物の生産

が寒河江では行われている、そういう農家の方

が頑張っていらっしゃるということであります

し、また伝統野菜の育成、さらには新たな特産

野菜の開発などにもこれから大いに力を入れて

いきたいというふうに思っているところであり

ます。 

  販路拡大については、改めて申しあげる必要

もないかもしれませんが、やっぱりブランド化

というのをしていかなければなりませんし、そ

のためには品質だけでなくて、消費者への認知

度を高めていく、ＰＲということも大変大事だ

なというふうに思っているところでございます。 

  そういった意味で、これまでもいろんな形で

国内に向けてＰＲ活動をさせていただいている

わけでありますけれども、それに加えてことし

からはふるさと納税の返礼品として農産物を積

極的に使用することで消費拡大、あるいは寒河

江のＰＲに努めているところであります。そう

いった意味で、大変寒河江の農産物好評であり

ますので、さらにそういった面も充実をしてい

きたいというふうに考えております。 

  また、今の時代インターネットなどの利用と

いうこともありまして、多様な情報発信、ある

いは販売方法というものが考えられる時代とな

っておりますので、そういった意味では大きな

組織に頼らずとも農家の皆さん個人でもそうい

った販売、情報発信、販売方法なども考えられ

るということもありますので、積極的にそうい

ったことを利用して取り組んでいただきたいと

いうふうにも思っているところであります。 

  佐藤議員から農工商の連携ということで御質

問がありました。６次産業化への取り組みとい

うのは農業のこれからの新たな可能性を引き出

すということで、農業所得の向上にも向けた大

きな課題と言われているわけであります。言わ

れて結構な時間がたっているというふうにも思

いますが、しかし、具体的になかなか進んでい

ないというのが現状になっているわけでありま

すので、そこを何とか早急に取り組みを進めて

いかなきゃならんというふうに思います。 

  そういった意味で、寒河江市の現状、状況に

合った６次産業化を進めていくための検討組織

というものを立ち上げさせていただいて、課題

の分析、あるいは全国の優良事例の収集、そし

て実現可能性の検討を進めていきたいというふ

うに思っておりますし、またあわせて食品、流

通業界との意見交換などもさせていただいて、

具体化に向けて取り組みを始めていきたいとい

うふうに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 ありがとうございました。 

  大変紅秀峰の産地に向けては大切であります

が、さくらんぼの王様と言えば佐藤錦ですけれ

ども、佐藤錦の十分ＰＲをお願い申しあげまし

て、農業の発展のため一生懸命頑張って、私も

頑張る所存でございますので、よろしくお願い

申しあげます。 

  これをもちまして私の質問を終了させていた
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だきます。本日はまことにありがとうございま

した。 

○國井輝明議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時といたします。 

 休 憩 午前１１時５６分  

 再 開 午後 １時００分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

 

伊藤正彦議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号８番について、５番伊

藤正彦議員。 

○伊藤正彦議員 私は初めて一般質問をさせてい

ただきます。何かと要領を得ない点多々あるか

と思いますけれども、よろしくお願いいたしま

す。 

  私からは通告番号８番、悠久の里慈恩寺の振

興への市としての取り組みについて質問させて

いただきます。 

  まず初めに、日ごろから慈恩寺振興につきま

して、市として御配慮、御尽力いただいている

ことに対して醍醐地区住民を代表いたしまして

厚く御礼申しあげます。ありがとうございます。 

  さて、一昨年４月26日から７月15日の秘仏展、

昨年の６月１日から７月21日までの秘仏御開帳、

ことしの５月23日から７月20日まで実施されま

した秘仏展と３年間実施しました成果、拝観者、

観光客の数について市の把握状況とその評価に

ついて、当局の考えをお伺いしたいと思います。

お願いします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 慈恩寺の拝観者数ということで

伊藤議員からお尋ねがありましたので、お答え

をしたいというふうに思います。 

  まず、一昨年、平成25年のプレＤＣに合わせ

た慈恩寺秘仏展については、１万5,738人の拝

観者数でございました。昨年のＤＣに合わせた

御開帳では、３万5,274人ということでござい

ます。ことしのアフターＤＣに合わせた秘仏展

では、１万2,651人ということになっておりま

す。それぞれ期間が違いますから、１日平均で

拝観者数を申しあげますと、平成25年度は199

人、平成26年度は691人、平成27年度は214人と

なっているところでございます。 

  これは秘仏展の期間中の拝観者数であります

が、年間の拝観者数、27年度はもちろん出てお

りませんけれども、25年度は22万4,600人、26

年度は39万6,200人でございました。ちなみに

平成24年度、秘仏展の前の年でありますけれど

も、12万6,000人ということで、この秘仏展の

期間大幅に観光客が増加したという結果になっ

ております。 

  もちろんこの観光客数の増加の要因としては

ＤＣに合わせた秘仏展もありますし、また、秘

仏展とは別に昨年度も実施をいたしましたが、

ことしも実施しておりますけれども、山形広域

観光協議会で実施をしております山寺立石寺、

それから若松寺、慈恩寺の「出羽名刹三寺まい

り」の効果もあったというふうに考えていると

ころでございますが、ことしについては秘仏展

終了後も多くの観光客が訪れているという状況

でありますので、やはり国史跡指定の影響が大

変大きかったなというふうに考えているところ

であります。我々としては引き続き慈恩寺に訪

れていただく方の、とりわけリピーターの確保

などに努めて観光振興に努めてまいりたいとい

うふうに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 ありがとうございます。 

  観光客数が増加しているということで、当局

の方及び地元の方のいろんな活動の成果があら

われているものということで感謝申しあげたい

と思います。 

  参考までに以前視察をされたという福井県勝

山市の国史跡平泉寺旧境内の観光客数を申しあ
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げますと、ガイダンス施設来館者数が年約３万

人、史跡全体では約年間10万人の方が訪れてい

るというお話です。 

  慈恩寺につきまして、今回の秘仏展やアフタ

ーＤＣの成果を単純に参考にしますと、慈恩寺

はこの２カ月間で約１万3,000名と伺っており

ます。月平均約6,000名ということで計算して

も年間で７万2,000名ということになります。

キャンペーン期間中の数字を参考にしてこの７

万2,000名という数字です。 

  あの周辺の厳しい道路状況を考えますと、冬

期間は当然観光客の方が多く来ていただけると

いうことは期待できないと考えられます。した

がって、年間の数値としては当然もっと下がる

と考えられます。キャンペーンとかやらない通

常の体制では果たしてどんな数字になるのか、

私自身もちょっと疑問を持っております。 

  今回来られた方からは、こんなすばらしいと

ころがあったんだと、来てよかったという声を

多数いただいたというふうにも伺っております。

ぜひこれらを参考にして今後やっていただけれ

ばと思います。 

  では、この評価を受けまして、当局として考

えます課題と対策についてどのようにお考えか

お伺いいたします。お願いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほども御答弁申しあげました

が、この秘仏展３カ年にわたるキャンペーンの

以前、平成24年度は12万6,000人と年間を通し

た観光客慈恩寺に入りましたが、26年度は39万

6,000人ということで、３倍を超す人が観光に

訪れていただいたということで、大変このキャ

ンペーンの効果は絶大な効果があったのではと

いうふうにも思っているところでありますし、

また逆に我々としてはこの３カ年の効果を、こ

れをやっぱり一つの通過点と申しましょうか、

ステップにしてさらにこれから観光客をふやし

ていくにはどうしたらいいかということを考え

ていかなきゃならないというふうに思います。 

  それにはやはり今抱えていますいろんな受け

入れ体制をさらに充実をしていかなければなら

ないというふうに思っております。受け入れ体

制にはハードもありましょうし、またソフトも

あるということになろうかというふうに思いま

す。ハードについては周辺環境整備ということ

も大事だというふうに思いますから、そこら辺

は十分これから対応していかなきゃならんとい

うふうにも思います。 

  また、ソフト面で言えば、地元の方々が一生

懸命努力をしていただいた、そうした盛り上が

りというものをさらに引き続き大切にして、そ

れを発展させていくということが必要だろうと

いうふうに思いますし、さらに多くの皆さんに

来ていただく、観光客をふやしていくためのい

ろんな方策を検討していかなければならんとい

うふうに思っています。 

  日本全体そうでありますけれども、山形県も

同じでありますが、とりわけここ最近は外国人

の観光客の受け入れというものを体制を整備し

ていくということが求められているところであ

ります。そういう意味で、我々としてもその誘

致活動を実施をしていかなければならんという

ふうにも考えておりますし、また、受け入れる

という場合での外国表記の看板でありますとか、

パンフレット、また外国人に対応できるような

観光ガイドの配置などについても推進をしてい

かなきゃならんというふうに思っているところ

でございます。 

  また、おもてなしをさらに大切にして発展を

させていくということにいえば、新たなお土産

品とか特産品などをつくっていければというふ

うに考えているところであります。現在お土産

品などについては開発中でございますけれども、

今後こうした新たな取り組みも進めながら、さ

らに観光誘客の増加に今回のキャンペーンの成

果を生かしていきたいというふうに考えており
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ます。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 ありがとうございます。 

  今市長も言われていたとおり、やはりまだま

だやること、できることがハード、ソフト両面

であるかと私も思いますので、ぜひ今後進めて

いっていただけるようお願いしたいと思います。 

  慈恩寺振興については、新第５次寒河江市振

興計画の重点プロジェクトの１つとして位置づ

けられて力を入れておられるということは承知

しておりますけれども、この３年間の成果を効

果的にさらに発展させていくというためには、

ゆっくりと一つずつということでは、やっぱり

効果が少しずつ消えていきますのでだめなので

はないかと思います。この３年間の成果を生か

しながらさらに発展させていくという方向でお

願いしたいと思います。 

  この８月の拝観者は、先ほど市長も言ってお

られたとおり例年より多く、私が伺ったところ

では、８月23日現在ではことしは約１万8,000

名の方に来ていただいたということで、少しず

つ上向きになってきているというふうに考えら

れます。 

  ふるさと納税につきましても、予定の金額に

早々と達するほど慈恩寺に対する関心は高いと

いうふうに考えられます。財政的な事情もある

でしょうが、この勢いを加速させるために見直

すべきところは見直し、重点志向すべきところ

はして、これまでの成果を生かして成果が残っ

ているうちにガイダンス施設を初めとして各種

施策を早急に整備していくべきと考えますが、

当局としてはどのようにお考えでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 昨年の３月でありますけれども、

慈恩寺の歴史的財産を守って観光資源の活用、

産業の発展、そして豊かな地域づくりを推進し

ていくということのために慈恩寺悠久の魅力向

上基本計画というものを策定させていただいて

おります。市としては地域の皆様とともにこの

計画に沿って施策、事業というものを着実にス

ピード感を持って実施をしていくということに

ついて、この場をおかりして改めて表明をさせ

ていただきたいというふうに思います。 

  また、去る６月３日から７月11日まで実施を

いたしました、先ほど伊藤議員からも御指摘あ

りましたが、ふるさと納税「僕らの宝 慈恩寺

を守ろう！」プロジェクトでは、目標額の２倍

となる約900万円の申し込みがございました。

国史跡指定となった慈恩寺を全国の方々から大

変注目していただいているというふうに我々は

再認識したところでございます。 

  先ほど来御指摘もありましたけれども、慈恩

寺については具体的な数字として参拝客が増加

している傾向があるわけでありますので、これ

を契機としてスピード感を持ってさまざまな施

策を実施していくということが大変重要である

というふうに思っているところでございます。 

  ハード面で申しあげますと、今年度、観光客

受け入れのための案内看板設置や第２駐車場の

トイレなどの整備をさせていただく予定にして

いるところであります。また、修験の道ウォー

キング、あるいは講演会なども実施をさせてい

ただいて環境整備、それからＰＲの推進という

ことを予定しているところでございます。 

  ガイダンス施設の整備についてできるだけ早

急にという御質問でありますけれども、御承知

のとおり慈恩寺観光の核となる施設であります。

大変重要な施設になっていくんだろうというふ

うに思いますので、整備については、御案内の

とおり保存管理計画との兼ね合いもあるわけで

ありますけれども、有識者を交えた勉強会など

を設置をして十分検討をしていきながら、より

よい施設の建設に向かって検討を前に進めてい

きたいというふうに考えているところでござい

ます。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 
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○伊藤正彦議員 ありがとうございます。 

  今市長おっしゃられたとおり、保存管理計画

との兼ね合いもあるかと思いますけれども、そ

のスピード感というものをぜひ念頭に置いてい

ただいて実施していただければというふうに思

います。 

  次に、これまでの悠久の里慈恩寺関係の活動

につきましては、皆様御存じのようにボランテ

ィアの方々の力に頼って実施されてきました。

昨年は1,000万円の補助金で秘仏御開帳やデス

ティネーションキャンペーンを実施しましたけ

れども、ことしは補助金を含めて約70万円とい

う状況で秘仏展及びアフターデスティネーショ

ンキャンペーンが実施されました。地元では拠

点施設事業部、環境整備部、ガイド情報発信部

の体制を構築し、名簿上の数字になりますけれ

ども、それぞれ57名、13名、17名で対応いたし

ました。 

  慈恩寺活性化センターを活用して「いっぷく

庵」を土日に開設、「つや姫おにぎりランチ」

500円、学生考案の「若返りスイーツひすいし

るこ」200円の値段で期間中約600食販売いたし

ましたが、これには44名の方が交代で従事され

ました。関係当局の方には御試食していただい

たかどうかわかりませんけれども、私も食べさ

せていただいて非常に皆様の努力している姿及

びその味に堪能したところです。 

  第１、第２駐車場には係員をそれぞれ２名ず

つ配置、要所には交通整理員を配置、境内では

ガイドの方が２ないし３名で来場者に説明をし

ておりました。拝観券の販売もボランティアの

方です。高松駅には左沢線の到着時刻に合わせ

てレンタサイクル要員を派遣して御案内をする

という体制もとりました。これらは全てボラン

ティアです。その大半は醍醐地区の方ですが、

中には高松、西根、本楯、柴橋と他の地区の方

もいらっしゃいました。こういった方々の御奉

仕によって秘仏展やキャンペーンが成り立って

きたわけです。 

  ただ、果たしてこのボランティアに頼る体制

でいつまで続くのでしょうか。私はいずれ息切

れして続かなくなるのではないかと危惧してお

ります。地元でどういう協力体制がつくれるか、

人的貢献の面で市ができることはないのかとい

った点について当局のお考えをお伺いいたしま

す。お願いします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 伊藤議員から御指摘ありました

けれども、本当に特にことしは多くのボランテ

ィアの地元の方だけでなくて、それ以外の地域

の方々もボランティアとして参画をしていただ

いていろんな形で御協力をいただいております

ことを、本当に心から敬意を表したいというふ

うに思っているところでございます。 

  これまでも地元の方々が核になってそういう

振興のための組織づくりというものをしていた

だきました。ことし１月25日でありますけれど

も、本山慈恩寺、さらには観光振興協会、振興

会、それから醍醐地区の町会長連合会などの各

団体で組織をする悠久の里慈恩寺運営委員会と

いうものが設立されているところでございます。

そうした組織によって先ほど来お話がありまし

た「いっぷく庵」の運営でありますとか、ボラ

ンティアガイドの育成などさまざまな心のこも

ったおもてなしの事業を展開していただいてい

るところでございます。 

  市としてもそうした地元の皆さんの活動を何

とか支えていく、あるいはサポートしていく体

制というものを協力させていただきたいという

ことで、今年度新たに醍醐地区集落支援員とい

う支援員を配置をさせていただいて、その運営

委員会の事務局として活動いただいているとこ

ろでございます。市としてもできるだけ地域の

皆さん、地元の皆さんとも手を携えて協力しな

がら今後とも慈恩寺の振興に取り組んでいきた

いというふうに考えているところでございます。 
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○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 ありがとうございます。ぜひ今

後ともよろしくお願いをいたします。 

  次に、慈恩寺の周辺環境整備についてです。 

  皆様御存じのとおり、慈恩寺へのアクセス道

路は日和田地区、慈恩寺地区と狭隘な道路、見

通しの悪い箇所が多々あります。観光客の中に

は、また来たいけれども来にくくてちょっと考

えているといったようなお話や、今回は自分の

運転に自信がないので友人に連れてきてもらっ

たといったような話もあります。 

  周辺道路の整備等についても地元からの要望

を上げるというのが基本でしょうけれども、市

としても先行的に取り組むべきところは取り組

むべきではないかと考えます。インフラはどの

ように整備していかれるお考えなのでしょうか。

これは子供や高齢者の安全確保にもつながるも

のです。冬期は除雪した雪等の影響もあり、特

に危険となります。また、本堂への山王台公園

から備前楯公園までの道路も側溝の未整備から

大雨等による本堂地区への災害も危惧される状

況です。 

  国史跡指定となったことにより、市として独

自にできること、文化庁にお伺いを立てて実施

しなければならないこと等いろいろ複雑かとは

思いますけれども、市としても実態を把握して

いただいて、地域からの要望を待たずに地域の

方々と詳細に打ち合わせをしながら実施できる

ことは先行的に実施していただきたいというふ

うに考えますけれども、いかがでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 一般的に道路などの危険箇所に

ついては、やはりできるだけ先行してと申しま

しょうか、率先をして行政のほうで手当てをし

ていくということは必要なことだというふうに

思います。また、その際は当然地元の皆さんと

の相談をしながら進めていくということが大変

重要なことだというふうに思いますし、できる

だけそういった形で進めていければというふう

に思っているところでございます。 

  慈恩寺については改めて申しあげるまでもな

いわけでありますけれども、そういった一山、

山でありますから、そういう箇所などについて

は、できるだけ我々のほうとしても地元の皆さ

んと相談をさせて取り組んでいきたいというふ

うに考えているところでございます。 

  国史跡指定を受けたわけでありますけれども、

先ほど伊藤議員御指摘のとおり、史跡指定区域

内については文化庁との協議というものも必要

になってきているわけでありますので、そうい

ったところを進めながらも、それ以外の区域に

ついてはできるだけ緊急な対応を検討させてい

ただきたいというふうに思います。市としては

先ほど来申しあげておりますけれども、慈恩寺

振興というものをプロジェクトにも掲げて取り

組んでいるわけでありますので、ぜひ先行的な

対応ができるかどうかも含めて検討を進めてい

きたいというふうに思っております。 

  御質問にもありました山王台公園から備前楯

公園までの道路も含めた国の史跡指定を受けた

区域の危険箇所の対応につきまして、基本的に

保存活用計画の中で対応が講じられるというこ

とになろうかというふうに思いますが、その辺

についてもできるだけ前倒しなどによって対応

が可能かどうかも含めて、あわせて検討してい

きたいというふうに考えているところでござい

ます。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 ありがとうございます。ぜひお

願いをいたします。 

  最後に私からの要望を述べさせていただきま

す。 

  去る８月５日に実施されました悠久の里慈恩

寺応援会役員会において出た意見の中に、いつ

までも秘仏頼みではこの先立ち行かなくなると、

何か国史跡として人を呼び込むものを考えない
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とだめだといったような意見や、市民全員が広

報マンとして当たっていかなければだめだとい

ったような意見が出ました。確かにそのとおり

だと思います。来年は秘仏を公開するかどうか

まだ決まっていないというふうにも伺っており

ます。 

  先月の23日には悠久の里慈恩寺応援委員会で

「感動ウォークと語ろう会」という催しを実施

しまして、私含めて９名の参加者で実施をいた

しました。小雨の降る中でしたけれども、国史

跡及び周辺の見どころ探しを実施をいたしまし

た。本堂地区以外にもたくさんの見どころがあ

ることを私自身身をもって実感したところです。

皆さん本当に慈恩寺を何とかしたいとの思いで

真剣に見て回りました。 

  また、29日の宗次郎「土の響き」にも私も行

きましたけれども、大盛況でした。あの森にこ

だまするオカリナの音、本当に心が洗われるよ

うな気がいたしました。関係者の皆さんは大変

お疲れさまでした。 

  慈恩寺は総合的に整備すればすばらしい観光

地になるのではないでしょうか。山寺立石寺、

若松観音、若松寺ですかね、出羽三山、そして

チェリーランドとのタイアップ等により多くの

観光客を見込めるのではないかと思います。 

  聞くところによりますと、チェリーランドか

ら真っすぐ出羽三山に行く人もいるというふう

に言っている方もおられました。慈恩寺では大

みそかの除夜の鐘と花火、５月の一切経会、そ

れと舞楽、あと今月の13日、ことしは13日日曜

日になりますけれども、実施されます護摩会等、

観光客を呼び込める行事が数多くあります。こ

ういった状況をしっかり把握して、今後の施策

に反映させていただきたいと思います。 

  市長からのお話にもありましたとおり、スピ

ード感を持って、この３年間の成果が生きてい

るうちにぜひいろんな施策をとっていただけれ

ばと思います。これを要望いたしまして、私の

一般質問を終わりたいと思います。ありがとう

ございました。 

 

工藤吉雄議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号９番、10番について、

12番工藤吉雄議員。 

○工藤吉雄議員 本日最後の一般質問ということ

でよろしくお願いしたいというふうに思います。 

  さて、本年４月の統一地方選挙の折、市民の

方より市民の声だぞと直接いただいた課題でご

ざいます。また、これに関心を寄せる市民の思

いも加え、さらに新政クラブの一員として私の

考え、私の思いをも重ね合わせ質問いたします。

どうぞよろしく御答弁お願いいたします。 

  まず、通告番号９番、慈恩寺観光についてで

あります。 

  昨年、平成26年10月に寒河江市の宝慈恩寺国

史跡指定を受けられました。そして、ほぼ１年

の時間を経過するところであります。平成23年

の東日本大震災より以降、寒河江市を含めての

山形県は大幅な観光客の減少に悩んできました。

県知事、きてけろくん二人三脚でのアピールは

市場、あるいはテレビ、ニュースで出演回数も

多く見受けられます。寒河江市においても、市

長を初め関係者、関係機関連携でのセールスＰ

Ｒ活動を承知しているところです。御苦労さま

です。 

  こうした努力もあり、さくらんぼの時期の観

光客は大震災前の観光客数に戻りつつあると聞

いておるところでございます。慈恩寺は、さく

らんぼの時期に合わせて仏像公開をされてきて

おります。先ほどの伊藤議員の質問にもありま

したけれども、平成25年プレＤＣ秘仏展、平成

26年ＤＣ秘仏御開帳、そして今年の平成27年

「美仏と阿弥陀仏たち」と３回であります。そ

れぞれの年の来客数も増加傾向にあると聞いて

いるところでございます。 
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  さて、国史跡を受けて１年を迎えようとして

います。慈恩寺の歴史、仏像、建築物、歴史景

観を目当てに来山客はどうだったかと思ってお

ります。詳しくは先ほどの同僚伊藤議員の質問

で数字も含めて聞いておりますので、割愛させ

ていただきます。 

  国史跡指定を受けて寒河江の宝を国の宝にな

るようにするには、多くの人々、広い年代の

方々に数多く来ていただけるようにする策を考

える必要があると思います。それには例えば小

学生でも習うような簡単な日本史の部分に年号

と歴史上の有名人物を組み込んだ特別物差しと

なるような慈恩寺年表つきのパンフレットの開

発を考えてみたらいかがでしょうか。 

  例えば慈恩寺最上院と江戸幕府徳川家菩提寺、

上野東叡山寛永寺天海僧正との関係、または三

葉葵の紋入り徳川将軍家の歴代お位牌の存在な

どアピールすればいかがでしょうか。もっと近

世、慈恩寺の歴史を身近に感じ、すばらしさと

興味を再認識してもらえるものと考えますが、

市長のこの点についての御感想をお伺いいたし

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 工藤議員から慈恩寺観光の振興

に向けたパンフレットの開発ということで御質

問をいただきましたが、最上院のお話もござい

ましたが、昨年は市制施行60周年ということを

記念をしていただいて宝蔵院、華蔵院、それか

ら最上院の三か院の初公開などもありました。

また、市の郷土館では三か院の文化財などを紹

介する展示会も開催をしているところでござい

ます。観光誘客を推進するためのポイントは、

やっぱり１つは歴史性ともう一つはストーリー

性と、こういうふうに言われているようであり

ます。とりわけその歴史性とストーリー性をう

まくかみ合わせていけば観光客が増加に転じて

いくのではないかと、こういうふうに言われて

おります。 

  そういった意味で御提案のありましたパンフ

レットに聞き覚えのある歴史上の人物が入って

いるなどということになると、慈恩寺をもっと

身近に感じていただくことができるというふう

に思いますし、ストーリー性が描かれていけば

ロマンというものをかきたてるということにな

って多くの、子供たちも含めて関心を、興味を

持っていただく材料になっていくんだろうとい

うふうに思いますから、議員御提案の点なども

今後の新たなパンフレットの作成の際には大い

に参考にさせていただきたいというふうに考え

ております。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 ありがとうございます。 

  非常にありがたいことです。歴史性、あるい

はそれに関連するものというふうなことで、今

ＮＨＫでも大河ドラマの長州藩の話があります。

かつて学習にあった日本史の場合、なかなか吉

田松陰なんていうふうな方は名前は聞いても身

近に感じられなかったんですが、最近そういう

意味ではＮＨＫ大河ドラマというのは非常に観

光面においては効力を発しているんじゃないか

なという意味で、市長のただいまの御答弁大変

興味深く関心を持って今後見させていただきた

いというふうに思うところであります。 

  いずれにしましても、もっともっとお客様に

来ていただかなければならないと、来ていただ

くようにはどういうふうに考えればいいのかな

というふうに常々思うところであります。昨年

はデスティネーションキャンペーンということ

もありまして、情報発信回数も非常に多くあっ

たわけでございます。 

  最近の車にはナビゲーションという誘導シス

テムなんかもあるらしくて、なかなか私自身持

っていないもので存じあげてないんですが、慈

恩寺地内へ入るシステムが非常にわかりづらい

ような方向でナビゲーションが誘導したという

ふうなことで、我々が通常通らない仁王堂坂に
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普通車が入り込んでいったというふうな事態な

んかもあったようでございます。 

  いずれにしましても歩く方が大変な方は慈恩

寺駐車場へ向かって誘導させたという話なんか

も聞いておるわけなんですが、慈恩寺駐車場へ

の利用方法について伺いたいと思います。 

  観光客がふえればふえるほど、いわゆる慈恩

寺の地形というものを理解していない方が多く

訪れるというふうなことで、観光客と地域住民、

そして駐車場管理機関においてのトラブル事例

が少しあったように聞いております。ことしは

それらを回避できてスムーズな駐車場体制をと

れたのかどうかを伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 工藤議員御指摘の事案の内容に

ついては、慈恩寺第１駐車場の大型バスの駐車

スペースが民家側にあって、排気ガスで大変迷

惑をしたというようなケースがあったというふ

うに聞いているところでございます。市といた

しましては、慈恩寺第１駐車場の指定管理者で

あります慈恩寺観光振興会と協議・調整を行っ

て駐車場の民家側に対してアイドリングストッ

プの注意喚起看板を５つほど設置をしたところ

でございます。 

  また、バスのドライバーの方に対しては、係

員を通してでありますけれども、駐車中のエン

ジン停止の指導について徹底周知を行ったとこ

ろでございます。さらに、イベント期間中にお

いては、大型バスについて民家側には駐車しな

いよう駐車配置の変更を行って、民家側への排

気ガス軽減の対策を実施をして改善に努めたと

ころでございます。そういった対応をした後は

駐車場に係るトラブル等の事案は発生してない

というふうに聞いているところでございます。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 ありがとうございます。 

  昨年の失敗例はことしはなかったというふう

なことで非常にありがたいと思うところであり

ます。なお、ただいまの市長の答弁にもありま

したように慈恩寺駐車場、名称が変わりまして

第１、第２というふうになったと思いますが、

単純に言えば上の駐車場も下の駐車場も指定管

理者で管理運営をされているというふうに承知

しているところでございます。 

  先ほど私申しあげましたとおり、慈恩寺観光

も大勢の方々から来ていただきたいというふう

に言ったわけですけれども、駐車場管理もイベ

ントなんか実際実施されている期間中も含めて、

このままの指定管理者運営費用といいますか、

費用、作業量等々をそのままでよろしいかどう

かというものを伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 市としては慈恩寺の駐車場につ

いて指定管理を行っているわけでありますが、

その内容については、通常の駐車場の管理運営

について指定管理を行っているということでご

ざいます。そういった意味で年間を通して地元

の慈恩寺観光振興会を指定をしてお願いをして

いるというふうになるわけでございます。 

  一方、イベントなどがあるわけであります。

とりわけ秘仏展などの長期的なイベントの開催

時における駐車場の管理ということについては、

この指定管理者のほかに本山慈恩寺のほうで町

会長などの地元関係団体に協力をお願いして駐

車場を管理しているというふうに聞いておりま

す。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 大変ありがたいことだなという

ふうに、地域の方々も含めて一生懸命やってお

られるなというふうな思いがされるところでご

ざいます。いずれにしましてもトイレというも

のは、駐車場も含めてトイレというところも含

めまして、私たちも観光すれば非常に大事な場

所、しかも清潔、きれいであるとその旅がすべ

からく楽しいものとなるというふうに感じると

ころでございます。慈恩寺第１、第２駐車場及
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びトイレ、今後つくられる第２駐車場水洗トイ

レも含めて観光客への快適な旅を提供していた

だけるようにお願いしたいと思います。 

  次に移りまして、慈恩寺の観光パンフレット

にですが、ビューポイントとして山王台公園と

八千代公園が示されております。山王台公園に

上りますと、村山盆地を見、最上川の流れを感

じ取り、寒河江川の水の輝きと田畑の豊かな緑

を見ることができます。遠くには奥羽山脈と朝

日連峰の山々とこんなふうに見えるところでご

ざいます。 

  県外からの観光客にたまたま私上り合わせた

ときに聞かれたのであります。「最上川どれ、

寒河江川どれ、遠くに見える高いビルは何、近

くの緑の小高い丘は何ですか、黄色い建物は何

ですか」こんなふうに聞かれまして、一つ一つ

説明したところでございます。私は山王台公園

の高床式あずまやに名前を書き込んだ簡単な風

景写真なんか設置できないものかなというふう

に感じておりてきたところでございます。こん

なものが準備されれば他県からの客には非常に

喜ばれると考えますが、いかがでしょうか。感

想をお伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ただいま工藤議員御指摘のとお

り、山王台公園から眺める景観というのは、村

山盆地が一望できる大変すばらしい景観であろ

うというふうに思いますし、テレビのロケなど

もあったこともありますし、今でも憩いのビュ

ーポイントとなっているところであります。 

  この慈恩寺観光振興会で作成をした「悠久の

里慈恩寺てくてく歩き」というのがあるわけで

あります。この中にいろいろ慈恩寺の中のいろ

んな施設などがわかりやすく記載されているわ

けでありますが、ただ、訪れた人は必ずしもこ

れを持っているわけではありませんので、実際

山王台公園など上の公園のほうに行かれたとき

に、見たときにそういうものが実際その場に置

いてあれば大変わかりやすいんではないかとい

うふうに思います。 

  スカイツリーでありますとか、東京タワーな

どにもそういうものがあるわけであります。そ

ういったことをおっしゃっているのかなという

ふうに思いますので、さらに多くの方が訪れて

いただいて、そして慈恩寺を楽しんでいただく

というために、一望できる景観の地名を書き込

んだ、例えばパノラマ写真を地名を入れて設置

をするなどについて、これから検討させていた

だければなというふうに思っているところでご

ざいます。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 ありがとうございます。 

  何か思いが共有できたような気がして大変う

れしく感じたところでございます。ビューポイ

ントではないと思いますが、復活されました慈

恩寺蓮を眺め、市道下道鬼越線を上りあがりま

すと、慈恩寺本堂にたどり着くと。蓮池隣接に

旧醍醐小学校跡地があります。片隅には江戸幕

府寒河江柴橋代官を長らく務められた池田仙九

郎の仁政之碑もあります。厳しい幕政下での地

方の民に優しい政治を実行した代官ということ

で、それをしのぶことができる場所もあります。 

  ついでで申しわけありませんが、池田代官の

命によりつくったのが、名前で非常に有名であ

るし、形でも有名な臥竜橋、池田代官の命によ

ってつくられたと、洪水にも流されない橋とい

うふうなことで有名であります。現在のアーチ

橋は何代目かになりますけれども、緑のツタが

絡まって緑の橋というふうなことになっており

ます。これは昭和堰頭首工の隣の公園から望む

ことができます。遠くに朝日連峰、そして奇岩

と松、臥竜橋と寒河江川の流れ、私が言うのも

なんですが、ビューポイントでもあろうかとい

うふうに思っております。申し添えておきたい

というふうに思います。 

  次に移ります。 
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  見せたい、見てもらいたい建築物の１つ、慈

恩寺本堂であると思います。1618年、焼失した

後に山形城主最上氏の再建で重厚なカヤぶき屋

根の入母屋造りということで、一山の方はこの

地域雪が非常に多く、屋根の傷みが激しいので

でこぼこ屋根になるのが非常に早いと。観光客

の皆さんにカヤぶき屋根の重厚な本堂を楽しん

でもらいたいと。楽しんでもらうには切れ目な

い手入れが必要です。 

  これまで補修は年ごとに一部ずつの補修を実

施されてきております。しかし、それ以上に傷

みの面積が大きく、傷みに補修が追いついてい

ないのが現状というふうに現実をお聞きしたと

ころでございます。この補修、年ごとの点検、

補修を重厚な風格を維持する意味でも補修面積

を広めることはできないことでしょうか、教育

長に伺います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 本堂の屋根の補修についてで

ございますが、慈恩寺本堂の屋根につきまして

は、昭和51年に全面ふきかえを行っております。

その後、平成４年、平成16年には部分ふきかえ

を行っているところでございます。それ以降に

つきましては、定期的に部分的な差しガヤ修理

を行っておりまして、補修に努めてきたところ

でございます。 

  しかしながら、積雪等の影響もありまして、

年々屋根の傷みがひどくなりました。雨漏りな

どが懸念される状況にございます。本山慈恩寺

では大規模な改修について検討を始めていると

いうふうに伺っているところでございます。今

後は本山慈恩寺の意向を踏まえまして国・県に

相談をしながら支援をしてまいりたいというふ

うに考えております。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 ありがとうございます。 

  国・県に全面的に補修、改修といいますか、

手を加えていただけるようなお力をぜひお願い

したいと思います。要望しておきます。 

  そこで、私たまたまなんですが、８月16日Ｎ

ＨＫ全国ニュースを見ておりました。５月１日

の慈恩寺文化財汚損事件、その対策用防犯カメ

ラ設置にふるさと納税の模範的活用例として放

映されておりました。これはしめたというふう

に私は感じたわけでございますけれども、文化

庁から支援していただく金のほかに、ふるさと

納税なんかで補塡しながら面積の広い形での補

修なんかできないかと、このふるさと納税の活

用などをできないかを市長にお伺いしたいと思

います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 私から答えさせていただきま

す。 

  ふるさと納税の活用についてでございますが、

慈恩寺本堂は、御案内のとおり国指定重要文化

財でございまして、大規模修繕等を実施するに

当たっては、本来所有者である本山慈恩寺が事

業主体となりまして、国から補助事業に採択し

ていただく、それに県や市が補助をして取り組

むと、こんなふうになるわけでございます。 

  この場合、屋根の修繕事業の市の補助財源と

してふるさと納税を活用することは可能である

というふうに思われますが、今後本山慈恩寺が

屋根修繕事業に取り組むことを希望する場合に

は国・県の指導も得ながら検討していく必要が

あるものと思っております。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 ありがとうございます。 

  今後検討するというようなことで期待したい

と思います。 

  なお、カヤぶき屋根の風格といいますか、あ

あいうふうな常時本堂のような大きい建物の屋

根の軒先、カヤぶきの切り口が非常に美しく並

ぶといいますか、美しいものでございます。多

くの観光客含めて地元の方々にも見て楽しんで

いただきたいと、そんな気がしてならないもの
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でございます。 

  次に、慈恩寺滞留時間でありますが、観光バ

スの駐車場駐車時間を見ると、１時間程度と聞

いております。団体、小グループ、個々の客は

どのくらいの滞留時間となっていますか伺いま

す。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 慈恩寺の事務所に滞留時間につ

いて確認をさせていただきましたが、おおよそ

の時間でございましたけれども、団体客の場合

は40分から50分、小グループは１時間から１時

間15分程度、個人客については１時間程度の滞

在時間となっているようでございます。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 慈恩寺に行きますと、仏様をね

っつく見ても大体１時間程度というふうに私も

感じていたところでございます。でも、よそか

ら来るとそのほかに何かすることあるかなとい

うと、あとお守りを買うというような程度にな

ってしまうわけでありますけれども、私の経験

では昼間どこですっといいべと聞かれたりする

わけですけれども、川向いの緑屋根のチェリー

ランドに行って団体の方は楽しんでくださいと、

小グループぐらいですと、慈恩寺地内にある食

堂屋さん、そば屋さんなんかを紹介するわけで

ございますけれども、寒河江市に来てお金を使

っていただくと、このことが観光客をふやすと

いうふうなものが非常に大事な考え方かなとい

うふうに思うわけであります。経済的に潤う手

段、施設設備なんかをどういうふうにお考えに

なっているか市長の御所見を伺いたいと思いま

す。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 慈恩寺観光でより多くの方に来

ていただいて、そして滞在時間を長くしてお金

も余計落としていただくと、こういうことのた

めに何をしなきゃいかんかということを考えて

いるわけであります。先ほど来御質問がありま

したが、受け入れ体制を整備をしていくという

ことを基本的に大事であります。ハード、ソフ

ト両面で大事だなというふうに思っているとこ

ろであります。 

  そのほかに今御指摘のありました何が今の慈

恩寺に足りない部分があるとすれば食の提供な

どということで、さらに充実をしていくという

ことも重要だろうというふうに思います。さっ

き歴史性とか、ストーリー性と申しあげました

が、もう一つは食というのも観光誘客のポイン

トだと、こういうふうに言われているんであり

ますので、そういったところも充実をしていく。

そして、できれば滞在するだけでなくて、宿泊

をしてさらにお金を落としていただくというこ

とを考えていくんであれば、慈恩寺の振興と同

時に、さらに寒河江全体でのそういう受け入れ

体制、あるいはネットワークというものを市全

体で考えていくということも必要だろうという

ふうに思います。 

  もう一つは、先ほど来申しあげておりますけ

れども、やはりおもてなしの慈恩寺でしか味わ

えないもてなしの文化というものを引き続き大

事にしていかなければならない。そのためには、

我々の努力ももちろんでありますけれども、地

元の皆さんの、これも御苦労をおかけするわけ

でありますけれども、皆さんの御協力、「いっ

ぷく庵」でのもてなし料理などもさらに取り組

みを継続していただきたいというふうに考えて

いるところでございます。 

  そういう意味で、これからいろいろ多くの取

り組まなきゃならない課題はあるわけでありま

すので、地元の皆さんからも十分御協力をいた

だきながら進めていければというふうに思って

いるところでございます。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 近くに住む者として、そして、

さらに言えばあそこで生まれた者として非常に

それを期待してやまないわけであります。よろ
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しくお願いしたいと思います。 

  次に、通告番号10番、旧、旧は要らないのか

な、醍醐小学校跡地利用についてであります。 

  ことし２月ごろ日和田地区の市民より話しか

けられました。小学校跡地を全部売り払うとの

うわさ話があるが本当かと聞かれました。初耳

でありました。４月に入って埋蔵文化財の試験

掘りがありました。地域の方に教えられました。

事前にアンケート調査がありましたと。 

  そこで、この作業工程とアンケート調査の結

果を伺います。 

  まず、この計画の作業順序といいますか、そ

ういうものをお伺いしたいと思います。日程工

程といいますか、そういうものをお伺いしたい

と思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 工程というよりも経過と申しあ

げたほうがよろしいのかもしれませんが、旧醍

醐小学校跡地については、御案内のとおり平成

15年に醍醐小学校、現在の位置に移転したわけ

であります。それ以来、その跡地利用について

庁内での跡地利用利活用検討会議などでいろい

ろ検討を続けてきましたが、具体的な利活用の

案、策は定まっておらないというのが現状で、

これまでの状況でございました。 

  そうした中で、今般、旧醍醐小学校跡地を購

入して小規模な特別養護老人ホームを建設した

い旨の打診が事業者の方よりあったところでご

ざいます。市といたしましても、特別養護老人

ホームの入所待機者解消というのは喫緊の課題

でもあります。また、醍醐地区を初め本市の福

祉向上を図るためには、こうした特別養護老人

ホームの整備を推進していく必要があるという

ふうに考えているところでございます。そうし

たことで、この旧醍醐小学校跡地の利活用につ

いて醍醐地区民の方々に御意見をお伺いをする

ためのアンケート調査を実施をしたところでご

ざいます。 

  また、一方で、この跡地には日和田遺跡と言

われる縄文時代の遺跡があるわけであります。

この小学校の跡地の利活用を進めていく上では

遺跡箇所等の特定、あるいは価値について推定

するための試掘がどうしても必要となってまい

りました。そういう意味で今回のアンケート調

査の中で御説明をさせていただいて調査を実施

したということでございます。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 この作業経過ということで御説

明いただきましたけれども、まずはこの地面を

掘ったということで、私なんかもかの学校に在

学中はよく地面を掘って縄文土器をとったり、

やじりをとったりというふうな古い記憶の中に

あるわけですけれども、埋蔵文化財試掘結果、

出土品の内容とか価値をお教えいただけないで

しょうか。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 試掘結果とその価値について

でございますが、今市長からありましたように、

旧醍醐小学校跡地というのは日和田遺跡として

本市の遺跡台帳に登録されている場所でござい

ます。これまでも縄文時代の土器や石器が採取

されたところでございます。 

  このたびの試掘調査につきましては、遺跡が

どの程度の深さに、どの範囲にわたって存在し

ているかを調査したものでございまして、その

結果、旧醍醐小学校校舎建築によりまして、遺

跡の一部破損が、破壊が見られたものの、敷地

南側の地下約40センチメートル地点に遺跡が残

っていることが確認されたところでございます。 

  また、縄文時代中ごろの約4,500年前、その

ころの人々の生活の痕跡や2,400点を超える土

器、石器、これらの破片が出土しておりまして、

日和田醍醐地区の縄文時代の歴史や文化を知る

上で裏づけとなる資料になっております。一般

的には発掘調査によって出土した考古資料や遺

構が特別に貴重な価値を有するものであれば、
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市や県、あるいは国の文化財指定になるもので

ありますけれども、今回の試掘調査では文化財

指定に係る価値を有する特別な貴重な資料の検

出ということについては、今のところ報告を得

ていないところでございます。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 ありがとうございます。 

  出てはきたけれどもというふうなお話かとい

うふうに理解します。私の記憶の中にはあの場

所には木造校舎がありまして、昭和30年代に木

造校舎から鉄筋コンクリートづくり、そして体

育館の建てかえ等々あったわけでありますけれ

ども、今教育長からお話しされました内容等々

の部分で今後本調査の必要はあるんでしょうか、

ないんでしょうか。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 遺跡の本調査のことでござい

ますが、先ほどもお答えしましたとおり、試掘

結果によりますと、旧醍醐小学校敷地の南側に

は遺跡の存在が確認されたところでありますけ

れども、本来遺跡は当時のまま地中に埋まって

いる状態にしておくことが一番の保護になると

言われております。したがいまして、特段掘削

を伴う開発行為を行うものでなければ何もしな

いことで遺跡は保存されますので、現在のとこ

ろ本調査の必要性はないものと考えているとこ

ろでございます。 

  ただし、今後掘削を伴う開発行為を行う場合

につきましては、本調査を行いまして遺跡の状

況を記録する、いわゆる記録保存を図ることに

なるということでございます。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 いじらなければ大丈夫というふ

うなことというふうに理解をいたしました。新

醍醐小学校は平成15年に移転というふうなこと

で醍醐小学校跡地としてあの場所が残ったわけ

でございますけれども、その管理にも地域住民

の手で除草等のお手伝いをしてきたというふう

な経過があるというふうに私は認識していると

ころでございます。かの土地を利用するに地元

の方々の思いを考慮し、なおかつ利用を熟慮と

いうふうなことで利用していただきたいと、こ

ういうふうに考えていたわけですけれども、先

ほどの市長の答弁ではアンケート調査の中でも

高齢者用の施設というふうな利用の仕方がある

んだというふうなお話を伺いました。 

  西部地域の１つ醍醐地区におきましても、高

齢化率が非常に高く、そして同じく範囲内にあ

る三泉地区、あるいは白岩、高松地区、西部地

域になりますけれども、三世代同居率が高く、

そして高齢化率が市内では一番高い場所という

ふうに理解しているわけでありまして、介護保

健福祉施設の利用というふうな考え方は私とし

ましても非常に協調できる考え方かなというふ

うに理解したところでございます。うまく、う

まくというか、非常に地域の方々のためになる

ような計画を推し進めていただければというふ

うに期待するものでございます。 

  次に、ミニパークの件です。 

  醍醐地区民全員の思いとして半世紀ぶりに復

活した慈恩寺蓮を応援する意味でも、また蓮を

見てくださる人々に優しい場所を提供する意味

でも、市道下道鬼越線と接続する生活道と県道

日和田松川線を小学校跡地内で小駐車場つきの

道で結び、ミニパークとする案は最適な利用法

と私は考えていますが、市長の御所見をお願い

したいと思います。伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今ミニパークの御提案がござい

ましたが、この地域の利活用については地元の

ほうからの、醍醐地区からの要望もいただいて

いるところでありまして、それによりますと、

慈恩寺蓮の管理及び花を観賞するための駐車場

と県道からの進入路の確保というものが求めら

れております。先ほど議員の御提案とも重なる

ところでございます。また、池田府君仁政之碑
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の保存、それから冬期間の雪道の除雪した雪の

捨て場所の確保ということで３点の要望がござ

いました。 

  また、新御堂町会からは市道上宿線の延長上

にある跡地の一部をこれまで同様に地区民の通

行用地として確保してほしいというような要望

が出されているところでございます。 

  市といたしましては、こうした４点の要望に

お応えをしながら、残りの土地については処分

を行いたいと考えているところでございます。 

  議員御提案の小駐車場つきミニパークとして

の活用という御提案でありますけれども、この

件については、醍醐地区民の皆さんの御意向な

ども十分あわせてお聞きをしながら検討してま

いりたいというふうに考えているところでござ

います。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 大変ありがとうございます。 

  地域住民の思いが通ったんだなというふうに

私は理解したいというふうに思います。小学校

跡地を囲んで周辺市道及び県道は道幅が狭くな

っております。通学道となっています県道日和

田松川線においては、県に対する重要要望項目

となっている箇所でもあります。しかしながら、

御案内のようになかなかその思いがかなってお

りません。このような実情にあるこの地の市道

環状化は絶対に必要であると私は考えていると

ころですけれども、市長のお考えをお願いした

いと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この地域の市道について環状化

をお願いしたいというような御提案であります

けれども、確かにこの地域の路線、３つの路線

をつないで環状化していくということになりま

すと、大変利便性は高まっていくというふうに

思っているところでございます。 

  ただ、しかしながら、いろいろ案があるよう

でありますけれども、案の中には新たな用地を

確保しなければならないなどということもある

ようであります。また、その案の中には現在の

市有地を利用するということだけで取り組める

というような案もあるようでありますから、そ

の辺のところについては、地元の要望を十分踏

まえながら、できるだけ要望に沿うような形で

取り組みを進めていきたいというふうに考えて

おりますし、従来の通行が現実的に行っていた

部分についても、同様に通行可能となるように

考えて進めていければというふうに思っている

ところでございます。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 ありがとうございます。 

  非常に何か環状化とは言わないんですが、私

の構想に近いような、私よがりな考えかどうか

わかりませんけれども、非常にうれしく思うと

ころでございます。 

  私は常々こんなふうに思っておりました。先

ほど申しあげました下道鬼越線、それを上りあ

げると慈恩寺本堂に着くというふうに申しあげ

ました市道があるわけですけれども、私が議員

になりましてから、その道路が２度ほど豪雨災

害に遭い土砂崩れで通行どめとなったように記

憶しているわけでございます。 

  ちなみにその道路の上に上った地域と道路下

にある地域が同じ町内会であります。これは全

く別な自治組織というふうなことでなくて、同

じ自治組織というふうなので、ちょっと頭の中

で整理していただきたいんですが、私は常々こ

んなふうに思っていたわけです。上と下をつな

ぐ道路をどうするかというふうなことを常々考

えておったわけです。雨が降れば通れなくなる

と、このようなものではだめだということで、

市道の環状化と、このように申しあげたわけで

ございます。 

  そのようにならなくても一番近い方法が、１

つの案は、市道下道鬼越線の接続延長道路と跡

地と市道日和田慈恩寺線の接続、こうなると慈
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恩寺下の地域と慈恩寺上の地域が一緒になりま

す。 

  ２つ目は、市道上宿線の袋小路解消すべくの

跡地を利用して県道日和田松川線に接続して慈

恩寺下の地域の環状化というふうな線。 

  ３つ目には、先ほど申しあげました蓮池を見

る道路、いわゆるミニパークの通じる取りつけ

道路のような感じで県道日和田松川線と市道下

道鬼越線をつなぐというふうな案でございます。 

  この３の方法があるわけですけれども、醍醐

小学校跡地を利用する場合、跡地内での接続す

るには県道日和田松川線と市道下道鬼越線を結

ぶ線がつながるということで、例えば下道鬼越

線が通行どめになりましても、慈恩寺下の地域

が、ミニパーク取りつけ道路を通って日和田松

川線に出て日和田慈恩寺線に上りあげると、こ

うすると同じ地域をつながると、こんなふうに

考えたわけであります。この辺の利便性は市長、

どういうふうにお考えでしょうかお伺いします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 議員御指摘のとおり、防災上か

らの点も勘案すれば、県道の整備などに合わせ

てこの市道の環状化ということが図ることがで

きれば大変地域住民の避難路が確保できるとい

うことになりますし、緊急車両の進入などが可

能となるということでありますから、地域の安

全・安心が確保されるということになろうかと

いうふうに思いますので、大変防災機能的に向

上していくというふうに思っているところでご

ざいます。市といたしましては、先ほど来申し

あげておりますけれども、我々として取り組め

るところは取り組ませていただいて、また県に

お願いするところは引き続き強く県に道路の拡

幅についてお願いをしていきながら、地域の安

全を確保するべく努力をしてまいりたいという

ふうに考えております。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 ただいま市長のほうからもお話

がありましたとおり、防災上からもというふう

な言葉をいただきました。火災、あるいは土砂

災害等々の上からも市道の環状化なれば地域の

方々より高い評価を得るものと私は確信してい

るところでございます。大変勝手でございます

が、私の提案でありますが、ただいま申しあげ

ました市道の環状化のための用地、市道内でで

きる、市有地内でできる市道の環状化というふ

うなものを思いを受けとめていただいて、市道

認定要件に合った使用可能な道路面確保の上の

用地確保をお願いして、醍醐小学校跡地利用の

質問を終わらせていただきたいと思います。き

ょうはどうもありがとうございました。 

 

   散    会    午後２時２８分 

 

○國井輝明議長 以上をもちまして、本日の日程

は終了しました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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   議事日程第３号       第３回定例会 

   平成２７年９月７日（月）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 一般質問 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第３号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第３号によって進め

てまいります。 

 

一 般 質 問 

 

○國井輝明議長 日程第１、引き続き一般質問を

行います。 

  通告順に質問を許します。 

 

 

 一般質問通告書 

 平成２７年９月７日（月）                        （第３回定例会） 

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦後70年を契機に

本市の平和事業を

さらに発展させる

ことについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）平和都市宣言都市にふさわしい平

和事業のこれまでの取り組みと今後

の展望について 

（２）寒河江市内に生存する戦争体験者

の証言を聞き取り記録保存すること

について 

（３）市内に残されているさきの戦争の

各種資料を収集・保存することにつ

いて 

（４）原爆の惨禍を学習してもらうため

に広島・長崎への市内小中学生の代

表派遣について 

６番 

遠 藤 智与子 

市 長 

教 育 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

１２ 

 

 

 

 

 

 

１３ 

住宅リフォーム助

成制度（住宅建築

推進事業補助金制

度）の本年度の実

施状況を踏まえて

の幾つかの課題に

ついて 

高齢者支援につい

て 

（１）本年度の実施状況について 

（２）予算の増額について 

（３）急がれる店舗リフォームへの助成

制度について 

 

 

 

 運転免許自主返納高齢者へのサポート

事業について 

市 長 

 

 

 

 

 

 

市 長 

１４ 

 

 

１５ 

聴覚障がいに関す

る助成について 

 

18歳選挙権につい

て 

（１）難聴児の補聴器の助成金制度につ

いて 

（２）デジタル教科書の導入について 

（１）主権者教育を学校で行うのか 

（２）主権者教育をするとすれば、誰が

行うのか 

（３）教育の時期について 

２番 

古 沢 清 志 

市 長 

教 育 長 

 

教 育 長 

１６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７ 

戦後70年の節目に

あたる今年度の平

和行政推進につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋外競技スポーツ

のさらなる振興と

生涯健康長寿社会

の充実について 

（１）非核三原則の遵守、不戦の誓いを

新たにし、市民の平和な暮らしを守

るための「ピースアクションさがえ

（仮称）」について 

 ア 「平和都市宣言」当時からこれま

での平和行政の取り組みについて 

 イ 防空壕や戦時中の貴重な資料など

歴史的文化遺産等の保存について 

 ウ 戦争体験者から語り継がれる史実

の記録・保存について 

 エ 小中学生に対する「昭和の歴史」

教育と平和教育のさらなる推進に向

けて 

（１）寒河江公園（長岡山）の都市計画

マスタープラン見直しについて 

 ア 地域ワークショップ・座談会・パ

ブリックコメント等による意見集約

状況と公共事業整備優先順位基準

（いわゆる「４つの判断基準」）に

ついて 

４番 

渡 邉 賢 一 

市 長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教 育 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

 イ 寒河江公園再整備計画における市

陸上競技、市野球場の改修リニュー

アルとクロスカントリーコースの新

設整備等について 

 ウ 太陽光や小水力発電などによるス

ポーツ施設夜間照明のさらなる拡大

について 

（２）市民のいきいき健康づくりと生涯

スポーツの普及について 

 ア 「市民歩け歩け運動」「市民ラジ

オ体操」の復活と「市民歌のびのび

体操」普及等シニア向け介護予防と

心身の健康づくりについて 

 イ 「寝たきりゼロ」のため、介護現

場における専門トレーナーによる軽

体操普及や音楽療法の導入について 

 ウ 生涯スポーツ振興のための予算確

保と人的体制強化について 

１８ 

 

１９ 

 

２０ 

 

 

 

２１ 

共通番号制度につ

いて 

乳幼児の虫歯予防

について 

スポーツ少年団、

部活動について 

 

 

学校教育について 

 共通番号制度の懸念される問題と課題

について 

 フッ素塗布の現況と課題について 

 

（１）コーチ、監督等の指導者の資格要

件について 

（２）スポーツ少年団の指導監督の所在

と相談窓口について 

 偏見と思われるが、一部マスコミやブ

ログ等で時折報じられる「日教組の偏っ

た教育」の有無について 

15番 

内 藤   明 

市 長 

 

市 長 

 

教 育 長 

 

 

 

教 育 長 

２２ 新第５次振興計画

の評価（見込み）

と（仮）第６次振

興計画策定の取り

組みについて 

（１）新第５次振興計画の各章における

平成27年度（最終年度）までの目標

をどのように評価（見込み）してい

るのか 

（２）（仮）第６次振興計画策定の方策

について計画の構成、重点プロジェ

クト及び計画策定の組織等、さらに

８番 

石 山   忠 

市 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

将来都市像について、どのように考

えているのか 

（３）目標の達成度を受けて、（仮）第

６次振興計画への反映をどのように

考えているのか 

 

 

遠藤智与子議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号11番から13番までにつ

いて、６番遠藤智与子議員。 

○遠藤智与子議員 おはようございます。 

  夏の猛暑が一転して雨空の続く昨今ですが、

この雨が農作物に悪い影響を及ぼさないことを

願っております。 

  それでは、質問に入ります。 

  私は、日本共産党と通告してある質問内容に

関心を寄せている市民を代表して、以下佐藤市

長並びに教育長に質問いたします。誠意ある答

弁をどうぞよろしくお願いいたします。 

  まず初めに、通告番号11番、戦後70年を契機

に本市の平和事業をさらに発展させることにつ

いて質問いたします。 

  今、安倍政権の安保法制関連法案の11法案、

通称戦争法案を廃案に追い込もうとする国民の

あらゆる階層、あらゆる世代が声を上げ、連日

のように抗議集会や行動が行われております。

去る８月30日は東京だけで12万人、全国合わせ

て100万人近い大抗議行動が行われました。こ

れは、60年安保を上回る行動だとマスコミでも

大きく取り上げられました。私たちの住む寒河

江でも、９月１日には約200人の戦争法反対の

パレードと抗議集会が開催されました。 

  これだけの国民が反対しているのは、この法

案が戦後70年の間、一人の戦死者も出さない平

和国家としての日本のあり方を大きく変えよう

としていることを敏感に感じ取っているからだ

と考えます。今このとき、寒河江市の平和都市

宣言の持つ重さを自覚して、広く市民に知らし

めることが大きな意味を持つと考えます。 

  私は、昨年、６月議会、９月議会と平和事業

について質問してきた経緯がありますが、その

後どのような施策を行ってきたのか、まず伺い

たいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  遠藤議員から、戦後70年を契機に本市の平和

事業をさらに進展していくためにということで

御質問をいただきましたが、御案内のとおりこ

としは戦後70年とこういう大きな節目の年であ

ります。マスコミのみならず、さまざまなとこ

ろでこれまでの70年の歩みを検証しつつ、国民

に対して平和のとうとさを伝えるさまざまな取

り組みがなされているわけであります。 

  寒河江市におきましてもこれまで戦没者追悼

式、戦争と平和パネル展などの取り組みを行っ

てきたわけでありますけれども、ことしは戦後

70年ということで、新たな取り組みもさせてい

ただいて、充実をしたところでございます。 

  具体的には、遠藤議員も参加していただきま

したが、市主催の戦没者追悼式において市内の

1,394名に上る戦没者名簿の奉呈、さらには特

攻隊員として命を落とされた青年の戦地から母

親に宛てた最後の手紙をスライド上映とあわせ

て参加者の皆さんに紹介をさせていただきまし

た。それから、平和都市宣言のお話もありまし

たけれども、宣言文全文を式次第に掲載して、

朗読をしていただいたということでございます。 
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  図書館におきましても、これまでも戦争と平

和パネル展というものを実施させていただきま

したが、ことしはさらに戦争の体験談を聞くつ

どいというものを開催させていただいて、お二

人の方から戦時中の体験談などを語っていただ

いたところであります。若い方やお子様連れの

方々も参加をしていただいて、大変評価をいた

だいたというふうに認識しております。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 ありがとうございます。 

  私もこのたび初めて厚生文教常任委員長とい

うことで戦没者追悼式に参加させていただきま

して、そのときの1,394名の名簿の奉呈、そし

て平和都市宣言全文を式次第に書いていただい

たこと、それから戦没者の特攻隊員がお母さん

に宛てた手紙など、これまでにない意欲的な取

り組みに大変うれしく感じたところでありまし

た。私は、この平和事業をさらに発展させたい

という思いで質問いたします。 

  平和都市宣言という表示がございますけれど

も、市庁舎の壁面に垂れ幕として掲示するとか、

より多くの市民の目に触れる場所への掲示を工

夫する必要があるのではないかなと考えており

ます。今のところではなかなか目に入りにくい

のではないかとこのように考えておりますが、

いかがでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 平和都市宣言の告知ということ

で御質問いただきましたが、御案内のとおり市

庁舎の正面にあります広告塔には平和都市宣言

を含む３つの宣言と、それから市の木、市の花

などを表示してＰＲに努めさせていただいてお

ります。それだけでなく、議員からは垂れ幕と

か壁面にということでありますが、今壁面に掲

示をしておるものについては、市独自のイベン

トでありますとか市民や市内の団体などが顕著

な表彰を受けたということで、臨時的に設置を

しているということであります。 

  そういう意味で、御提案の内容などについて

は今後検討していく必要があろうかというふう

に思いますが、宣言文については、現在市のホ

ームページに掲載をしているところであります。

さらに全文をということでありますが、それぞ

れ宣言文、平和都市宣言以外の宣言文について

もそれぞれ全文があるわけでありますので、そ

こら辺をどういうふうに表示していけるのかど

うかもあわせて検討していかなければならんと

いうふうに思っているところでございます。 

  市報などにも全文掲載をというような趣旨な

のかなというふうに思いますが、そういう点も

あわせてこれから市報の記事内容、ボリューム

などもあわせて検討して、判断をしていきたい

というふうに思います。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 今現在、市庁舎にかかってい

る垂れ幕は、いろいろな行事やイベントなどの

臨時的な周知の方法であるということでしたけ

れども、今現在３つの宣言、それからそのほか

の宣言ございますけれども、木や花とか魚とか

ありますけれども、そのポールに書かれている

文字がそれぞれによって大きいのがあったり、

小さいのがあったり、複数並べてあったりとい

うことでありますので、平和都市宣言全文を垂

れ幕にするということは言っておりません。そ

の宣言というものを平等な扱いで掲示する方法、

垂れ幕にできれば一番いいですけれども、スペ

ースもあると思いますので、その宣言というも

のを平等な扱いで掲示していく方法を考えてい

く必要があるのではないかなと思っております。 

  それで、平和都市宣言全文は、昨年の質問で

私は石碑にしてはどうかと言ったところ、市長

より、それは現実的ではないということを言わ

れましたので、私は追悼式に参加して式次第で

その平和都市宣言全文に触れまして、市報に毎

年８月、２回の市報がありますけれども、その

市報に全文は掲載していくということはしてい
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ってもいいのではないかと思います。全てに宣

言文があるということでございますが、平和都

市宣言の全文は大変短いものでありますし、格

調の高いものではありますが短い文になってお

ります。ですので、これは毎年８月になったと

き市報に掲載ということで、私はこのたびぐっ

と現実的な提案として、しているつもりである

んですけれども、その宣言都市というものの複

数の宣言ですね、これをやっぱりきちんと市民

みんなの目に入るようにということでは、今あ

る垂れ幕のほかに可能性を探っていくことがで

きるんでないかと思うんですけれども、もう一

度その辺お願いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市がこれまでにした都市

宣言については、５つの宣言があるわけです。

平和都市宣言、それから暴力のない明るい都市

宣言、暴走族追放都市宣言、寒河江市せせらぎ

宣言、そして去年のさがえっこすくすく宣言と

こういうことであります。去年、新たにすくす

く宣言というものが制定されましたので、その

周知ということですくすく宣言が少し大きくな

っているところであります。 

  そういう意味で、その他の４つの宣言につい

ては既に制定をしているわけでありますので、

そこは平等に取り扱ってというんですかね、表

示をしているつもりでありますが、遠藤議員御

提案の点なども十分、来年の８月のときにとい

うことでありますので、先ほど申しあげました

けれども、いろんな平和事業のＰＲ、告知など

の中でそういう宣言の内容などについても、市

民にお知らせすることができるかどうかをあわ

せて検討してまいりたいなというふうに考えて

おります。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 先ほど３つの宣言と言いまし

たが、５つの宣言ですね。どうも失礼いたしま

した。 

  その５つの宣言文を平等に載せるということ

は、まずはホームページに周知しているという

ことでありますけれども、この平和の問題、こ

れは格別に後世に伝えていく、そういう責任が、

責務があるというふうに、全ての宣言が大事で

すけれども、この平和のことは私たちの暮らし

の根底となるものでございます。それをいつも

いつでも私たちのイメージとして持っていられ

るような工夫、これはぜひ必要だというふうに

思いますので、市長がおっしゃいましたように

市報に掲載していく可能性、それからいろいろ

な平和事業を行っていく上での周知の方法を模

索していくということでございますので、ぜひ

それはお願いしたいなというふうに思います。 

  それで、もう一つ、昨年の質問のときに戦争

体験者の方の体験談を記録してまとめていくと

いうことを重ねて申しましたけれども、そのと

きに市長が市内に既にある体験談などをまとめ

ていくということも検討していくという、そう

いう答弁をいただいておりますが、それについ

てはどのように検討といいますか、先ほど御紹

介いただいた今年度の施策の中には入っていな

いかと思いますけれども、その点については今

後どのようにお考えなのかお聞きしたいと思い

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 戦争体験者の方の証言を聞き取

って記録保存していくということでありますけ

れども、教育委員会のほうで取り組みを進めて

おりますので、教育長のほうから御答弁を申し

あげたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 私のほうからお答えさせてい

ただきたいと思います。 

  戦争体験者の証言につきましては、先ほどお

話がございましたけれども、ことし８月に市立

図書館の平和関連事業として戦争の体験談を聞

くつどいというものを開催しております。その
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中で、戦争を体験した２人の市民の方から学徒

動員で体験した川崎大空襲の恐怖、あるいは戦

時中の食料事情などについて大変貴重なお話を

いただいたところでございます。当日、会場に

は子供連れの方、御家族の方初め40名ほど市民

の方が訪れておりましたけれども、体験談に熱

心に耳を傾けていたようでございまして、家庭

において、あるいは友達などと戦争について語

り合うきっかけになったのではないかなという

ふうに思っております。 

  こうした事業というのは、戦争を知る世代が

高齢化しておりまして、戦争体験の風化が危惧

される中でございます。そういう中で、生の戦

争体験を語り継ぐという意味で大事なことだと

いうふうに考えております。 

  高齢のために講演依頼を受けてくださる方が

なかなか見つからないという、そういう課題も

あるところでございますけれども、今後も機会

を捉えまして開催してまいりたいと考えており

ます。 

  なお、当日語られました体験談につきまして

は、記録として保存し、今後活用も検討してま

いりたいというふうに思っております。以上で

ございます。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 図書館の図書館まつりでした

か、図書館のその企画で戦争体験者の話を聞く

会が催され、これは新聞にも報道されたと記憶

しておりますけれども、やはり大変こういう企

画、毎年でも行っていいものだというふうに思

います。その２人の方の語られたことを保存し

ていく、記録して保存していくということでご

ざいましたけれども、それだけでなくて、もっ

と寒河江市内に現存している、本当ですと聞き

取りをして、今生きておられる方の、生存され

ている戦争体験者の方を訪問して、聞き取りを

して保存するということが一番望まれることだ

と思いますけれども、それ以前としましても現

在残されている証言をまとめていかれるという

ことは、どのようにお考えなのでしょうか。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 先ほど申しあげましたけれど

も、体験談ということで集いを開催させていた

だきましたけれども、そのときの話を記録して

いくということですけれども、まとめについて

は今後こういう事業を機会を得て開催してまい

りたいと考えておりますが、その中でどういう

ふうにまとめていくか検討をしていきたいとい

うふうに考えております。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 わかりました。 

  先ほど教育長もおっしゃったように、人間が

人間を傷つけ殺し合う戦争の悲惨さ、むごさ、

残酷さを後の世代に語り継いで風化を防ぐ責任

が、今生きている私たちにその責務があると思

いますので、ましてや戦争を体験した世代が80

代、90代と年ごとにお年を重ねられて、記憶も

失われつつあることを踏まえて、これはかなり

の緊急性のあることだというふうに思います。

ですので、今おっしゃった内容をさらに深めて

いかれて、寒河江市の後世の若者に、子供たち

にこの体験談が積み重なって記録として残して

いけるように、ぜひ御尽力をお願いしたいとい

うふうに思います。 

  そして、次ですけれども、今現在市内に残さ

れています、さきの戦争の資料や史跡、これは

かなり膨大なものがあると思われますけれども、

現在市が把握している資料はどの程度あるので

しょうか。お聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 戦争の資料をどの程度把握と

いうことでございますが、教育委員会では長年

にわたって寒河江市史の編さん事業というもの

を取り組んでまいりました。その一環として歴

史資料の収集、記録を図ってきたところでござ

います。 
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  平成19年には、明治維新から太平洋戦争の終

結までを記述した「市史近代編」を発刊してお

ります。太平洋戦争に関しても多くのページを

割いております。その中で、戦時下の寒河江の

様子や徴兵の実態、戦地からの兵士の便り、戦

時下の教育などについて詳しく記述しておりま

すけれども、その際市民の皆様から多数の貴重

な写真や資料を提供していただいております。

調査した上で、重要な資料については市史の中

に掲載させていただいたところでございます。 

  また、市が所蔵している戦争関係の資料につ

きましては、市民から寄贈されるなどした、例

えば供出米割当数量などの記録類、あるいは金

物物件買い上げ伝票などの生活資料、そして軍

事郵便などの軍隊関係資料、さらに戦時中の書

籍など合わせて29件となっているところでござ

います。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 全部で29件あるということで

ございます。 

  それで、市報にも、４月の市報でしたか、西

長少尉の戦地からのお母さんへの手紙も追悼式

以前に市報にも載っておりました。市史編さん

のところででしたか、目にいたしまして、貴重

なお仕事だというふうに思います。 

  それで、この29件あると言われておりますけ

れども、ここに山形県歴史教育者協議会、ほか

２つの団体、合わせて３つの団体で、「平和と

人権やまがたガイド」なるものを編集、発行し

たわけなんですね。それで、山形県内全域の史

跡などが載っておりますけれども、この寒河江

市では高柴開拓碑なるものがあるということで

ございます。寒河江の高松にですね。それから、

白岩にも防空壕などがあったということもお聞

きしております。そのようなこともまず、29件

あるとお聞きしましたけれども、まだまだ寒河

江市としてわからなかったものなどさらに発掘

していく作業も必要だと思いますし、それらを

こういう開拓碑などというのは写真に撮って記

録するということも必要かと思われます。マイ

クロフィルムに収録するとか、ＣＤ化して後世

に残していくとか、そのような必要性も感じら

れるのですが、その点どのようにお考えなのか

お伺いいたします。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 いろいろな戦争に関する資料

等をＣＤ化するなどの御提案でございますけれ

ども、先ほどの答弁の中でも申しあげましたが、

戦争関係資料につきましては市史編さんの中で

収集、調査いたしまして、市史に掲載するとい

う形で記録をさせていただいたところでござい

ます。 

  教育委員会といたしましては、引き続き市史

編さん事業の中で、本市の貴重な歴史資料の収

集及び記録保存に努めて、後世に継承してまい

りたいと考えているところでございます。御理

解をいただきたいと思います。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 先日、先ほどから出されてお

ります戦没者追悼式で、その追悼式での様子を

ＣＤに撮って保管したということがありました

ね。そういうことは大変いいことでありますし、

こういう資料を市史編さんのまとめていく過程

でやられていくということは大変結構ですが、

そこに入らないもの、いろいろな、例えばその

西長少尉のＣＤにもありましたけれども、さま

ざまな身につけるものとかもきちんと写真に撮

って、手紙も写真に撮ってＣＤに入れていると

いうことがございます。それは、大変貴重なも

のだと思いますので、その29ある、それからそ

れ以外の未発掘のものも含めて、さらにマイク

ロフィルムに収録、ＣＤ化というものも同時に

発展させていただくということをしていただけ

ないかなというふうに思うんでありますけれど

も、そこら辺は市史編さんのほうでしていかれ

るということは理解いたしますが、それ以外の
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ところでのものについていかがお考えでしょう

か。 

  これは、次の質問の実物の常設展示というこ

とについてもつながってまいりますけれども、

あわせてお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 基本的には市史編さん事業の

中で、さまざまな資料を収集して調査していく

という考えでございますけれども、それ以外の、

あるいはＣＤ化というものが可能かどうかも含

めて、いろいろと研究をさせていただきたいな

というふうに思います。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 そのＣＤ化の収録も含めて検

討していくということですので、ぜひ深めてい

ただきますように、これは重ねてお願いしたい

なというふうに思います。 

  次ですけれども、原爆の惨禍を学習してもら

うために、広島や長崎への市内小中学生の代表

者を派遣するということについてお伺いいたし

ます。 

  昨年の質問で、私は高校生などの平和式典へ

の派遣や原爆資料館の見学などを提案いたしま

したが、修学旅行などで行っている高校がある

というお話でした。そこで、市内の小中学生の

代表を毎年送り出す事業に踏み込んではどうか

と考えているのですが、この点いかがでしょう

か。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 先ほどの、原爆の惨禍を学習

してもらうために派遣というようなお話でござ

いますが、教育委員会といたしましても小中学

生初め若い世代の方々に平和のとうとさあるい

は原爆の悲惨さ、戦争のむごたらしさ、そうい

ったものを知ってもらうということは、大変大

事なことだと、重要なことだと思っております

し、これからも学校教育や生涯学習などにおい

て取り組んでいかなければならないと考えてお

ります。 

  先ほど来、話が出ておりますが、市立図書館

におきましては例年、原爆に関する親子アニメ

鑑賞会あるいは原爆パネル展などさまざまな平

和関連事業を継続して開催しております。こと

し８月にも終戦70周年記念として原爆関係のパ

ネルや絵の展示などを行ったところでございま

して、子供さんを含めて多数の市民の皆さんに

ごらんをいただいたところでございます。 

  市内の小中学生の代表を被爆地、広島、長崎

に派遣してはどうかという御提案でございます

が、市で派遣するという場合には、限られた人

数になってしまうということや、費用負担の問

題などいろいろ解決をしなければならない課題

があるものと思っております。この点に関して

は、今後他市町村の状況など情報を収集しなが

ら、研究をさせていただきたいと思います。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 他市町村の動向を注視してと

いうことでございましたが、ちなみに米沢市で

は平和都市宣言事業の取り組みとして、平成22

年度から、次代を担う中学生たちに体験によっ

て戦争の悲惨さや核兵器の恐ろしさを学び、平

和のとうとさ、大切さを肌で感じてもらうため

に中学生の広島、長崎や沖縄への派遣事業を行

っております。そして、市報で参加者の感想を

載せております。市内８つだったかと思われま

す、中学校から一人一人の代表ですので、８人

ですね。毎年８人の中学生が派遣されて、こと

しは広島、来年は長崎、沖縄というふうに、沖

縄と姉妹都市にもなっているやに聞いておりま

すけれども、毎年交代で各中学校から１名を代

表者として派遣している事業が、平成22年度か

ら行われております。 

  私は、その米沢市報を拝見いたしまして、実

際に派遣されて行った中学生の書いている感想

文を読ませていただきました。熱い思いが伝わ

ってまいります。中学生たちは、口々に命の大
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切さや平和のとうとさを、知らなかったと、こ

ういうことがあったのを知らなかった、これは

自分が知っただけではなくて、私たちの後世に、

私たちの後に続く世代に伝えていきたい、語り

継いでいきたいと真摯な決意をそれぞれ述べて

おりました。それだけでもこの平和事業の意義

は大きな意義を持つものだというふうに思って

おります。 

  他市町村の動向を見てということであります

ので、ぜひこれは寒河江市でもやっていく、そ

れだけの意味があると思いますので、これにつ

いて、まず米沢市でやっているということにつ

いてもう一度御見解をお聞きしたいと思います

が、済みません、先ほど実物の常設展示につい

てあわせてお聞きしてしまいましたけれども、

これについて答弁があったかと思います。それ

についてもよろしくお願いしたいと思います。

申しわけありません。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 それでは、まず常設展示とい

う御提案について申しあげたいと思いますが、

歴史資料の展示につきましてはこれまで郷土館

の特別展あるいは図書館での郷土資料展という

ようなことで開催をいたしまして、広く市民の

皆様に公開をしてきたところでございます。こ

れらの中で戦争関係の資料の展示についても検

討してまいりたいと思っております。 

  もう１点、今ございました米沢市の例でござ

いますけれども、県内13市の中では米沢だけか

というふうに把握しておりますけれども、東根

あたりでは千羽鶴というものを送って、派遣は

していないということでございますが、千羽鶴

を送っていると。それから、南陽市あたりは検

討はしたけれども、実施はしていないというよ

うなことで、他市もまだそういう予定はないと

いうような現状では把握なんですけれども、米

沢の実施状況あるいは課題、問題点等もいろい

ろ情報収集しながら、今後研究をしてまいりた

いなというふうに考えております。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 その米沢市の市報によります

と、市の職員の方が、担当課の方が２人ほど、

２人の感想文が載っておりましたけれども、一

緒に同行していって、一緒にお世話をしていた

だきながら、市の事業としてやっているという

ことでございます。 

  まだ米沢市しか実行されていないということ

でございますけれども、やはりいいものはどん

どんと率先してやっていくということが必要だ

と思いますし、私はその市報に載せられていた

中学生たちの思いを実際に見まして、本当に大

きな意味が、戦争を知らない子供たちへ伝えて

いくという意味、それが平和な日本、平和な寒

河江市をつくっていくんだということに直結し

ているなというふうに強く感じたものですので、

ぜひこれは研究していくということでございま

すけれども、実行に向けてぜひ検討していって

いただきたいなというふうに思います。 

  私、何度も何度も平和事業について取り上げ

ておりますが、これからも何度も何度も取り上

げていくつもりでおりますけれども、ぜひ前向

きな検討をお願いしたいというふうに思います。 

  それで、この質問のまとめに入りますけれど

も、私は戦後70年の節目に、このたび初めて広

島の平和記念式典に参列いたしました。そして、

被爆された方の生の声を聞いてまいりました。

特に、谷口稜曄さんのお話には衝撃を受けまし

た。そのときの思いを詩に託しました。本市の

平和事業のさらなる発展を願って、これを朗読

してこの質問の結びとしたいと思います。 

  広島にて 

  少年は背中一面のやけどを治療するため、何

年も何年もうつぶせで暮らした。 

  床ずれが皮膚をえぐり、骨まで腐らせた。 

  そのすき間から心臓がとくとくと動くのが見

えた。 
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  少年は苦しむために生まれ、苦しむために生

きた。 

  けれど、死体の山には入らなかった少年は、

その苦しみを苦しんだ分の重さで語り継いだ。 

  語ることは生きること。 

  核兵器よ去れ。 

  戦争よ去れ。 

  生きることは語ること。 

  誰にも崩せぬ平和を、平和を守れ。 

  ありがとうございます。 

  続きまして、通告番号12番、住宅リフォーム

制度（住宅建築推進事業補助金制度）の本年度

の実施状況を踏まえての幾つかの課題について

伺います。 

  この事業は、平成22年から100億円以上の経

済波及効果があるすぐれた制度であります。今

年度から複数回の利用ができるようになりまし

た。補正予算もあっという間に使い果たされる

ほど需要のあるこの制度の本年度の実施状況に

ついて、まず複数回利用した市民の方がどのく

らいいらっしゃったのか、その工事内容と金額

についてまず伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 住宅リフォーム支援制度という

ことで御質問ありましたが、今年度は先ほど遠

藤議員御指摘のとおり、これまでこの事業を利

用された方も改めて利用できるような制度に緩

和をして、より利用しやすくしたところでござ

います。 

  27年度は、受け付けを８月20日で終了させて

いただきましたが、全体の申請件数231件でご

ざいました。その中で、再利用された方、２回

目も利用された方は46件ということで、約２割

でございました。 

  その46件の工事の内訳を見ますと、新築が２

件、増改築が１件、リフォームが43件というこ

とで、圧倒的にリフォームが多かったと、

93.5％ぐらいリフォームだったということでご

ざいます。 

  全体で予算的には補正も入れて4,000万円の

予算でありましたが、工事費全体では１億

5,080万円ほどになっております。その中で、

再利用された方への補助ということになります

と810万円ということで、これもやっぱり全体

の２割ぐらいになっているところでございます。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 １億5,080万円ということで、

複数回の利用者は810万円の補助額、そして２

割くらいが使われたということでございます。 

  やはり８月で……。その前に、補正を組んで

くださったということには、大変うれしく思っ

たところなんですね。 

  ただ、当初予算を見ましたときに、これで大

丈夫かな、少ないのではないかなというふうに

私も感じたんです。そうしたら、やっぱり案の

定、８月で使い果たしたということです。これ

は、複数回の利用も可能になって、実際に810

万円の補助が出たということでありますし、申

請件数もリフォームが圧倒的に多いということ

でございます。これは、工事を発注する市民に

とっても、工事を請け負う業者にとっても大変

メリットのある制度であると考えておりますし、

合計4,000万円の予算があっという間になくな

ったということを考えてみれば、私はさらなる

追加の補正予算を組んでほしいなと思うほどの

思いであるんですけれども、この際思い切った

予算の増額を求めていきたいなと思っておりま

す。市長の見解はいかがでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この住宅リフォーム補助金制度、

平成22年から実施をさせていただいております。

平成22年度は3,700万円、23年度から25年度ま

ではそれぞれ5,000万円、26年度が3,000万円と

いうことで、27年度も御指摘のとおり当初予算

で3,000万円、そして追加で1,000万円で、合わ

せて4,000万円ということであります。そうい
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ったことで、６年間実施をさせていただきまし

たが、大変好評な制度で、寒河江が県内でも先

駆けて実施をして、それが県のほうでもそうい

う制度を創設していただいて、全県下市町村に

も広がっているということであります。そうい

うことで、ことしはさらにそれを利用しやすく

しているということであります。 

  遠藤議員からは、予算の増額をということで

ありますが、今我々としては来年度に向けてど

うしていったらいいのか、どういう制度内容に

していったらいいのかというような検討をさせ

ていただこうと思っております。もちろん、商

工会の建設部の皆さんから大変ＰＲも含めて御

尽力をいただいている制度でありますから、皆

さん方の御意見なども頂戴をしながら、よりよ

い制度としてさらに充実をしていければという

ふうに思っているところであります。 

  その中で、予算の額などについても相談をし

ながら検討をさせていただければなというふう

に思います。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 相談しながら検討されていか

れるということでございますが、ぜひこれまで

よりも大きな予算を……。これまでよりは少な

いということでは絶対なくて、これまでよりも

大きな予算ということで、ぜひこれはお願いし

たいなと思います。業者の方も喜ばれておりま

すし、複数回に今年度からなって、周知がされ

ればさらにこれからも利用がふえる見込みであ

ると確信いたしますので、思い切った予算の増

額を繰り返しお願いしたいと思います。 

  それで、次でございますが、急がれる商業者

の店舗リフォームへの助成制度についてでござ

います。 

  昨年も提案いたしましたけれども、御存じの

ように市内の商店は後継者問題や売り上げ減少

などで店舗のリフォームへの意欲をなくしつつ

ある方も多くいらっしゃる、そのように聞いて

おります。この分野への助成制度の創設は、緊

急性があると考えております。前回の質問では、

高崎市などの先進例などを参考にして研究して

いきたいということでしたが、その後、１年足

らずではありますけれども、どのような検討が

なされたのかお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 去年の９月に御質問をいただい

て、我々としてもいろんな先進事例なども研究

をさせていただいて、どういう支援が可能かど

うかなども研究させていただきました。 

  国の制度あるいは先進事例なども検討してま

いりましたが、国のほうでは昨年度から新たな

個別商店向けの補助制度として、小規模事業者

持続化補助金制度というものを設けております。

これは、人口減少や高齢化などによる地域の需

要の変化に応じた小規模事業者の持続可能な経

営を推進するために、経営計画に基づいて販路

開拓を支援する事業というふうになっておりま

して、その中で集客力を高めるための店舗改装

などにも利用可能な制度だということでありま

す。補助率は３分の２、補助金額の限度は上限

が50万円ということで、店舗のリフォームにも

利用しやすい内容ということであります。 

  この制度については、ことしの２月から市内

事業者向けに開催をした経済産業省の説明会で

も周知を図ってきたところでございます。それ

が国の制度と。 

  それから、市の制度については、これまで空

き店舗対策ということで、前回も御答弁申しあ

げましたが、空き店舗を活用して開業した際の

家賃補助をしてまいりましたが、今年度からそ

れに加えて開業のための店舗などの改装費にも

補助対象を拡大して実施をしているところでご

ざいます。補助率２分の１、補助金額限度額50

万円ということで、そういった意味で大変利用

を促進していけるのではないかという制度で、

拡充をさせていただいたところでございます。 
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○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 小規模企業振興基本法という

ものが全会一致で国会でも可決されて、小規模

事業者持続化補助金制度というものを使われて

いるということです。 

  これは、実際できたばかりといいますか、ま

だ日が浅いわけではございますけれども、寒河

江市内での利用状況、どのような業者が使われ

てどのように補助されているのか、お伺いした

いと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 できて日が浅いということであ

りましたが、いろんな説明会などもしていただ

いておりまして、市内での利用状況は26年度分

が７件、27年度分では15件というふうになって

おります。このうち、店舗改装での利用は10件

ということで、主な使い道としては看板の設置

でありますとか照明のＬＥＤ化、それからトイ

レの洋式化への改修などが主な内容というふう

になっているようであります。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 26年度が７件、27年度がその

倍の15件ということでございます。これもぜひ

使っていっていただいて、空き店舗のほうもあ

わせて使っていただけるのは大変いいことだと

思いますし、していっていただきたいものの一

つだというふうに思っております。 

  それで、昨年言いました群馬県の高崎市が始

めた「まちなか商店リニューアル助成事業」、

こういうものもありますけれども、この小規模

事業者の持続化補助金などについては審査され

るという、審査をして採択されてそれから決ま

るということも聞いておりますけれども、そう

しますとハードルが高くなってくるのではない

かなという懸念がございます。それとともに、

ぜひこの「まちなか商店リニューアル助成制度

事業」ですか、小店舗のほうのリフォームにつ

いてもまず検討の視野に入れていっていただき

たいなというふうに思います。 

  昨年の９月の質問以降、まず高知県では、全

国で県で初めて高知県が今年度からこの助成制

度を始めました。創設しました。そして……。

これ14年度でしたか。昨年度か今年度ですね、

なりました。高知県。それから、高崎市に続い

て2014年４月から北海道の訓子府町、店舗改修

や施設整備への補助も含めた「既存店舗リフォ

ーム」というものを創設しております。建築か

ら10年以上が経過した店舗などの改装費の２分

１を、50万円を限度に助成しているということ

です。 

  さらに、来年度からは新潟市が「地域商店魅

力アップ応援事業」と銘打って、従業員数５人

以下、売り場面積250平方メートル以下の小規

模店舗を対象に、店舗の建物の改装費や備品購

入経費の３分の１、限度額100万円、こういう

ことを助成するということになっております。

ほかにも山口県宇部市、大阪府茨木市、岡山県

井原市などが実施しておるということです。 

  この１年間の間に、高崎市への行政視察はか

なりの数が行かれて、瞬く間に全国に大きく広

がってきております。この商業者の店舗リフォ

ームへの助成制度、ぜひそのような例も踏まえ

ながら、この現在ある小規模事業者補助金制度

ともあわせて、空き店舗の助成ともあわせて考

えていただけたらというふうに思っております。 

  商工会などのほうでも、この商店リフォーム

について新たに要望が加えられておりますね。

ですので、寒河江市としても人ごとということ

ではなくて、寒河江市に引き寄せてぜひ考えて

いっていただきたいなと思います。 

  この助成制度は、商店の活性化、仕事の掘り

起こしにつながり、地域循環型の経済が回って、

地域も潤い、商業者の笑顔をふやせるものと確

信しております。さらなる検討をどうぞよろし

くお願いいたします。 

  残り４分でございます。 
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  最後に、通告番号13番、高齢者支援について。

運転免許自主返納高齢者へのサポート事業につ

いてお伺いいたします。 

  先日、私のところに、「うちのお父さん、と

しょってはあ、自動車運転する自信なくてして

免許証返したのよ。聞くところによると、ほか

の市や町では補助金出しているところがあるっ

ていう話だけれども、寒河江市ではないんだ

か」というお話がありました。そこで、まずこ

のように運転免許を返納している方は市内にど

のくらいいらっしゃるのか、お聞きしたいと思

います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 これは、寒河江警察署管内での

数字でありますけれども、平成26年度は74人、

うち寒河江市の方が28人であります。平成27年

度は、８月末までで寒河江市内の方が22人とい

うふうになっているようです。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 ありがとうございます。 

  県内では、６市７町で交通機関の運賃補助な

どの支援を行っております。寒河江市でもそう

した施策をしてほしいという声が寄せられてい

るんですが、これについてどのようにお考えに

なりますでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今、新しい振興計画を策定して

いる最中でありますし、そこの中で地域福祉計

画というものも策定を進めているわけでありま

す。そういった中で、高齢化の進展とともに高

齢者の閉じこもり防止あるいは高齢者の社会参

加の促進ということが大きな課題となっており

ます。そういう意味で、高齢者の方々の交通手

段の確保としての支援というものについては、

取り組んでいく必要があるというふうに考えて

いるところでございます。 

  現在の取り組む内容としては、１つは市内の

循環バスの運行というものを計画しているとこ

ろでありますし、お尋ねの運転免許証を自主返

納した高齢者の方々に対しては、タクシーある

いは運行予定の市内循環バスなどの運賃に対し

ての補助などについても検討してまいりたいと

いうふうに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 前向きな検討をなされていか

れるということで、うれしく思います。ぜひお

願いいたします。持続できれば、持続可能な支

援金でということでお願いしたいというふうに

思います。 

  運転証返納者は、26年度で28人ですね。今年

度22人ということでございますけれども、これ

が高齢者へのサポート制度ができて充実してい

くということになりますと、これはふえていく

のかなと思います。そして、ふえていった分、

高齢者が事故を起こしたり事故に巻き込まれた

りする、それを事前に防ぐことにも効果がある

のではないかというふうに思いますので、ぜひ

この制度を寒河江市でも立ち上げていっていた

だき、さらに充実させていっていただければと

思います。 

  そのことを重ねて要望いたしまして、私の質

問を終わります。ありがとうございました。 

 

古沢清志議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号14番、15番について、

２番古沢清志議員。 

○古沢清志議員 皆様、おはようございます。 

  ２番古沢清志でございます。４月の市議会議

員選挙におきまして初当選させていただき、支

援をいただいた皆様に心から御礼を申しあげま

す。 

  私の信条は、１人の人を大切にすることであ

り、市民の皆様方の貴重な声に真摯に耳を傾け

ながら、どこまでも市民のため、たゆまぬ努力

を続けてまいります。何分未熟者ゆえ至らぬ点
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多々ありますが、これまでお支えいただいた皆

様方の御期待と負託にお応えするべく、全身全

霊をかけてまいりますので、より一層御支援を

賜りますようお願い申しあげます。 

  また、歴史ある寒河江市議会におきまして先

輩議員、執行部の皆様方のより一層の御指導、

御鞭撻のほどを賜りますよう、よろしくお願い

を申しあげます。 

  それでは、通告番号に従って質問をさせてい

ただきます。 

  通告番号14番の聴覚障がいに関する助成金に

ついてお伺いいたします。 

  厚生労働省の「身体障害児・者実態調査」、

これは平成18年の調査ですが、全国の聴覚障が

い児は１万5,800人とされています。乳幼児の

健康診断における聴力検査で、軽度難聴や片耳

難聴などの発見が早い段階で発見できるように

なりましたが、その後の進学についてなど聴力

を補うための支援は十分とは言えません。補聴

器の値段は数万円程度で、高額なものになると

数十万円にも及びます。また、居住地域の学校

に難聴児を受け入れる学級がない場合、受け入

れ可能な地域に転居する判断を迫られることも

あります。このように、難聴児を抱える家庭に

とっては経済的に大きな負担となっており、他

の家庭より家計を圧迫している実態があります。 

  こうした中、近年地方自治体では障害者手帳

の有無にかかわらず、必要な聴覚障がいがある

子供たちには補聴器購入の補助を受けることが

できるようになっています。 

  軽度、中等度の難聴は、周りから聞こえてい

るように見えますが、気づかれにくいため、音

として聞こえていても言葉として明瞭に聞こえ

ていないため、そのままにしておくと言葉のお

くれや発音の誤りなど言語発達に支障を来すと

言われています。したがって、早期に補聴器を

装用することで言葉の発達やコミュニケーショ

ン能力を高めることができます。 

  難聴児の聴力向上による言語の習得は、平等

に学び生活する権利を手に入れることにつなが

ります。そのためにも、補聴器の助成金制度は

重要な支援策と言えます。大事な子供たちです。

自己負担があるとすれば、市当局で２分の１の

助成を要望いたしますが、難聴児の補聴器の助

成金制度についての考えをお伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 古沢議員からは、難聴児の補聴

器の助成金制度ということで御質問がございま

したが、乳幼児期の難聴というのは発達のおく

れにつながっていくということは御指摘のとお

りでありまして、早期発見、早期治療が大変大

事になってくるわけであります。現在は、生後

２日から４日以内に新生児聴覚スクリーニング

検査が行われ、早期発見につながっているとこ

ろでございます。 

  御質問の難聴児への補聴器への助成制度とい

うことでありますが、１つは身体障害者手帳の

対象となるような重度の難聴児の子供さんには、

障害者総合支援法による補装具費の助成制度に

よって補聴器の購入助成が行われているところ

でございます。 

  また、身体障害者手帳の交付基準に該当しな

い軽度から中等度の難聴児の子供さんへの補聴

器助成制度については、昨年度から、平成26年

度から県の事業として軽度・中等度難聴児補聴

器購入支援事業というものが始まっております。

寒河江市におきましてもこの制度に合わせて助

成を行っている状況にあります。 

  この県の制度、26年度の実施は、２名の方に

13万5,260円の助成を行っているということで

ございます。この県の制度、今年度35市町村の

うちで24の市町村が実施をしている状況になっ

ております。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 ありがとうございます。 

  また、近隣の地方自治体では、市の図書館で
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障がいのある子の読書や、子供たちの読書の支

援のために、ＤＡＩＳＹ図書を導入して障がい

のある子供のために役立てているところもござ

います。子供の字幕タブレットの導入などにつ

いてお伺いいたします。 

  図書館には、ＤＡＩＳＹ図書を導入し、特別

支援学級にはデジタル教科書の導入について必

要ではないかと考えますが、当局の考えをお伺

いいたします。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 まず、ＤＡＩＳＹ図書につい

てでございますけれども、現在近隣では、先ほ

ど御指摘のように天童市立図書館に設置されて

おります。ＤＡＩＳＹ図書は、パソコン上に映

し出された電子図書の文字、この文字の大きさ

や色調を自由に変えられるというほか、文章に

合わせて音声も流れ、そしてその音量を調整で

きるということでございます。さらに、その音

量を手元の機器のプラスとマイナスのボタンを

押すことで音声の速度を自由に調整できるとい

う、こんな仕組みになっているようでございま

す。 

  ただ、あらゆる図書がＤＡＩＳＹ化されてい

るわけではございませんで、天童市立図書館で

もまだ絵本等40冊が利用できる程度だというこ

とでございます。 

  障がいを持つ方のニーズに合わせてＤＡＩＳ

Ｙ図書をどう普及させていくかということは研

究段階にあると考えられますので、寒河江市立

図書館への導入につきましては先進的に導入し

ている図書館等の実績あるいはニーズ等も踏ま

えながら、検討をさせていただきたいと思って

おります。 

  次に、聞こえに困難さを持つ児童生徒のため

のＩＣＴ機器、この活用についてでございます

が、本市の場合、現在、聴覚障がいによって特

別支援学校あるいは特別支援学級への在籍とい

うものが望ましいと判断されている児童生徒は

おりません。ただ、毎年学校で実施している定

期健康診断というのがございますが、その定期

健康診断において平成27年度、今年度ですが、

今年度は小学生で９名、中学生で３名が難聴と

判定されております。その中で補聴器を使用し

ている児童が２名おりますけれども、いずれも

通常の学習は可能であるということで、必要に

応じて座席の位置を工夫するというようなこと

で配慮をして対応しているところでございます。 

  特別支援教育におけるこのＩＣＴ機器の活用

につきましては、現在研究機関等において鋭意

研究がなされて進められているところでござい

ますので、本市においても聞こえに困難さのあ

る児童生徒へのデジタル教科書あるいはタブレ

ット端末等の活用も含めまして、今後研究をし

てまいりたいなというふうに思っております。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 ありがとうございます。 

  前向きな答弁、本当に心に染み渡ります。軽

度や中度の子供さんにもどうか支援の手を差し

伸べていただきたいと思います。 

  続きまして…… 

○國井輝明議長 古沢議員、少々お待ちください。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は10時55分といたします。 

 休 憩 午前１０時４２分  

 再 開 午前１０時５５分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  古沢議員。 

○古沢清志議員 通告番号15番の18歳選挙権につ

いてお伺いいたします。 

  ことしの６月17日、参議院において全会一致

で可決成立し、６月19日に公布され、施行日は

公布から１年後の来年６月19日となり、来年夏

の参議院選挙から実施されます。 

  18歳選挙権とは、憲法改正の是非を問う国民

投票権を18歳以上の男女に与えることに合わせ
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て、全ての選挙の投票権を18歳以上にするとい

うものであります。 

  選挙権年齢の引き下げは、1945年に25歳以上

の男子から二十以上の男女に変更されて以来70

年ぶり。未来を担う若者の声を政治に反映させ

ていくことが期待されています。今の若者世代

も国の借金を支払っていくわけですから、将来

の政策も若者の声に耳を傾け決めなければなり

ません。 

  現場における主権者教育も必要と考えます。

しかし、教師が政治や選挙にその地位を利用し

てかかわりを持つことが禁止されております。

高校生や大学生といっても政治に対する関心や

社会の認識が低い中、投票に対する判断基準を

どこに持っていったらいいか苦慮すると思いま

す。学校は大切な教育の場所です。その目的に

反しないように、一定のルールが必要だと思い

ます。そこで３点について質問させていただき

たいと思います。 

  今回の改正を受けて、学校ではどのような主

権者教育を行っていくのかお伺いいたします。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 それでは、お答えいたします。 

  学校教育におきましては、教育基本法第14条

第１項におきまして「良識ある公民として必要

な政治的教養は、教育上尊重されなければなら

ない」と規定されております。そういうことで、

小学校から大学までの各学校段階におきまして、

主権者を育成する教育がこれまでも行われてお

ります。 
  具体的には、小学校社会科では国民主権や民

主政治などの基本的な内容について学んでおり

ます。中学校社会科では、人間の尊厳と憲法の

基本的原則、民主的な政治と政治参加にかかわ

る内容等について学習をしているところでござ

います。 
  また、高校では公民科において学習されてい

ますが、今回の法改正を受けましてより主体的

な社会参画の力を育むために、次期の学習指導

要領においては高校の公民科の中に「公共」、

これは仮称でございますけれども、そういう新

科目を創設することなどが検討されております。

文部科学省では、高校生の主権者を育成する教

育の充実を図るために、模擬選挙などの実践例

やワークシートなども盛り込んだ副教材の作成

も進めておりまして、近く全ての高校生に配付

される予定であるとの報道がございます。 
  なお、法改正を受けた小中学校での主権者を

育成する教育につきましては、次の学習指導要

領の改訂の際に本格的に取り入れられていくと

のことでありますので、本市としてもしっかり

対応をしていきたいと考えております。 

  また、主権者を育成する教育における政治的

中立性につきましては、教育基本法第14条第２

項の「法律に定める学校は、特定の政党を支持

し、又はこれに反対するための政治教育その他

政治的活動をしてはならない」という規定がご

ざいますし、義務教育諸学校における教育の政

治的中立の確保に関する臨時措置法、さらには

昭和44年に出されました文部省通知の「高等学

校における政治的教養と政治的活動について」、

そういう通知などを踏まえまして、その確保が

図られてきたところでございます。 

  しかし、学校においては政治や選挙の仕組み

は教えても、選挙の意義や重要性を理解させた

り、社会や政治に対する判断力、国民主権を担

う公民としての意欲や態度を身につけさせるこ

とが十分ではなかったのではないかという指摘

もありまして、今後は政治的中立性を十分に保

ちながら、知識中心の学習にとどまらず、情報

をみずから収集して的確に読み解き、さらに考

察し、互いに議論をし合う、そして判断してい

くというそういう主権者を育成する教育の充実

というものが図られていく、このことが期待さ

れております。 

  本市においても、こういった趣旨を踏まえま
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して、対応をしてきたいと考えております。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 御答弁ありがとうございます。 

  例えば、親は子供を立派に育て、社会に貢献

してもらいたく送り出しております。社会のル

ールは、学校だけでなく、本来親から子へ伝え

ていくことが最も大切なことなのではないかと

思われます。しかし、選挙制度となるとなかな

か難しい点もあります。例えば、入院している

とき、また郵送で投票するときなど、投票に際

してもいろんなパターンがあり、親が教えるこ

とも不安があります。この選挙制度が変わった

今日、改めて選挙について教育するのも、投票

率を上げることに役立つのではないかと思いま

す。 

  そこでお伺いいたします。教員だけではなく

て、外部からの支援も必要ではないかと思いま

すが、当局の考えをお伺いいたします。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 お答えいたします。 

  子供たちが社会の中で自立して、他者と連携、

さらに協働しながら生涯にわたって生き抜く力

や地域の課題を解決していく、そういう主体的

にそういった課題解決を担うことができる力を

身につけられるように、個々人の直面する課題

とか社会のさまざまな課題に対応した主権者を

育成する教育というものを充実させていくこと

は、大変大切なことだと思います。 

  しかし、御指摘のように主権者を育成する教

育というのは、行政や教育機関はもちろんのこ

と、政党、学会、経済界あるいはメディア、Ｎ

ＰＯ、そして何よりもお話にありましたように

各家庭など社会全体で取り組むべきものと思っ

ております。 

  そのような中、有権者である子供たちの意識

を醸成する、そのために出前授業や模擬選挙、

子ども議会あるいは明るい選挙啓発に係るポス

ター、習字、標語の募集などさまざま関係機関

等によって取り組みが行われております。本市

でも各小学校の６年生の代表によります子ども

議会を寒河江市商工会青年部が中心になりまし

て開催をしたり、寒河江市独自の取り組みとし

て中学校３年生を対象に子供の声を市政に届け

る市長への手紙の取り組みも行われていること

でございます。御承知のことかと思います。 

  また、さらに山形県選挙管理委員会では高校

や大学で選挙啓発のための出前講座を開いて、

スライドを使った講義あるいは本物の投票箱を

使った模擬投票なども行っておりますので、こ

のような取り組みも学校教育を支援するものと

捉えております。 

  このほかにも関係機関等による主権者を育成

する教育にかかわる取り組みというのは多様に

行われておりますけれども、基盤となる各家庭

や社会全体における大人の役割も大きなものが

あるというふうに思っております。 

  今、議員御指摘のように、今回の選挙権年齢

を18歳以上に引き下げるという改正は、有権者

の対象を広げるということだけではなくて、主

権者の意識を若者にとどまらず、社会全体に広

げる契機になることが期待されている、こんな

ふうに思っているところでございます。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 ありがとうございます。 

  ただいま学校教育における模擬選挙なども考

えているというようなことを伺いましたけれど

も、いつごろされる予定なのかお伺いしたいと

思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 学校でその主権者を育成する

教育がいつごろからかというふうな御質問でご

ざいますけれども、この主権者を育成する教育

というのは、さきにお示しいたしましたように、

これまでも小学校、大学までの各学校段階にお

いて行われてきております。そのような中でご

ざいますけれども、今回の公職選挙法の改正に
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伴いまして、早ければ来年の夏の参議院通常選

挙には18歳以上の高校生も投票を行うことにな

るとの報道もなされておりますので、このこと

を考えれば、児童生徒はもちろんでありますけ

れども、特に高校生に対して主権者を育成する

教育の推進というものを図ることは喫緊の課題

だと思っております。 

  そこで、高校では文部科学省が近く全ての高

校生に配付予定であります副教材を活用しなが

ら、現行の公民の学習の中で主権者を育成する

教育の充実が図られていくというふうに思いま

すし、また高校だけの問題ではございませんの

で、小学校や中学校においても社会科の公民的

分野の学習はもちろんのこと、児童会や生徒会

といった自治的な活動などさまざまな教育活動

の機会を通して主権者を育成する教育の充実を

一層図っていくよう検討してまいりたいと思っ

ております。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 大変わかりやすい御答弁ありが

とうございます。 

  年齢が18歳、19歳といいますと、地元に住所

を残したまま進学する学生さんも多く見られま

す。不在者投票や期日前投票を大いに活用して

いただき、選挙の投票率アップに尽力していた

だきたいと思います。 

  以上をもちまして私の一般質問を終了させて

いただきます。ありがとうございました。 

 

渡邉賢一議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号16番、17番について、

４番渡邉賢一議員。 

○渡邉賢一議員 初めに、５月の連休以降、私は

個人的ではありますけれども、テレビ東京とい

う番組会社の制作の「バッ地理ゼミナ〜る」、

ごらんいただきたいと思います〔資料を示す〕、

の本市のさくらんぼのＰＲ番組の創作に協力さ

せていただきました。７月15日のゴールデンア

ワーに全国にオンエアされまして、本件では８

月15日にＹＢＣで放映されたところでございま

す。 

  市民の小学生からお年寄りまで、農家の方が

中心でしたけれども、多くの方々が協力をして

出演され、さくらんぼの特産地に適した地形や

気候を本市出身の井上勘兵衛氏初め偉大な先人

たちの御苦労や、おしんに象徴される忍耐強い

県民性、市民性など地理、歴史、農業、社会全

般について科学的に研究、分析した特別番組が

放映されたところでございます。ぜひ小中学校

や公民館などで活用していただきたいというふ

うに思っています。 

  さて、戦時中は戦地に送る食料が最優先され

たために、農家、特にさくらんぼ農家などは果

樹を伐採させられたこと、長岡山が食料供給の

大根畑、芋畑になったことや松林、何千本とあ

った松を使って戦闘機の燃料にしたことなど、

不幸な歴史も経て特産地の形成に努力されてき

たことを我々は忘れてはならないというふうに

思っています。 

  さくらんぼのお祭りの多くのイベントの大成

功、これから寒河江まつりなどがございますけ

れども、その成功祈願とあわせて私は通告した

とおり戦争法反対と平和行政の推進について、

屋外競技スポーツのさらなる振興と生涯健康長

寿社会の充実についての２点について御質問、

提言をさせていただきたいというふうに思いま

す。 

  通告番号16番の戦後70年の節目に当たる今年

度の平和行政推進についてでございます。さき

に遠藤議員が質問されましたので、重複しない

ようにお聞きをさせていただきたいと存じます。 

  １つ目、非核三原則の遵守、不戦の誓いを新

たにし、市民の平和な暮らしを守るための「ピ

ースアクションさがえ」、これは仮称でありま

すが、これについてでございます。 
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  平和都市宣言当時からこれまでの平和行政に

ついては、先ほど市長から一部御説明がござい

ましたけれども、私ども社会民主党市民連合初

め全国各地で今国会で審議されている国際平和

支援法案と平和安全法制整備法案、この２法案、

いわゆる戦争法案のことについて、全国各地で

抗議行動が行われております。昨日も多くの国

民が参加をしたということで報道されておりま

す。 

  特に、18歳前後の選挙権をこれから与えられ

ようとしている高校生、大学生などが参加して

いるわけです。ＳＥＡＬＤｓという組織なんで

すけれども、ＳＥＡＬＤｓ東北も先日結成をさ

れまして、私たちも黙っていられないというよ

うな声を上げていることは御存じかというふう

に思っています。本市で開催された西村山集会

でも、先ほどありましたとおり、200名以上の

多くの市民の皆さんが結集されたというふうこ

ともありまして、ぜひ市長には重く受けとめて

いただきたいというふうに思っております。 

  今の審議の状況、本当に目が離せないわけで

すけれども、これに対して本議会に対しては６

月の定例会に引き続き市民の代表から強行採決

などをしないで真摯で慎重に審議すべきだとい

うような請願も出されているわけでございます。

憲法学者や有識者の多くが憲法違反であるとい

うことを指摘し、立憲主義を無視したものであ

るから、直ちに廃案にすべきであるというよう

に言われております。 

  昨日告示されました山形市長選挙、これも全

国的に注目を浴びているわけですけれども、こ

の中でも戦争法、賛成か反対かというような争

点も出されているということで、非常に大きな

問題だというふうに思っています。 

  市民の平和な暮らしを脅かし戦争への道を突

き進むことになる、戦争ができる国でなくて戦

争をする国になってしまうということになりま

して、すくすく育ったさがえっこたちが近い将

来、戦場に送られることになる。このことは、

本当に我々としても、親としてもそうですし、

多くの皆さんが心配していることであります。

奨学金返還免除などで経済的なインセンティブ、

いわゆる動機を与えることによって、自発的に、

主体的に自衛隊員になろうと、あるいは国防軍

であれば軍人になろうというふうなこうした募

集に応募するように仕向けるような、こうした

経済的徴兵制についても多くマスコミで報じて

いるわけでございます。 

  こうした一連の暴挙といいますか、そして戦

争法案の問題については今申しあげたとおりで

ありまして、明確に反対を示すべきだというふ

うに思っています。市長は、平和首長会議の全

国の会議の一員でもあられます。市長の基本的

な御見解をお伺いしたいというふうに思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 渡邉議員から、現在参議院で審

議されております安全保障関連法案についての

考え方はどうかという御質問でありますが、こ

の法案は御指摘のとおり我が国の平和にかかわ

る、そして国民全体にかかわる大変重要な法案

であるというふうに思っております。そして、

先ほど来ありましたとおり、反対する市民団体

のデモ集会などが報じられておるわけでありま

すし、また寒河江市内でも１日にはデモが行わ

れたということも承知をしているところであり

ます。また、憲法の解釈などについても議論が

ある、多く沸き上がっておるということも承知

をしているところであります。 

  やはり国民の声に真摯に耳を傾けながら国政

を運営していくということが大変大事なことだ

というふうに思いますし、国民の生命と平和を、

そして暮らしを守っていくというのは、やはり

国の責務だというふうに思います。ぜひ、この

法案に対してはさらに国会の中において議論を

深めていただく。そして、国民が納得いくよう

な丁寧な説明をしていただく必要があるという
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ふうに思っているところであります。 

  私は、これまでも機会あるごとに申しあげて

まいりましたが、核兵器のない平和な社会を守

り、後世に伝えていくというのが私たちの使命

であるという思いを常に持ちながら市政運営に

携わらせていただいているところでありますの

で、渡邉議員にも御理解をいただきたいなとい

うふうに思います。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 明確な反対という表明はないわ

けでございますけれども、私はしっかり、この

平和都市宣言にあるとおり不戦の誓いをしっか

り市民の皆さんに示すことが大事だというふう

に思っています。 

  戦後40年の節目を前に制定された本市の平和

都市宣言、1984年当時から30年間の歴史がござ

います。私、市民の皆さんもいろんな形で平和

行政に対して参加をしたり、いろんな関心を寄

せたりする機会があったと思いますが、これま

での事業実績、短期の分については先ほど伺い

ましたけれども、ぜひこの間の実績について教

えていただきたいし、その中でもぜひ前向きな

さらなるアクションをもっとどのように考えて

いるかも含めてお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ただいま渡邉議員から御指摘あ

りましたとおり、寒河江市におきましては昭和

59年の７月に平和都市宣言を行って、市民の生

命や身体、財産を守り、市民が平和で健全な社

会生活を営むことを第一にということで市政運

営がこれまで行われてきたというふうにも思っ

ているところでございます。 

  そうした中で、これまでの取り組み状況、か

いつまんでということに申しあげますが、先ほ

ど近年の取り組み状況については遠藤議員のほ

うにもお答えをしましたので、それ以外の部分

についてお答えをしたいというふうに思ってい

るところであります。 

  平成７年には戦後50年という節目の年であり

ましたので、戦争と平和をテーマにした高校生

による座談会などもさせていただいたところで

ございます。それから、ただいま御指摘ありま

したとおり、平成25年４月には核兵器のない平

和な世界を実現することを目的とした平和首長

会議に加盟をさせていただいているところでご

ざいます。それから、戦没者追悼式、平和を考

える展などのパネル展、アニメ上映、さらには

平成23年には広島原爆投下をテーマにした演劇

の公演などもさせていただいているところでご

ざいます。さまざまな機会あるいは節目を通し

て、戦争と平和を市民の皆さんに改めて考えて

いただく、あるいは平和のとうとさを訴えるよ

うな事業についてこれまで実施してきたところ

でございます。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。 

  私は、いろんな形で、遠藤議員からもありま

したけれども、いわゆる戦争遺跡とか遺品、防

空壕とか戦時中の貴重な資料などを、これは物

を残すということが大事でありまして、歴史的

な文化遺産にして、しっかり市でもっともっと

かかわっていくべきだというふうに思っていま

す。先ほど件数もお聞きしましたけれども、非

常に桁違いではないかなというぐらいにちょっ

とびっくりしてしまったところです。 

  私も本市の戦没者追悼式のほうに参列させて

いただいて、戦地からの手紙という西長少尉が

お母様に宛てて送られた……。本当に涙がとま

らなかったですね。あれを私も拝見、拝聴いた

しました。その後、御遺族に会う機会がありま

したけれども、映画「永遠の０」のような美し

い、美化したものではないというふうに遺族の

方は語っておられました。敗戦後70年において、

風化させたり、美化したりというふうなことは

だめだというふうなことで、しっかり保存も含

めて取り組みを進めていくべきだという市民の
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声は高まっております。戦後70年を契機に、二

度と戦争の過ちや悲劇を繰り返さないため、広

く市民の皆さんに貴重な写真とか記録の御提供

を求めてはいかがでしょうかというふうなこと

です。 

  先週土曜日に私も、西根地区戦没者追悼式と

いうのがありまして、参加させていただきまし

た。その後に御遺族の方に伺って、日中戦争で

戦死された方、西根村の村葬ですね、これがあ

ったというふうな貴重な写真を拝見いたしまし

た。1939年、昭和で言うと14年９月９日の村葬

でありました。そういうふうな現存している戦

争の爪跡とか防空壕とかさまざまな遺跡も含め

てなんですけれども、こうしたものは市報とか

ホームページということもあったんですけれど

も、さくらんぼ大学などの講座にして、しっか

りそこに多くの皆さんを呼んで広めてもいいん

じゃないかというふうに思うんですけれども、

これについてはいかがでしょうか。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 まず、市民に写真や記録など

の提供をという御質問でございますが、遠藤議

員の御質問にもお答えいたしましたけれども、

戦争関連関係資料につきましては市史近代編の

中の太平洋戦争の記述に際して多数の貴重な写

真とか資料を市民の方々から提供いただいてお

りまして、調査をした上で市史に掲載しており

ます。 

  教育委員会といたしましては、引き続き市史

編さん事業の中で本市の貴重な歴史資料の収集

及び記録の保存に努めて、後世に継承してまい

りたいとこういう考えでおりますので、御理解

をいただきたいと思います。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 先ほどちょっと提案した、さく

らんぼ大学なんていうところも一つのきっかけ

になるんじゃないかということについてはいか

がでしょうか。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 確かに、さくらんぼ大学の中

で歴史講座のような学部がございますけれども、

それは受講する方々の声なども考えながら、聞

き入れながら、今後いろいろな学部のあり方、

そんなところも検討していきたいと思います。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 私もさくらんぼ大学に入学させ

ていただいて、歴史学部の受講生でございます

が、そうした昭和の歴史については残念ながら、

古代史とか中世、この辺は非常に専門的にされ

るわけですけれども、近代史、特に昭和史につ

いてはまだまだたくさんの知りたいという声が

大きいというふうに思いますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

  次に、戦争体験者から語り継がれる史実の記

録、保存については、先ほど遠藤議員の御答弁

にもございましたので、市史編さんというふう

なことも今ございましたけれども、ぜひ対象者

というか御遺族や戦争体験者が御高齢になって

いるというふうなこともあり、そんなに時間が

ないというふうなことで、お話をお伺いしたい

んだといっても壮絶な戦歴とか悲惨な思い出が

よみがえってきて、せっかく忘れようとしてき

たのに思い出したくないというふうに言って断

られる方も多いわけでございます。したがいま

して、執筆していただけるのであればその原稿

を依頼したり、可能な限りビデオ撮影とかそう

したことで後世に残していく、そうした努力が

必要だというふうに思うんですけれども、いか

がでしょうか。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 これも遠藤議員の御質問にお

答えいたしたところでございますが、ことし８

月の市立図書館での戦争の体験談を聞くつどい

というものを開催したわけでございます。体験

をした２人の市民の方から体験談をお話しいた

だいたところであります。 
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  このような事業というのは、生の戦争体験を

語り継ぐという意味で極めて大事なことだとい

うふうに思いますし、今後も開催をしていきた

いというふうに考えております。ただ、一方で

今回お話ししていただいたお二人にも大変御負

担をおかけいたしましたけれども、事業を行う

上で戦争体験者の高齢化ということも大きな課

題であると思っているところでございます。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。 

  ぜひそうしたことから、時間がないというふ

うなことは共有させていただいて、ぜひ前に進

めていただければというふうに思いますので、

よろしくお願いします。 

  この項目の最後になりますけれども、小中学

生に対する昭和歴史教育と平和教育のさらなる

推進に向けてでございます。 

  まず、先ほど他市の取り組みなど、特に米沢

市などの例が御答弁あったわけですけれども、

南陽市は既に沖縄への派遣なども取り組んでい

るというふうなこともありましたので、御確認

をしていただければというふうに思います。 

  市内の小中学生向けの講座というふうなこと

をぜひ御提案したいというふうに思います。さ

くらんぼ大学とはまた別に、小中学生向けに、

いかに戦時中は市民生活が大変だったかという

ふうなこと、また戦争が一度起きてしまえばど

んなことになってしまうんだというふうなこと、

これらを後世に語り継ぐことは今生きている

我々の使命であって、戦争で命を落とされた先

人への供養であるというふうに考えています。 

  また、中学生、高校生向けのそうした派遣事

業についてもそうなんですけれども、ぜひ青少

年平和の旅とか国際姉妹都市との文化交流など

を通じて、青少年草の根平和交流などを実施し

ながら、特にこれから大人になっていく子供た

ちに対する教育について、現地を見なければわ

からないことはたくさんありまして、そこをぜ

ひ進めていくべきだというふうに思うんですけ

れども、いかがでしょうか。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 まず、小中学生向けの昭和史、

昭和の歴史の講座ということでございましたが、

まずそれにお答えしたいと思いますけれども、

先ほど来申しあげておりますように、例年市立

図書館で平和に関するアニメ上映会とか原爆パ

ネル展とか、あるいは戦争と平和に関する図書

の企画展示、こういった平和関連事業というも

のを実施しております。そして、ことしは体験

談を聞く集いというものを開催したところでご

ざいますけれども、小中学生にも戦争を知る機

会を提供できたものと思っております。 

  お話にありました小中学生向けの昭和の歴史

講座、この開催につきましては、地区公民館で

開催しております少年教育講座、こういったも

ので取り上げることができないか検討してみた

いと思っております。 

  それから、派遣事業として市内の中高生向け

に沖縄、広島などを訪問するというこういう御

提案でございましたが、中学、高校生の広島等

の訪問につきましては、これも遠藤議員の御質

問にもお答えしたとおりでございますが、さま

ざまな課題があると思っておりますので、今後

研究をさせていただくことで御理解をいただき

たいと思います。 

  つけ足して申しますと、平成25年度に陵南中

学校において戦争末期の沖縄を舞台にした劇団

トマト座というところの「ひめゆり」という演

劇教室を開催しております。生徒たちにとって、

平和の大切さとか生命の尊厳とか、こういうも

のについて考えてもらうきっかけになったなと

いうふうに思っているところでございます。平

和教育ということでは、こういう授業も効果的

なのではないかと感じたところでございます。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。 
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  私は、戦後70年の節目の年だというふうなこ

とで、もっともっとこれを契機に、今後に悲惨

な歴史を語り継ぐ、そうした行動、アクション、

そういったものをもっともっと進めていく必要

があるというふうに思いますので、今教育長の

ほうからも御答弁ありましたけれども、ぜひ今

後の検討については前に進めるような形でぜひ

お願いしたいというふうに思っております。 

  続きまして、通告番号17番でございます。屋

外競技スポーツのさらなる振興と生涯健康長寿

社会の充実についてでございます。 

  寒河江公園、長岡山、以前は盾であったとい

うふうなことも書かれているわけですけれども、

これについて今、都市計画マスタープランの見

直しの時期にもなっているわけですけれども、

ここの問題、課題についてでございます。 

  昨年９月議会で新宮先輩議員の一般質問のや

りとりを踏まえた質問をさせていただきたいと

いうふうに思います。 

  １つ目は、地域ワークショップ、座談会、パ

ブリックコメントなどによって意見集約がなさ

れ、計画がつくられたというふうな御説明なん

ですけれども、その中身についてでございます。

寒河江公園再整備計画作成段階においては、多

くの市民の皆さんから出された意見があるとい

うふうなことでありますけれども、件数の総数

は一体何件だったかというふうなことです。 

  ホームページのほうに、パブリックコメント

は７件ありましたよというふうな表示がされて

いるわけですけれども、このパブコメの内容の

公開などは一切なく、どんな市民がどんな意見

をされたかなんていうのは一般の皆さんはわか

らない状況であります。市民の皆さんからは、

夜間照明一つにしても花に光を当てるのも大事

だけれども、人間にも当ててくれというような

切実な声が多いわけであります。およそ１カ月

だけのイベントに対する、これは不満でありま

す。ツツジゾーンだけでなくて、花木林の花咲

かゾーンの整備も今後行っていくんだというふ

うな御答弁もありましたけども、１カ月しか照

明がつかないようなところで、なかなか市民に

愛される公園づくりというのはいかがなものか

というふうに思われます。 

  したがいまして、ぜひ計画の段階でのそうし

た御意見の中身などについて御質問をさせてい

ただきたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 まず、平成25年の６月にこの寒

河江公園の整備基本計画というのを策定させて

いただきましたが、その策定の際には市民の皆

さんを対象にしたワークショップ、それから説

明会などをそれぞれ２回ずつさせていただいた

ところでございます。また、途中経過におきま

しては、定例議員懇談会などで議員の皆さんに

も御説明をして、御意見を頂戴して、その後パ

ブリックコメントをさせて、また御意見を頂戴

したということであります。 

  市民の皆さんからワークショップ、それから

説明会などで出された意見としては、大型車が

利用しやすいアクセス道路や駐車場の整備、そ

してツツジを含めた四季を通して楽しめる公園

の整備、運動施設の充実、それから子供たちが

楽しく遊ぶことのできる場所の整備、トイレ・

ベンチなど公園整備の充実などの御意見がござ

いました。 

  それから、議員御指摘のパブリックコメント

については７件の御意見がございました。説明

を申しあげますと、１つは野球場のスコアボー

ド、フェンスなどの整備の充実、それから２つ

目は遊歩道の整備、３つ目はスポーツ活動の振

興拠点に位置づけての公認トラックとクロスカ

ントリーコースの整備、４つ目が長岡山から眺

望を楽しむことのできる場所の設置、５つ目が

既存特性を生かした身近な自然空間づくり、６

つ目が冬場、冬期や悪天候に対応できる子育て

を支援するための大規模な屋内遊戯施設の建設、
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７つ目がさまざまな人がイベントを開催できる

ようなスペースの確保などということで、７つ

の御意見がありました。 

  市としては、さまざまな御意見をいただいた

中で、これからの具体的に実現可能性の高い内

容などを検討させていただいて整備をしていく

ということで、基本計画を策定したところでご

ざいます。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。 

  ７つのパブコメの簡潔な御説明もございまし

たけれども、３番目は私が実は御提案をさせて

いただいたものでありました。特に、スポーツ

活動、公認グラウンドとか陸上競技場もそうな

んですけれども、そうした施設の整備について

はまだまだ不十分ではないかというふうな御意

見を申しあげたつもりでございました。なかな

かホームページをクリックしても公開されない

ということで、非常に不信感を持っていた一人

でもございましたけれども、今明らかになった

のでちょっとだけ安心しました。 

  都市公園整備における優先順位というのは、

当然今回重点プロジェクトということで一くく

りあるわけですけれども、果たして投資効果と

いうふうなこともありますが、一般市民にはい

わゆる整備の重要性というところがなかなか理

解されていないというふうなところはございま

す。 

  都市公園については、特に年間１回も行った

ことがないなんていう人も中にはいらっしゃる

かもしれないし、私はもう１日に２回行くとき

もありますけれども、そうやって使っている人

もおります。そこのいわゆる基準ですね、緊急

性とか必要性、熟度、効果については、４つの

判断基準ということで、これは道路や側溝整備

の中で優先順位基準があるわけですけれども、

都市公園についてどのようにお考えなのか。 

  つまり、昨年の市長答弁では、その時々の状

況に合わせ、重点プロジェクトの事業は必要性

なども含め見直していくんだというふうなこと

もあったわけでありまして、私はその答弁をお

聞きして、録画でお聞きして、今出されている

アクセス道路の位置や駐車場の確保などについ

ても、この重点プロジェクトになっているわけ

ですけれども、県立寒河江高校の旧体育館の跡

地の更地部分や県成人病センターの移転などが

新たに出てまいりまして、新たな土地利用につ

いても検討すべきでないかというふうな声が出

されています。特に、用地取得なんていう形じ

ゃなくて、１カ月であれば臨時駐車場として借

り上げることも選択肢としてはあるんじゃない

かというようなことも市民から出されておりま

して、こうしたところについて御見解を伺いた

いと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 長岡山、寒河江公園の整備とい

うのは、重点プロジェクトの一つに位置づけて

おるわけでありますが、この重点プロジェクト

というのは、御案内のとおり新第５次振興計画

の中のプロジェクトということであります。新

第５次振興計画は、27年度までの計画期間のプ

ロジェクトということになっているわけであり

ますので、今新しい計画を検討中でありますが、

そういった中で今後このプロジェクトについて

どういうふうに引き継ぐかというのは、今は検

討中でありますが、そういった中で基本計画と

いうものをつくらせていただいて、山全体を６

つのゾーンに分けて整備を図っていくという基

本計画をつくらせていただいたところでありま

す。そういう意味で、基本計画、大変期間も長

く、あるいはまた経費もかかっていくという計

画になっておりますから、そういう意味では優

先順位を決めて整備を進めていくということは

当然必要になってきたところであります。 

  これは、先ほど御指摘のあった公共事業の整

備優先順位基準とはまた別に、プロジェクトの
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中で優先順位を決めていくということにしたと

ころでありまして、そういった中でやはりアク

セス道路の整備、そして駐車場の確保というの

が最優先に取り組んでいくべき事業なのかとい

うことで、優先的に進めさせていただいている

ところであります。 

  特に、アクセス道路の整備については、少し

そういう環境が変わってきたので見直しをすべ

きではないかなどという御指摘もいただいたわ

けでありますけれども、我々としても必ずしも

１回決めた計画に固執しているわけではありま

せんし、またそういう状況の変化なども十分踏

まえた上で整備を進めていくことについて常に

見直しをしていっているところであります。 

  そういった意味で、現在進めているアクセス

道路のルートあるいはそういう場所などについ

ては、当初予定した計画で進めていくことに支

障はないというふうにも思っているところであ

りますので、御理解を賜りたいというふうに思

います。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ちょっとここでなかなか理解で

きないのは、重点プロジェクト、これは当然大

事だというのはわかりますし、ランドマーク的

な位置づけというのもわかるんですけれども、

一般市民の皆さんはやっぱり通勤、通学、いわ

ゆる生活道としての優先度のほうがずっと高い

わけでありまして、例えばアクセス道路一つに

してもそこを使って通学できるとか、通勤でき

るなんていうふうなところには、残念ながら、

できなくないかもしれませんけれども、ほとん

どつつじまつりやそのイベント、その他ぐらい

しかちょっと活用できないのかなというふうな

ことで、本当にその辺も含めて振興計画の策定

の中でも議論をすべき課題であるというふうに

思っています。 

  寒河江公園の再整備計画については、その中

で市陸上競技場、そして市野球場という体育施

設があるわけですけれども、非常に改修リニュ

ーアルというふうな声があるにもかかわらず、

先送りされたり消えたりしているわけです。市

民の関係者からお聞きしたところ、過去に陸上

競技場は天童に行けと、野球場は河北町や中山

町にあるから整備不要なんだということが言わ

れてきたそうです。若者の定住や人口減対策を

今必死になってやっている中で、こうしたハー

ド整備不要論はますます人口流出に拍車をかけ

る一因ではないかというふうに言われているわ

けでございます。 

  実際、天童や山形に行った私の後輩なども、

そっちにうちを建てた人も多いです。スポーツ

で長岡山をもっとにぎやかにできないかという

ふうなこともぜひ検討していただきたいという

ふうに思います。 

  その中で、市陸上競技場を多目的運動広場に

する計画があるわけですが、陸上競技場として

の機能は一体この計画の中でどこに行ってしま

ったんだというふうな声が高まっています。60

年前につくられた300メータートラック、昔は

草競馬などもされていたというふうなことです

けれども、非常に老朽化が進んでおりまして、

30年ほど前から既に競技場として公認グラウン

ドにはならない。いわゆる400メータートラッ

クが基準になって、これまでの競技大会は大江

中や寒河江高校のグラウンドをやむなく借用さ

れてきたというふうな経過がございます。 

  中体連の大会は、いろんなジャンボタクシー

とかバスを使って、天童の総合運動公園のＮＤ

スタジアムまで行っているわけですよね、今。

西村山郡内では競技ができないというのも甚だ

残念でありまして、東京オリンピックにあれだ

けの予算をつぎ込むという国とか東京都の姿勢

もありますので、これを契機に現在の競技場を

しっかりと全天候型400メータートラックに全

面改修するか、あるいは市有地があるわけです

ので、そこを活用して新設すべきというような
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声がございます。 

  例を申しあげますと、北村山管内の中学校、

何校かあるわけですけれども、もう20年ほど前

から中学校のグラウンドがそういう400メータ

ートラックで全天候型になっているということ

もございまして、西村山は何一つないというよ

うなことも郡外の方から言われているような状

況がございます。これについて、ぜひ前向きな

御答弁をお願いしたいというふうに思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 まず、市の陸上競技場の利用

状況でございますけれども、さくらまつり等の

駐車場としての利用が43回と最も多くございま

す。次に幼稚園や町内会の運動会の利用、３番

目には市営野球場の練習会場として使用されて

いる。また、陸上関係では県ジュニア駅伝の練

習に６回ほど使用されていると、こんな状況で

ございます。 

  さて、市内には公認されている陸上競技場と

いうのは、第４種公認であります県立寒河江高

校の運動場がございまして、６月の西村山陸上

競技県選手権大会、あるいは９月の西村山地区

秋季陸上記録会などで使用されております。ま

た、６月の西村山中学校総合体育大会陸上競技

の部につきましては、天童市にあります山形県

総合運動公園陸上競技場で開催されているとい

う状況。 

  このような現状を考えますと、市の陸上競技

場の整備につきましては、一定の必要性も認め

られるというところでありますが、一方ではこ

れからの人口減少あるいは財政面などの側面か

らの検討も必要でありまして、市民の皆さんの

声をお聞きしながら今後の課題とさせていただ

きたいと思います。 

○國井輝明議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時といたします。 

 休 憩 午前１１時５６分  

 再 開 午後 １時００分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 休憩前に御答弁いただきました

けれども、人口減少の面からもこれから検討さ

れるというふうなことでありました。平成27年

度教育委員会の事務事業点検評価報告書により

ますと、体育施設整備事業ということで33ペー

ジに拡充と、今後の対応については拡充という

ふうなことも出されておりまして、ぜひそこも

含めて検討をお願いしたいというふうに思いま

す。 

  さて、昭和41年につくられました市野球場の

改修計画というものが今後終わりなのかどうか、

お聞きしたいと思います。 

  山形市営球場については、マスコミで報じら

れているように移転、新築をするというような

ことがございました。もし、可能であれば山形

市営球場の移転によって発生する中古備品など

も活用すべきではないかというふうな声も上が

っております。 

  あと、市内外の障がい者や高齢者が段差のな

いフラットなコース、いわゆる芝生とかウッド

チップなどを使った長岡山のクロスカントリー

コース、こうしたものも要望されております。

障がい者である弱視の方や車いすを利用される

方々にとって、利用しやすいバリアフリーの公

園に整備すべきというふうなところも再整備計

画の視点の中で出されておりまして、ぜひクロ

スカントリーコース、いわゆるクロカンについ

てもそういった点を含めて整備をお願いしたい

というふうに思います。 

  最後に、改修や新設整備については現在も維

持管理面で雇用されておりますシルバー人材セ

ンターの方々の雇用をさらに拡大できるように

要望書なども出されておりますので、考慮して

いただいて、雇用の場というふうな創出も必要

だというふうに思いますが、御見解を伺いたい



 - 103 - 

と思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 市の野球場の改修整備計画とい

うことでありますが、基本計画の中で記載をし

ておりますのは老朽化した野球場のスコアボー

ドの新設、さらにはダッグアウト、バックスタ

ンド、それから観客席などの更新、それからあ

わせて既存のトイレのバリアフリー化などとい

うことで、今の基本計画の中では計画をしてい

るところでございます。 

  この公園全体の基本的なコンセプトとして、

やはり御指摘にもありましたように、ユニバー

サルデザインというものを導入して、障がい者

の皆さんあるいは高齢者の皆さんにも優しい公

園を目指していきたいというふうに考えて、そ

ういったことを踏まえて整備を実施してまいり

たいというふうに思っているところであります。 

  クロスカントリーコースの新設という御提案

もありましたけれども、現在の基本計画には載

っておりませんけれども、今後いろんなニーズ

などもお聞かせいただいて、研究をしていきた

いというふうに思っているところであります。 

  それから、シルバー人材センターのさらなる

活用ということで、現在も主にシルバー人材セ

ンターのほうにお願いをして維持管理していた

だいておりますが、さらに公園の整備が充実し

ていくことになれば、さらにその維持管理の方

法などについても充実をしていかなけりゃなら

んというふうに考えておりますので、そういっ

た際には、シルバー人材センターのさらなる活

用などについても十分念頭に置きながら検討し

ていきたいというふうに考えております。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。 

  特に、クロスカントリーコースなどはなかな

か平野部にはないわけでありまして、今、蔵王

の坊平とか西川町の弓張平、こっちまで行かな

いと練習ができないというふうなこともありま

して、立派なコースができれば大型バスを何台

でも連ねてこちらにいらっしゃる方が多いと思

います。ぜひそういった面も含めて御検討をい

ただくようにお願いしたいと思います。 

  さて、次に、原発再稼働に反対する趣旨から

も太陽光や小水力発電などによってスポーツ施

設の夜間照明のさらなる拡大について御質問を

させていただきます。 

  市の施設、特に既存スポーツ施設については、

夜間照明で自然エネルギーがどの程度活用され

ているかわかりませんので教えていただきたい

と思います。 

  今、やりとりさせていただいている寒河江公

園や西根公園などにももっと拡大し、活用すべ

きだというふうな声が上がっているところです。

特に、現在の陸上競技場については、照明がな

く夜間トレーニングもできないと、県縦断駅伝

の選手の皆さんからも非常に残念な声が上がっ

ています。これは、警察当局の防犯上も問題が

あるというふうにこれまでも指摘されてきたと

ころでありまして、早期に整備が必要だという

ふうに思っております。 

  さらに、自然エネルギーを有効活用して、屋

外スポーツトレーニングができる場所の確保と

いうふうなことで、１点だけ御提案申しあげま

すと、文化センターの駐車場の外周などを利用

して、自然エネルギーを活用した夜間照明、ま

た融雪によって冬期間でもランニングコースや

ウオーキングコースなどが確保できるように進

めていってはどうかというふうなことも出され

ておりますので、あわせて御見解をお聞きした

いと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 何点か御質問ございましたが、

まず初めに自然エネルギーの活用についてでご

ざいますけれども、現在市のスポーツ施設にお

きましては夜間照明に太陽光発電を活用してい

るのが、グリバーさがえにおきまして照明灯の
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８基、それから２カ所のトイレでの換気に活用

しております。自然エネルギーの活用を図ると

いうことは、地球温暖化の防止などの自然環境

の保護の観点からも大切なことだと思います。

一方では、導入コスト等が高いということがご

ざいます。グリバーさがえにおいては、設置場

所が河川敷地内であることの事情から夜間照明

などに太陽光発電を採用しておりますが、他の

施設では経済性や明るさを考慮し、電気事業者

からの電力の供給による照明灯を採用している

ところでございます。 

  今後、スポーツ施設への太陽光発電などの自

然エネルギーの採用につきましては、現時点で

はコスト面から課題も多いものと考えておりま

すので、御理解をいただきたいと思います。 

  それから、２つ目は陸上競技場の夜間照明の

問題でありますが、市陸上競技場の夜間照明設

備につきましては、利用者の声をお聞きしなが

ら、その必要性を検討してまいりたいと考えて

おります。 

  最後に、ランニングコースでございますが、

文化センターの駐車場の外周部、現在ランニン

グコースとしての幅がないために改修をして、

ランニングコースの幅を確保することとなりま

す。しかし、これによりまして、現在でも駐車

可能台数が少ない現状にありまして、さらに駐

車可能台数が減少するということで、催し物な

どの事業に影響が生じることが考えられます。

また、ランニングコースが駐車場の外周となる

ことから、駐車場に出入りする車とランナーが

交差してしまいまして、安全上の問題などが生

じるということが考えられます。こうしたこと

から、文化センター駐車場の外周へのランニン

グコースの整備はなかなか難しいものと考えて

おります。 

  なお、市民体育館の２階にランニングコース

もありますので、ぜひこちらのほうの活用もい

ただければと考えております。 

○國井輝明議長 渡邉議員に申しあげます。 

  一般質問は一問一答で行うようになっており

ますので、よろしくお願いいたします。渡邉議

員。 

○渡邉賢一議員 それでは、次の市民のいきいき

健康づくりと生涯スポーツの普及について御質

問をさせていただきます。 

  １つは、「市民歩け歩け運動」とか「市民ラ

ジオ体操」を復活させ、あるいは今つくられて

いる「市民歌のびのび体操」の普及、またシニ

ア向けの介護予防ということで、いろんな心身

の健康づくりについてもっと具体的に前に進め

ていくべきというふうな市民からの声がござい

ます。 

  「健康さがえ21」における運動量の増加、プ

ラス1,000歩、プラス10分というふうな数値目

標などが出されていますけれども、こうしたと

ころをどうやってクリアしていくかというふう

なことや、現在環境音楽しか流れていないこの

防災無線の活用なども視野に取り組みを進めて

いってはどうかというふうな声がございますけ

れどもいかがでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 生涯を通して心身ともに健康で

生き生きと暮らすというのは、どなたも願うこ

とでありまして、そういう意味で市の発展の活

力を維持していくためにも健康づくりというの

は大変大事なことだというふうに思いますし、

そのための健康寿命を延ばしていくという意味

で「健康さがえ21」を昨年度策定させていただ

いて、さまざまな取り組みをさせていただいて

いるところであります。 

  先ほど渡邉議員の御指摘のあった取り組みも

その中でしていくところでありますが、なかな

かまだ去年スタートしたばかりということで、

その普及にこれからやっぱり一生懸命になって

いかなきゃならんというふうにも思いますし、

そのためには市が幾ら音頭をとっても、それを
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地域の中で実際に取り組んでいただく人が大事

だろうというふうに思いますから、そういう地

域の中での人づくりなどもさせていただきたい

なというふうに思っているところであります。 

  また、防災行政無線を使ってはどうかという

ような御指摘もありましたが、去年の８月に防

災行政無線の利用をどうしていくかということ

で町会長連合会、それから自主防災組織の皆さ

んから基準を決めていただいているところであ

りまして、今基準に沿って防災情報に限定をし

て防災行政無線を使った情報を提供していると

いうことでありますが、開始から８カ月たちま

したから、改めて運用について検討をしていた

だいて、できる限りいろんな面で活用しただく

防災行政無線にしていきたいというふうに考え

ておりますので、御理解をいただきたいなとい

うふうに思います。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。 

  寝たきりゼロということが社会的に言われて

いまして、介護現場においても専門トレーナー

による軽体操とか音楽療法などを導入して、も

っともっと機能回復していってはどうかという

ふうなことが言われております。あわせて、生

涯スポーツ、そういうトレーニングなども今後

念頭に導入すべきだろうというふうに思ってお

りますけれどもいかがでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 介護現場においては理学療法士、

それから作業療法士、看護師等々の専門職によ

って、ニーズに合わせて専門的なトレーニング

をしていただいているというところであります。

軽体操、それからストレッチなどについてもニ

ーズに合わせて介護現場で対応していただいて

いるというふうに思っているところであります

ので、それぞれの利用者の皆さんのいろんな声

をお聞きしながらさらに充実していって、健康

寿命の延伸に取り組んでいきたいというふうに

考えております。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございました。 

 

内藤 明議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号18番から21番について、

15番内藤 明議員。 

○内藤 明議員 お昼からの一般質問であります

が、睡魔などに襲われないように私もめり張り

をつけて質問をしてまいりたいと思いますので、

よろしくお願いを申しあげます。 

  質問通告に従って市長並びに教育長に質問を

いたします。 

  初めに、共通番号制度、いわゆるマイナンバ

ー制度の懸念される問題と課題について市長に

お尋ねをいたします。 

  去る９月３日、改正ナンバー法が、マイナン

バー法が衆議院本会議で成立をし、活用範囲が

現在決まっている制度より広がり、国による金

融資産の監視体制が強化されることになりまし

た。 

  １つの番号に多くの個人情報をつなげるマイ

ナンバー制度は、行政の効率化や国民の申請手

続を簡素化するなどのメリットを生むとしてお

ります。一方で、年金情報の流出問題を受けて

情報漏えいの懸念は高まり、国による国民監視

が進むのではないかとの不安も根強く残ってお

ります。また、制度の対象範囲拡大は徴税の公

平化につながる反面、リスクも大きくなること

が指摘され、利便性と危険性が背中合わせにな

っております。 

  そこで、最初に基本的なことについて伺いま

す。 

  総務省は、個人番号を知らせる通知カードは、

住民票のある住所に発送するとしておりますが、

ドメスティック・バイオレンスやストーカーな

どに伴うトラブルがあった場合、カードが入手
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できないおそれがございます。どのように対応

するのか伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ことし、来る10月５日からマイ

ナンバー法が施行されまして、住民票を有する

全ての方に12桁の個人番号、マイナンバー、そ

れから氏名、住所、生年月日、性別が記載され

た通知カードが住民登録している住所に簡易書

留で送付されることになっております。 

  しかしながら、議員御指摘のようにＤＶなど

の被害者の方、あるいは東日本大震災の被災者

の方、ひとり暮らしで医療機関や施設に長期間

入院、入所している方など、やむを得ない理由

により住所地において通知カードを受け取るこ

とができない場合も出てくるというふうに思い

ます。このような方々に対しては、居どころ、

居所情報を登録していただくことによって、当

該居所で通知カードを受け取ることが可能とな

ってまいります。この居所情報の登録申請につ

いては、現在国のホームページで広報しており

ます。本市においても市報やホームページなど

で広報、周知を図ってまいる考えであります。 

  また、国県においては、医師会などの関係団

体や施設などに対して、ひとり暮らしで医療機

関や施設に長期間入所、入院している方などに

対する周知の協力依頼を行っております。寒河

江市におきましても同様に市内の病院や老人施

設などに協力依頼を行ったところでございます。 

  さらに、避難者の方には、避難者支援だより

で広報も行っております。 

  今後も介護保険や婦人相談などの各部署の協

力をいただくとともに、関係機関と連携を密に

しながら、ＤＶなどの被害者の方を初めとした

やむを得ない理由によって住所地において通知

カードを受け取ることができない方々に対して、

通知カードが確実に送付されるよう努めてまい

りたいというふうに考えているところでござい

ます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 次に、こうした場合の想定マニ

ュアル等は、作成はしてあるんでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 マイナンバー法におきましては、

市町村は住民票に個人番号を記載したときは、

通知カードにより本人に通知しなければならな

いと規定されているわけであります。例えば、

転入転居などの住所変更の際には、窓口で通知

カードの提出を求められることになりますので、

通知カードを確実に送付することが求められて

いるわけであります。 

  こうしたことから、国ではやむを得ない理由

によって住所地において通知カードの送付を受

けることができない者に対する通知カードの送

付に係る事務処理要綱というものを定めるとと

もに、質疑応答集も取りまとめて我々のほうに、

市町村に通知をしているところでございます。 

  その質疑応答集では、例えばＤＶ等被害者の

方が居所情報の登録申請を忘れてしまったため

に通知カードが加害者側に渡ってしまった場合

の取り扱いなどについても記載されております。

法第７条第２項の規定、これは「個人番号が漏

えいして不正に用いられるおそれがあるときは、

本人からの請求または職権によって、個人番号

の変更ができる」という規定でありますけれど

も、この規定に基づいた対応あるいは適切な事

務処理を行っていく所存でございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 昨今のニュース等を見ておりま

すと、やっぱりＤＶなどの被害者にとっては、

居住地を知られるというふうな情報の漏れとい

うのは大変重要で、しかも命取りになるような

事件が発生しておりますので、私は絶対に安全

だというふうな方法でなければならんというふ

うに思いますけれども、ただいま市長が御答弁

になったような形でそれが担保されるのかどう

か、改めて伺っておきたいというふうに思いま
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す。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 我々としては、議員御指摘のよ

うなことが絶対あってはならないというふうに

思いますので、そういったことが起こることを

想定しながら、きちっとした対応に努めていき

たいというふうに思いますし、そういうふうな

ことについては国のほうでも対応マニュアルと

いうものをつくって我々のほうに通知をしてお

りますから、それに沿う形で十分意を用いてま

いりたいというふうに思います。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 ぜひよろしくお願いをしたいと

いうふうに思います。 

  次に、この制度導入による費用対効果につい

てお尋ねをしたいと思います。 

  新聞等が報じるところによりますと、制度の

スタートによって行政機関は自治体や税務署な

どに分散している所得や年金、社会保険などの

個人情報を番号を使って照会しやすくするなど、

行政手続を簡素化したり、効率化したり、ある

いは脱税などの不正行為を防いだりする効果が

あるというふうに紹介をされております。 

  ところで、一方の主体者となっている住民の

ほうはといいますと、公的な身分証明書である

とか、あるいはコンビニ等で住民票がとれると

かなどにも使えるというようなことで、若干の

メリットがあるようでございますけれども、制

度導入の問題とされるようなことを払拭するよ

うな大きなメリットというのは、余り私にはな

いように思えてなりませんが、そこでお尋ねし

たいというふうに思っていますけれども、マイ

ナンバー制度の導入によって費用対効果として

考えられる市としての具体的なメリット、ある

いは住民の具体的な利便性の向上について伺い

たいというふうに思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この導入に伴うメリット、ある

いは住民の利便性の向上にどういう役割を果た

すのかというような御質問でありますが、先ほ

ど内藤議員から御指摘のあったメリットなどに

一言で言えば尽きてしまうということがありま

すが、我々の市としては、先ほど来ありました

けれども、この導入によってさまざまな情報の

照合、転記、入力などに要する時間あるいは労

力というものが軽減されるということが大きい

メリットの一つだというふうに思いますし、ま

た国の機関あるいは市、それから県などとの間

での情報のやりとりというものがさらにスムー

ズになっていくということで、あるいは重複し

たような作業というものが軽減されていくとい

うことになりますから、行政事務の効率化とい

うものが図られていくというふうに思っており

ます。 

  住民の方に対する利便性はどうかということ

でありますが、先ほど御指摘もありましたが、

住民の方が年金とか福祉、税などに関する手続

をするときに提出する添付書類などがこれまで

に比べて軽減されるということで、手続が簡素

化されるという、そして御負担が減ってくると

いうメリットが考えられるというふうに思って

いるところでありますし、先ほどお話ありまし

たけれども、所得や他の行政サービスの受給状

況などについて把握しやすくなるということに

なりますので、不正受給などを防止ししていけ

るというふうにも考えているところであります。 

  御懸念は、個人情報の保護がどう守られてい

くのかということでありますので、我々として

もそこについては十分留意をしながら、さらに

市の独自利用などについても今後検討を重ねて、

さらに導入のメリットが享受できるようにして

いく必要があるかというふうに考えております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 次に、費用ということで伺いた

いというふうに思いますが、この制度のシステ

ム構築に要する費用が推定でおよそ2,700億円
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程度というふうに見込まれているそうでありま

すけれども、そしてまた制度導入後の維持管理

費が300億円程度というふうに推定されている

そうであります。 

  そこで、お尋ねしたいというふうに思います

けれども、この制度導入の国による負担と、そ

してまた市が負担しなければならない経費の内

容について、事務事業別にお知らせいただけれ

ばというふうに思います。事務事業別にわかれ

ば、それにお尋ねしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ちょっと細かくなって大変恐縮

なんですが、このマイナンバー制度導入の事業

費は２カ年に分かれております。 

  昨年度についてまず申しあげますと、住民基

本台帳システム改修費が約713万円、相互宛名

システム構築費が約454万円、税システム改修

費が約542万円、合計1,709万円というふうにな

っております。そのうち、住民基本台帳システ

ム改修と相互宛名システム構築費用については

その全額、そして税システム改修については費

用の３分の２が総務省の補助ということになっ

ております。総額1,519万円の補助交付を受け

ているところでございます。そういった意味で、

市の負担は約190万円というふうになっている

ところであります。 

  今年度分については、住民基本台帳システム

改修費に476万円、相互宛名システム構築費に

476万円、税システム改修費が452万円というこ

とで、合計1,404万円の事業というふうになっ

ております。補助の割合は、昨年度分と同じで

ありますので、総額1,234万円の、これは交付

申請をしているということになっております。

今年度分については、市の負担額が約170万円

というふうになろうかというふうに思います。 

  今のが総務省関係であります。 

  それから、厚生労働省関係、福祉関係のシス

テム改修もあるわけであります。これは、今年

度の事業というふうになります。これについて

は、事業別に申しあげますと、生活保護システ

ムについて228万円、障がい者福祉システムに

ついては379万円、児童福祉システムについて

は670万円、国保システムについては約750万円、

後期高齢システムについては394万円、介護保

険システムについては792万円、健康管理シス

テムについては361万円、年金システムについ

ては243万円、特別児童扶養手当システム83万

円ということで、総額3,900万円の事業になっ

ているところであります。 

  そのうち、年金及び特別児童扶養手当システ

ムについては、その費用の全額が国のほうから、

そしてそれ以外については３分の２が、国の、

厚生労働省のほうからの補助というふうになっ

ているところでありますが、現実的には総額

1,470万円の交付が見込まれるということで、

市の負担については2,430万円になるというこ

とであります。 

  我々のほうとしては、その基準額が我々の想

定した基準額より非常に国の基準が少ないとい

うことで、これについては県の市長会でも申し

あげて、国のほうに自治体の負担を生じさせな

いように要望をしているところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 私も率直に伺っておりまして、

国のいわゆる事業という割には、全部出しても

いかがなものかというふうに思っているんです

が、ちょっと少ないなというふうに感じたとこ

ろであります。ぜひ、市長が答弁なされました

ように、さらに要望を強めていただきたいとい

うふうに思っているところであります。 

  それから、マイナンバー制度の導入によって

地方自治体の効果の一つとして人件費が削減さ

れるのではないかというふうに言われておりま

すけれども、そこでお尋ねをしたいというふう

に思いますが、この制度導入によって将来どの

ぐらいの人件費の削減が想定されるのか、おわ
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かりになれば教えていただきたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど若干申しあげましたが、

導入によってさまざまな情報の照合とか転記、

入力などに要する時間あるいは労力は軽減され

るということを申し上げましたが、我々として

もそういうメリット、人件費の削減、軽減に期

待をしたいというふうに思いますけれども、ま

だ現実的にはこれから制度が導入されるという

ことで、今からのお話でありますので、具体的

にどの程度の人件費が軽減されるかということ

は、なかなか現時点では算定が難しい状況にな

ろうかというふうに思います。これからの事業

の推移を見ながら検証していく必要があるとい

うふうに考えております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 算定が難しいということであり

ましたので、ぜひ私もこの制度の導入によって

人件費がさらに削減される方向になればという

ふうに期待をしたいというふうに思います。 

  次に、特定個人情報保護評価書の作成につい

てお尋ねをしたいというふうに思います。 

  さきの６月定例会の中で、一般質問に対する

お答えがありまして、特定個人情報保護評価書

を策定して公表するというふうなことがありま

したが、どのようになされているのか伺いたい

と思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 国を含めて全ての自治体の特定

個人情報保護評価書について、特定個人情報の

取り扱いに関する監視・監督等を行う国の機関、

特定個人情報保護評価委員会というのがござい

ますが、その委員会のホームページにマイナン

バー保護評価のページというのがございまして、

そこに記載されているところでありまして、寒

河江市の評価書もここで見ることができるとい

うふうになっているところであります。 

  我々としても市のホームページで見ることが

できないかというようなことも検討をさせてい

ただいておりまして、来年１月の制度導入に向

けて検討しているところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 私も事前に市のホームページの

ほうでずっと探しておったんですが、見つかり

ませんでした。ほかのやつは見つかったんです

けれども、残念ながら見つけることができませ

んでしたが、聞き取りしている、レクチャーし

ている間にわかりましたが、それでその評価書

はどの部署で作成されているのかお伺いをいた

します。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 国の基準がありまして、システ

ムを使用する主管課で作成するということにな

っているわけであります。したがいまして、住

民基本台帳システムについては市民生活課、そ

れから税システムについては税務課が作成する

ということになっております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 それで、いろんな資料を見ます

と、第三者点検の実施についてなどもあるわけ

でありますけれども、本市ではどのような方法

でなされているのか、おわかりになれば伺いた

いと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 内藤議員御指摘にありましたが、

評価書作成に当たりましては、特定個人情報の

取り扱い件数及び取扱担当者の人数によって全

項目評価、それから重点項目評価、基礎項目評

価の３段階に分かれているわけでありまして、

いずれかの評価書作成が義務づけられていると

いうところであります。 

  寒河江市においては、この３つの段階の評価

の中で基礎項目評価のみの評価書ということに

該当するところでありまして、そういう意味で

は第三者の点検というものは求められておらな

いということでありますが、情報の漏えいなど
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の重大事故が万が一発生した場合などには、市

の情報公開・個人情報保護審議会において点検

をしていくということにしております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 私も当初から全項目調査という

ふうな形でなされるんだろうというふうに思っ

ておりましたので、基礎項目評価ということだ

そうでありますから、いたし方ないというふう

に思いますけれども、こうした点検の必要性は

私もこれは必要だなというふうに思っておりま

すので、今後のそうした個人情報審議会等の中

で、事故なんかあっては困りますけれども、ぜ

ひ対応していただきたいというふうに思います。 

  それから、もう一つ、大変重要なことであり

ますが、セキュリティー対策について伺いたい

というふうに思いますけれども、このことに関

しては絶対安全というようなことはあり得ない

わけでありまして、リスク管理あるいはリスク

対応をどのように想定しているのか伺いたいと

思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 我々も議員御心配の点、大変重

要なところだというふうに思いますので、リス

ク管理、リスク対応というものに万全を尽くし

ていかなきゃならんというふうに思っていると

ころであります。 

  寒河江市におきましては、情報システム部門

においてマイナンバーを使用する業務を調査し、

リスク分析というものを行いまして、その結果

をもとにリスク対策を行っているところでござ

います。 

  現在の対策といたしましては、特定個人情報

を扱うシステムのインターネットへの接続制限、

それからＵＳＢメモリーなど外部媒体の使用禁

止などを実施しているところでありますが、今

後さらに対策を強化するよう検討してまいりた

いというふうに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 この制度そのものもいろんな不

安があるわけでありますけれども、特にこのセ

キュリティー対策というのは大きな住民の不安

だというふうに思います。マイナンバーを扱う

公的機関が情報漏えい対策を自己点検して安全

宣言をするというふうな仕組みも導入されてい

るそうでありますけれども、例えば日本年金機

構はそうした手続を踏みながらも年金情報の大

量の流出があったわけでありまして、その実効

性というのは非常に疑わしいものがあるという

ふうに思います。 

  プライバシーを国によって一方的に把握され、

そしてまた自分の情報がどのように使われるの

かというふうな不安や不信といいますか、そう

いうものが根強くあるわけでありますから、そ

うしたさらにセキュリティーの万全を期してい

ただくようにお願いをしておきたいというふう

に思います。 

  次に、マイナンバーの法規定によりまして公

益上の必要があるとき、番号につながる情報を

第三者に提供できるというふうなことがありま

して、提出先は主に警察等の捜査機関と想定さ

れているというふうに伺っております。市民、

国民にそのことに対する懸念が大変大きいわけ

でありまして、そこで自治体の長としての姿勢

をお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御質問の特定個人情報について

は、このマイナンバー法において同法第19条各

号に規定する場合を除いて提供することができ

ないというふうになっております。これを受け

て、今回の議会に個人情報保護条例の改正を上

程させていただいて、その中で特定個人情報は

外部提供できないというふうにしているところ

でございます。 

  御質問は、警察が刑事事件を捜査する際の特

定個人情報の提供について御質問がありました

が、同法第19条第12号の規定により、これは例
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外とされております。情報の提供を求められる

ということであります。 

  我々としては、そういう場合には法を遵守し

ながら適切に対応していくというふうに考えて

いるところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 今、例外的なものについて御答

弁がございましたが、その例外的に照会される

ような事務情報の範囲についてお伺いしたいと

いうふうに思いますけれども、捜査機関等に対

する情報提供については、いわゆる自分も自己

情報提供等の記録開示システムというものが、

つまりマイナポータルというそうでありますが、

これでもっては確認できないそうでありまして、

また来年１月に発足する制度運用を監視すると

ころの個人情報保護委員会の権限も及ばないと

いうふうにされているそうであります。 

  この法案の国会審議中に、この法案について

捜査範囲を超えて特定個人情報を分析したり、

あるいは他の捜査に活用したりすることは禁じ

られているというふうな見解を示したそうであ

りますが、そこで例外的に照会される事務情報

の範囲についておわかりになれば教えていただ

きたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ちょっと個別具体の御質問であ

りましたので、担当課長のほうからお答えをさ

せていただきたいと思います。 

○國井輝明議長 月光政策企画課長。 

○月光龍弘政策企画課長 お答えいたします。 

  ただいま市長のほうの答弁にもございました

が、「行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律」、これの19

条第12号の規定により例外規定が規定されてお

るところでございます。これにつきましては、

第14号まで規定されておりまして、例えば、全

てを読むのも時間の関係上、時間がございませ

んので、例えば第１項第１号「個人番号利用事

務実施者が個人番号利用事務を処理するために

必要な限度で本人若しくはその代理人又は個人

番号関係事務実施者に対し特定個人情報を提供

する」場合と、第５号あたりでは「特定個人情

報の取扱いの全部若しくは一部の委託又は合併

その他の事由による事業の承継に伴い特定個人

情報を提供するとき」と、あとは重立ったもの

としましては、12号にあります先ほどの警察関

係のものということで、そのほかについてはこ

の法令の条文をごらんになっていただければと

思います。以上です。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 もう少し具体的にお聞きしたか

ったんですが、つまり例えば市で取り扱うとこ

ろの例えば住民基本台帳の問題であるとか、あ

るいは、これは後でまた詳しくお聞きをしたい

というふうに思いますが、別のところでお聞き

したいというふうに思います。 

  次に、自己情報のコントロール権ということ

でお尋ねをしたいというふうに思います。 

  国民が自身の情報の取り扱いについて自分で

決める権利、つまりこうしたことについては自

己情報コントロール権というふうに言われてお

りますけれども、日本でも近年こうした考え方

に基づいてそうしたことが認められつつあると

いうふうに思います。つまり、自分の情報につ

いて流れに適切に関与できる権利は基本的人権

というふうに考えられるというふうに思います

し、その自己情報をコントロールすることを維

持するためにどのような方策があるか伺ってお

きたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 現在のシステムにおきましても、

住民基本台帳の登録内容については住民票で、

また介護の認定審査の結果などは本人への通知

で登録内容を確認していただいているわけであ

りますけれども、マイナンバーにつきましても、

これらと同様に本人の通知あるいは証明書など
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によって確認をしていただくというふうになろ

うかというふうに思っております。 

  個人番号カードを作成していただくと、先ほ

ど御質問にもありましたけれども、平成29年１

月稼働予定のマイナポータルというインターネ

ットのホームページから自分のマイナンバーが

どの業務に使用されたかなどの履歴の確認とい

うのが可能になるというふうになっております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 このマイナポータルという機能

は大変重要なものであるというふうに私も思っ

ておりますし、透明性を高める上で必要なこと

で、自分の情報をコントロールする権利という

ことでは一部実現できるわけでありますから、

評価はできるわけでありますけれども、これが

全ての自己情報についてこれが可能なわけでは

ありません。したがって、行政としては、市長、

やっぱりここに心血を注ぐべきだなというふう

に思います。 

  国に対して改善を求めるというようなことを

やっぱりすべきじゃないかなというふうに思い

ますが、市長の御見解を伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 我々としてもそういう個人の情

報を自分がコントロールしていく、あるいはそ

ういう権利、基本的な人権としての権利という

ものを大事にしていかなきゃならんというふう

に思いますので、内藤議員の御指摘なども十分

受けとめながら対応をしてまいりたいというふ

うに考えております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 それから次に、このマイナンバ

ー制度における中間サーバーの集約化、共同化

ということでなされるというふうにお聞きして

おりますので、お尋ねしたいというふうに思い

ます。 

  総務省は、昨年１月、中間サーバー・プラッ

トフォームとして共同化、集約化することを通

知しているそうでありますが、本市ではどのよ

うに対処される考えか伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市におきましてもこの中

間サーバー・プラットフォームを利用するとい

うことで、昨年度、この開発、運営を行う地方

共同法人であります地方公共団体情報システム

機構に対しまして利用の申し込みを行っている

ところであります。 

  平成29年７月から利用開始するという予定に

なっているところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 次に、そこで端的にお伺いした

いというふうに思いますけれども、その中間サ

ーバーに関する経費というのは、どの機関で負

担することになるわけですか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この費用については、全額総務

省の補助というふうになっているところでござ

います。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 管理運営についても総務省で持

つということになるわけですか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 我々としては、そういうことを

期待したいというふうに思います。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 市長の期待どおりにいけば私も

いいなというふうに思っていますけれども、ぜ

ひそのようになるように頑張っていただきたい

というふうに思います。 

  そこで、中間サーバー・プラットフォームの

ように情報が一括管理され、そしてここから情

報が漏えいするというふうになりますと、国民

のプライバシーが一挙に拡散することになるわ

けでありまして、国では中間サーバーでは本人

の特定には情報連携用の符号と各自治体の宛名

の番号を使い、マイナンバーや住所、氏名等は
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保存していないので漏えいしても特定できない

という説明はなさっていますけれども、記録し

ている情報とそれから記録している住民情報か

ら個人が特定されたり、あるいは特定される可

能性も非常に高いというふうに言われておりま

す。仮に自治体からの宛名番号が漏えいすれば、

幾ら強固なセキュリティーだとしても、漏えい

の危険性はゼロではないというふうに専門家は

指摘をされております。 

  そこでお尋ねしますが、この中間プラットフ

ォームはどこが責任を持つことになるのか伺い

たいと思います。管理についてですね。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この中間サーバー・プラットフ

ォームのネットワーク全体の運営につきまして

は、地方公共団体情報システム機構が運営主体

となるところでありまして、主にネットワーク

の運用、それからハードウエアの障害監視及び

保守点検、保守作業というものを行うことにな

っております。 

  このプラットフォーム内の寒河江市中間サー

バーの運用や情報については、寒河江市の責任

において管理するということになっております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 今、市長がお答えになったわけ

でありますが、次の質問にかかわる問題も出て

おりますけれども、つまり中間サーバーに関す

る特定個人情報評価書の作成は、自治体でとい

うふうになっている一方で、ところが中間サー

バーの共同化、集約化によって、自治体の責任

範囲がそこまででなくて、中間サーバーの手前

までというふうに言われているわけであります。 

  にもかかわらず、中間サーバーについては先

ほど御答弁あったように、国や地方公共団体情

報システム機構の責任になっているわけであり

まして、特定個人情報保護評価書は中間サーバ

ーまでは自治体ということで策定されることに

なっているというふうにされておりまして、そ

の実態はどうなのか。自治体については、サー

バーまでの手前で策定をするけれども、そこか

ら先は責任がないというふうになるのかどうか、

伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 中間サーバーの特定個人情報保

護評価については、中間サーバーを各業務で利

用することになりますので、業務ごとに評価を

行うということになります。 

  寒河江市においては、全てのシステムが、先

ほど申しあげましたけれども、基礎項目評価の

中で実施をしていくということになっていると

ころでございますので、御理解をいただきたい

なと思います。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 時間があればもう少し詳しくお

聞きしたいなと思ったんですが、大分時間が迫

ってまいりましたので、この問題の最後に行き

たいというふうに思いますが、中間サーバーは

御承知のように自治体と国の情報連携のかなめ

であって、個人情報の固まりというふうに言わ

れておりますけれども、曖昧な責任分担によっ

てつくられようとしているわけであります。 

  今、問題となっている年金機構よりも、さら

に無責任な体制というふうに言わなければなら

ないというふうに指摘をさせていただきたいと

いうふうに思いますが、そこで世田谷区におけ

る住民基本台帳に関する事務の全項目評価書で、

先ほど市長からの答弁の中にも一部ありました

けれども、第三者点検がありまして、次のよう

に指摘をしております。中間サーバーの状況が

明確になって地方自治体の対応ができる環境に

なるまで、この制度実施を保留または延期、中

間サーバーの安全性について疑義が生じた場合

に、マイナンバー制の利用停止も含めて根幹に

さかのぼって議論をし直す対応をすべきだとい

うふうにしております。 

  私もこれについては同感に思うわけでありま
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すが、市長の見解がありましたらお伺いしたい

というふうに思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御質問ありました世田谷区での

第三者点検につきましては、中間サーバーのセ

キュリティー対策を明記した仕様書がまだ出さ

れていない時点での御指摘であったというふう

に思われます。 

  ことし７月に初めて詳細な仕様書として「自

治体中間サーバー・プラットフォームＡＳＰサ

ービス仕様書第１版」というのが出されている

ところでありまして、この中で非常時の対応、

さらにはアクセス制限などについても明記され

ております。そういう意味で、セキュリティー

対策は担保されているというふうに我々は思っ

ているところであります。 

  寒河江市といたしましても、内藤議員御指摘

のように懸念されるということでありますので、

セキュリティー対策あるいはリスク管理という

ものをさらに徹底しながら、このマイナンバー

制度の導入に向けて進めてまいりたいというふ

うに考えております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 次に、虫歯予防のフッ素塗布の

現況と課題についてお尋ねをします。 

  このことについては、大分前になりますけれ

ども、何年ぐらい前になるか私も忘れたぐらい

前ですが、乳幼児を持つ保護者から要望があっ

て、子供の虫歯予防対策として希望者にフッ素

塗布をすべきではないかというようなことをこ

の議会で取り上げて、本市において実施された

経過がございます。 

  その後、フッ素塗布には副作用があるという

ような専門家の指摘もあり、さきにこのことも

案内書に記載をして実施すべきでないかという

ふうな同僚議員の質問などもございました。そ

こで、現在どのようになっているのかお尋ねを

したいというふうに思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今、御指摘ありましたけれども、

寒河江市におきましては子供たちの虫歯予防の

ためのフッ素塗布について、１歳６カ月児健診、

２歳６カ月児健診及び３歳児健診の中で保護者

の希望される場合に歯科医師の安全管理のもと

に実施をしているところでございます。 

  フッ素塗布に関する保護者への情報提供の方

法としては、１歳６カ月児健診の案内の際にフ

ッ素塗布Ｑ＆Ａという資料を同封して、塗布の

目的、方法、その効果及び副作用についてお知

らせをしているところでございます。 

  その中で、従来副作用については通常の塗布

では心配要りませんという内容でお知らせをし

ておりましたが、さきの去年の第４回定例会に

おいて御指摘がありまして、副作用の問題やデ

メリットの部分も書いて判断してもらうべきで

はないかというような御質問を受けたところで

ございます。 

  これを受けまして、歯科医師会の助言なども

いただきながら、高濃度で多量に摂取すれば危

険を伴いますが、フッ素塗布での使用量は微量

のため心配要りません。心配な方は歯科医師に

御相談くださいという内容にこの部分を変更さ

せていただいたところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 副作用については、さまざまな

形で指摘をされております。マッチポンプのよ

うに受けとめられると大変心外でありますけれ

ども、私はこのフッ素塗布については一定の効

果があるというふうに今でも理解はしておりま

すけれども、こうした副作用についても記載し

て両論併記のような形で実施すべきだというふ

うに私は思っているところでございます。 

  日本弁護士会連合会は、2011年の１月に「集

団フッ素洗口・塗布の中止を求める意見書」と

いうものを出されておりまして、89ページにわ

たる大量のものなんですが、その中で対象者が
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正しい選択が可能なように情報を公平に提供す

べきであるというふうにしております。行政当

局が推奨している場合には、なおのこと、行政

当局の責任であるべきというようなことで、次

のように記されております。「フッ素の使用は、

本来個人の選択に委ねられるべき問題であって、

また研究者や国民の中に反対論も存在するので

あるから、対象者に対して一方的に有効性や安

全性を強調するだけでなく、反対論についても

できるだけ知らせ、自由で正しい選択が可能と

なるようにすべきである」というふうにその中

で記しております。 

  ぜひ、このことを受けとめていただいて対処

をしていただくように、見解はいいですから、

時間がありませんので見解は求めませんが、こ

のことも十分に強く受けとめていただいて、対

処をしていただきたいというふうに思います。

まあ副作用のことも両論併記するような形でお

知らせをしていただきたいということでござい

ます。 

  次に、スポーツ少年団と部活動について教育

長にお尋ねをいたします。 

  時間がなくなって大変恐縮ですが、本市では

スポーツ少年団や部活動が盛んに活発に行われ、

先日来あったようにスポーツ少年団では全国大

会に出場するなど、目覚ましい活躍が見られる

ところであります。指導者の皆さんには心から

敬意を表する次第でありますけれども、今回こ

のような質問をいたしますのは、私も市民の皆

さんからいろんな相談を受けて、時には現場に

も伺います。今回、対象となっているようなお

子さんを持つ保護者から、ぜひ議会で取り上げ

ていただいて質問をしてほしいというようなこ

とがありましたので、前置きなしに質問をさせ

ていただきたいと思います。 

  スポーツ少年団や部活動のコーチ、監督等の

指導者としての資格要件はどのようになってい

るのかをお尋ねしたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 指導者の資格要件ということ

でございますが、学校の部活動につきましては

学校教育の一環として教師の立場から指導を行

っているものでありまして、部活動の指導者に

は特段資格というものはございません。 

  また、スポーツ少年団には指導者の資格とし

て、単位団活動の中心的指導者としてスポーツ

少年団の指導運営に当たる「認定員」という資

格と、単位団指導者の中核として団の育成やそ

の指導に当たり、さらに市町村・都道府県スポ

ーツ少年団の組織指導者としてスポーツ少年団

の普及並びに活動の活性化を図るとともに、認

定員の資質向上と育成拡充に努める「認定育成

員」という資格がございます。 

  そして、各単位団には２人以上の有資格指導

者を置くということで、子供たちのスポーツ活

動を支えていく体制を整えることとしておりま

す。 

  なお、現在、寒河江市スポーツ少年団には認

定員が205名、認定育成員が７名、合わせまし

て212名の有資格指導者がおります。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 次に、このスポーツ少年団を指

導監督する部署というのはどこになっているの

か、伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 寒河江市の各単位団は、寒河

江市スポーツ少年団という組織に所属しており

ますので、各単位団の指導監督は寒河江市スポ

ーツ少年団が担っているということでございま

す。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 それで、こうしたスポーツ少年

団の中で活動について問題が生じたときに、保

護者や子供たちが相談する窓口というのはどこ

にあるのかお知らせいただきたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 
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○草苅和男教育長 相談する窓口ということでご

ざいますけれども、各単位団に問題が生じた場

合には、市のスポーツ少年団に相談をいただけ

ればと思います。事務局としては、市の生涯学

習課スポーツ振興室が担当しております。 

  また、山形県体育協会内の山形県スポーツ少

年団へ相談をしていただくことも可能でござい

ます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 時間が押してしまってきました

ので、スポ少や部活については以上にさせてい

ただきたいというふうに思います。 

  次に、一部にマスコミ等で時折報じられる、

あるいはブログ等で目にすることにある日教組

の偏った教育についてお尋ねをしたいというふ

うに思います。 

  いじめや死亡事故あるいは少年犯罪等がある

たびに戦後教育が批判をされて、時にはブログ

等では労働組合である日教組の教育によるもの

とする確信犯的なものまで掲載されることがあ

って、目に余るものがございます。現在の学校

教育現場においては、教育基本法や地方公務員

法等に基づいて、学習指導要領に従って教育実

践がなされているというふうに考えております。 

  一部マスコミ等で報じられるような日教組に

よる貧困教育というようなことについては、マ

スコミといえど一概に信じがたいわけでありま

すけれども、そうしたマスコミ等の談話等で指

摘されるような労働組合による偏った教育など

はないものと考えますけれども、その実態につ

いて伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 お答えいたしたいと思います。 

  御指摘のように、教育基本法第14条第２項に

おきまして「法律に定める学校は、特定の政党

を支持し、又はこれに反対するための政治教育

その他政治的活動をしてはならない」と規定し

ているわけでございます。さらに、地方公務員

法や教育公務員特例法などによりまして、教育

における政治的中立性については定められてい

るわけです。 

  また、小中高それぞれの学習指導要領におい

て、小中学校は社会科の公民分野で、高校は公

民科で目標や指導内容を定めまして、これに基

づいて教育指導、学習活動が展開されておりま

す。 

  我が国の教育は、このような法に基づいて行

われているものでありまして、教育の政治的中

立性についてもその確保が図られております。

そのため、御指摘のように政治的中立性を欠く

ような教育はできませんし、本市においてもそ

のような教育は行われていないと認識しており

ます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 時間が本当に押してしまってま

いりましたが、最後にこうした批判や指摘につ

いては、これまでの政府や文科省の戦後教育を

顧みず、責任を一方的に労働組合に押しつける

ような、矮小化するようなものだというふうに

私は思いますけれども、心からの教育を論ずる

に市民に誤解と偏見を与えるものだというふう

に思います。教育長の見解があれば承りたいと

思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 新聞、テレビなどのマスメデ

ィアだけでなくて、インターネット等の普及に

よりまして誰もが自由にブログ等で発言できる

というそういう社会になっていることもありま

して、ある意味、現在では玉石混交のさまざま

な情報が飛び交う情報化社会に入ってきている

ということも事実であろうと思っております。 

  しかし、このような社会だからこそ正しい情

報を発信するということや、誤解のないような

配慮をするということは大切なことでありまし

て、互いの考えの違いも含めて議論し合えるよ

うな社会であること、そういうことも大切であ
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ると考えております。 

  市の教育委員会といたしましては、現在本市

で実践されている教育について教育行政として

支援するとともに、各学校においても積極的に

授業を公開したり、学校の様子を積極的に情報

発信するということで、これまで以上に一層信

頼される学校づくりを進めていきたいと考えて

おります。 

  また、これからの社会を生き抜く児童生徒に

対しては…… 

○國井輝明議長 教育長、時間ですので。（「は

い」の声あり）自席にお戻りください。（「では、

終わります」の声あり） 

 

石山 忠議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号22番について、８番石

山 忠議員。 

○石山 忠議員 一般質問の最後になりました。

もう少しの時間、おつき合いをいただきたいと

思います。 

  通告番号22番、新第５次振興計画の評価（見

込み）と、次期振興計画というふうに言ってい

ますけれども、私はこの場で仮の第６次振興計

画策定の取り組みについて質問をさせていただ

きます。 

  「歴史と文化の織りなす、気品ただよう美し

い都市 寒河江」を将来都市像に、平成27年を

目標年度とする第５次振興計画を平成18年に策

定し、社会情勢の変化、国政の変化、第３次山

形県総合発展計画の策定、市民ニーズの変化な

どに対応するため、中間年に当たる平成22年度

に計画の見直しを行い、新たな都市像を「夢集

い 人・緑輝く さくらんぼの都市 寒河江」

とした新第５次振興計画を策定し、各般にわた

る事業を進めてこられましたが、平成27年度、

今年が目標年度最終年度となります。 

  基本計画において「いきいきと健やかに暮ら

せる地域社会の創造」の第１章から第６章「市

民が主役のまちづくり」まで施策の大綱を定め、

それぞれの施策の体験に見直し年の現状と比較

する形で、平成27年の目標を定めています。 

  第１章第１節では合計特殊出生率1.50以上な

ど４項目、第２節には３項目と計画全体で第６

章22節に66項目の目標を示し、そのほか重点的

に取り組むテーマごとに計画の各章から事業を

抽出し、特に推進する施策として主な事業を７

つの重点プロジェクトとして事業に取り組んで

こられました。 

  重点プロジェクトの推進に当たっては、市民

主体のまちづくりを志向し市民とともに取り組

んでいくこととし、その進捗については１年ご

とに市民に報告するとともに、市民から市民目

線での評価をいただきますとしています。 

  そこでお伺いいたします。新第５次振興計画

の総合評価及び各章における計画の目標、重要

施策、重点プロジェクトの達成度や効果などそ

れぞれの評価についてお伺いいたします。計画

期間は本年度末までですので、評価するのは大

変だと思いますが、見込みも含めてお伺いした

いと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 石山議員から現在の新第５次振

興計画の評価について御質問がありましたので、

お答えをしたいと思います。 

  平成18年から第５次振興計画がスタートをし

て、平成23年に見直しをさせていただいて新第

５次振興計画がスタートをしたわけであります。

「夢集い 人・緑輝く さくらんぼの都市 寒

河江」ということを将来都市像として具体的な

数値目標も掲げて、さらには７つの重点プロジ

ェクトを設定して鋭意これまで取り組んできて

いるところであります。ことしは最終年度であ

ります。そういった意味で、掲げてあります計

画目標に向かって今、鋭意取り組んでいるとこ

ろであります。 
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  総合評価はどうかというようなお尋ねであり

ますけれども、先ほど来申しあげておりますと

おり、まだ最終年の途中段階ということで、検

証についても現在進行中でございます。途中で

ございますので、最終的な評価というのはその

段階ではありませんけれども、ただ重点プロジ

ェクトなどについては、御指摘ありましたが、

毎年度毎年度その進捗状況を市民の皆さんにお

知らせして、100人の皆さんから評価をしてい

ただいて、次の年、またいろんな見直しをさせ

ていただいて頑張らせていただくということで

おります。そういう意味では、現時点での状況

を見ますと、おおむね計画で掲げた所期の目的

に近づいているのではないかというふうに今思

っているところでございます。 

  とりわけ各章に掲げております事業について

は、御指摘のあったとおり66の数値目標という

ものを設定して、これは毎年度開いております

振興審議会などにおいて、進捗状況を確認して

いただきながら取り組みを進めてきているとこ

ろであります。現時点においては、達成済み、

あるいは達成見込みのものというものについて

は、66の項目のうち42項目ということになって

おります。 

  具体的に申しあげますと、子育てなどの面で

は待機児童の解消、それから休日保育の実施、

さらに観光面では観光客の増加による交流人口

の拡大などについて具体的に成果として数字に

あらわれてきているというふうに思いますし、

また今議会でも報告をさせていただいておりま

すが、市の実質公債費比率などについても財政

健全化に向けた取り組みが着実に進んでいると

いうふうに思っているところであります。 

  66のうち42項目ということでありますので、

残りの24項目についてはその目標達成の途中の

段階というふうになっているところであります。

例えで申しあげますと、子育て・高齢者の分野

では、地域での希望者が少なかったために学童

保育の設置に至らなかった地域があったことな

ど、あるいはふれあい元気サロンを運営する老

人クラブの休止が増加したことによって、サロ

ンの設置に至らなかった事業などがございます。

またそのほか、農業・工業関係、そして市立病

院関係の指標もまだまだということで、引き続

き達成に向けて取り組みを進めているところで

ございます。 

  それから、重点プロジェクトについては、先

ほども若干申しあげましたが、「さがえっこ」

すくすくプロジェクト、それから「さがえのさ

くらんぼ」きらきらプロジェクト、それから慈

恩寺「悠久の魅力」向上プロジェクト、それか

ら先ほども話題になりましたが、長岡山の「市

民憩いの花咲か山」プロジェクト、そして安全

安心「共助のさがえ」推進プロジェクト、そし

て「さがえの雇用」拡大プロジェクト、「さが

えはつらつ」プロジェクトということで、それ

ぞれのプロジェクトについて評価をいただきな

がら進めてきているところでありまして、おお

むね実現に向かって行きつつあるというふうに

思っておりますが、これについては今後予定し

ております100人評価委員会での評価をいただ

きながら、その成果を検証していく必要がある

というふうに思っているところであります。 

  新第５次振興計画については、基本的に市の

総合計画でありますから、あらゆる分野につい

ての計画を網羅した形になるわけでありますけ

れども、より市民の皆さんにわかりやすい、そ

して行政としても重点的に取り組むテーマとい

うものを市民の皆さんにお知らせしていくとい

うことも役割としてあるというふうに思いまし

たので、新第５次振興計画では７つの重点プロ

ジェクトというものを改めて設定させていただ

いて、市民の皆さんに検証をしていただくとい

うことをさせていただいたところでございます。 

  そういう意味で、我々としては重点プロジェ

クトの設定というものについては、ある程度そ
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の効果というものもあったのではないかという

ふうに認識しているところでございます。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 ありがとうございました。 

  66項目中の42項目という達成度というのは、

誰が点数をつけるかわかりませんけれども、相

当のレベルに達しているのかなというふうに思

いますが、残りの24項目も途中であるという状

態を考えます場合に、今後の取り組みについて

は相当これらの点についても生かしていくため

の御努力をしていただかなきゃならないという

ことだろうと思います。 

  そんなことを、後でも重複するかもしれませ

んけれども、そういう感想を述べながら次の質

問に移らせていただきます。 

  現在、進められております振興計画策定の方

策について計画の構成、策定のスケジュール、

重点プロジェクト、先ほどちょっと市長も触れ

られましたけれども、及び計画策定の組織など、

さらに将来都市像についてどのように考えられ

ておられるのかをお伺いしたいと思います。 

  人口減少、超高齢化、少子化と地方は大変な

危機にさらされています。このような情勢にお

いて、振興計画の策定には従来にも増して大胆

な発想が求められていると思いますが、計画の

構成、重点プロジェクトや到達目標の設定、計

画策定の組織と市民参加、地方創生が国を挙げ

て叫ばれている状況下での将来都市像の設定、

さらに計画策定途中及び策定後の市民周知をど

のように考えておられるのかお伺いをしたいと

思います。 

  市長は、今定例会初日の行政報告の市長の概

況についての中で、次期振興計画等の策定に向

けた取り組みについて、計画策定等に際し多く

の皆様に参画いただくため、市内８地区での地

域ワークショップを初め、さがえウーマンズカ

フェ、成人式でのアンケート調査、庁内若手職

員によるワークショップなどを実施しており、

今後皆様からの御意見などを踏まえて策定作業

を行い、審議会を経て計画をつくり上げると述

べられております。これらの具体的内容につい

てもお伺いしたいと思いますので、よろしくお

願いいたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 新しい次期の振興計画について、

どの程度、今検討しているのかというような御

質問かというふうに思いますが、新しい振興計

画について、まず構成というんですかね、つく

りを申しあげますと、今の計画というのは基本

構想、基本計画というものを設定しているんで

ありますけれども、これは新しい計画では基本

構想と基本計画を一体化して、計画期間は10年

間ということで、それを中長期ビジョンという

形でまとめていこうとしております。 

  また、そのうち５年間を行動計画とする、計

画期間とするものをつくっていって、そういう

意味で２層の構成にしていきたいというふうに

思います。 

  中長期ビジョンは、おおむね10年先の寒河江

市を見据えた政策の方向性を定めていくという

ふうにしていきたいというふうに考えておりま

すし、また行動計画については、中長期ビジョ

ンで掲げた政策展開の方向性などを実現してい

くために、５年間どのように行動していくかと

いうことを具体的な取り組み内容を記載した工

程表を設定していくというふうに今考えている

ところでございます。 

  なぜこういうふうにしたのかということにな

るわけでありますけれども、２層の構造にする

ことによって、基本構想と基本計画を一体的に

するということについては、政策の課題と取り

組む方向などについて一体的にあらわすという

ことで、市民の皆さんにはよりわかりやすい計

画になっていくのではないかということで、一

体化させていただきました。 

  また、行動計画については毎年度進捗管理を
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行い、取り組み状況あるいはその時々の状況の

変化などを踏まえて見直しをしていくというふ

うに考えております。いわゆるローリングして

いくということで、行動計画は考えているとこ

ろでございます。 

  計画の策定のスケジュールについて申しあげ

ますと、27年度の策定ということで振興審議会

等を開催しておりますが、あわせて３つの部会

を分野ごとに設けさせていただいて、御審議を

いただいているというふうにしております。 

  それと並行して、先ほど御指摘にありました

けれども、市民の皆さんから参加していただく

ということで、市内８地区でのワークショップ

を開催しているところでございます。さらに、

昨年12月には市民アンケート、それから先ほど

御指摘ありましたけれども、ことしの５月には

ウーマンズカフェ、さらに先般の成人式では二

十の方からアンケート調査などもさせていただ

きました。また、消防団の皆さんからはワーク

ショップなども開催していただいているところ

でございます。そういった多くの皆さんからの

意見を頂戴して、今それを取りまとめている段

階でございます。 

  今後、12月ぐらいをめどに素案をまとめてい

くというスケジュールになっておりまして、ま

とまった段階で議会のほうにも御説明をさせて

いただいて、御意見を頂戴し、またパブリック

コメントなども実施したいというふうに考えて

いるところでございます。 

  それから、重点プロジェクトについてどうし

ていくのかという御質問などもございましたが、

新第５次振興計画では重点プロジェクトの設定

をさせていただきましたが、新しい計画ではど

うしていくのかということについていろいろ検

討もいたしましたが、ただ今回の計画では新し

い要素として、御案内のとおり地方創生の戦略

というものを、これは10月までにまとめるとい

うふうになっているところでありまして、そう

いう意味で人口減少対策というものは当然のこ

とながら新しい振興計画の柱の大きい一つにな

っていくというふうにも思っているところであ

りますので、総合戦略がまとまった段階でそれ

を振興計画の中に取り入れていく、そして大き

いプロジェクトの一つとして位置づけていくと

いうことは、当然のことながら必要があるので

はないかというふうに思います。 

  また、それ以外のプロジェクト設定をするの

か、どういうものを設けていくのかということ

については、今現在鋭意検討しているところで

ありますけれども、そういう意味でどうしても

人口減少対策、喫緊の課題でありますので、そ

ういう意味での重点プロジェクトの設定につい

ても、新しい計画の中でも設定をさせていただ

きたいというふうに考えているところでござい

ます。 

  次に、計画策定の組織については、御案内か

と思いますけれども、振興審議会の20名の今回

構成であります。山大人文学部の是川教授を会

長にして御審議をいただいて、各種団体から推

薦をいただいた方々あるいは有識者、公募員な

どで構成をしているところでございます。 

  それから、将来都市像についても御質問があ

ったかというふうに思いますが、新第５次では

「夢集い 人・緑輝く さくらんぼの都市」と

いうことであります。５年たってやっとなじん

できたかなとこういうふうに思って、新しい計

画でまた新しい将来都市像をつくっていくとい

うことになると、なかなかなじむまでに時間が

かかるのかなというふうなところもありますが、

その点については振興審議会の委員の皆さんの

見識で御協議をいただくというふうになってい

るところでありますので、御理解をいただけれ

ばというふうに思っているところであります。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 どうもありがとうございます。 

  ３部構成を設ける、あるいは振興審議会につ
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いても20名の各界、各層、各団体の代表者とい

いますか、推薦者をもって充てるということを

お伺いしました。 

  そこで、ひとつ御意見といいますか、私の考

え方を申しあげますと、市民の参加と同時に寒

河江市を外から見ている人たちの意見を求める

というのも非常に大事なことじゃないのかなと

いう思いがあります。そんなことで、佐藤市長

が積極的に取り組んでこられて、現在非常に大

きな役割を果たしております仙台寒河江会など

の組織の活用、そういったことなんかもこの振

興計画をつくるに当たって取り入れることがで

きないのか。 

  これは、組織の問題を申しあげる際に計画策

定及び審議会のメンバーが、例えば、後から触

れますけれども、振興計画を上位計画にしてい

る各種計画が30近くあるはずです。都市計画マ

スタープランを受けての、あるいは公園整備計

画もそうですし、そういったメンバーが往々に

して同じような顔ぶれになるというふうになっ

てきますと、基本的には何も変わらないような

状態になるのではないかなというような思いが

ありますので、そのことを申しあげながら３番

目の質問に入らせていただきますが、先ほど市

長から大変効率のよい目標の達成度、評価を出

していただきました。それを受けて、第６次振

興計画への反映をどのように考えておられるの

かというのは、今の振興審議会やいろんな場面

でもそういうことが生かされるというふうに思

いますけれども、重点政策の達成度評価を受け

て振興計画への反映には従来の方策にとらわれ

ない、時代の変化を捉えた、将来を大胆に予想

した仕分けのほうももっと大事になってくるの

かなと、そういうことが今回の基本構想と基本

計画を一体化した計画の変化にあらわれている

のかなというふうな思いはありますけれども、

さらに振興計画を上位計画とする多くの計画に

ついて、それぞれの計画における中間見直しな

どによって計画期間など大部分の計画について

は調整が図られているようですけれども、振興

計画との内容について整合性を図るための見直

しなどはどのように考えているのか御所見をお

伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 まず、第１点でありますけれど

も、もう少し寒河江市を外部から見ている人な

どについても振興のための御意見を頂戴する場

を設けてはどうか、あるいは振興計画などにつ

いて意見をもらってはどうかというような御提

案でありますけれども、大変我々としても、中

にいる、あるいは振興審議会の委員の皆さんだ

けでなくて少し外から見ている、あるいは遠く

から見ている人などからも寒河江についての意

見を頂戴するということは、大変必要だという

ふうに思いますし、我々としても井の中のカワ

ズにならないようにいろんな御意見を頂戴して

いくということは必要だというふうに思います

から、まだこれからいろんなパブリックコメン

ト、素案がこれからまとまるわけでありますの

で、そういった段階でいろいろ御意見を頂戴で

きる場を設けていければというふうに思ってい

るところであります。 

  それから、もう少し単なる新第５次振興計画

の延長線上にあるような新しい次期振興計画で

はなくて、見直すところは大きく見直しをして、

大胆に計画を設定してはどうかというような御

指摘でありますけれども、ごもっともな御意見

だというふうに思いますし、それぞれの目標が

たとえ達成されない項目などについて、その項

目について必ずしも引き継いで新しい計画で設

定する必要があるのかどうかなどについては、

時代のニーズあるいはこれからの社会の状況な

どを十分想定しながら、検証をしながら、新た

な目標の設定などについてやはり大胆に考えて

いくということが必要だろうというふうに思っ

ているところでありますので、ぜひそういった
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意味で議員各位にも大所高所からの御意見を頂

戴できればなというふうに思っているところで

あります。 

  それから、振興計画、最上位計画になるわけ

でありますけれども、今年度、特に見直しある

いは策定をしている計画というのは、振興計画

以外に９つございます。先ほども若干申しあげ

ましたけれども、地方の創生戦略も一つであり

ますが、さらに将来を担う子供たちの教育指針

となる教育振興計画の策定もそうでございます

し、市の都市計画基本方針を示す都市計画マス

タープランも見直しを並行して進めているとこ

ろでございます。そのほか、地域福祉計画など

についてはとりわけ振興審議会の中でもいろい

ろ検討をさせていただいて、振興審議会の中に

組み入れるというようなことで今進めていると

ころでございます。 

  そういう意味で、整合性は当然とりながら、

やはり市民の皆さんに振興計画はこうだけれど

も、それぞれの計画ではばらばらになっている

などというようなことにならないように、一貫

性のある、市の方針というものが、市民の目指

すべき方向というのがわかりやすく示せるよう

な形でそれぞれの計画が策定できればというふ

うに思っているところでありまして、そういう

意味では、市役所のそれぞれの担当の部署も連

携を持ちながら、横断的にそれぞれの情報を共

有しながら今進めているというところでありま

すので、御理解をいただければというふうに思

います。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 寒河江市を愛する寒河江市出身

の方や、県外に住む方がたくさんおられます。

いろいろと寒河江市を、自分のふるさとを非常

に気にかけて発展を願っている人というのは本

当にたくさんいると思いますので、ぜひその方

たちの意見、希望、そういったものを取り入れ

られるような手だてをぜひ図ってほしいなとい

うことを思っています。 

  新振興計画策定には、消滅可能性都市論にあ

らわれているように深刻な人口減少を初め、多

くの課題があるというのは、先ほど市長がおっ

しゃられたとおりです。将来の見通しが困難で

あるとは思いますけれども、他に誇れる振興計

画が策定されることを期待しています。 

  また、振興計画は計画策定が目的ではなく、

それぞれの計画を具現化するために取り組む基

盤であり、スタートだと思います。 

  さらに、振興計画を上位計画とする各種計画

は、事業を進める大切な推進計画ですので、と

かく言われがちな、市長もさきに触れられまし

た縦割り、横割りといったセクションにとらわ

れない行政運営を期待いたしまして、私の質問

を終わりたいと思います。ありがとうございま

した。 

 

   散    会    午後２時４９分 

 

○國井輝明議長 以上をもちまして、本日の日程

は終了しました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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平成２７年９月８日（火曜日）第３回定例会 
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   議事日程第４号       第３回定例会 

   平成２７年９月８日（火）  午前９時３０分開議 

 

   再  開   

日程第 １ 認第 １号 平成２６年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ２ 認第 ２号 平成２６年度寒河江市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ３ 認第 ３号 平成２６年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ４ 認第 ４号 平成２６年度寒河江市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ５ 認第 ５号 平成２６年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ６ 認第 ６号 平成２６年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ７ 認第 ７号 平成２６年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ８ 認第 ８号 平成２６年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定

について 

 〃  ９ 認第 ９号 平成２６年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の

認定について 

 〃 １０ 認第１０号 平成２６年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について 

 〃 １１ 議第５３号 平成２６年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 １２ 議第５４号 平成２７年度寒河江市一般会計補正予算（第３号） 

 〃 １３ 議第５５号 平成２７年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

 〃 １４ 議第５６号 平成２７年度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 〃 １５ 議第５７号 寒河江市個人情報保護条例の一部改正について 

 〃 １６ 議第５８号 寒河江市職員の再任用に関する条例の一部改正について 

 〃 １７ 議第５９号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例の一部改正について 

 〃 １８ 議第６０号 寒河江市手数料条例の一部改正について 

 〃 １９ 議第６１号 市道路線の認定について 

 〃 ２０ 請願第 ９号 原子力発電所再稼働の中止を求める請願 

 〃 ２１ 請願第１０号 安全保障関連二法案について真摯で慎重な審議を求める請願 

 〃 ２２ 質疑 

 〃 ２３ 予算特別委員会設置 

 〃 ２４ 決算特別委員会設置 

 〃 ２５ 委員会付託 

   休  憩 

   再  開 

 〃 ２６ 寒河江市議会決算特別委員会正副委員長の互選結果報告について 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 
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   議事日程第４号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前９時３０分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

ただいまから、本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は議事日程第４号によって進めて

まいります。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第１、認第１号平成26年度

寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定から、日

程第21、請願第10号安全保障関連二法案につい

て真摯で慎重な審議を求める請願までの21案件

を一括議題といたします。 

 

質     疑 

 

○國井輝明議長 日程第22、これより質疑に入り

ますが、所属する委員会の審査案件に関する質

疑は極力控えるとともに、概括的な質疑にとど

めていただくようお願いします。 

  初めに、認第１号平成26年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定についてに対する質疑は

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第２号平成26年度寒河江市公共下水

道事業特別会計歳入歳出決算の認定についてに

対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第３号平成26年度寒河江市浄化槽整

備事業特別会計歳入歳出決算の認定についてに

対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第４号平成26年度寒河江市簡易水道

事業特別会計歳入歳出決算の認定についてに対

する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第５号平成26年度寒河江市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定についてに対

する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第６号平成26年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてに

対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第７号平成26年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定についてに対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第８号平成26年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第９号平成26年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認

定についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第10号平成26年度寒河江市立病院事

業会計決算の認定についてに対する質疑はあり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第53号平成26年度寒河江市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定についてに対す

る質疑はありませんか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第54号平成27年度寒河江市一般会計

補正予算（第３号）に対する質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第55号平成27年度寒河江市国民健康

保険特別会計補正予算（第３号）に対する質疑

はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第56号平成27年度寒河江市介護保険

特別会計補正予算（第１号）に対する質疑はあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第57号寒河江市個人情報保護条例の

一部改正について質疑はありませんか。内藤議

員。 

○内藤 明議員 この条例改正案については、マ

イナンバー制度にかかわる条例改正であると思

いますので、きのうも一般質問で申しあげまし

たが、わからない部分がありましたので、お尋

ねをしたいと思います。 

  例外的に照会される情報の範囲についてきの

うもお尋ねしたんですが、わかりませんでした

ので、具体的に教えていただきたいと思ってい

るんですが、例外的に照会される情報というの

は具体的にどういうものがあるのか教えていた

だきたいと思いますし、どういう機関に対して

は例外的な取り扱いにされるのか教えていただ

きたいと思います。 

  もう１点、ページ数でいいますと19ページの

下から３行目なんですが、ここに16条の次に次

の１条を加えるとありますけれども、そうしま

すと１条を加えるとこれが17条となるわけです

か。この点についても教えていただきたいと思

います。 

○國井輝明議長 菅野総務課長。 

○菅野英行総務課長（併）選挙管理委員会事務局

長 今回の個人情報保護条例一部改正につきま

しては…… 

○國井輝明議長 マイクを近づけて。 

○菅野英行総務課長（併）選挙管理委員会事務局

長 マイナンバー制度がスタートすることに伴

いまして、市の個人情報保護条例にマイナンバ

ー制度にかかわるもの、特定個人情報を取り扱

えるように規定するものです。 

  御質問にありました外部提供につきましては、

法律の規定によるということで個人情報保護条

例の中では適用外にするということにしており

ます。それで法律によるということにしており

ます。 

  法律で、第19条でありますけれども、外部提

供というよりは特定個人情報の提供をできるも

のを特定しております。ですから、本人であり

ますとか本人代理人、個人番号関係事務実務者

等が規定ありまして、そういった一般的でない

外部といいますと例えば税務署からの照会であ

りますとか地方税法に基づきます。税務署から

の照会、地方税法に基づきます国税庁長官、知

事、市町村同士での提供でありますとか、先ほ

ど御質問がありました刑事事件関係の照会、そ

のほか会計検査院の検査のための会計検査院へ

の提供、100条委員会、地方自治法100条による

調査のときでありますとか限定的になっており

ます。 

  市の個人情報保護条例でありますと、そのほ

か審議会で認めたようなものも外部提供ができ

るという規定がありますが、そういった規定は

適用にならない。あくまで、法の第19条に規定

されているものしか提供しないという規定にし

ております。 

  もう１点、第16条の次に１条でありますけれ

ども、第16条の２を加えるものであります。よ

ろしいでしょうか。 

○國井輝明議長 ほかに質疑は。内藤議員。 

○内藤 明議員 16条の２を加えるということな

の。だって、16条の次に、次の１条を加えると
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いって、だから17条となるのかなと思っている

んですが、違うのかな。それは後でお答えいた

だきたいと思いますけれども。 

  個人情報に関しては、きのうお尋ねしたとこ

ろのマイナンバー制度とは違ってこれはこれだ

ということなのかなと思っているんですが、法

律の規定に従ってそれは捜査とか何かの問題に

ついては提供されるということですけれども、

これは個人情報保護条例と深くかかわると思っ

ているんですが、例えば今度マイナンバー制度

が始まって行政としてもさまざまな情報が今後

加味されるといいますか、つなげられるといい

ますか、いくようでないと余りメリットがない

と思いますので、さまざまな情報がつながると

思うんですね。それを全部法律では提供される

ことになるんですかということをお聞きしたか

ったんですが、そういうことなんでしょうか。

おわかりになればぜひ教えていただきたいと思

います。 

○國井輝明議長 菅野課長。 

○菅野英行総務課長（併）選挙管理委員会事務局

長 法律で一応決まっている個人番号がついて

いる個人情報の提供ということですので、法第

19条の規定に従って、これしか提供しないとい

うことになると私は思っておりますが。 

○國井輝明議長 ほかに質疑は。（「17条の件は」

の声あり）菅野課長。 

○菅野英行総務課長（併）選挙管理委員会事務局

長 16条、既に既存の17条がありまして、16条

の次に16条の例外規定を設けますので、16条の

２ということで関連する条文を加えるものであ

ります。 

○國井輝明議長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第58号寒河江市職員の再任用に関す

る条例の一部改正についてに対する質疑はあり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第59号寒河江市特別職に属するもの

の給与等に関する条例の一部改正についてに対

する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第60号寒河江市手数料条例の一部改

正についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第61号市道路線の認定についてに対

する質疑はありませんか。渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ２点ほど御質問させていただき

たい。 

○國井輝明議長 渡邉議員、所属する担当ですの

で、概括的なものに。極力。 

○渡邉賢一議員 社会民主党市民連合。 

○國井輝明議長 いえ、所属する委員会でありま

すので、発言はなるべく控えていただくように

ということでお願いしておりますので。 

○渡邉賢一議員 そうですか。常任委員会で。 

○國井輝明議長 後ほどの委員会で質疑をお願い

してもよろしいでしょうか。 

○渡邉賢一議員 １点だけ概括的な質疑でよろし

いですか。 

○國井輝明議長 概括的なことでお願いいたしま

す。 

○渡邉賢一議員 昨日も質問させていただいた点

でわからなかった点があったので御質問なんで

すけれども、市長からユニバーサルデザイン、

障がい者もまた高齢者もということでいろんな

ものを公園の整備にその精神は入れていくんだ

ということなんですけれども、この市道認定に

おいてそうした段差をなくすとか歩道の大きさ

とか詳細についてはこの資料だけではよくわか

りませんので、安全面とかそういったところに

ついては常任委員会でよく説明していただきた

いと思います。市長から御答弁あればお願いし

たいと思います。そういう規格なのかどうかと

いうことです。幅員12メートルの中にどのよう

に。 
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○國井輝明議長 委員会のほうでよろしいでしょ

うか。 

○渡邉賢一議員 じゃあ、詳しく常任委員会でお

聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 お願いいたします。 

  ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、請願第９号原子力発電所再稼働の中止

を求める請願に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、請願第10号安全保障関連二法案につい

て真摯で慎重な審議を求める請願に対する質疑

はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

予算特別委員会設置 

 

○國井輝明議長 日程第23、予算特別委員会の設

置についてお諮りします。 

  議第54号平成27年度寒河江市一般会計補正予

算（第３号）については、議長を除く15人を委

員に選任して構成する予算特別委員会を設置し、

これに付託の上審査することにしたいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第54号平成27年度寒河江市一般会

計補正予算（第３号）については、議長を除く

15人を委員に選任して構成する予算特別委員会

を設置し、これに付託の上審査することに決し

ました。 

 

決算特別委員会設置 

 

○國井輝明議長 日程第24、決算特別委員会の設

置についてお諮りいたします。 

  認第１号平成26年度寒河江市一般会計歳入歳

出決算の認定についてから議第53号平成26年度

寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認

定についてまでの11案件については、議長及び

議員のうちから選任する監査委員を除く14人を

委員に選任して構成する決算特別委員会を設置

し、これに付託の上審査することにしたいと思

います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、認第１号平成26年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定についてから議第53号平

成26年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び

決算の認定についてまでの11案件については、

議長及び議員のうちから選任する監査委員を除

く14人を委員に選任して構成する決算特別委員

会を設置し、これに付託の上審査することに決

しました。 

 

委 員 会 付 託 

 

○國井輝明議長 日程第25、委員会付託でありま

す。 

  このことにつきましては、お手元に配付して

おります委員会付託案件表のとおりそれぞれの

所管の委員会に付託いたします。 

 

 委員会付託案件表  

委 員 会 付 託 案 件 

総務産業常任委員会 

議第５７号、議第５８号、

議第５９号、議第６０号、

議第６１号、請願第９号、

請願第１０号 

厚生文教常任委員会 議第５５号、議第５６号 

予算特別委員会 議第５４号 
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決算特別委員会 

認第１号、認第２号、 

認第３号、認第４号、 

認第５号、認第６号、 

認第７号、認第８号、 

認第９号、認第１０号、 

議第５３号 

 

○國井輝明議長 この際、暫時休憩いたします。 

 休 憩 午前 ９時４８分  

 再 開 午前１１時５０分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

 

寒河江市議会決算特別委員会 

正副委員長の互選結果報告に 

ついて 

 

○國井輝明議長 日程第26、寒河江市議会決算特

別委員会正副委員長の互選結果報告についてで

あります。 

  休憩中に決算特別委員会が開催され、正副委

員長が互選されましたので、御報告いたします。 

  決算特別委員長、阿部 清議員、決算特別副

委員長、古沢清志議員。以上でございます。 

 

 

   散    会   午前１１時５０分 

 

○國井輝明議長 以上で、本日の日程は終了しま

した。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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平成２７年９月１８日（金曜日）第３回定例会 

 

○出席議員（１６名） 

   １番  國  井  輝  明  議員     ２番  古  沢  清  志  議員 

   ３番  佐  藤  耕  治  議員     ４番  渡  邉  賢  一  議員 

   ５番  伊  藤  正  彦  議員     ６番  遠  藤  智 与 子  議員 

   ７番  太  田  芳  彦  議員     ８番  石  山     忠  議員 

   ９番  阿  部     清  議員    １０番  沖  津  一  博  議員 

  １１番       登 代 子  議員    １２番  工  藤  吉  雄  議員 

  １３番  柏  倉  信  一  議員    １４番  木  村  寿 太 郎  議員 

  １５番  内  藤     明  議員    １６番  杉  沼  孝  司  議員 

○欠席議員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  丹 野 敏 晴  副 市 長 

草 苅 和 男  教 育 長  児 玉 憲 司  
選挙管理委員会 
委 員 長 

木 村 三 紀  農業委員会会長  菅 野 英 行  
総務課長（併）
選挙管理委員会
事 務 局 長 

月 光 龍 弘  政策企画課長  伊 藤 耕 平  
さがえ未来創成
課 長 

宮 川   徹  財 政 課 長  松 田 幸 彦  税 務 課 長 

小 林 友 子  市民生活課長  芳 賀 弘 明  建設管理課長 

森 谷 孝 義  下 水 道 課 長  原 田 真 司  
農林課長（併）
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

秋 場 礼 子  商工振興課長  松 田   仁  
さ く ら ん ぼ 
観 光 課 長 

阿 部 藤 彦  健康福祉課長  佐 藤 浩 之  高齢者支援課長 

竹 田   浩  子育て推進課長  小 畑 広 明  
会 計 管 理 者 
（兼）会計課長 

軽 部 賢 悦  水道事業所長  土 屋 恒 一  病 院 事 務 長 

山 田 健 二  学校教育課長  荒 木 信 行  生涯学習課長 

大 沼 孝一郎  監 査 委 員  安孫子 和 広  
監 査 委 員 
事 務 局 長 

○事務局職員出席者 

丹 野 敏 幸  事 務 局 長  佐 藤   肇  局 長 補 佐 

山 田 良 一  局 長 補 佐  渡 邊 拓 也  総 務 係 長 
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   議事日程第５号        第３回定例会 

   平成２７年９月１８日（金）  決算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

  （予算特別委員会付託関係） 

日程第 １ 議第５４号 平成２７年度寒河江市一般会計補正予算（第３号） 

 〃  ２ 予算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃  ３ 質疑・討論・採決 

 

  （決算特別委員会付託関係） 

日程第 ４ 認第 １号 平成２６年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ５ 認第 ２号 平成２６年度寒河江市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ６ 認第 ３号 平成２６年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ７ 認第 ４号 平成２６年度寒河江市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ８ 認第 ５号 平成２６年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ９ 認第 ６号 平成２６年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃 １０ 認第 ７号 平成２６年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃 １１ 認第 ８号 平成２６年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定

について 

 〃 １２ 認第 ９号 平成２６年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の

認定について 

 〃 １３ 認第１０号 平成２６年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について 

 〃 １４ 議第５３号 平成２６年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 １５ 決算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １６ 質疑・討論・採決 

 

  （総務産業常任委員会付託関係） 

日程第１７ 議第５７号 寒河江市個人情報保護条例の一部改正について 

 〃 １８ 議第５８号 寒河江市職員の再任用に関する条例の一部改正について 

 〃 １９ 議第５９号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例の一部改正について 

 〃 ２０ 議第６０号 寒河江市手数料条例の一部改正について 

 〃 ２１ 議第６１号 市道路線の認定について 

 〃 ２２ 請願第 ９号 原子力発電所再稼働の中止を求める請願 

 〃 ２３ 請願第１０号 安全保障関連二法案について真摯で慎重な審議を求める請願 

 〃 ２４ 総務産業常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ２５ 質疑・討論・採決 
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  （厚生文教常任委員会付託関係） 

日程第２６ 議第５５号 平成２７年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

 〃 ２７ 議第５６号 平成２７年度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 〃 ２８ 厚生文教常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ２９ 質疑・討論・採決 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第５号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前１１時００分 

 

○國井輝明議長 ただいまから本会議を再開いた

します。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第５号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第１、議第54号平成27年度

寒河江市一般会計補正予算（第３号）を議題と

いたします。 

 

予算特別委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第２、予算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  予算特別委員長の報告を求めます。石山予算

特別委員長。 

   〔石山 忠予算特別委員長 登壇〕 

○石山 忠予算特別委員長 予算特別委員会にお

ける審査の経過と結果について御報告申しあげ

ます。 

  本委員会に付託になりました案件は、議第54

号平成27年度寒河江市一般会計補正予算（第３

号）であります。 

  ９月８日、委員全員出席のもと委員会を開会

し、議第54号を議題とし、質疑の後、各分科会

に分担付託し審査することにいたしました。 

  各分科会の審査の経過については、本日再開

されました委員会で詳しく報告されております

ので省略させていただきますが、各分科会とも

原案を了とすべきものと決した旨の報告があり

ました。 

  各分科会委員長報告の後、委員長報告に対す

る質疑を行い、討論を終結し、採決に入りまし

た。議第54号を採決の結果、全会一致をもって

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、予算特別委員会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第３、これより、質疑・討

論・採決に入ります。 
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  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第54号平成27年度寒河江市一般会計補正予

算（第３号）に対する委員長報告は可決であり

ます。 

  本案は委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第54号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 次に、日程第４、認第１号平成

26年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定に

ついてから日程第14、議第53号平成26年度寒河

江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定に

ついてまでの11案件を一括議題といたします。 

 

決算特別委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第15、決算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  決算特別委員長の報告を求めます。阿部決算

特別委員長。 

   〔阿部 清決算特別委員長 登壇〕 

○阿部 清決算特別委員長 決算特別委員会にお

ける審査の経過と結果について御報告申しあげ

ます。 

  本委員会に付託になりました案件は、認第１

号平成26年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の

認定について、認第２号平成26年度寒河江市公

共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて、認第３号平成26年度寒河江市浄化槽整備

事業特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第４号平成26年度寒河江市簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算の認定について、認第５号平成

26年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定について、認第６号平成26年度寒河

江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定について、認第７号平成26年度寒河江市介護

保険特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第８号平成26年度寒河江市介護認定審査会共同

設置特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第９号平成26年度寒河江市財産区特別会計（高

松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認定について、

認第10号平成26年度寒河江市立病院事業会計決

算の認定について、議第53号平成26年度寒河江

市水道事業会計利益の処分及び決算の認定につ

いてであります。 

  ９月８日、委員14名出席、当局からは市長初

め関係課長等出席のもと委員会を開会し、11案

件を一括議題とし、会計管理者及び水道事業所

長の議案説明を受け質疑に入り、質疑の後、各

分科会に分担付託し審査することにいたしまし

た。 

  各分科会の審査の経過につきましては、本日

再開されました委員会で詳しく報告されており

ますので省略させていただきますが、各分科会

とも原案のとおり認定及び可決すべきものと決

した旨の報告がありました。 

  各分科会委員長報告の後、委員長報告に対す

る質疑を行い、討論を終結し、採決に入りまし

た。 

  最初に、認第２号、認第３号、認第４号、認

第８号、認第９号及び認第10号の６案件を一括

して採決した結果、全会一致をもって原案のと

おり認定すべきものと決しました。 
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  次に、議第53号について採決の結果、全会一

致をもって原案のとおり可決及び認定すべきも

のと決しました。 

  次に、認第１号、認第５号、認第６号、認第

７号の４案件について順次採決の結果、それぞ

れ多数をもって原案のとおり認定すべきものと

決しました。 

  以上で、決算特別委員会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第16、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  初めに認第１号、認第５号、認第６号、認第

７号及び議第53号を除く、認第２号平成26年度

寒河江市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、認第３号平成26年度寒河江市

浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、認第４号平成26年度寒河江市簡易水道

事業特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第８号平成26年度寒河江市介護認定審査会共同

設置特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第９号平成26年度寒河江市財産区特別会計（高

松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認定について

及び認第10号平成26年度寒河江市立病院事業会

計決算の認定についての６案件を一括して採決

いたします。 

  ただいまの６案件に対する委員長報告はいず

れも認定であります。 

  ６案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、認第２号、認第３号、認第４号、認

第８号、認第９号及び認第10号については原案

のとおり認定されました。 

  次に、議第53号平成26年度寒河江市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定についてを採決

いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決及び認定であ

ります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第53号は原案のとおり可決及び認

定されました。 

  次に、認第１号平成26年度寒河江市一般会計

歳入歳出決算の認定についてを起立により採決

いたします。 

  本案に対する委員長報告は認定であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

起立多数であります。 

  よって、認第１号は原案のとおり認定されま

した。 

  次に、認第５号平成26年度寒河江市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定についてを起

立により採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は認定であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

起立多数であります。 

  よって、認第５号は原案のとおり認定されま

した。 
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  次に、認第６号平成26年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてを

起立より採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は認定であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

起立多数であります。 

  よって、認第６号は原案のとおり認定されま

した。 

  次に、認第７号平成26年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定についてを起立に

より採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は認定であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

起立多数であります。 

  よって、認第７号は原案のとおり認定されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 次に、日程第17、議第57号寒河

江市個人情報保護条例の一部改正についてから

日程第23、請願第10号安全保障関連二法案につ

いて真摯で慎重な審議を求める請願までの７案

件を一括議題といたします。 

 

総務産業常任委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第24、総務産業常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  総務産業常任委員長報告を求めます。太田総

務産業常任委員長。 

   〔太田芳彦総務産業常任委員長 登壇〕 

○太田芳彦総務産業常任委員長 総務産業常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本委員会は、９月９日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第57号から請願第

10号までの７案件であります。 

  審査の都合上、初めに議第61号の審査を行い、

次に、議第57号から議第60号までの審査を行い、

その後請願第９号、次に請願第10号の審査を行

うことを諮り、異議なく了承されそのように審

査することに決しました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第61号市道路線の認定についてを

議題とし、当局の説明を求め、質疑に入りまし

た。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「道路にかかる物件で２件のアパー

トも対象になっていたが、補償についてはそこ

に住んでいる方と土地の持ち主ということなの

か」との問いがあり、当局より「補償について

は土地の持ち主とアパートの大家さん、それに

そこに住んでいる方、それぞれに対して補償契

約をするものです」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第57号寒河江市個人情報保護条例の

一部改正についてを議題とし、当局の説明を求

め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「改正条文の第８条第３項ですが、

大きな災害時に目的外利用ができるように条文

を整備するということだが、この大きな災害と

いうのはどのくらいの規模を指しているのか」

との問いがあり、当局より「マイナンバー法第

９条４項に激甚災害が発生したときその他これ

に準ずる場合として政令で定めるときと規定が

ありますので、それを適用することになりま

す」との答弁がありました。 
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  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第58号寒河江市職員の再任用に関す

る条例の一部改正についてを議題とし、当局の

説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

採決の結果、全会一致をもって原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

  次に、議第59号寒河江市特別職に属するもの

の給与等に関する条例の一部改正についてを議

題とし、当局の説明を求め質疑に入りましたが、

質疑もなく、採決の結果、全会一致をもって原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第60号寒河江市手数料条例の一部改

正についてを議題とし、当局の説明を求め質疑

に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「住民基本台帳カードと個人番号カ

ードとの違いは」との問いがあり、当局より

「300円の差という部分だと思いますが、基本

的にはそれぞれの電子カードの購入原価相当額

ということです。個人番号カードにつきまして

はＩＣカードということで購入原価そのものが

違うということから300円の差が出ていると理

解しています」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、請願第９号原子力発電所再稼働の中止

を求める請願を議題とし、担当書記による請願

文書朗読の後審査に入りましたが、質疑におい

て委員より請願第９号を閉会中における継続審

査とすることの動議が提出されましたので、採

決の結果、多数をもって請願第９号を閉会中に

おける継続審査とすべきものと決しました。 

  次に、請願第10号安全保障関連二法案につい

て真摯で慎重な審議を求める請願を議題とし、

担当書記による請願文書朗読の後審査に入りま

したが、質疑意見等もなく討論に入りました。 

  討論の内容を申しあげます。 

  委員より「安全保障関連二法案につきまして

は５月15日に国会に提出され、真摯に慎重な審

議がなされ、７月16日に衆議院で可決されたも

のです。また、最近の日本を取り巻く安全保障

環境は急激に不安定になりつつあります。そん

な中で、現在参議院におきましても慎重に審議

されているところであります。我々地方議員も

今審議されていることを見守っていく必要があ

るのではとの考えから反対としたい」という旨

の反対討論がありました。 

  委員より「衆議院の中で強行採決をしてまで

この法案を押し通してきたということがありま

す。また、多くの識者が憲法違反であるとの認

識もあり、十分審議を尽くしたとは言えず、強

行採決などしないで真摯で慎重な審議を尽くし

て国民世論に耳を傾けるべきだという立場から

賛成したい」という旨の賛成討論がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成少数をもっ

て不採択とすべきものと決しました。 

  以上で、総務産業常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第25、これより質疑・討

論・採決に入ります。ただいまの委員長報告に

対する質疑はありませんか。内藤議員。 

○内藤 明議員 請願第９号の関係で委員長に御

質問をさせていただきますが、今報告の中で請

願第９号原子力発電所再稼働の中止を求める請

願ということで出されているわけでありますけ

れども、今の御報告によりますと閉会中に継続

審査をしたいということで動議が出されたとい

う話でございますが、その理由は何かお尋ねを

したいと思います。閉会中に継続審査をする理

由ですね。 

○國井輝明議長 太田委員長。 

○太田芳彦総務産業常任委員長 お答えいたしま
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す。 

  先ほど申したとおりでありまして、委員の中

から継続ということで動議が出されましたので、

委員全員に動議を諮って、これが多数で継続審

査となったところであります。以上です。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 請願の内容は全然審査しなかっ

たということなんですか。 

○國井輝明議長 太田委員長。 

○太田芳彦総務産業常任委員長 最初に質問を受

けましたけれども、質問はありませんでした。 

○國井輝明議長 よろしいですか。内藤議員。 

○内藤 明議員 質疑、意見等も全然なかったと

いうことに理解してよろしいですか。 

○國井輝明議長 太田委員長。 

○太田芳彦総務産業常任委員長 そのとおりです。 

○國井輝明議長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。遠藤

議員に確認させていただきます。何号議案に対

する討論でしょうか。（「請願10号に対する賛成

討論」の声あり）渡邉議員に確認させていただ

きます。何号議案に対する討論ですか。（「請願

第10号の賛成討論」の声あり）柏倉議員に確認

させていただきます。何号議案に対する討論で

すか。（「請願第10号の賛成討論」の声あり）内

藤議員に確認させていただきます。何号議案に

対する（「９号」「継続に反対する討論」の声あ

り）阿部議員に確認させていただきます。何号

議案についての討論でしょうか。（「第10号に対

する反対討論です」の声あり） 

  内藤議員に申しあげます。請願第９号につい

ては総務産業常任委員長から、閉会中の継続審

査の申し出が提出されておりますので、この申

し出を対象にした討論となりますが、よろしい

ですか。（「結構です」の声あり）それでは、内

藤議員の討論を許します。なお、討論の際は討

論の対象が継続審査とするかどうかに限定され、

案件の内容、その是非にわたることはできませ

んので御留意願います。内藤議員。 

   〔内藤 明議員 登壇〕 

○内藤 明議員 私は、請願第９号原子力発電所

再稼働の中止を求める請願について願意妥当で

今議会で採択すべきということで継続審査に反

対する討論を行いたいと思います。 

  今議会で採択すべきという主な理由を申しあ

げます。 

  第１は、核燃料サイクルは破綻していること

は明らかであります。また、原発から出ている

高レベル放射性廃棄物の最終処分場の選定は国

主導で進めようとしておりますが、引き受ける

自治体はなく、核のごみは日々ふえるばかりで

ございます。 

  第２は、８月11日に九州電力川内原発第１号

を再稼働いたしましたが、田中俊一原子力規制

委員長は新しい規制基準の適合審査は安全性を

保障するものではないとしております。一方で、

菅官房長官は原発の安全性は規制委員会の判断

に委ねられている、個々の再稼働は事業者の判

断で決めるとして、責任の所在が明らかにされ

ておりません。東京電力福島第一原発事故の教

訓は全く生かされていないのであります。 

  第３は、原子力規制委員会は川内原発を新規

制基準に適合するとしましたが、事故の可能性

については否定はしておりません。耐震設計の

目安になる基準値振動の根拠も不十分で、大地

震には対応できない可能性があります。そして、

火山学会の専門家は桜島、阿蘇山を含む姶良カ

ルデラを初めとしたカルデラと巨大噴火が必ず

起こることを指摘し、危険性を示唆しておりま

す。 

  このことからすると、巨大噴火時の核燃料の

緊急避難時の約束など実効性のない空手形と言

わなければなりません。県民の生命を守る避難

計画のずさんさも指摘され、絵に描いた餅と言
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われております。 

  今、全国的に台風や爆弾低気圧など地球規模

での温暖化によると見られる大災害が多発して

おります。そしてまた、火山活動も全国規模で

活発していることは御承知のとおりであります。

自然災害は待ってはくれません。そしてまた予

知することは難しく、一刻も早く意見書を提出

し、関係機関に働きかけるべきだと考えます。 

  同僚皆さんの御賛同を賜りますことを心から

お願い申しあげ、原子力発電所再稼働の中止を

求める請願についての継続審査に反対する討論

といたします。ありがとうございます。 

○國井輝明議長 請願第10号について、初めに賛

成討論について遠藤議員の発言を許します。遠

藤議員。 

   〔遠藤智与子議員 登壇〕 

○遠藤智与子議員 私は、請願第10号安全保障関

連二法案について真摯で慎重な審議を求める請

願について賛成の立場で討論いたします。 

  きのう、参院平和安全法制特別委員会でつい

に強行採決が行われました。安保法案に反対す

る世論が全国で空前の広がりを見せる中、聞く

耳持たぬこの強行に心の底から怒りが込み上げ

ます。この怒りは日本列島に燎原の火のように

さらに加速して広がることでしょう。 

  きのう、９月17日付山形新聞の社説は安保法

案審議強引に成立させるのかという見出しで、

数の力で押し通す国会運営では議論の場はなく

なってしまう、議会制民主主義のあり方が問わ

れると強い危惧を表明していました。 

  安倍首相自身、14日の参院安保法制特別委員

会で法案について残念ながらまだ支持が広がっ

ていないのは事実だとして、いまだ７から８割

の国民が説明不足と感じ、今国会での採決に反

対、慎重姿勢を示している現状を認めざるを得

ませんでした。 

  なぜ、戦後最長となる95日間の会期延長の強

行をもってしても理解が広がらなかったのか。

そこには大きな２つの要因があります。 

  １つは、法案の危険性、違憲性です。危険性

という点では集団的自衛権行使や兵たん活動が

時の政府の判断で幾らでもできる無限定性、米

軍との一体化のもとで進む自衛隊の暴走の実態

が一連の内部文書の暴露などにより判明しまし

た。違憲性では過去の政府見解との論理的整合

性も法的安定性もないとする憲法学者３氏全員

の表明、これは６月４日衆院憲法審査会、そこ

に始まり、元内閣法制局長官３氏、憲法の番人

である最高裁の元判事までが国会で違憲と断じ

ました。 

  安倍首相や中谷防衛大臣などは合憲性の最後

の根拠として、1959年の最高裁砂川判決を挙げ

ます。しかし、最高裁の山口 繁元長官がこれ

を公然と批判し、もはや合憲性の根拠は完全に

失われました。 

  もう一つは、法案説明のずさんさです。政府

答弁の修正、撤回、謝罪が毎回の審議で繰り返

され、審議中断は衆参合わせて220回を超えま

した。加えて、首相が法案の立法事実として挙

げた邦人輸送中の米韓防護やホルムズ海峡の機

雷掃海といった事例は、政府答弁でみずから否

定するに至りました。一片の道理もない戦争法

案に、今や保守層も含む広範な市民、学者、弁

護士、地裁高裁元裁判官や複数の最高裁長官経

験者までが公然と批判しているという歴史に稀

有な状況をつくり出しています。 

  前述した山形新聞の社説は、こう結んでいま

す。反対集会を開いている若者集団の大学生は

公聴会でたった１人の個人として孤独に思考し

判断してください、民の意見を聞いてください

と議員に呼びかけた。日本の将来像にかかわる

法案を強引な運営の国会で成立させていいのか。

議員一人一人がもう一度熟考すべきだと。 

  この言葉は、そのままこの請願第10号安全保

障関連二法案について真摯で慎重な審議を求め

る請願についての賛成を呼びかける私の言葉と
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して重ねて訴えたいと思います。 

  参院安保法案特別委員会で強行採決されてし

まったから終わりではありません。闘いは続き

ます。どうか皆さん、憲法の主権在民の原則に

立ち返って考えてみてください。最後にこのこ

とを申しあげ、私の賛成討論といたします。あ

りがとうございました。 

○國井輝明議長 次に、反対討論について阿部議

員の発言を許します。阿部議員。 

   〔阿部 清議員 登壇〕 

○阿部 清議員 私は、請願10号安全保障関連二

法案について真摯で慎重な審議を求める請願に

対し、反対の立場で討論をさせていただきます。 

  この法案は、５月15日に国会に提出され、

100時間を超える審査がなされ、７月16日衆議

院で可決されました。そして、参議院におきま

しても100時間を超える審議を尽くし、参議院

特別委員会で採決の前提となる中央公聴会が15

日に開催されました。そして、昨日17日夕刻に

参院平和安全法制特別委員会において賛成多数

で可決され、本会議に上程されました。民主主

義のルールにのっとってこの法案を採決による

可決成立を願っているところであります。 

  安全平和法制についての審議が慎重に審議さ

れていることは重要でありますが、国民の理解

もさまざまであり、多様な視点からの賛否があ

ることも事実であります。 

  近年、日本を取り巻く安全保障環境は急激に

変化しており、中国は尖閣諸島周辺の領海の侵

入、東シナ海でのガス開発、南シナ海の埋め立

て、防衛費を日本の5.4兆円の3.3倍、17.8兆円

と大幅に増強し、ミサイル整備強化などの状況

があります。また、北朝鮮の核開発や日本を射

程におさめる数百発の弾道ミサイル整備など安

全保障環境はますます不安定になっております。 

  日本の安全保障環境の悪化を踏まえれば、同

盟国のアメリカや友好国との関係強化により抑

止力を高め、防衛強化にも努めながらアジアの

パワーバランスを保っていく必要があると思い

ます。 

  これが崩れると攻撃を誘発し、有事の可能性

が高まるものと思うからであります。世界の平

和と安定を確保するためには各国の連携と協調

が不可欠であります。日本も、その一翼を担い、

国力に見合った責任を果たさなければならない

と思います。 

  先日、参議院特別委員会で安全保障関連法の

集中審議が行われ、イラク復興支援で陸上自衛

隊の先遣隊長を務められた自民党の佐藤正久氏

は、自衛隊の海外派遣については事前に準備し

た以上のことはできない、備えが大事だと経験

に基づく発言をいたしました。安倍首相は、自

衛隊活動の法的根拠を正確に定め、平素より計

画をつくり訓練していくことが極めて重要だと

同調しております。 

  この安保法案は自衛隊の国際平和協力活動を

拡充するものであり、その柱が恒久法の国際平

和支援法案に基づく他国軍への後方支援活動で

あり、湾岸戦争やアメリカ同時テロのような危

機が発生した際、その都度特別措置法を制定し

なくても機動的な派遣を可能にするものであり

ます。自衛隊には他国軍と違って法律に規定さ

れた活動しか行えないという制約があり、平時

からさまざまなシナリオを想定した訓練を行え

る利点は極めて大きいものと考える。それが自

衛官の活動のリスクを極小化することにもつな

がるものであります。 

  平和を唱えるだけで平和は実現できない。各

国が安定した世界をつくろうと協力し合ってい

ると首相は指摘をしております。今は、どの国

も１国のみで平和を保てない環境にあります。

脅威を封じ込める国際協調行動に日本は憲法の

範囲内で積極的に関与し貢献する必要性を感じ

ます。そして、万が一の事態に対応するために

もすきのない備えが必要であると思っておりま

す。 
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  このことから、安全保障関連法案は、日本国

憲法13条にあるように我が国の平和と国民の生

命、そして自由、幸福追求の権利が守られる法

案であり、今国会において可決することを願っ

ているところであります。 

  以上のことから反対とさせていただきます。 

○國井輝明議長 次に、賛成討論について渡邉議

員の発言を許します。渡邉議員。 

   〔渡邉賢一議員 登壇〕 

○渡邉賢一議員 私は、本請願に賛成の立場で討

論させていただきます。 

  まず、昨日の強行採決で私も非常に怒り心頭

でありまして、山形での夕方行われた集会に参

加をさせていただきました。750名、雨の中で

すけれども、この集会、デモ行進に参加をされ

た県民の皆さんとともに、ごしぇっぱらやける

とか、もうはらわた煮え返る、怒りを抑え切れ

ない県民の皆さんの声が聞かれました。 

  けさの山形新聞社会面には、誰のため、なぜ

急ぐという見出しで、賛成派も苦言不満、理解

を得ていないという県民の声、論理がおかしい、

やりたい放題、国民軽視、自衛官の家族の声、

不安あるいは死の覚悟、ここまで出されている

わけでございます。 

  誰のためかといえば、アメリカのため、なぜ

急ぐかというと勝手に約束をしてきたからとい

うことだと思っております。 

  さて、さきの大戦で敗戦してから70年、先月

終戦記念日では安倍談話も発せられたわけです

けれども、記念式典が行われ不戦の誓いを天皇

初め国民全体が新たにしたわけでございます。

戦争当時の悲惨な経験をされた方々が高齢化す

る中、改めて平和のとうとさと子供たちや孫に

引き継ぐ必要性が高まっているやいなや、戦争

法案と言われるこの２法案、言論の府、そして

良識の府とされる参議院で何と暴力による強行

採決が行われた事実は何といっても覆い隠せな

いわけでございます。 

  参議院安全保障特別委員会の強行採決は、安

倍政権の国会での審議が進めば進むほど法案の

矛盾が明らかになって関係閣僚による答弁が二

転三転、審議がたびたび中断する、また国民の

不安と懸念が広がって、もう連休前にとにかく

成立させなきゃならないというまさに暴挙であ

ります。70年前に心に刻んだ不戦の誓いが、日

本国憲法平和の理念が今揺らいでいる、激震だ

と思っています。 

  そもそも、憲法とは主権者たる国民が政治権

力の専制支配を防止し、個人の権利自由を保障

させるために政治権力を縛るものでありまして、

これが近代国家のルール、立憲主義でございま

す。今回の戦争法案は、政府に戦争を起こすこ

とを禁じた憲法９条違反であるとともに、憲法

に反する法律、命令等は無効と規定する憲法98

条、そして政治権力に憲法の尊重擁護義務を課

した99条にも背くものでありまして、立憲主義

をじゅうりんする前例のない政権の暴挙と言わ

れております。 

  この立憲主義を尊重するならば、集団的自衛

権行使の必要性を堂々と説明され、連休中も国

会でしっかり議論し、憲法９条改正を国民に諮

るのが本筋ではないでしょうか。しかし、それ

が国会でも国民投票でも否決されそうだからと

いうことで、まさに裏口入学と策する違憲立法

で国民をだまして憲法９条の無力化を進めよう

というのは、かつてナチス・ドイツ、ヒトラー

が全権委任法というものでワイマール憲法を無

力化した手法と全く同じなわけでございます。 

  ですから、圧倒的な憲法学者、内閣法制局長

ＯＢ、また日本弁護士連合会の何と１万人以上

の識者、多様な学者が憲法違反だ、法案の撤回

をということを求めているのでございます。 

  そして、国会の審議が進むにつれて世論調査

では既に国民の８割が説明不足であり、今国会

での成立は断念すべき、廃案が当然だと言われ

ておりますし、６割が先延ばししても法案成立
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に反対と答えるようになっているわけでござい

ます。 

  つまり、この戦争法案は法論理的にも政策的

にも既に破綻していると言わざるを得ません。 

  さて、私は、こうした今の状況を先人たちは

一体どう見ているのかということで、先週９月

12日にさくらんぼ大学における市民講座、もっ

と学ぶ歴史学部の第１回目、山形大学の名誉教

授伊藤先生から、宗教、信仰から見た寒河江、

特に慈恩寺文化について学んでまいりました。

国の名前を名指しで批判をし、そして抑止力を

求める、そうした理論とは全く別でありまして、

平和外交を進めていくべきだと私は常に考えて

おったんですけれども、山岳寺寺院である慈恩

寺一山は鳥羽天皇の護願寺として国家法会を行

う鎮護国家の祈願寺であったということで、ま

さに世界の恒久平和を願う我々の祖先が大事に

してきたお寺であるわけでございます。地域、

寒河江はもとより東北における宗教、そして政

治経済文化のセンターであると明言をされてお

りました。まさに我々その子孫にとってはこう

した先人たちの苦労を踏みにじってはならない

と思うわけでございます。 

  こうしたことから、強行採決や審議の打ち切

りによって数の力を振りかざし何が何でも安倍

政権の言うことは正しいとして強引な議会運営

を行うことは、まさに議会制民主主義の否定で

ありまして、憲法の主権在民、国民主権、基本

的人権の尊重、平和主義を遵守できない憲法違

反であることは明々白々でございます。こうし

たことから今安全保障関連二法案、いわゆる戦

争法案の審議に当たっての慎重で真摯な取り扱

いを求める請願について賛成いたします。 

  議員の皆様、立憲主義と民主主義を守り、市

民の皆様から負託された使命を果たす役割の基

本中の基本となります議会制民主主義を守るた

めに、この請願にぜひとも賛成されますことを

御訴えいたしまして、私の賛成討論を終結いた

します。ありがとうございました。 

○國井輝明議長 次に、賛成討論について柏倉議

員の発言を許します。柏倉議員。 

   〔柏倉信一議員 登壇〕 

○柏倉信一議員 請願第10号安全保障関連二法案

について真摯で慎重な審議を求める請願につい

て、賛成の立場で討論をさせていただきます。 

  私は、現在政党に所属しておらず市民党を自

負しております。自由に自分の意思で政治活動

ができる立場にあります。市民党として私の意

見を述べたいと思います。同僚議員、インター

ネットを通じ傍聴していただいている方々にこ

のたびの請願について御理解をお願い申しあげ

る次第です。 

  さて、このたびの請願は、戦争に関するもの

であります。本議場におられる方々は私を初め

戦後生まれの方が大半と思いますが、私には戦

争というとどうしても忘れることのできない体

験があります。30年近く前になりますが、当時

私は山形県議会議員の事務所で手伝いをしてお

りました。そこに、雪部隊の方々が陳情に見え

られたのです。 

  柏倉君、君のような若者には戦争の話をして

もわからないだろうが、それでも私たちの話を

聞いてくれないか。そして、力をかしてほしい

と切り出してこられたのです。 

  雪部隊、それは東北一円から集められた精鋭

部隊、戦地において連戦連勝、慰労を兼ねて一

旦帰国し、家族と再会の後戦地に向かう予定だ

ったそうですが、風雲急を告げる戦況の中、家

族との再会もかなわず、インドネシアイリアン

ジャヤに転戦していきます。そこには、これま

で誰も経験したことのない惨劇が待っていたの

です。敵と戦おうにも砲弾はなく、物資の補給

もない、いつ果てるともない戦いの中、ひたす

ら身を潜めているしかすべがない。ある者は、

敵陣に突っ込み、蜂の巣のごとく撃ち殺された

とのこと。しかし、大半は餓死だったようです。 
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  心身の限界に達し、去り行く戦友が何を言っ

たか。死ぬ前に日本の雪が見たい、あんこ餅が

食べたい、そういう戦友に紙をちぎって日本の

雪だ、土を握ってあんこ餅だ、そうやって見送

ったとのことでした。こうして、今日の礎を築

いた戦友の遺骨がインドネシアイリアンジャヤ

には3,559柱生骨のままさらされている。どう

しても遺骨を持ち帰りたい。このままでは、遺

骨を待っている我々が遺骨になってしまう。あ

の世に行って戦友に会わせる顔がない。悲痛の

叫びでした。 

  その後、戦争体験者でもある当時の板垣知事

を先頭に私の仕えた県議初め、多くの方々の御

尽力で３人の方の遺骨を収集し、千歳山霊園に

納めることとなりましたが、そのときの雪部隊

の方々の涙は、私の脳裏から離れることはあり

ません。こうした惨劇を二度と繰り返してはな

らないと強く思ったものです。 

  英霊のみたまが安らかならんことを祈るのは

もちろん、雪部隊の遺骨収集に多少たりともか

かわった者として、政治の社会の末席に身を置

く者として、この惨劇を後世に伝える義務があ

るものと思っています。 

  このたびの安全保障関連二法案の背景に、外

交、貿易問題等々があることは私も承知してお

りますが、しかしいかなる理由があるにせよ、

安全保障関連二法案は国民の命にかかわる問題

なのは間違いありません。政治に携わる者の最

大の使命は、国民の命を守ることと考えます。

このたびの法案を議論するのに慎重過ぎるとい

うことなどあり得ないのです。十分な説明責任

を果たし、議論の限りを尽くした上で国民に信

を問う、こうした手続に沿って進めるべきと考

えます。 

  こうした観点から請願第10号についての賛成

討論とさせていただきます。ありがとうござい

ました。 

○國井輝明議長 ほかに討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  初めに、議第57号、議第60号、請願第９号及

び請願第10号を除く、議第58号寒河江市職員の

再任用に関する条例の一部改正について、議第

59号寒河江市特別職に属するものの給与等に関

する条例の一部改正について、議第61号市道路

線の認定についての３案件を一括して採決いた

します。 

  ただいまの３案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ３案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第58号、議第59号及び議第61号は

原案のとおり可決されました。 

  次に、議第57号寒河江市個人情報保護条例の

一部改正についてを起立により採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第57号は原案のとおり可決されま

した。 

  次に、議第60号寒河江市手数料条例の一部改

正についてを起立により採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第60号は原案のとおり可決されま

した。 

  次に、請願第９号原子力発電所再稼働の中止

を求める請願についてでありますが、本案件に
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対する委員長報告は継続審査であり、総務産業

常任委員長より閉会中の継続審査の申し出があ

ります。 

  お諮りいたします。 

  総務産業常任委員長の申し出のとおり閉会中

の継続審査とすることに賛成の議員の起立を求

めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、請願第９号は閉会中の継続審査とす

ることに決しました。 

  次に、請願第10号安全保障関連二法案につい

て真摯で慎重な審議を求める請願について起立

により採決いたします。 

  本案件に対する委員長報告は不採択でありま

すので、本案は原案について採決いたします。 

  本案は原案を採択することに賛成の議員の起

立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立少数であります。 

  よって、請願第10号は不採択とすることに決

しました。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 次に、日程第26、議第55号平成

27年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）及び日程第27、議第56号平成27年度

寒河江市介護保険特別会計補正予算（第１号）

の２案件を一括議題といたします。 

 

厚生文教常任委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第28、厚生文教常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  厚生文教常任委員長報告を求めます。遠藤厚

生文教常任委員長。 

   〔遠藤智与子厚生文教常任委員長 登壇〕 

○遠藤智与子厚生文教常任委員長 厚生文教常任

委員会における審査の経過と結果について御報

告申しあげます。 

  本委員会は、９月９日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第55号及び議第56

号の２案件であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第55号平成27年度寒河江市国民健

康保険特別会計補正予算（第３号）を議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、全会一致を

もって原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

  次に、議第56号平成27年度寒河江市介護保険

特別会計補正予算（第１号）を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、全会一致をもって

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、厚生文教常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第29、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第55号平成27年度寒河江市国民健康保険特

別会計補正予算（第３号）、議第56号平成27年

度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第１
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号）の２案件を一括して採決いたします。 

  ただいまの２案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ２案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第55号及び議第56号は原案のとお

り可決されました。 

 

   閉    会    午後０時０３分 

 

○國井輝明議長 これにて平成27年第３回定例会

を閉会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 
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平成２７年９月８日（火曜日）予算特別委員会 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  古  沢  清  志  委員     ３番  佐  藤  耕  治  委員 

   ４番  渡  邉  賢  一  委員     ５番  伊  藤  正  彦  委員 

   ６番  遠  藤  智 与 子  委員     ７番  太  田  芳  彦  委員 

   ８番  石  山     忠  委員     ９番  阿  部     清  委員 

  １０番  沖  津  一  博  委員    １１番       登 代 子  委員 

  １２番  工  藤  吉  雄  委員    １３番  柏  倉  信  一  委員 

  １４番  木  村  寿 太 郎  委員    １５番  内  藤     明  委員 

  １６番  杉  沼  孝  司  委員 

○欠席委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  丹 野 敏 晴  副 市 長 

草 苅 和 男  教 育 長  菅 野 英 行  
総務課長（併）
選挙管理委員会
事 務 局 長 

月 光 龍 弘  政策企画課長  伊 藤 耕 平  
さがえ未来創成
課 長 

宮 川   徹  財 政 課 長  松 田 幸 彦  税 務 課 長 

小 林 友 子  市民生活課長  芳 賀 弘 明  建設管理課長 

原 田 真 司  
農林課長（併）
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

 阿 部 藤 彦  健康福祉課長 

佐 藤 浩 之  高齢者支援課長  竹 田   浩  子育て推進課長 

軽 部 賢 悦  水道事業所長  山 田 健 二  学校教育課長 

荒 木 信 行  生涯学習課長     

○事務局職員出席者 

丹 野 敏 幸  事 務 局 長  佐 藤   肇  局 長 補 佐 

山 田 良 一  局 長 補 佐  渡 邊 拓 也  総 務 係 長 
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  予算特別委員会議事日程第１号  第３回定例会 

  平成２７年９月８日（火）    本会議休憩中開議 

 

   開  会 

日程第 １  議第５４号 平成２７年度寒河江市一般会計補正予算（第３号） 

 〃  ２ 議案説明 

 〃  ３ 質疑 

 〃  ４ 分科会分担付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第１号に同じ 

 

 

 

   開    会     午前９時５５分 

 

○石山 忠委員長 ただいまから予算特別委員会

を開会いたします。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○石山 忠委員長 日程第１、議第54号平成27年

度寒河江市一般会計補正予算（第３号）を議題

といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○石山 忠委員長 日程第２、議案説明でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  議案説明は本会議において受けておりますの

で、この際省略することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議案説明は省略することに決しまし

た。 

 

質     疑 

 

○石山 忠委員長 日程第３、これより質疑に入

りますが、各委員の所属する分科会の審査案件

に関する質疑は極力控えるとともに、直接予算

にかかわる部分に絞って質疑、答弁とも簡潔明

瞭に行うようにお願いいたします。 

  初めに、議第54号第１表中歳入全部について

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第２款及び歳出第３款について質

疑はありませんか。内藤委員。 

○内藤 明委員 それでは、12ページの関係でお

尋ねしますが、まち・ひと・しごと創生事業と

いうことで載っていますけれども、どういう事

業になるのか具体的にわかれば教えていただき

たいと思います。 

○石山 忠委員長 さがえ未来創成課長。 
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○伊藤耕平さがえ未来創成課長 回答させていた

だきます。 

  今回のまち・ひと・しごと創生事業につきま

しては、シティーセールスの観点から寒河江の

魅力を広報する広告料、またまちづくり等の関

連調査事業として計上させていただいておりま

す。以上でございます。 

○石山 忠委員長 ほかに質疑はございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第６款及び歳出第８款について質

疑はありませんか。内藤委員。 

○内藤 明委員 ８款の関係で、公有財産購入費

ということで減額になって工事請負費というこ

とで追加をされているようでありますけれども、

理由についてお尋ねをしたいと思います。 

○石山 忠委員長 建設管理課長。 

○芳賀弘明建設管理課長 お答えいたします。 

  街路事業の件でございますね。 

  病院前の山西米沢線につきましてですけれど

も、第１工区と第２工区のすりつきの関係とか

これまでやってきた工事の関係でコンクリート

の殻とかアスファルト殻とか、撤去する部分の

工事費が膨らみまして、２工区で予定した用地

補償費を削減して１工区の工事を優先してする

ために１工区の工事費に振りかえしようとする

ものであります。 

○石山 忠委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第10款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第54号第２表について質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

分科会分担付託 

 

○石山 忠委員長 日程第４、分科会分担付託で

あります。 

  このことにつきましては、お手元に配付して

おります分科会分担付託案件表のとおりそれぞ

れの分科会に分担付託いたします。 

 

 分科会分担付託案件表  

分  科  会 分担付託案件 

総務産業分科会 

議第５４号第１表中歳入全

部、歳出第２款の一部、歳

出第６款、歳出第８款、第

２表 

厚生文教分科会 

議第５４号第１表中歳出第

２款の一部、歳出第３款、

歳出第１０款 

 

 

   散    会    午前１０時００分 

 

○石山 忠委員長 本日はこれにて散会いたしま

す。 

  御苦労さまでした。 
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平成２７年９月１８日（金曜日）予算特別委員会 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  古  沢  清  志  委員     ３番  佐  藤  耕  治  委員 

   ４番  渡  邉  賢  一  委員     ５番  伊  藤  正  彦  委員 

   ６番  遠  藤  智 与 子  委員     ７番  太  田  芳  彦  委員 

   ８番  石  山     忠  委員     ９番  阿  部     清  委員 

  １０番  沖  津  一  博  委員    １１番       登 代 子  委員 

  １２番  工  藤  吉  雄  委員    １３番  柏  倉  信  一  委員 

  １４番  木  村  寿 太 郎  委員    １５番  内  藤     明  委員 

  １６番  杉  沼  孝  司  委員 

○欠席委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  丹 野 敏 晴  副 市 長 

草 苅 和 男  教 育 長  菅 野 英 行  
総務課長（併）
選挙管理委員会
事 務 局 長 

月 光 龍 弘  政策企画課長  伊 藤 耕 平  
さがえ未来創成
課 長 

宮 川   徹  財 政 課 長  松 田 幸 彦  税 務 課 長 

小 林 友 子  市民生活課長  芳 賀 弘 明  建設管理課長 

原 田 真 司  
農林課長（併）
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

 佐 藤 浩 之  高齢者支援課長 

竹 田   浩  子育て推進課長  山 田 健 二  学校教育課長 

荒 木 信 行  生涯学習課長     

○事務局職員出席者 

丹 野 敏 幸  事 務 局 長  佐 藤   肇  局 長 補 佐 

山 田 良 一  局 長 補 佐  渡 邊 拓 也  総 務 係 長 
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   予算特別委員会議事日程第２号  第３回定例会 

   平成２７年９月１８日（金）   午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第５４号 平成２７年度寒河江市一般会計予算補正予算（第３号） 

 〃  ２ 分科会審査の経過並びに結果報告 

      （１）総務産業分科会委員長報告 

      （２）厚生文教分科会委員長報告 

 〃  ３ 質疑・討論・採決 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○石山 忠委員長 おはようございます。 

  ただいまから予算特別委員会を再開いたしま

す。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○石山 忠委員長 日程第１、議第54号平成27年

度寒河江市一般会計補正予算（第３号）を議題

といたします。 

 

分科会審査の経過並びに結果報告 

 

○石山 忠委員長 日程第２、分科会審査の経過

並びに結果報告であります。 

 

総務産業分科会委員長報告 

 

○石山 忠委員長 初めに、総務産業分科会委員

長報告を求めます。太田総務産業分科会委員長。 

  〔太田芳彦総務産業分科会委員長 登壇〕 

○太田芳彦総務産業分科会委員長 おはようござ

います。 

  総務産業分科会における審査の経過と結果に

ついて御報告申しあげます。 

  本分科会は、９月９日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第54号第１表

中歳入全部、歳出第２款の一部、歳出第６款、

歳出第８款及び第２表であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第54号平成27年度寒河江市一般会

計補正予算（第３号）歳入全部を議題とし、当

局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「ふるさと納税の３億円ですが、前

年対比でどんな数字ですか」との問いがあり、

当局より、「26年度ではおよそ2,700万円ですの
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で、10倍以上の大幅な増加ということになりま

す」との答弁がありました。 

  委員より「ふるさと納税について市内の方で

市外県外に納税されている方の金額とかは把握

していますか」との問いがあり、当局より「26

年度のふるさと納税の申告状況では昨年度では

77件あり、総額では約550万円でした。ふるさ

と納税額の最高額としては109万円、一番少額

では5,000円でした。なお、この77件のうち、

ほとんどが寒河江市内に寄附されたということ

だと思っております」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第54号平成27年度寒河江市一般会計

補正予算（第３号）第１表中歳出第２款の一部

を議題とし、当局の説明を求め質疑に入りまし

た。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「ふるさと納税の返礼品の選定方法

はどのようになっているのか」との問いがあり、

当局より「返礼品に関しましては、ふるさとの

地域資源を使ったものを主に返礼品とするとい

うこと、また、全国で食品等が人気という点を

踏まえ、地元の協力事業者を広く求め、庁内で

返礼品の選定を行っております」との答弁があ

りました。 

  委員より「結婚支援の報償費ということで50

万円補正されているが、現在何組が決まってい

て今後何組くらい決まる見込みなのか」との問

いがあり、当局より「当初予算では40万円、４

組分の予算を計上しておりますが、その予算に

ついては全て執行しております。今回、５組を

見込んで補正しておりますが、ここに２組の話

があり、それも含めた額での補正予算としてお

ります」との答弁がありました。   

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第54号平成27年度寒河江市一般会計

補正予算（第３号）第１表中歳出第６款を議題

とし、当局の説明を求め質疑に入りましたが、

御報告する質疑もなく、採決の結果、全会一致

をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第54号平成27年度寒河江市一般会計

補正予算（第３号）第１表中歳出第８款を議題

とし、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「日田の県道下をアンダーパスが通

っていますが、そこの側面が土のため崩れると

きがある。また、水路の部分も土のため崩れた

りするところがあるのですが、その辺も加味し

て工事を進めるということですか」との問いが

ありました。当局より「そのとおりです」との

答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第54号平成27年度寒河江市一般会計

補正予算（第３号）第２表を議題とし、当局の

説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

採決の結果、全会一致をもって原案を了とする

ことに決しました。 

  以上で総務産業分科会における審査の経過と

結果について御報告を終わります。 

 

厚生文教分科会委員長報告 

 

○石山 忠委員長 次に、厚生文教分科会委員長

報告を求めます。遠藤厚生文教分科会委員長。 

  〔遠藤智与子厚生文教分科会委員長 登壇〕 

○遠藤智与子厚生文教分科会委員長 厚生文教分

科会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本分科会は、９月９日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第54号第１表

中歳出第２款の一部、歳出第３款、歳出第10款

であります。 
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  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第54号平成27年度寒河江市一般会

計補正予算（第３号）第１表中歳出第２款の一

部を議題とし、当局の説明を求め質疑に入りま

した。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「マイナンバーの通知カードの返送

される分はどれくらいと予想されるか」との問

いがあり、当局より「返送される分は予測不可

能なので、この３カ月で実態調査が可能な時間

を計算して時間外手当を計上させていただきま

した」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、歳出第３款を議題とし、当局の説明を

求め質疑に入りましたが、御報告する質疑もな

く、討論を終結し、採決の結果、全会一致をも

って原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、歳出第10款を議題とし、当局の説明を

求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より、「中学校管理事業の空調設備とは

具体的にどのような工事をするのか、また教室

名も教えてほしい」との問いがあり、当局より

「中学校３年生の普通教室及び中学校の特別支

援学級について、エアコンの整備を図るための

実施設計を行うものです。教室数は陵東中学校

は普通教室５、特別支援教室３で８教室、陵南

中学校は普通教室７と特別支援教室３で10教室、

陵西中は普通教室２と特別支援教室３で５教室

です。教室の大きさにより、エアコンの設置台

数も多く必要になり、合計で37台の整備を予定

しています」との答弁がありました。 

  委員より「空調設備を本格的に工事するのは

いつごろか」との問いがあり、当局より「現段

階では確定しているわけではありませんが、来

年５月から６月に国の補助金の交付決定通知が

来れば28年度の夏休みには工事に入りたいと考

えています」との答弁がありました。 

  委員より「空調設備の国の補助金は割合にす

るとどのくらいになるか」との問いがあり、当

局より「補助率は３分の１ですが、教室面積に

１万8,700円の平方メートル単価を掛けたもの

と、実際の工事費の低いほうの３分の１となっ

ています」との答弁がありました。 

  委員より「耐震化するのはどこの学校か」と

の問いがあり、当局より「耐震化の対象は体育

館の照明及びバスケットゴールで全ての小中学

校が該当します。また、寒河江小学校と柴橋小

学校の外壁タイルに浮きがあることが判明した

ので、その工事費も見込んでいます」との答弁

がありました。 

  委員より「陵南中西側の用水路の立木の肥大

化が壁の傾きに関係はないのか」との問いがあ

り、当局より「専門的に調べないとわからない

部分もありますが、陵南中の体育館の屋根の落

雪によって地盤が軟弱になり、学校側の擁壁が

傾いたことが考えられるので、それに耐えられ

るように台形の擁壁への改修をしようとするも

のです」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  以上で厚生文教分科会における審査の経過と

結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○石山 忠委員長 日程第３、質疑・討論・採決

であります。 

  初めに、総務産業分科会委員長報告に対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、厚生文教分科会委員長報告に対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 
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  これより討論に入ります。討論はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第54号平成27年度寒河江市一般会

計補正予算（第３号）を採決いたします。 

  本案に対する各分科会委員長報告は、いずれ

も原案を了とするものであります。 

  本案は原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第54号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

   閉    会    午前９時４４分 

 

○石山 忠委員長 以上をもって予算特別委員会

を閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

 

 以上会議の結果を記載し、相違ないことを証す

るために署名する。 

 

予算特別委員会委員長  石 山   忠 
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平成２７年９月８日（火曜日）決算特別委員会 

 

○出席委員（１４名） 

   ２番  古  沢  清  志  委員     ３番  佐  藤  耕  治  委員 

   ４番  渡  邉  賢  一  委員     ５番  伊  藤  正  彦  委員 

   ６番  遠  藤  智 与 子  委員     ７番  太  田  芳  彦  委員 

   ８番  石  山     忠  委員     ９番  阿  部     清  委員 

  １０番  沖  津  一  博  委員    １２番  工  藤  吉  雄  委員 

  １３番  柏  倉  信  一  委員    １４番  木  村  寿 太 郎  委員 

  １５番  内  藤     明  委員    １６番  杉  沼  孝  司  委員 

○欠席委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  丹 野 敏 晴  副 市 長 

草 苅 和 男  教 育 長  菅 野 英 行  
総務課長（併）
選挙管理委員会
事 務 局 長 

月 光 龍 弘  政策企画課長  伊 藤 耕 平  
さがえ未来創成
課 長 

宮 川   徹  財 政 課 長  松 田 幸 彦  税 務 課 長 

小 林 友 子  市民生活課長  芳 賀 弘 明  建設管理課長 

森 谷 孝 義  下 水 道 課 長  原 田 真 司  
農林課長（併）
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

秋 場 礼 子  商工振興課長  松 田   仁  
さ く ら ん ぼ 
観 光 課 長 

阿 部 藤 彦  健康福祉課長  佐 藤 浩 之  高齢者支援課長 

竹 田   浩  子育て推進課長  小 畑 広 明  
会 計 管 理 者 
（兼）会計課長 

軽 部 賢 悦  水道事業所長  土 屋 恒 一  病 院 事 務 長 

山 田 健 二  学校教育課長  荒 木 信 行  生涯学習課長 

大 沼 孝一郎  監 査 委 員     登代子  監 査 委 員 

安孫子 和 広  
監 査 委 員 
事 務 局 長     

○事務局職員出席者 

丹 野 敏 幸  事 務 局 長  佐 藤   肇  局 長 補 佐 

山 田 良 一  局 長 補 佐  渡 邊 拓 也  総 務 係 長 
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  決算特別委員会議事日程第１号  第３回定例会 

  平成２７年９月８日（火）    予算特別委員会終了後開議 

 

   開  会 

日程第 １ 寒河江市議会決算特別委員会正副委員長の互選について 

 〃  ２ 認第 １号 平成２６年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ３ 認第 ２号 平成２６年度寒河江市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ４ 認第 ３号 平成２６年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ５ 認第 ４号 平成２６年度寒河江市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ６ 認第 ５号 平成２６年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ７ 認第 ６号 平成２６年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ８ 認第 ７号 平成２６年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ９ 認第 ８号 平成２６年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定

について 

 〃 １０ 認第 ９号 平成２６年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の

認定について 

 〃 １１ 認第１０号 平成２６年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について 

 〃 １２ 議第５３号 平成２６年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 １３ 議案説明 

 〃 １４ 質疑 

 〃 １５ 分科会分担付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第１号に同じ 

 

 

 

   開    会    午前１０時１０分 

 

○丹野敏幸事務局長 初めての決算特別委員会で

ありますので、寒河江市議会委員会条例第10条

第２項の規定により、年長の木村寿太郎委員に

臨時委員長をお願いいたします。 

○木村寿太郎臨時委員長 おはようございます。 

  初めての決算算特別委員会でありますので、

委員長が互選されるまでの間、年長の私が委員

長の職務を行います。暫時の間御協力をお願い

いたします。 

  ただいまから決算特別委員会を開会いたしま

す。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 
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寒河江市議会決算特別委員会 

正副委員長の互選について 

 

○木村寿太郎臨時委員長 日程第１、寒河江市議

会決算特別委員会正副委員長の互選についてを

議題といたします。 

  これより委員長の互選を行います。 

  お諮りいたします。 

  委員長の互選については、指名推選によるこ

ととし、私から指名いたしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  それでは、私から委員長には阿部 清委員を

指名いたします。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員長には阿部 清委員が当選され

ました。 

  委員長より就任の御挨拶をお願いします。 

〔阿部 清委員 委員長席へ〕 

○阿部 清委員長 ただいま決算特別委員長を仰

せつかりました阿部 清です。 

  皆様の御協力を得ながら最後まで務めていき

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  座らせていただきます。 

  これより副委員長の互選を行います。 

  お諮りいたします。 

  副委員長の互選については指名推選によるこ

ととし、私から指名いたしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  それでは、私から副委員長には古沢清志委員

を指名いたします。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、副委員長には古沢清志委員が当選さ

れました。 

  副委員長より、自席にて就任の御挨拶をお願

いいたします。 

○古沢清志副委員長 おはようございます。 

  決算特別委員会の副委員長を仰せつかりまし

た古沢でございます。委員長を補佐し、万事怠

りなく進めてまいりますので、どうぞよろしく

お願いします。 

 

議 案 上 程 

 

○阿部 清委員長 日程第２、認第１号平成26年

度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てから日程第12、議第53号平成26年度寒河江市

水道事業会計利益の処分及び決算の認定につい

てまでの11案件を一括議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○阿部 清委員長 日程第13、議案説明でありま

す。 

  初めに、認第１号平成26年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定についてから認第10号平

成26年度寒河江市立病院事業会計決算の認定に

ついてまで、当局より説明を求めます。小畑会

計管理者。 

○小畑広明会計管理者（兼）会計課長 平成26年

度寒河江市一般会計及び特別会計決算について

御説明申しあげます。 

  大要は、本会議におきまして市長から説明申

しあげておりますので、私からは各会計の事項

別明細書に基づいて申しあげます。 

なお、金額の読み上げでは100円以下の数字

は略させていただきますのでよろしくお願いい

たします。 

  最初に、認第１号平成26年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定について御説明申しあげ
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ます。72ページをお開き願います。 

  最初に歳入でありますが、第１款市税は収入

済額が 51億 4,213 万 3,000 円で、前年度比

101.4％であります。 

  主なものは市民税が20億6,240万4,000円で、

前年度比102.8％、固定資産税が23億204万

7,000円で前年度比100.9％であります。 

  74ページ、第２款地方譲与税は１億2,872万

9,000円。 

  76ページ、第３款利子割交付金は897万1,000

円。 

  第４款配当割交付金は1,960万2,000円。 

  第５款株式等譲渡所得割交付金は1,067万

5,000円であります。 

  78ページ、第６款地方消費税交付金は４億

7,652万1,000円。 

  第７款自動車取得税交付金は1,758万2,000円。 

  第８款地方特例交付金は2,204万円でありま

す。 

  80ページ、第９款地方交付税は42億8,799万

6,000円で、前年度比96.5％であります。 

  第10款交通安全対策特別交付金は754万8,000

円。 

  第11款分担金及び負担金は２億7,599万円。 

  84ページ、第12款使用料及び手数料は9,154

万4,000円。 

  90ページ、第13款国庫支出金は15億8,783万

9,000円で、前年度比86.0％であります。 

  98ページ、第14款県支出金は10億4,636万

3,000円。 

  112ページ、第15款財産収入は２億6,283万

9,000円。 

  114ページ、第16款寄附金は2,730万4,000円

で、前年度比369.0％です。 

  第17款繰入金は４億8,120万9,000円。 

  118ページ、第18款繰越金は２億9,188万

6,000円。 

  第19款諸収入は６億7,830万5,000円。 

  124ページ、第20款市債は13億9,020万円で、

前年度比61.4％であります。 

  128ページ、以上、歳入合計は162億5,528万

2,000円で、前年度比95.6％であります。 

  次に、歳出でありますが、支出済額を申しあ

げます。130ページをお開き願います。 

  第１款議会費は１億9,625万2,000円。 

  132ページ、第２款総務費は14億1,508万

3,000円であります。 

  164ページ、第３款民生費は49億8,807万

8,000円で、その内訳は、第１項社会福祉費が

24億736万3,000円。 

  174ページ、第２項児童福祉費が23億9,389万

1,000円。 

  182ページ、第３項生活保護費が１億8,204万

５,000円などであります。 

  184ページ、第４款衛生費は16億781万8,000

円で、その内訳は、第１項保健衛生費が３億

7,316万2,000円。 

  194ページ、第２項清掃費が５億8,336万円。 

  第３項病院費が６億5,129万6,000円でありま

す。 

  第５項労働費は4,162万2,000円。 

  196ページ、第６款農林水産業費は３億1,306

万8,000円。 

  210ページ、第７款商工費は11億6,878万

8,000円であります。 

  220ページ、第８款土木費は15億5,085万

3,000円で、その内訳は、222ページ、第２項道

路橋梁費が５億1,739万6,000円。 

  228ページ、第４項都市計画費が９億1,271万

8,000円などであります。 

  236ページ、第９款消防費は７億5,198万

2,000円であります。 

  240ページ、第10款教育費は14億6,070万

8,000円で、その内訳は、248ページ、第２項小

学校費が５億2,256万1,000円。 

  254ページ、第３項中学校費が３億3,821万
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5,000円。 

  258ページ、第４項社会教育費が２億9,881万

3,000円。 

  272ページ、第５項保健体育費が１億3,594万

2,000円であります。 

  274ページ、第11款災害復旧費は5,906万

4,000円。 

  276ページ、第12款公債費は20億8,828万

３,000円であります。 

  第13款予備費充用は延べ18件であります。 

  278ページ、以上、歳出合計は156億4,160万

4,000円で、前年度比95.2％であります。この

結果、歳入歳出差し引き残額は、６億1,367万

8,000円となり、これより繰越明許費に係る翌

年度へ繰り越すべき財源、2,452万6,000円を差

し引いた実質収支額は、５億8,915万2,000円で、

前年度比105.3％であります。 

  また、地方自治法及び基金条例の規定による

基金への繰り入れは、財政調整基金に２億

9,500万円、減債基金に500万円を行ったところ

であります。残る２億8,915万2,000円は翌年度

に繰り越しをしております。 

  次に、認第２号平成26年度寒河江市公共下水

道事業特別会計歳入歳出決算の認定について御

説明申しあげます。282ページをお開き願いま

す。 

  歳入でありますが、第１款分担金及び負担金

は743万8,000円。 

  第２款使用料及び手数料は５億4,124万7,000

円。 

  284ページ、第３款国庫支出金は１億5,950万

円。 

  第４款繰入金は４億6,985万1,000円。 

  288ページ、第７款市債は２億2,620万円など

であります。 

  以上、歳入合計は14億625万9,000円でありま

す。 

  次に、290ページ、歳出でありますが、第１

款公共下水道事業費が６億3,707万6,000円。 

  294ページ、第２款公債費が７億6,918万

3,000円で、296ページ、歳出合計は14億625万

9,000円であります。その結果、歳入歳出差し

引き残額はございません。 

  次に、認第３号平成26年度寒河江市浄化槽整

備事業特別会計歳入歳出決算の認定について御

説明申しあげます。 

  300ページをお開き願います。歳入でありま

すが、第１款分担金及び負担金は830万円。 

  第３款国庫支出金は1,555万4,000円。 

  302ページ、第５款繰入金は3,408万7,000円。 

  304ページ、第７款市債は１億7,490万円など

であります。以上、歳入合計は２億3,927万

3,000円であります。 

  306ページ、歳出でありますが、第１款浄化

槽整備事業費が２億3,602万7,000円。 

  308ページ、第２款公債費が324万5,000円で、

310ページ、歳出合計は２億3,927万3,000円で

あります。その結果、歳入歳出差し引き残額は

ございません。 

  次に、認第４号平成26年度寒河江市簡易水道

事業特別会計歳入歳出決算の認定について御説

明申しあげます。314ページをお開き願います。 

  歳入でありますが、第１款使用料及び手数料

が56万1,000円。 

  第２款繰入金が511万1,000円などであり、歳

入合計は589万円であります。 

  次に、316ページ、歳出でありますが、第１

款総務費が589万円であり、歳入歳出差し引き

残額はございません。 

  次に、認第５号平成26年度寒河江市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定について御説

明申しあげます。320ページをお開き願います。 

  最初に歳入でありますが、第１款国民健康保

険税は９億7,826万4,000円。 

  322ページ、第３款国庫支出金は10億140万

7,000円。 
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  326ページ、第４款療養給付費等交付金は３

億6,214万6,000円。 

  第５款前期高齢者交付金は９億2,365万5,000

円。 

  328ページ、第６款県支出金は２億1,352万

2,000円。 

  第７款共同事業交付金は５億5,228万4,000円。 

  330ページ、第９款繰入金は３億5,992万

9,000円。 

  332ページ。第10款繰越金は１億4,087万

6,000円などであります。 

  336ページ、以上、歳入合計は45億3,607万

8,000円であります。 

  次に、歳出でありますが、340ページ、第２

款保険給付費は29億3,002万2,000円。 

  346ページ、第３款後期高齢者支援金等は５

億886万2,000円。 

  348ページ、第６款介護納付金は２億3,164万

9,000円。 

  350ページ、第７款共同事業拠出金は４億

8,345万1,000円。 

  354ページ、第９款基金積立金は１億182万

6,000円などであります。 

  356ページ、以上、歳出合計は43億6,762万

8,000円であります。この結果、歳入歳出の差

し引き残額は１億6,845万１,000円となり、こ

れは翌年度に繰り越しをしております。 

  次に、認第６号平成26年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定について御

説明申しあげます。 

  360ページをお開き願います。 

  歳入でありますが、第１款保険料が２億

9,282万9,000円。 

  362ページ、第５款繰入金が１億3,060万

1,000円などであり、366ページ、歳入合計は４

億3,538万7,000円であります。 

  368ページ、歳出でありますが、第２款後期

高齢者医療広域連合納付金４億1,493万3,000円

などであり、372ページ、歳出合計は４億2,579

万7,000円であります。この結果、歳入歳出差

し引き残額は959万1,000円となり、これは翌年

度に繰り越しをしております。 

  次に、認第７号平成26年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定について御説明申

しあげます。376ページをお開き願います。 

  歳入でありますが、第１款保険料は６億

2,395万6,000円。 

  第３款国庫支出金は９億3,888万円。 

  378ページ、第４款支払基金交付金は10億

4,901万3,000円 

  380ページ、第５款県支出金は５億4,750万

4,000円。 

  382ページ、第７款繰入金は５億9,529万

1,000円などであります。 

  388ページ、以上、歳入合計は37億7,051万

7,000円であります。 

  次に歳出でありますが、392ページ、第２款

保険給付費が35億4,032万5,000円。 

  396ページ、第４款地域支援事業費が7,262万

1,000円などであり、400ページ、歳出合計は37

億3,355万1,000円であります。この結果、歳入

歳出差し引き残額は3,696万7,000円となり、こ

れは翌年度に繰り越しをしております。 

  次に、認８号平成26年度寒河江市介護認定審

査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて御説明申しあげます。404ページをお開き

願います。 

  歳入でありますが、第１款分担金及び負担金

は1,454万6,000円。 

  第２款繰入金が860万9,000円。 

  第３款繰越金が197万円などであり、406ペー

ジ、歳入合計は2,513万5,000円であります。 

  次に、408ページ、歳出でありますが、第１

款介護認定審査会費が2,162万1,000円でありま

す。 

  歳入歳出差し引き残額は351万4,000円であり、
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翌年度に繰り越しをしております。 

  次に、認第９号平成26年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認

定について御説明申しあげます。412ページを

お開き願います。 

  歳入でありますが、第１款高松財産区が20万

6,000円。 

  414ページ、第２款醍醐財産区が25万8,000円。 

  418ページ、第３款三泉財産区が28万1,000円

で、420ページ、歳入合計は74万6,000円であり

ます。 

  422ページ、歳出でありますが、第１款高松

財産区が11万2,000円。 

  第２款醍醐財産区が19万2,000円。 

  424ページ、第３款三泉財産区が21万8,000円

で、426ページ、歳出合計は52万2,000円であり、 

歳入歳出差し引き残額22万3,000円は、翌年度

に繰り越しをしております。 

  以上、一般会計及び各特別会計の決算の概要

について補足説明申しあげましたが、詳細につ

きましては、主要な施策の成果に関する説明書

をごらんくださいますようお願い申しあげます。 

  続きまして、認第10号平成26年度寒河江市立

病院事業会計決算の認定について御説明申しあ

げます。 

  最初に１ページ、収益的収入及び支出であり

ますが、収入は第１款病院事業収益17億2,543

万9,000円で、支出は第１款病院事業費用17億

9,001万1,000円であります。 

  次に、３ページ、資本的収入及び支出であり

ますが、収入は第１款資本的収入が8,459万

6,000円で、その内訳は第１項企業債が2,530万

円、第２項他会計負担金が5,929万6,000円であ

ります 

  支出は第１款資本的支出が１億3,618万5,000

円で、その内訳は第１項建設改良費が4,394万

2,000円、第２項企業債償還金が9,224万3,000

円であります。 

  支出額に対する収入不足額5,158万9,000円は

損益勘定留保資金等で補塡しております。 

  次に、５ページ、損益計算書でありますが、

１の医業収益は、入院収益及び外来収益、他会

計負担金など合計12億890万7,000円であります。 

  ２の医業費用は給与費、材料費など合計16億

9,157万1,000円であります。 

  ３の医業外収益は、他会計負担金、他会計補

助金などで合計５億1,407万4,000円であります。 

  ４の医業外費用は、企業債利息など4,713万

円であります。 

  この結果、1,572万円が経常損失となりまし

た。 

  ６ページ、６の特別損失は地方公営企業会計

制度の見直しにより賞与引当金等の計上が義務

化されたことによる手当が6,177万1,000円であ

ります。その結果、当年度純損失は7,749万

1,000円となり、当年度未処理欠損金は７億

5,036万6,000円となりました。 

  次に、７ページの剰余金計算書でありますが、

資本金合計は会計制度等の見直しにより借入資

本金が負債へ変更となったため、当年度末残高

は13億5,803万2,000円となり、資本剰余金合計

はみなし償却制度廃止に伴う経過措置のため、

当年度末残高は3,806万円であります。利益剰

余金合計は繰越欠損金前年度末残高が６億

7,287万4,000円で、当年度純損失が7,749万

1,000円ありますので、当年度末残高はマイナ

ス５億5,036万6,000円となりました。その結果、

資本合計の当年度末残高は６億4,572万6,000円

となりました。 

  次の欠損金処理計算書でありますが、当年度

末処理欠損金７億5,036万6,000円を翌年度に繰

り越すものであります。 

  次に、９ページ、貸借対照表であります。 

  最初に、資産の部、１の固定資産であります

が、有形固定資産の合計が12億6,297万円で、

これに無形固定資産５万1,000円及び投資1,069
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万1,000円を加えた合計は12億7,371万3,000円

であります。 

  ２の流動資産でありますが、現金預金、未収

金及び貯蔵品で合計２億9,217万3,000円であり

ます。 

  この結果、資産合計は15億6,588万6,000円で

あります。 

  次に、10ページ、負債の部でありますが、１

の固定負債は企業債及びリース債務で合計４億

5,832万1,000円であり、２の流動負債は一時借

入金、未払金など合計３億8,484万9,000円であ

ります。 

  ３の繰延収益は、長期前受金１億8,879万

8,000円から長期前受金収益化累計額１億1,180

万9,000円を差し引いた合計が7,698万9,000円

となり、この結果、負債合計は９億2,016万円

であります。 

  次に資本の部でありますが、１の資本金は13

億5,803万2,000円、２の剰余金は資本剰余金が

3,806万円、欠損金が７億5,036万6,000円で、

剰余金合計はマイナス７億1,230万5,000円であ

ります。 

  その結果、資本合計は６億4,572万6,000円、

負債資本合計は15億6,588万6,000円であります。 

  なお、12ページ以降に附属資料を添付してお

りますので、御参照くださるようお願いいたし

ます。 

  以上、一般会計及び８特別会計並びに市立病

院事業会計の決算について御説明申しあげまし

た。よろしくお願い申しあげます。 

○阿部 清委員長 次に、議第53号平成26年度寒

河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定

について、当局より説明を求めます。軽部水道

事業所長。 

○軽部賢悦水道事業所長 議第53号平成26年度寒

河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定

について御説明申しあげます。 

  初めに、決算について申しあげます。 

  決算書１ページ、２ページの収益的収入及び

支出についてでありますが、収入の第１款水道

事業収益決算額は、前年度比5.1％増の11億

3,288万3,950円で、支出の第１款水道事業費用

決算額は、前年度比5.6％増の９億8,896万

3,416円となったところであります。 

  続きまして、３、４ページの資本的収入及び

支出についてでありますが、収入の第１款資本

的収入決算額は、2,877万7,416円で、その内訳

は工事負担金と国庫補助金であります。 

  一方、支出の第１款資本的支出は、５億

7,326万4,088円となり、収入額が支出額に対し

て不足する額５億4,448万6,672円につきまして

は、内部留保資金などで補塡いたしました。 

  続きまして、５ページ、６ページの損益計算

書について御説明申しあげます。 

  これ以降は、消費税を抜いた金額となります。 

  １の営業収益は、９億9,667万1,861円で給水

収益が主なものであります。（１）の給水収益

につきましては、前年度比で99.2％となってお

ります。 

  ２の営業費用は、８億9,143万1,157円で水道

施設の維持管理費や人件費など営業活動に要し

た経費であります。 

  ３の営業外収益は、6,072万4,045円で下水道

使用料徴収等事務委託金、長期前受金戻入が主

なものでございます。 

  ４の営業外費用は、4,215万6,432円で企業債

の支払利息等であります。 

  ５の特別利益はありませんでした。 

  ６の特別損失は、1,273万2,379円で不納欠損

金及び会計制度の見直しに伴う職員の手当など

であります。 

  この結果、当年度純利益は１億1,107万5,938

円を計上することができたところでございます。 

  また、前年度繰越利益剰余金5,360万1,348円

とその他未処分利益剰余金変動額16億8,322万

6,619円を加えた当年度未処分利益剰余金は、
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18億4,790万3,905円となります。なお、その他

未処分利益剰余金変動額は、地方公営企業会計

制度の見直しに伴う移行処理によるもので、補

助金等により取得した減価償却の累積額であり、

実態は水道の施設となっているものであります。 

  続きまして、７ページ、８ページの剰余金計

算書であります。資本剰余金の寄附金は増減が

なく、1,399万円であります。受贈財産評価額

及びその他資本剰余金は、移行処理により当年

度末残高がゼロ円となっております。この結果、

資本剰余金合計当年度末残高は1,399万円とな

ります。 

  続きまして、利益剰余金であります。減債積

立金については、処分後残高１億2,080万6,517

円から2,000万円を資本金に組み入れたことに

より、当年度末残高は１億80万6,517円となり

ます。建設改良積立金については、処分後残高

10億3,524万6,140円から１億2,600万円を資本

金に組み入れたことにより当年度末残高は９億

924万6,140円となります。 

  未処分利益剰余金については、処分後残高

5,360万1,348円に先ほどのその他未処分利益剰

余金変動額16億8,322万6,619円を加え、さらに

当年度純利益の１億1,107万5,938円を加えるこ

とにより当年度末残高は18億4,790万3,905円と

なります。 

  この結果、利益剰余金合計は、年度末残高は

28億5,795万6,562円となります。 

  次に、10ページ、11ページの貸借対照表につ

いて御説明申しあげます。 

  初めに資産の部ですが、年度末現在高から各

資産の減価償却額を差し引いた有形固定資産の

合計額は、83億9,388万4,495円となります。 

  （２）の無形固定資産48万6,310円と合わせ

て固定資産の合計額は、83億9,437万805円とな

ります。 

  ２の流動資産は、現金預金、未収金、貯蔵品

で流動資産の合計は12億8,835万4,903円となり、

資産合計は96億8,272万5,708円となります。 

  続きまして、11ページの負債の部であります。

３の固定負債は建設改良等企業債のうち、平成

28年度以降に返済予定分の未償還残高額で15億

267万9,966円となります。 

  ４の流動負債は建設改良等企業債のうち、平

成27年度に返済予定分の未償還残高、未払金、

預り金、引当金及びその他流動負債の合計で２

億6,896万3,725円となります。この繰延収益は、

長期前受金から長期前受金収益化累計額を減額

したもので、合計で12億8,337万7,296円となり、

負債合計は30億5,502万987円となります。 

  続きまして、資本の部であります。６の資本

金合計は37億5,575万8,159円となります。７の

剰余金は資本剰余金、利益剰余金で剰余金合計

は28億7,194万6,562円となり、資本合計では66

億2,770万4,721円となります。この結果、10ペ

ージの資産合計と11ページの負債資本合計は、

同額の96億8,272万5,708円となるものでありま

す。 

  次に、利益の処分について申しあげます。 

  戻りまして、９ページの剰余金処分計算書

（案）について御説明申しあげます。 

  未処分利益剰余金当年度末残高18億4,790万

3,905円から減債積立金に2,000万円、建設改良

積立金に9,100万円を積み立て、移行処理によ

る16億8,322万6,619円を資本金に組み入れるた

め、地方公営企業法第32条第２項の規定に基づ

き議会の議決を求めるものでございます。 

  また、処分後残高5,367万7,286円は翌年度へ

繰り越ししようとするものでございます。 

  なお、14ページ以降に決算附属資料を添付し

ております。よろしくお願い申しあげます。 

○阿部 清委員長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は11時10分といたします。 

 休 憩 午前１０時５７分 

 再 開 午前１１時１０分 

○阿部 清委員長 休憩前に引き続き会議を開き
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ます。 

 

質     疑 

 

○阿部 清委員長 日程第14、これより質疑に入

ります。各委員の所属する分科会の審査案件に

関する質疑は極力控えるとともに、質疑の際は

ページ数を示し要点を簡潔に一括して発言され、

また答弁も要領よくされますよう御協力願いま

す。 

  初めに、認第１号平成26年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の歳入全部について質疑はあり

ませんか。沖津委員。 

○沖津一博委員 124ページでありますけれども、

市債でありますが、昨年より67.4％に減らした

ということで実質公債費率も年々減っているわ

けでありますが、佐藤市長が就任したころには

たしか16.8％ぐらいだったと思うんですけれど

も、今年度見込みで12.1％ということでありま

すけれども、寒河江市として実質公債費比率を

どの程度まで減らしていく考えなのかお尋ねを

したいと思います。 

○阿部 清委員長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今の段階では具体的な数字とし

て目標を立てているわけではありませんが、

12.1％、27年度末を12.1と見込んでいるわけで

すけれども、12％ぐらいになると13市の中で真

ん中、中位ぐらいになっています。そういう意

味でまだまだ健全化、低いところの自治体もあ

るわけでありますから、その辺のところをさら

に一段と健全化に向かって努力していく必要が

あると認識しております。 

○阿部 清委員長 沖津委員。 

○沖津一博委員 ちなみに、山形県内で一番実質

公債費比率が低いところはどれくらいなんです

か。わかれば教えていただきたいと思います。 

○阿部 清委員長 宮川財政課長。 

○宮川 徹財政課長 25年度の実績ということで

お答えさせていただきたいと思います。 

  13市の中で実質公債費比率が一番低いのが天

童市の6.1％であります。 

○阿部 清委員長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第１款及び歳出第２款について質

疑はありませんか。内藤委員。 

○内藤 明委員 第１款、第２款、全体にかかわ

る問題で監査委員にお尋ねしますが、前にも御

指摘申しあげたことがあるんですけれども、決

算審査のさまざまな13市の資料を前につけてお

いていただきたいんですが、残念ながら今回も

ないんですね。その後の経過もいろいろあると

思いますけれども、多分監査委員のそれぞれの

研修会とか何かおありになると思うんですが、

その席には出てくるのかわかりませんが、多分

今は恐らく13市の状況について、監査委員はき

っとわかっていらっしゃるんだろうなと思いま

す。参考としてはここには出せないということ

なんだろうと思いますが、そうなのかどうかお

尋ねしたいと思います。 

○阿部 清委員長 大沼代表監査委員。 

○大沼孝一郎監査委員 お答え申しあげます。 

  去年も同じような質問をいただいて答弁した

かと思いますけれども、今の内藤委員からお話

ありましたように、そもそも審査意見書という

のは様式等決まっておりませんで、各団体で工

夫してよりわかりやすくという観点でそれぞれ

工夫してつくっております。 

  13市、特に人口規模からいって９市との比較

が参考になるわけでございますけれども、監査

委員レベルで議会に認定する前に認定に付する

前に監査委員レベルで数値を交換する、公表す

るということについていかがなものかというあ

る団体から問題提起がございまして、私どもは

情報交換ということであくまでも議会の審査に

付するため、概報ということでこれまで取り扱

ってきたわけでございます。ただ、そういった
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意見もありまして、なかなか監査委員レベルで

はいろんな指標、指数というものを正式に交換

できにくくなっているというのが現状でござい

ます。 

  なかなかそれでは、という意見も当然いただ

いておりますので、ほかのレベルで情報交換、

概数外報ということで出ている数字があります

ので、そういったことも活用しながらあるいは

場合によっては１年おくれになりますけれども、

25年度の決算数値の指標等用いて比較するよう

な表も工夫してつくっております。 

  ただ、今内藤委員からお話ありましたことに

つきましては十分お聞きしておりますし、私ど

もも認識しておりますので、何とか工夫したい

とは思いますけれども、そんな事情があるとい

うことだけは御理解お願いしたいと思います。 

○阿部 清委員長 内藤委員。 

○内藤 明委員 25年の資料となりますと、決算

審査するに当たっての参考程度になるかもわか

りませんけれども、いろんな意味で質疑する際

にちょっと余りにもかけ離れたことになってし

まいますので、ないよりはいいんですけれども、

ぜひ御努力をいただきたいなと思っているんで

すが、この前もそういう要請を申しあげたとこ

ろでありますけれども、ただ、中にはここにあ

るように、例えば県内各市の市税収入状況比較

表なんてはあるんですね。こういうのは、都合

のいいところばかり出すなんては私は思いませ

んけれども、こういう資料がおありになるなら

ば多分別な資料もあるんだろうと私、思うのよ。

だから、これはそれぞれの議会だって決算審査

に当たってこれをもう既に終わったなんていう

数値ではないでしょう。多分、そうだと思うん

です。どうですか。 

○阿部 清委員長 大沼代表監査委員。 

○大沼孝一郎監査委員 今そこに、先ほど申しあ

げた話の続きになりますけれども、監査委員レ

ベルでの話を先ほど申しあげました。実務課同

士でいろんな会議とか数値の情報交換等ありま

すので、あくまでの概報概数という捉え方であ

りますけれども、そういった数字でできるもの

はせめてわかりやすくという観点でそういった

表をつくっているものでございます。なお、今、

趣旨も十分踏まえてなおもう少し工夫できない

か検討してまいりたいと思います。 

○阿部 清委員長 ほかに質疑はありませんか。

沖津委員。 

○沖津一博委員 156ページ、選挙啓発費であり

ますけれども、20万円予算を計上しているわけ

なんですけれども、13万5,000円とって６万

4,000円ほど残っています。現在、選挙といい

ますと投票率が非常に悪くなっております。私

はこの20万円でも足りないのではないのかなと

思っておりますが、投票率を上げるためにどの

ような努力をなさっているのか。なぜこの予算

が６万円ほど残ったのかということでお聞かせ

いただきたいと思います。 

○阿部 清委員長 菅野選管事務局長。 

○菅野英行総務課長（併）選挙管理委員会事務局

長 選挙啓発費につきましては、消耗品という

ことでポケットティッシュを配ったり、明るい

選挙ポスターの参加賞品ということで、消耗品

程度ということでありますので、それ以外の事

業としては取り組んでいないといいますか、予

定されなかったということでございます。 

  現在、選挙につきましては、街頭の啓発活動

でありますとか、選挙のときには特別に行いま

すけれども、そういった程度のことをやってお

りまして、何年かに１回は県の選管とのタイア

ップで出前講座とか模擬投票などを行っている

ような状況でございます。 

○阿部 清委員長 沖津委員。 

○沖津一博委員 大分昔というと失礼ですけれど

も、昔は投票率も大体市議会あるいは市長選な

んかも80％を超えていたわけですね。それが、

今では60％ということで、都会のほうでは50％
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を切るようなところもありますしね。非常に投

票率が悪くなっております。選挙は国民の義務

と言われているわけですけれども、何回の選挙

にも、10年も20年も選挙全然やらないなんてい

う人もいると思うんですけれども、そういった

方々に対してできるだけ選挙を行っていただく

ような方策とかなんかは考えているんですか、

どうですか。伺いたいと思います。 

○阿部 清委員長 菅野選管事務局長。 

○菅野英行総務課長（併）選挙管理委員会事務局

長 こちらの啓発事業につきましては、明るい

選挙推進協議会を中心とした団体と連携して行

っているというところでありまして、毎年総会

を開きまして協議をするわけであります。今後、

その中で18歳選挙権に移ったということもあり

ますので、さらにそちらを見ながら投票率の上

がるような行動を取り組んでいかなければなら

ないと思っております。 

○阿部 清委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第３款及び歳出第４款について質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第５款から歳出第７款までについ

て質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第８款から歳出第９款について質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第10款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第11款から歳出第13款までについ

て質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  認第２号平成26年度寒河江市公共下水道事業

特別会計歳入歳出決算の認定についてに対する

質疑はありませんか。沖津委員。 

○沖津一博委員 寒河江市も、公共下水道をして

から大分なると思うんですけれども、私も散歩

なんか歩きますと下水道が通っているのにまだ

つないでいないという家庭が結構見受けられる

んですね。本当に川が汚くて歩きにくいところ

も非常にあるんですけれども、現在公共下水道

が通っていてまだつないでいない家庭はどれく

らいあるのか。そして、そのつないでいない家

庭にできるだけ早くつないでいただけるような

方策をとっているのかどうなのか伺いたいと思

います。 

○阿部 清委員長 森谷下水道課長。 

○森谷孝義下水道課長 ちょっとお待ちください。

資料を探しています。 

  平成26年度末の水洗化普及率でございますが、

人口比で水洗率が85.7％、普及率で75.8％とな

っております。普及活動でございますが、ダイ

レクトメール、電話での対応、訪問等行いなが

らなるべく早くつないでいただけますようお願

いしているところでございます。 

○阿部 清委員長 ほかにありませんか。内藤委

員。 

○内藤 明委員 特別会計全体に当たることで、

これもまたたびたび監査委員に恐縮ですが、お

尋ねをしたいと思いますが、先般議会運営委員

会が開かれまして、そこで64ページの関係が差

しかえということでなったわけでありますけれ

ども、議会運営委員会では了ということでその

まま差しかえとなったわけでありますが、私わ

からないので、監査委員したことないのでわか

らないのでお尋ねしますが、印刷所に発注して、

原稿の段階から発注し印刷物ができ上がってく

るまで時系列的にどうなっているのかお伺いし

たいと思います。 

○阿部 清委員長 大沼代表監査委員。 

○大沼孝一郎監査委員 まず最初に、このたび議

会に事前に送付した議案につきまして、直前に

誤りに気づきまして差しかえをお願いしました
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ことにつきましてまことに申しわけないと認識

しております。おわびを申しあげたいと思いま

す。 

  今お尋ねのことについてお答えいたします。 

  原稿につきましては、私どもでパソコンとい

いますか、全部つくりましてデータではなくて

紙そのもの、打ち出した原稿を印刷会社に印刷

製本をお願いしております。ですから、私ども

でつくった最初といいますか、原稿そのものに

誤りがあったということでございます。 

○阿部 清委員長 内藤委員。 

○内藤 明委員 なお、わからなくなりましたけ

れども、例えばパソコンからとった情報をその

まま印刷に提供したので、出す段階で間違えた

というのなら私もわかるんですよ。ところが、

原稿で差し上げたものが間違ったということは、

つまりこの表を前年度の表をそのままやったと

いうことになるんですか。 

○阿部 清委員長 大沼代表監査委員。 

○大沼孝一郎監査委員 結果としてページごとに

調整してつくるわけですけれども、今御指摘が

ありましたけれども、25年度の表が26年度用に

更新ならないといいますか、そういうことでの

間違いでございます。 

○阿部 清委員長 内藤委員。 

○内藤 明委員 例えば、原稿を出して印刷仕上

がるまでには校正なさると思うんですよね。１

校、２校、どのぐらい校正するかわかりません

けれども、普通、ちょうど考えればそうなると

思うんですが、でき上がってきた製本された段

階で署名されるんじゃないでしょうか。それも

私わかりませんが、署名なさって私どもに配付

なるんだろうと思いますけれども、25年度のこ

ういう印刷物が紛れ込むということはあるんで

しょうか。それがちょっとわからないですね。

どうですか。 

○阿部 清委員長 大沼代表監査委員。 

○大沼孝一郎監査委員 正確に説明しますと、紛

れ込むということじゃなくて、パソコンでつく

るもんですから、どうしても前年度のデータを

活用して更新していくわけですね。ずっと更新

していく中で、最後の64ページ、つまり付表と

いいますか、それについて詳しくというか、正

確にはわかりませんけれども、結果として更新

ならないものが印刷所に原稿として発注してし

まったということでございます。 

○阿部 清委員長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  認第３号平成26年度寒河江市浄化槽整備事業

特別会計歳入歳出決算の認定についてに対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  認第４号平成26年度寒河江市簡易水道事業特

別会計歳入歳出決算の認定についてに対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  認第５号平成26年度寒河江市国民健康保険特

別会計歳入歳出決算の認定についてに対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  認第６号平成26年度寒河江市後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算の認定についてに対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  認第７号平成26年度寒河江市介護保険特別会

計歳入歳出決算の認定についてに対する質疑は

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  認第８号平成26年度寒河江市介護認定審査会

共同設置特別会計歳入歳出決算の認定について

に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  認第９号平成26年度寒河江市財産区特別会計

（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認定につ

いてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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  認第10号平成26年度寒河江市立病院事業会計

決算の認定についてに対する質疑はありません

か。内藤委員。 

○内藤 明委員 私も委員会所属ではありますが、

市長、ここにおられますのでお尋ねしたいと思

っているんですが、大変厳しい経営状況である

わけでありますけれども、監査委員の御指摘の

とおり決算意見書にもありますけれども、経営

健全化は喫緊の課題だと記されております。私

もそうだなと思います。 

  現在保有している医療資源を最大限に活用し

ということが監査委員の資料にも意見書にも出

ておりますけれども、現在そうした医療資源を

活用するような、できるような方策というのは

お持ち合わせなのかお尋ねしたいと思います。 

○阿部 清委員長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ここ数年といいましょうか、毎

年決算の監査委員の意見書などで御指摘をいた

だいて、我々としても何とか少しでも経営が健

全化していくように努力をしたいと思って、鋭

意取り組んでいるところでありますし、御指摘

がありました、さまざまな今の病院あるいは施

設だけでなくて医師も含めて人的な資源なども

含めて何とかそういう、保有する資源を最大限

に活用しながら、それを経営の健全化に結びつ

けていくためにどうしたらいいかということで、

健全化のための組織などもいろいろつくらせて

いただいて取り組んでおります。 

  そういう意味で、来年度に向けて１つには新

しく病院事業管理者の組織なども今検討してい

るところでありますし、そういう意味では今の

組織に加えてそういう新しい経営健全化に向か

った組織が立ち上がるとも思います。さらには、

今課題になっております在宅の介護、看護など

との連携ということで、市の医師会の皆さんと

も協議をさせていただいて、市立病院の機能と

地域在宅のニーズとうまく調整をしていく中で、

新しい市立病院の役割というものを見つけてい

くなどという分野も、何とか今検討中でありま

すけれども、進めていきたいと思っているとこ

ろでありますし、また病院の中でもいろんな新

しい経営健全化に向けた取り組みについていろ

んな医師、看護師、さらにはスタッフ、力を合

わせて健全化に向けた取り組みについて研究を

しながらあるいは実践に向かっているところで

あります。 

  そういう意味で徐々にではありますけれども、

数字の面でも健全化というんでしょうか、少し

改善の方向に進んでいる、と今年度の状況など

を見るとそう向かっていると思います。そうい

う意味で、何とか大変厳しい状況を少しでも早

く脱していくような、知恵を絞りながら取り組

んでいると御理解いただきたいと思います。 

○阿部 清委員長 内藤委員。 

○内藤 明委員 今、市長からお話がありました

中で在宅医療なんかは市民が望んでいる一つの

分野だと私も思いますので、急いでそうした体

制を築いていただきたいなと思っております。 

  主な施策の成果に関する説明書の中でも自治

体病院の主催するセミナー等にも参加しておら

れるようでありますけれども、そこでもいろい

ろな研修をされてきているんではないかと思い

ますが、もう一つは今のある資源を生かすとい

う方法では、前にも申しあげたかもわかりませ

んが、例えば西川町立病院なんかでは健康診断

なんか行われていますね。手っ取り早くそうし

た方法なんかも私はあるんじゃないかと思って

いるんですが、ただ考えるに医師会の協力も要

るのかどうかわかりませんけれども、病床の利

用率からしてそうした対応が人間ドックのよう

な形でできるんじゃないかと思っています。医

師の確保の問題なんかもあると思うんですが、

そうしたことを検討してみることも今ある資源

を生かすということでは必要なのではないかな

と考えております。 

  ただ、もう一つ医師会の協力を得るというこ
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とになりますと、最上川ふるさと公園のところ、

買ってもらったばかりですから、そこら辺の難

しさというのもあるんですが、ただ背に腹はか

えられませんから、やはり市立病院の健全化を

目指していくということではそういう方法もあ

るんじゃないかなと思いますので、そうしたと

ころについての市長の御見解はいかがでしょう

か。 

○阿部 清委員長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市立病院も大変経営が厳

しいわけでありますけれども、寒河江市立病院

だけが経営が厳しい自治体病院としてだけでは

ありませんので、そういう意味で管内の病院、

町立病院なども大変厳しい数字が出ているとこ

ろでありますから、先般もそれぞれ町立病院を

有する首長さんなどとも何とか連携をしながら、

内藤委員がおっしゃったような取り組みなども

含めて限られたスタッフ、人材でありますけれ

どもうまく連携をしながら足りないところを補

うなどということで協力できないかということ

を話をさせていただいているところであります。 

  そういう意味で、医師会は西郡一本というこ

とでもありますから、そういう部分の連携など

も協力をいただきながら人材の、あるいは資源

の有効活用と取り組みを進めていければと思っ

ているところであります。 

○阿部 清委員長 ほかに質疑はありませんか。

柏倉委員。 

○柏倉信一委員 総論というか、考え方でお尋ね

をしたいんですが、市内にかかわらずですけれ

ども、結構高齢者の介護施設と市立病院さんと

の連携というのはどのようになっているのかお

尋ねをしたいと思います。 

○阿部 清委員長 土屋病院事務長。 

○土屋恒一病院事務長 お答え申しあげます。 

  市内の介護施設との連携ということで、当院

では地域連携室を設けておりまして、例えば療

養病棟への入院とか、そしてまた大腿骨の頸部

骨折をした患者さんとの連携パスによって他病

院からあるいは施設からの受け入れとかそうい

った連携というものは行っておりまして、地域

医療連携室を窓口にしながら連携をとらせてい

ただいております。 

○阿部 清委員長 柏倉委員。 

○柏倉信一委員 大体私が何をお聞きしたいのか

は想像つくと思うんですけれども、具体的に市

内の介護施設あたりから搬送される人数とか、

そういったものは把握しておられますか。わか

ればお尋ねをしたいと思います。 

○阿部 清委員長 土屋病院事務長。 

○土屋恒一病院事務長 具体的に資料を持ち合わ

せておりませんので、この場ではお答えするこ

とができません。 

○阿部 清委員長 そのほか、質疑ありませんか。

申しわけありません。柏倉委員。 

○柏倉信一委員 多分そうだろうと思いますし、

なかなかそこまでの分析は厳しいのかなと思う

んですけれども、高齢者の施設ばかりでなくて

対策というものを考えると結構介護施設さんで

も苦慮していらっしゃるというのが実情ではな

いかと思うんです。確かに、けが的なものもそ

うですけれども、病的なものも当然あるわけで、

市内で施設を運営しておられる方の一番の悩み

の種は急患が出た場合の対応となるのではない

かと思うんです。 

  ですから、事務的なこともさることながら、

総論的な打ち合わせの機会はぜひ必要ではない

かと私なりに思っている部分があるのでお尋ね

をしたところでした。これ以上の答弁は求めま

せんけれども、ぜひそういう機会というものを

密接につくっていただいて、施設そのものを運

営する側も安心して施設を運営できる体制をぜ

ひ構築していただきたいということを申しあげ

ておきます。 

○阿部 清委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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  議第53号平成26年度寒河江市水道事業会計利

益の処分及び決算の認定についてに対する質疑

はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

分科会分担付託 

 

○阿部 清委員長 日程第15、分科会分担付託で

あります。 

  このことにつきましては、お手元に配付して

おります分科会分担付託案件表のとおり、それ

ぞれの分科会に分担付託いたします。 

 

 分科会分担付託案件表  

分  科  会 分担付託案件 

総務産業分科会 

認第１号中歳入全部、歳出

第１款、歳出第２款の一

部、歳出第３款の一部、歳

出第５款、歳出第６款、歳

出第７款、歳出第８款、歳

出第９款、歳出第１１款、

歳出第１２款、歳出第１３

款、認第２号、認第３号、

認第４号、認第９号、議第

５３号 

厚生文教分科会 

認第１号中歳出第２款の一

部、歳出第３款の一部、歳

出第４款、歳出第１０款、

認第５号、認第６号、認第

７号、認第８号、認第１０

号 

 

 

   散    会    午前１１時５０分 

 

○阿部 清委員長 本日はこれにて散会いたしま

す。 

  大変御苦労さまでした。 
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平成２７年９月１８日（金曜日）決算特別委員会 

 

○出席委員（１４名） 

   ２番  古  沢  清  志  委員     ３番  佐  藤  耕  治  委員 

   ４番  渡  邉  賢  一  委員     ５番  伊  藤  正  彦  委員 

   ６番  遠  藤  智 与 子  委員     ７番  太  田  芳  彦  委員 

   ８番  石  山     忠  委員     ９番  阿  部     清  委員 

  １０番  沖  津  一  博  委員    １２番  工  藤  吉  雄  委員 

  １３番  柏  倉  信  一  委員    １４番  木  村  寿 太 郎  委員 

  １５番  内  藤     明  委員    １６番  杉  沼  孝  司  委員 

○欠席委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  丹 野 敏 晴  副 市 長 

草 苅 和 男  教 育 長  菅 野 英 行  
総務課長（併）
選挙管理委員会
事 務 局 長 

月 光 龍 弘  政策企画課長  伊 藤 耕 平  
さがえ未来創成
課 長 

宮 川   徹  財 政 課 長  松 田 幸 彦  税 務 課 長 

小 林 友 子  市民生活課長  芳 賀 弘 明  建設管理課長 

森 谷 孝 義  下 水 道 課 長  原 田 真 司  
農林課長（併）
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

秋 場 礼 子  商工振興課長  松 田   仁  
さ く ら ん ぼ 
観 光 課 長 

阿 部 藤 彦  健康福祉課長  佐 藤 浩 之  高齢者支援課長 

竹 田   浩  子育て推進課長  小 畑 広 明  
会 計 管 理 者 
（兼）会計課長 

軽 部 賢 悦  水道事業所長  土 屋 恒 一  病 院 事 務 長 

山 田 健 二  学校教育課長  荒 木 信 行  生涯学習課長 

大 沼 孝一郎  監 査 委 員     登代子  監 査 委 員 

安孫子 和 広  
監 査 委 員 
事 務 局 長     

○事務局職員出席者 

丹 野 敏 幸  事 務 局 長  佐 藤   肇  局 長 補 佐 

山 田 良 一  局 長 補 佐  渡 邊 拓 也  総 務 係 長 
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   決算特別委員会議事日程第２号  第３回定例会 

   平成２７年９月１８日（金）   予算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

日程第 １ 認第 １号 平成２６年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ２ 認第 ２号 平成２６年度寒河江市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ３ 認第 ３号 平成２６年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ４ 認第 ４号 平成２６年度寒河江市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ５ 認第 ５号 平成２６年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ６ 認第 ６号 平成２６年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ７ 認第 ７号 平成２６年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ８ 認第 ８号 平成２６年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定

について 

 〃  ９ 認第 ９号 平成２６年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の

認定について 

 〃 １０ 認第１０号 平成２６年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について 

 〃 １１ 議第５３号 平成２６年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 １２ 分科会審査の経過並びに結果報告 

       （１）総務産業分科会委員長報告 

       （２）厚生文教分科会委員長報告 

 〃 １３ 質疑・討論・採決 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前９時５５分 

 

○阿部 清委員長 おはようございます。 

  ただいまから決算特別委員会を再開いたしま

す。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○阿部 清委員長 日程第１、認第１号平成26年

度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てから日程第11、議第53号平成26年度寒河江市

水道事業会計利益の処分及び決算の認定につい

てまでの11案件を一括議題といたします。 

 

分科会審査の経過並びに結果報告 
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○阿部 清委員長 日程第12、分科会審査の経過

並びに結果報告であります。 

 

総務産業分科会委員長報告 

 

○阿部 清委員長 初めに、総務産業分科会委員

長報告を求めます。太田総務産業分科会委員長。 

  〔太田芳彦総務産業分科会委員長 登壇〕 

○太田芳彦総務産業分科会委員長 総務産業分科

会における審査の経過と結果について御報告申

しあげます。 

  本分科会は、９月９日、10日、委員全員出席

し、開会いたしました。 

  分担付託されました案件は、認第１号中歳入

全部、歳出第２款の一部、歳出第３款の一部、

歳出第５款から歳出第９款まで、歳出第11款、

歳出第12款及び歳出第13款並びに認第２号から

認第４号まで、認第９号及び議第53号でありま

す。 

  審査の都合上、認第１号については認第１号

中歳出第３款の一部の審査終了後に歳出第９款

の審査を行い、次に歳出第５款、次に歳出第７

款の審査を行い、その後歳出第６款、次に歳出

第８款、次に歳出第11款の順で審査を行うこと

とし、また議第53号については議第４号の審査

終了後に審査を行い、その後議第９号の審査に

入ることを諮り、異議なくそのようにすること

に決しました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、認第１号平成26年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定について中歳入全部を議

題とし、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「消費税が５％から８％になって、

地方消費税交付金が20.8％の増となっているよ

うだが、その理由などを教えていただきたい」

との問いがあり、当局より「地方消費税交付金

の地方への交付額については、消費税額の８％

中1.7％となり、交付率が上がっていることに

よるものです」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、歳出第１款を議題とし、質疑に入りま

したが、質疑もなく、採決の結果、全会一致を

もって原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、歳出第２款の一部を議題とし、質疑に

入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「指定管理者の監査ということで、

平成26年度は６カ所やっていらっしゃるが、指

定管理者は６カ所以上あると思うが、そのサイ

クルはどのようにしているのか」との問いがあ

り、当局より「おおむね３年に１回の割合で実

施しております」との答弁がありました。 

  委員より「工事監査を18カ所監査されたとい

うことですが、その18カ所という抜粋の仕方は

どのように選定しているのか」との問いがあり、

当局より「各課で工事を施工している請負金額

等で選定しております」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、歳出第３款の一部を議題とし、質疑に

入りましたが、質疑もなく、採決の結果、全会

一致をもって原案を了とすべきものと決しまし

た。 

  次に、歳出第９款を議題とし、質疑に入りま

した。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「消防団活動推進事業の中に報酬が

あるが、今団員が何名で、１人当たり報酬額を

お聞きしたい」との問いがあり、当局より「団

員数は824名です。報酬については年額で団長

が12万6,100円、副団長が10万円、分団長が７

万5,600円。副分団長が５万2,200円、部長が４

万5,100円、部長代理が３万1,000円、班長が２
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万3,900円、団員が１万6,800円となっておりま

す」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、歳出５款を議題とし、質疑に入りまし

た。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「市勤労者生活安定資金で3,500万

円というのは何名ぐらいを想定し、また今金利

はどのくらいなのか教えていただきたい」との

問いがあり、当局より「勤労者向けに低利の融

資制度を設けており、預託金として市勤労者生

活安定資金預託金3,500万円を預託していると

ころですが、預託金をこのままお貸しするので

はなく、東北労働金庫と制度をつくり、２倍協

調ということで3,500万円の２倍の7,000万円の

枠の中で融資制度を回しております。平成26年

度の利用件数ですが、新規に26年度中に融資を

受けたのは11件、1,330万円で年度末の利用状

況としては69件で4,340万2,000円となっており

ます。また、金利等につきましては、この時点

では2.6％で貸し付けを行っておりました」と

の答弁がありました。 

  委員より、「雇用対策事業の180万円の委託料

というのは、高校生のインターンシップかなと

思いますが、これは何年くらいやっていて効果

はどうだったかお聞きしたい」との問いがあり、

当局より「高校２年生を対象にしたインターン

シップが主なものですが、平成15年ころから始

めた事業となります。また、効果については、

高校２年生は平成26年度44社に85人が就業体験

を行い、就職活動に大いに役立っているものと

思っており、高校１年生はその段階に応じた研

修による就職に対する意識の醸成、高校３年生

や就職した方については職場定着という意味で

効果があるものと思っております」との答弁が

ありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、歳出第７款を議題とし、質疑に入りま

した。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「寒河江市産業立地促進資金貸付金

というのは、工業団地の企業への貸し付けと思

うのですが、どこが利用しているのか」との問

いがあり、当局より「工業団地に立地した企業

に対する融資制度として県と金融機関と手を組

んで行っている事業でありまして、現在工業団

地で操業している10社が利用しているところで

す」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、歳出第６款を議題とし、質疑に入りま

した。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「中山間地支払についてお聞きした

い。各地区への補助金を教えてもらいたい」と

の問いがあり、当局より「６地区に中山間地地

域等直接支払交付金をお支払いしており、平成

26年度分については谷沢集落が96万5,000円、

上谷沢26万円、上野33万円、田代638万4,000円、

幸生764万5,000円、熊野石田12万3,000円で合

計しまして1,570万円をお支払いしています」

との答弁がありました。 

  委員より「都市と農山村交流促進事業に20万

円計上になっていますが、予算の中身と成果に

ついて教えてください」との問いがあり、当局

より「都市と農山村交流促進事業協議会の方に

負担金を支出しているわけですが、協議会では

早稲田大学や東京農業大学生との交流事業に活

用しております。成果としては、早稲田大学に

ついては、田代地区の方と交流を深めながら寒

河江市の将来に向けての提言や地域の活性化に

伴う提言などいろいろな形で行っていただいて

おります。また、東京農大につきましては、石

持地区のさくらんぼ農家との農業実習も兼ねて
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おり、さくらんぼのもぎ取り作業等に従事しな

がら交流を深めているところです」との答弁が

ありました。 

  委員より「農産物ブランド化推進事業という

ことで970万円計上なっていますが、大半がさ

くらんぼ、つや姫等が主体での予算執行と思う

が、ほかの作物についてはどういうのを推進事

業としてされたのか」との問いがあり、当局よ

り「園芸農業活性化というのも一つの目的に入

っており、枝豆ですとか野菜関係の作業機械、

また谷沢梅などの伝統野菜等の普及にもこの事

業の中で取り組んでいます」との答弁がありま

した。 

  委員より「葉山高原牧場管理事業で平成25年

で終わっていると思うのですが、終わった後も

184万9,841円支出しているわけですが、またこ

としもこれくらいの金額がかかるのかと、将来

的にどうしていくのかお聞きしたい」との問い

があり、当局より「葉山高原牧場については、

国から借用しているところも含まれており、適

正な維持管理が求められています。国から借用

している間は、維持管理に伴う機械のメンテナ

ンス等について費用がかかるもので、また国に

返還するときには原状復帰することになります

ので、管理用道路、建物、牛に水をやるための

管等を全て撤去し、加えて造林をしなければな

らず、かなりの経費がかかってしまうため、現

在次の有効利用に向けて検討しているところで

あります」との答弁がありました。  

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、歳出第８款を議題とし、質疑に入りま

した。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「交通安全施設整備事業で側溝のふ

た購入ですが、年間何枚ぐらい購入して何カ所

ぐらい補修があるのか教えていただきたい」と

の問いがあり、当局より「実施町会が14町会、

支給枚数が744枚となっており、延長としては

372メートルになっています」との答弁があり

ました。 

  委員より「街路事業の中で山西米沢線整備事

業が現在進行しておりますが、工事の進捗状況

はどうなっているのか」との問いがあり、当局

より「２工区に分けて行っているわけですが、

完成を目指しているのは29年度です。現在、第

１工区天童大江線からうろこやさんのところま

で事業を進めておりまして、第２工区につきま

しても測量設計が終わりまして一部用地取得交

渉に入るという計画でやっているところであり

ます」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、歳出第11款を議題とし、質疑に入りま

したが、質疑もなく、採決の結果、全会一致を

もって原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、歳出第12款を議題とし、質疑に入りま

したが、質疑もなく、採決の結果、全会一致を

もって原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、歳出第13款を議題とし、質疑に入りま

したが、質疑もなく、採決の結果、全会一致を

もって原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、認第２号平成26年度寒河江市公共下水

道事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを

議題とし、質疑に入りましたが、質疑もなく、

採決の結果、全会一致をもって原案を了とすべ

きものと決しました。 

  次に、認第３号平成26年度寒河江市浄化槽整

備事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを

議題とし、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「浄化槽整備もことしで４年目にな

りますが、これまでの浄化槽の設置数を教えて

ください」との問いがあり、当局より「平成24

年度が寄附１基を合わせて42基、25年が寄附２

基を合わせて58基、26年が寄附２基を合わせて
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51基となっており、本年度は今のところ40基弱

ということで進んでおります」との答弁があり

ました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、認第４号平成26年度寒河江市簡易水道

事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議

題とし、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「簡易水道のこの２年間の経過と今

後の見通しについて」との問いがあり、当局よ

り「加入者については、現在22世帯が加入して

います。当初は19世帯でしたので微増という状

態です。今後の見通しについては、急な加入の

促進は難しいかなと思っておりますが、加入促

進の取り組みは行っております」との答弁があ

りました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、議第53号平成26年度寒河江市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定についてを議題

とし、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「配水利用はふえているが有収水量

は下がっているような増減になっており、これ

は老朽管の問題と思われるが、大体どの辺の箇

所で欠陥が出ているのかわからないものです

か」との問いがあり、当局より「今老朽化が進

んでいる管は、本市で一番大規模に拡張したと

きの第２次拡張期に整備した管が老朽化してお

り、数も多く年数もたっていることから、急激

に漏水がふえる時期なのかなと予想していると

ころです。漏水に関しましては専門の業者さん

に委託して、1,000万円弱程度をかけて毎年調

査しております。また、地域ごとにお金になっ

ている水量と配水量の差を見ながら地域を特定

し、なるべく効率のいい漏水現場の発見に努め、

有収率を回復するように取り組んでまいりたい

と思っております」との答弁がありました。 

  委員より「家庭での漏水で冬場は点検がない

のである程度まとまった請求が来た場合に大き

な金額になるが、その救済はないのか」との問

いがあり、当局より「基本的には給水管の所有

者の責任になるわけですが、実際は使用してい

ない部分があるわけですので、状況によりいろ

いろな場合がありますが、減免するようにして

います」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、認第９号平成26年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認

定についてを議題とし、質疑に入りましたが、

質疑もなく、採決の結果、全会一致をもって原

案を了とすべきものと決しました。 

  以上で、総務産業分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

  済みません。先ほど、最初のほうで議第４号、

議第９号と申しあげましたが、それぞれ認第４

号、認第９号の誤りでした。訂正させていただ

きます。以上で終わります。 

 

厚生文教分科会委員長報告 

 

○阿部 清委員長 次に、厚生文教分科会委員長

報告を求めます。遠藤厚生文教分科会委員長。 

  〔遠藤智与子厚生文教分科会委員長 登壇〕 

○遠藤智与子厚生文教分科会委員長 厚生文教分

科会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本分科会は、９月９日、委員全員出席し、開

会いたしました。 

  分担付託されました案件は、認第１号中歳出

第２款の一部、歳出第３款の一部、歳出第４款、

歳出第10款、認第５号、認第６号、認第７号、

認第８号、認第10号であります。 

  初めに、認第１号平成26年度寒河江市一般会
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計歳入歳出決算の認定について中、歳出第２款

の一部を議題とし、質疑に入りましたが、質疑

もなく討論を終結し、採決の結果、全会一致を

もって原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、歳出第３款の一部を議題とし、当局の

説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「補装具費の支給とあるが、どんな

ものがあるのか」との問いがあり、当局より

「品目として、車椅子や補聴器などが多く出て

います」との答弁がありました。 

  委員より「民生・児童委員活動費は補助金の

ほかに自治体の判断で増額はあるのか」との問

いがあり、当局より「活動補助金については１

人年額８万5,100円ですが、内訳は県が５万

8,200円、市が残りの２万6,900円です」との答

弁がありました。 

  委員より「福祉バス運行費について、バス３

台ということだが、目的外に使われているのは

どの程度か」との問いがあり、当局より「目的

に沿ったものについて運行していると理解して

います。３台の内訳は、福祉バス、リフトつき

バス及びリフトつきワゴン車で、そのうち福祉

バスの利用状況は延べ164件の利用のうち団体

研修などが71件、そのほか、高齢者の生きがい

活動通所事業やリハビリ訓練などに使われてい

ます」との答弁がありました。 

  委員より「国保の特別会計への繰出金の約２

億4,000万円はどういう根拠に基づいて出され

ているのか」との問いがあり、当局より「保険

基盤安定繰入に１億5,585万円、出産一時金に

532万円、そのほか繰入金として人件費2,912万

円、物件費1,009万円、財政安定化支援事業

1,284万円、保健事業775万円については軽減世

帯や年齢構成などによりそれぞれ算定ルールに

基づいて算出しております。さらに、市独自の

ものとして、保険財政基盤強化分として2,000

万円を加算しています」との答弁がありました。 

  委員より「放課後児童対策事業は生涯学習推

進費の中にも出てくるが、その内容は」との問

いがあり、当局より「児童福祉総務費にある放

課後児童対策事業費は厚生労働省の所管の事業

で、昼間保護者のいない家庭の小学生に授業終

了後などに遊びや生活の場を提供する学童クラ

ブの運営費です。生涯学習課担当の放課後子供

教室推進費は、夏休み中の事業に係る経費で

す」との答弁がありました。 

  委員より「災害救助費について寒河江市に避

難して受給している方は小学生24名、中学生５

名と聞いているが、寒河江市単独で支出してい

るのか」との問いがあり、当局より「山形県被

災児童生徒就学支援事業補助金として補助率

100％の交付を受けています」との答弁があり

ました。 

  委員より「今、想定外の災害が至るところで

発生しているが、そのようなときの指導はどう

なっているのか」との問いがあり、当局より

「防災訓練時に災害ボランティアセンターの設

置訓練を行ったり、運営協力者の養成研修会な

どを開催しています」との答弁がありました。 

  委員より「地域生活支援事業について、手話

通訳者に対して171万6,000円の報酬とあるが、

今嘱託の手話通訳者は１名か」との問いがあり、

当局より「１名です」との答弁がありました。 

  委員より「高齢者寿賀祝い品の報償費はどの

ような内容か」との問いがあり、当局より「数

え年100歳になった方に賀詞と10万円を差し上

げており、昨年は16名でした」との答弁があり

ました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、歳出第４款を議題とし、当局の説明を

求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「食生活改善事業については食生活

改善委員が120名いるが、どのような活動をし



 - 180 - 

ているのか」との問いがあり、当局より「ゆめ

タネ＠さがえの会場で郷土食の試食会をしたり、

伝承料理を伝えたり、介護予防に関しての健康

づくり、幼稚園や保育所などを回って紙芝居や

人形劇を活用しての食育や食生活改善活動に取

り組んでいます」との答弁がありました。 

  委員より「自殺対策事業について、寒河江市

内での自殺者は何人いるか」との問いがあり、

当局より「平成26年度の数値がまだ公表されて

おらず、平成25年度は14名です」との答弁があ

りました。 

  委員より「主要排水路堆積物処理費負担金の

内容は」との問いがあり、当局より「農業用水

と排水路が一緒になっている箇所の泥上げなど

土地改良区で処理している部分に対する負担金

です」との答弁がありました。 

  委員より「島などにある特定廃棄物の放射能

は6,800ベクレルに下がったことで一般廃棄物

として処理できると思うが、国への申し入れは

しているのか」との問いがあり、当局より「国

で指定している以上、指定解除がないと基準値

の8,000ベクレル以下でも一般廃棄物としては

扱えません。県への要望事業として毎年取り上

げていて、県からも国に要望してもらっている

がまだ指定解除の通知をもらっていない状況で

す」との答弁がありました。 

  委員より「衛生費の特定不妊治療費の助成事

業の対象件数が36件とのことだが、その効果

は」との問いがあり、当局より「延べ36件、実

人数にして19名で、出産に至った方は６名の

32％と把握しています」との答弁がありました。 

  委員より「公害防止対策事業について、前年

度と比較して川の水質は改善しているのか」と

の問いがあり、当局より「市内12カ所を年２回

検査しているが、生活排水などにより水質値が

変わるので変動があります」との答弁がありま

した。 

  委員より「自殺対策の報償費はカウンセラー

に支払うのか」との問いがあり、当局より「毎

月１回心の相談ということで来ていただいてい

る医師に支払っています」との答弁がありまし

た。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、歳出第10款を議題とし、当局の説明を

求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「土地改良区の水利賦課金について

学校に水を取り込んでいるのは何のためか」と

の問いがあり、当局より「南部小学校と醍醐小

学校のビオトープの水利費です」との答弁があ

りました。 

  委員より「小中学校の洋式トイレは、今後も

っとふやす予定があるのか」との問いがあり、

当局より「小中学校の未整備のところの洋式化

を進めた後にノロウイルスなど対策として給食

調理師用トイレの洋式化を考えています」との

答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、認第５号平成26年度寒河江市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定についてを議

題とし、当局からの説明を求め、質疑に入りま

した。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「国保運営協議会の委員の選び方は

どのようになっているか」との問いがあり、当

局より「被保険者代表ということで、農業、商

業、年金生活者から１人ずつ３名を選び、医師、

歯科医師、薬剤師から１人ずつの３名、そして

公益を代表する委員として町会長連合会と防犯

協会寒河江支部、民生・児童委員から１人ずつ

選んでいます」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、認第６号平成26年度寒河江市後期高齢
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者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてを

議題とし、当局からの説明を求め、質疑に入り

ました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「健康診査等事業委託料553万1,246

円ということだが、この健康診査の対象者はど

のくらいか」との問いがあり、当局より「被保

険者数6,903名から長期入院者と施設入所者を

除いた6,456名を対象としています。そのうち、

受診者は756名です」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、認第７号平成26年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「高齢者の虐待については、どのよ

うに把握しているのか」との問いがあり、当局

より「寒河江市では直営で行っている地域包括

支援センターに相談が寄せられたり、警察から

虐待ではないかとの連絡を受け対応するケース

があり、年間10件くらいの相談があります。昨

年、虐待と認められたのは３件です」との答弁

がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、認第８号平成26年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてを議題とし、当局の説明を求め、質疑に

入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「要介護と思い相談するが、審査の

ときは本人の状態がいつもよりよくなり介護度

が低目に認定されてしまうことがあると聞いて

いるが、そういうことはあるのか。また、調査

時に１対１で話していると実態と合わない部分

が出てくるので家人の話も聞けるようにできな

いか」との問いがあり、当局より「入院してい

る方の場合などは落ちついたときに調査に行く

が、審査の段階で主治医の意見書等を参考に、

より正確な審査がされていると考える。また、

調査に行くときには家族も一緒のときに行くよ

うにしているが、いつも忙しいとのことでお年

寄り１人だけのときの訪問調査となるケースも

あり、なるべく正確な状況でできるよう努力し

たいと思います」との答弁がありました。 

  委員より「介護認定審査会の委員には、ケア

マネジャーも入っているのか」との問いがあり、

当局より「72名のうち、医師が36名、歯科医師

が18名、そのほかの中に保健師、看護師、ケア

マネジャーなどが入っています」との答弁があ

りました。 

  委員より「新規審査を受けようとする方には、

時間的配慮ができるのか」との問いがあり、当

局より「基本的には申請してから１カ月以内に

結果を出さなくてはならないことになっていま

す。ただし、申請が多いときや主治医の意見書

がなかなか出ないときなど延期になることがあ

り、そのときには本人に通知しています」との

答弁がありました。 

  委員より「介護認定審査についての不服申し

立てはできるのか」との問いがあり、当局より

「山形県に介護保険審査会があり、そこに不服

申し立てができる制度となっています」との答

弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、認第10号平成26年度寒河江市立病院事

業会計決算の認定についてを議題とし、当局の

説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「医療費の未納分は」との問いがあ

り、当局より「未収金は総計１億9,723万7,805

円でその内訳は現年度分が１億6,859万825円で

すが、これは診療報酬については２月、３月分

は翌々月に入金なりますので、実際の個人未収
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金は26年度分は625万2,915円で過年度分は

2,864万6,980円です」との答弁がありました。 

  委員より「過年度分の徴収状況とさらに入院

して働けない人に払えといっても払えない場合

は」との問いがあり、当局より「市立病院の未

収金対応マニュアルに基づいて未収金を管理し

ています。一般の個人の未収金は段階に応じて

回収方法をとっており、まず督促は請求後２カ

月以後に納付なっていない方に督促状を発送し

ています。それでも未収の場合は催告状を送付

し、２カ月後でも未納の方には強い文書の最終

催告書を送付して処理に当たっています。特に、

個人の多額になった入院費などについては、確

実に支払う旨の確約書を取り交わしながら経済

状況によって分割納付を促すなどして未収金の

回収に当たっています。また、入院の保証人へ

の支払いのお願いなども行ってまいります。未

収金は流動資産であり、将来収入の見込まれる

債権を不納欠損金として放棄するのは、財政的

な理由からも患者負担の公平性の観点からも安

易に実施すべきではないということで、これま

では行っていないが、今後につきましては貸倒

引当金での処理や不納欠損処理をしているほか

の病院の状況を調べて検討していきたいと思っ

ています」との答弁がありました。 

  委員より「減価償却費の中に医療機器のリー

ス料が減価償却とされているがその理由は」と

の問いがあり、当局より「平成26年度から公営

企業会計制度の見直しでできた新規の項目であ

り、これまでは賃借料から支払っていましたが、

固定資産の分割購入と同様の減価償却費として

処理を行っています」との答弁がありました。 

  委員より「市立病院の厳しい経営状態を踏ま

え、職員の意識改革などはどう行っているか」

との問いがあり、当局より「経営改善のための

平成24年から27年までの４年間のアクションプ

ランを定めています。その１つに市民のニーズ

に応える初期診療の充実という項目があり、救

急患者は断らないとしています。実際、救急患

者の受入数は、26年度1,287件で対前年比198件

増加しています。また、経営管理委員会を毎月

月末に開催し、病院事業経営上の数値の分析あ

るいは調査確認などの情報を共有し、経営状況

を把握しています。さらに、院内に６つのプロ

ジェクトを設け、目標値や実績値などを毎月グ

ラフ化し、各セクション全体で見えるようにし、

翌月の改善に向けて迅速に対応しています。医

局の常勤医師にも入院患者数をふやしてほしい

と要請しています。健康診断した後の精密検査

なども予約なしで受診できるような胃カメラの

診察枠を設けたり、大病院の県立中央病院や済

生館などで大手術した患者の受け入れなども行

っています」との答弁がありました。 

  委員より「病院窓口の電話の対応について」

の問いがあり、当局より「窓口対応について接

遇研修並びに電話対応研修を行っていますが、

なお十分に気をつけてまいります」との答弁が

ありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  以上で、厚生文教分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○阿部 清委員長 日程第13、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  初めに、総務産業分科会委員長報告に対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、厚生文教分科会委員長報告に対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  採決は初めに認第１号、認第５号、認第６号

認第７号及び議第53号を除く、認第２号平成26

年度寒河江市公共下水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定について、認第３号平成26年度寒河

江市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認

定について、認第４号平成26年度寒河江市簡易

水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

認第８号平成26年度寒河江市介護認定審査会共

同設置特別会計歳入歳出決算の認定について、

認第９号平成26年度寒河江市財産区特別会計

（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認定につ

いて及び認第10号平成26年度寒河江市立病院事

業会計決算の認定についての６案件を一括して

採決いたします。 

  ただいまの６案件に対する各分科会委員長報

告は、いずれも原案を了とするものであります。 

  ６案件は、各分科会委員長報告のとおり決す

ることに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

  御異議なしと認めます。 

  よって、認第２号、認第３号、認第４号、認

第８号、認第９号及び認第10号の６案件につい

ては、原案のとおり認定すべきものと決しまし

た。 

  次に、議第53号平成26年度寒河江市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定についてを採決

いたします。 

  本案に対する分科会委員長報告は原案を了と

するものであります。 

  本案は分科会委員長報告のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。   

  よって、議第53号は原案のとおり可決及び認

定すべきものと決しました。 

  次に、認第１号平成26年度寒河江市一般会計

歳入歳出決算の認定についてを起立により採決

いたします。 

  本案に対する各分科会委員長報告はいずれも

原案を了とするものであります。 

  本案は原案のとおり認定することに賛成の委

員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、認第１号は原案のとおり認定すべき

ものと決しました。 

  次に、認第５号平成26年度寒河江市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定についてを起

立により採決いたします。 

  本案に対する分科会委員長報告は原案を了と

するものであります。 

  本案は原案のとおり認定することに賛成の委

員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、認第５号は原案のとおり認定すべき

ものと決しました。 

  次に、認第６号平成26年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてを

起立により採決いたします。 

  本案に対する分科会委員長報告は原案を了と

するものであります。 

  本案は原案のとおり認定することに賛成の委

員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、認第６号は原案のとおり認定すべき

ものと決しました。 

  次に、認第７号平成26年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定についてを起立に

より採決いたします。 

  本案に対する分科会委員長報告は原案を了と

するものであります。 

  本案は原案のとおり認定することに賛成の委
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員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、認第７号は原案のとおり認定すべき

ものと決しました。 

 

   閉    会    午前１０時４５分 

 

○阿部 清委員長 以上をもって決算特別委員会

を閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

 

以上会議の結果を記載し、相違ないことを証す

るために署名する。 

 

決算特別委員会臨時委員長  木 村 寿太郎 

 

決算特別委員会委員長  阿 部   清 

 


